












































 

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 











第１表　青磁集計表

口縁部 胴部 底部 底部 口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部 口～底部 口縁部 胴部 口縁部 底部 口縁部 胴部

個　数 24 4 19 10 86 15 15 1 4 15 51 17 32 1 107 7 1 1 156 73

分　類

碗

Ａ-1
Ａ-1

有文

Ａ-1

無文
Ａ-2 Ａ-3 Ａ-3-ａ Ａ-3-ｂ B B-1

口～底部 底部 底部 口～底部 口縁部 胴部 底部 口～底部 口縁部 底部 口縁部 胴部 口～底部 口縁部 胴部 口～底部 口縁部 胴部 底部

個　数 1 12 15 1 40 12 12 1 2 28 72 6 3 61 18 1 30 33 19

Ｃ
B-1

有文
分　類

碗

B-1

無文
B-2 B-3 B-3-ａ Ｂ-3-ｂ

口～底部 口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部 胴部 底部 口縁部 口～底部 口縁部 底部 胴部 底部 口～底部 口縁部 口縁部

個　数 1 20 2 4 5 6 3 35 528 58 11 1 5 11 68 19 16 1 4 117 37

分　類

碗

A-2

皿

Ｂ Ｂ-1 Ｂ-1-ａ Ｂ-1-ｂＤ その他 分類不明 A A-1

底部 底部 口～底部 口縁部 口縁部 口～底部 口縁部 胴部 底部 口～底部 口縁部 底部 口～底部 口縁部 底部 口～底部 口縁部 底部 胴部 底部

個　数 3 5 1 15 4 1 4 1 1 2 55 9 2 11 6 1 17 1 11 111

分　類

皿

Ｃ-2 その他 分類不明

Ｂ-1-a

か

Ｂ-2-a

Ｂ-1-ｂ

か

Ｂ-2-ｂ

Ｂ-2-ａ Ｂ-2-ｂ Ｂ-3 Ｃ-1

口縁部 胴部 底部 口～底部 口縁部 口縁部 口縁部 口～底部 口縁部 底部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部

個　数 8 42 36 1 132 16 21 1 26 26 65 11 11 17 8 3 1 84 7 4 21 2

瓶

ＡＡ-2 Ｂ 分類不明 Ａ Ｂ分　類

盤 壺

分類不明Ａ Ａ-1-ａ Ａ-1-ｂ

口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部 体部 端部 甲部 甲～端部 体部 甲～端部 端部 口～底部 口縁部 胴部 底部 口縁部 底部 底部 口縁部

個　数 2 41 9 14 6 1 1 18 10 1 5 1 1 1 5 5 1 5 5 1 2

分類不明分　類

瓶

鉢

蓋 小碗

Ｂ Ａ Ａ-1 Ａ-2 Ｂ Ａ Ｂ Ｃ

口～底部 口縁部 底部 口縁部 口縁部 口縁部 胴部 把手 口縁部 胴部 口～底部 口縁部 口～底部 口縁部 底部 口縁部 底部 胴部 底部

個　数 1 1 1 3 2 2 4 2 4 5 1 6 1 6 1 1 1 1 133 2 3075

合 計Ａ Ｂ分　類

杯

擂鉢 小壺 水注 環

B C

器台

香炉

型物

駒

器種不明



第２表　青磁観察一覧① 単位：㎝

挿図番号
図版番号

器種 部位 分類
口径
器高
底径

観察事項 旧出土地 新出土地

第29図
図版１

１
碗 口縁部 他

－
－
－

鎬蓮弁の外反碗。口唇部はやや尖る。鎬の稜は不明瞭であるが膨らみは見られる。内外面
共に明緑色釉で厚く施釉される。灰白色で堅緻。

東西トレンチ
東隅より

2番区石列内
出土地不明

第29図
図版１

２
碗 口縁部 A-1

17.3
-
-

厚手の無文外反碗。内外面共に粗い貫入が見られ、明オリーブ灰色釉で厚く施釉される。
素地は赤褐色でやや粗い。

Ⅱ期基壇 Ⅱ期基壇

第29図
図版１

３
碗 口縁部 A-1

21.1
-
-

厚手の無鎬蓮弁文碗。口縁部は外反し、胴部は大きく膨らむ。外面胴部下半には無鎬蓮弁
文が、内面にはヘラ描きの草文が描かれる。内外面共に明緑色釉で厚く施釉される。素地
は灰白色で堅緻。

2層黒色土混り
赤土層K6 95 96

K6-95・96　Ⅱ層
（黒土混赤土層）

第29図
図版１

４
碗 口縁部 A-3-a

－
－
－

無文の玉縁口縁碗。全体的に薄手である。内外面共に暗オリーブ灰色釉を施釉される。素
地は灰白色でやや粗い。器表面には小孔が見られる。

中央基本東西観察
畦コーラル造成層

中央観察畦？

第29図
図版１

５
碗 口縁部 A-2

17.3
-
-

厚手の外反碗。外面胴部に文様が見られるが、不明瞭であるため文様構成は不明。内外面
共に細かい貫入が見られる。内外面共に２次的に火を受けているため変色、砂粒が溶着し
ている。明緑灰色釉を内外面に厚く施釉される。素地は褐色でやや粗い。

K9 K10 100
第基壇正面礫層中

K9・10-100
Ⅱ期基壇

正面礫層中

第29図
図版１

６
碗 口縁部 A-2

17.7
-
-

蓮弁文碗。口縁部は外反する。やや細めの蓮弁文は鎬は無く、膨らみが見られる。オリーブ
灰色釉を内外面共に厚く施釉される。素地は灰白色で堅緻。

K6 98　第2層
70～80

K6-98　Ⅱ層

第29図
図版１

７
碗 口縁部 A-2

15.8
-
-

蓮弁文碗か。胴部に幅広の蓮弁文と思われる花弁が描かれる。その上部に２条一組の圏線
も見られ、内面にはヘラ描きによる草花文が見られる。明オリーブ灰色釉が厚く施釉される。
素地は灰白色で堅緻。

Ⅱ期基壇
北側石垣　覆土

Ⅱ期基壇
北側翼状　Ⅰ層

第29図
図版１

８
碗 口縁部 A-2

16.2
-
-

口縁部が外反する。胴部は膨らみが見られる。外面胴部にヘラ描きの草花文が見られる。内
外面共に明オリーブ灰色釉が施釉される。素地は灰白色で堅緻。

K6 98　第2層
70～80

K6-98　Ⅱ層

第29図
図版１

９
碗 口縁部 A-2

－
－
－

口縁部が外反する。外面胴部には簡略化したラマ式蓮弁文、内面胴部には草花文が見られ
る。内外面共に明緑色釉が施釉される。素地は灰白色で堅緻。

K8 103　表土 K8-103　表土

第29図
図版１

10
碗 底部 A-1 有文

-
-

8.0

かなり大振りの碗。内底面には幅広の圏線内に印花文、内外面胴部には草花文が見られ
る。内外面共に明オリーブ灰色釉が施釉される。外底面は雑な蛇の目釉剥ぎが見られる。素
地は灰白色で堅緻。外底面に粘土塊が溶着する。

K2 99　第2層
0/20

K2-99　Ⅱ層

第29図
図版１

11
碗 底部 A-1 有文

-
-

7.15

高台は低く、胴部は厚手となる、やや大振りの碗。内底面には圏線内に印花文が見られる。
内外面共に明緑灰色釉が施釉される。外底面は蛇の目釉剥ぎがなされる。素地は灰白色で
堅緻。

第Ⅰ期基壇　北側
石垣の翼状の覆土

Ⅱ期基壇
北側翼状　Ⅰ層

第29図
図版１

12
碗 底部 A-1 有文

-
-

7.3

大振りな碗で胴下部が大きく広がる。内底面に印花文が見られる。内外面共に暗オリーブ色
釉を薄く施釉する。外底面は蛇の目釉剥ぎが見られる。素地は褐色で粗い。

第3基壇と③’横
石垣の間

南踊り場　断割①

第29図
図版１

13
碗 底部 A-1 有文

-
-

7.4

大振りな碗で胴下部が大きく広がる。内底面には蓮華の印花文が見られる。外面胴部にも
草花文と思われるヘラ描きの文様が見られる。明オリーブ灰色釉で厚く施釉される。外底面
は雑な蛇の目釉剥ぎが見られる。素地は灰白色で堅緻。外底面に窯道具の輪トチンの一部
が溶着している。

K4　トレンチ
東西基本トレンチ

K3-97・98
トレンチ3

第29図
図版１

14
碗 底部 A-1 有文

-
-

7.3

高台は厚く、畳付の幅も広い。厚手の碗。全面に２次的な火を受けており、器表面が変色、
気泡が見られる。そのため内底面の文様は不明瞭である。外底面は円形に釉剥ぎが見られ
る。素地は灰白色で堅緻。外底面には粘土塊が溶着している。

Ⅴ期　南東側
石畳下層

Ⅶ期基壇　K0-100
石畳　下層

第29図
図版１

15
碗 底部 A-2

-
-

5.9

高台のつくりはやや粗い。高台外面下部は斜めに面取りされる。内底面には印花文が見ら
れる。明オリーブ灰色釉で薄く施釉される。外底面は円形の釉剥ぎが見られる。素地は赤褐
色で堅緻。外面器表には小孔が僅かに見られる。

Ⅱ期基壇 Ⅱ期基壇

第30図
図版２

16
碗 口縁部 A-3-a

20.1
-
-

無文外反碗。口縁部は玉縁状に肥厚する。胴部は膨らみを有する。内外面共に暗オリーブ
色釉を施釉している。素地は灰色でやや粗い。

L1　東西トレンチ
断割

中央観察畦②

第30図
図版２

17
碗 口縁部 A-3-a

18.0
-
-

無文外反碗。口縁部は玉縁状に肥厚する。胴部は膨らみを有する。内外面共に素地はオ
リーブ灰色釉を施釉している。素地は灰白色で堅緻。

L0 94　下層断割
Ⅲ層

L0-94　Ⅲ層

第30図
図版２

18
碗 口縁部 A-3-a

14.5
-
-

無文外反碗。口縁部は玉縁状に肥厚する。胴部は膨らみを有する。内外面共に暗オリーブ
色釉を施釉している。素地は灰褐色でやや粗い。内外面共に細かい貫入が見られる。

Ⅱ期基壇 Ⅱ期基壇

第30図
図版２

19
碗 口縁部 A-3-b

16.7
-
-

無文外反碗。口縁部は僅かに肥厚する。胴部は膨らみを有する。内外面共に明オリーブ灰
色釉を施釉している。施釉は雑で口唇部の一部が露胎となる。素地は灰白色で堅緻。

SW17 L2-96　SW17

第30図
図版２

20
碗 口縁部 A-3-a

14.8
-
-

薄手の無文外反碗。口縁部は玉縁状に肥厚する。内外面共にオリーブ灰色釉を施釉してい
る。素地は灰色でやや粗い。器表面には小孔が多数、見られる。

遺構SW3 K2-96　SW3

第30図
図版２

21
碗 口縁部 A-3-b

15.2
-
-

無文外反碗。外面胴部には回転轆轤成形痕が見られる。内外面共にオリーブ灰色釉を施
釉している。素地は灰色でやや粗い。器表面には小孔が多数、見られる。内面には粘土塊
が溶着する。

表　L0 104 L0-104　表採

第30図
図版２

22
碗 底部 A-3-a

-
-

6.75

高台外面下部は斜めに面取りされる。内底面には印文が見られる。内外面共にオリーブ灰
色釉を雑に施釉している。畳付の一部から外底面にかけては露胎となる。内底面は円状に
釉剥ぎされる。

L0 94　下層断割
第Ⅲ層

L0-94　Ⅲ層

第30図
図版２

23
碗 底部 A-3-a

-
-

6.45

高台はやや高く内傾し高台内の内刳りは浅い。畳付は水平に切られ、高台外面下部は斜め
に面取りされる。内底面の露胎部には印花文が見られる。内外面共に明オリーブ灰色釉を
施釉している。外面胴下部から外底面にかけて露胎となる。内底面は円形に釉剥ぎされる。
素地は器表面には小孔が僅かに見られる。

中央畦　断割トレ
第Ⅲ層　東隅区

中央観察畦②
Ⅲ層

第30図
図版２

24
碗 底部 A-3

-
-

5.4

高台は低く、高台内の内刳りは浅い。畳付は水平に切られ、幅は一定しない。内底面には印
花文が見られる。内外面共に明オリーブ灰色釉を施釉している。外面胴下部から外底面に
かけて露胎となる。素地は灰色で堅緻。

Ⅱ期基壇 Ⅱ期基壇

注　「－」：計測不可



第２表　青磁観察一覧② 単位：㎝

挿図番号
図版番号

器種 部位 分類
口径
器高
底径

観察事項 旧出土地 新出土地

第30図
図版２

25
碗 底部 A-3-a

-
-

5.6

高台はやや高く内傾し高台内の内刳りは浅い。畳付は水平に切られ、高台外面下部は斜め
に面取りされる。内外面共に明オリーブ灰色釉を施釉している。外面胴下部から外底面にか
けて露胎となる。素地は褐色で堅緻。器表面には小孔が多数、見られる。

第3基壇と③’横
石垣の間

南踊り場　断割①

第30図
図版２

26
碗 底部 A-3-a

-
-

6.2

高台はやや高く内傾し高台内の内刳りは浅い。高台のつくりは雑で畳付の幅は一定ではな
く、高台内面の成形が行われていない。文様は内底面に圏線が１条見られる。内外面共に
暗オリーブ灰色釉を施釉している。高台外面下部から外底面にかけて露胎となる。素地は灰
白色で堅緻。２次的に火を受けたため素地が黒く煤けている。

Ⅱ期基壇　北側
L3グリッド

Ⅱ期基壇
北側翼状　Ⅰ層

第30図
図版２

27
碗 底部 A-3-a

-
-

5.3

高台内の内繰りは浅い。２次的に火を受けているため、全体的に文様並びに釉調、胎土は
不明瞭である。内底面は円形に釉剥ぎされる。外面胴下部に鉄の小片が溶着している。

表　K10 101 K10-101　表採

第30図
図版２

28
碗 底部 A-3

-
-

5.0

やや小ぶりな碗。高台は低く、薄い。胴下部は大きく膨らむ。畳付は一部、水平に切られる
が、丸く収めるなど形状が一定していない。内外面共に暗オリーブ灰色釉を施釉している。
高台外面下部から外底面にかけて露胎となる。素地は灰白色で堅緻。

中央畦　断面
断割トレンチ

東隅区
中央観察畦②

第30図
図版２

29
碗 底部 A-3-a

-
-

5.5

高台のつくりはかなり雑で、畳付に砂粒が多く溶着している。内底面は２次的に火を受けた
ため、気泡が多く見られる。内外面共に明緑色釉を施釉している。畳付から内底面にかけて
露胎となる。素地は灰白色で堅緻。

K9 K10 100
第2基壇

正面礫層中

K9・10-100
Ⅱ期基壇

正面礫層中

第30図
図版２

30
碗 底部 A-3-a

-
-

6.0

高台は低く全体的につくりはかなり雑で、畳付の幅は一定ではない。内外面共に灰オリーブ
色釉を雑に施釉する。内底面には凹凸が多く見られる。器表面には小孔が多く見られる。素
地は褐色でやや粗く、大きい気泡が見られる。

Ⅱ期基壇 Ⅱ期基壇

第31図
図版３

31
碗 口縁部 B-1

－
－
－

直口口縁碗で外面口縁部直下に３条の圏線が見られ、斜位で画する。内面胴部にはヘラ描
きの草花文が見られる。口縁端部が僅かに肥厚する。内外面共に灰オリーブ色釉を施釉す
る。素地は灰白色で堅緻。内外面共に貫入が見られる。

表土　L3 103 L3-103　表土

第31図
図版３

32
碗 口縁部 B-1

14.2
-
-

直口口縁碗で外面口縁部直下にヘラ描きによる雷文帯が見られる。文様は他に外面胴部
に草花文、内面口縁部直下に横位の曲線が見られる。内外面共に明緑色釉を施釉する。素
地は灰白色で堅緻。

表土 表土

第31図
図版３

33
碗 口縁部 B-1

12.4
-
-

直口口縁碗で外面口縁部直下にヘラ描きによる雷文帯が見られる。内外面胴部にヘラ描き
による草花文が見られる。内外面共に暗オリーブ灰色釉を厚く施釉する。素地は灰白色で
堅緻。

SW13 L0-96　SW13

第31図
図版３

34
碗 口縁部 B-1

－
－
－

直口口縁碗で口縁端部が僅かに肥厚する。口縁部直下に雷文が見られるが不鮮明である
が見られる。また、内外面胴部にヘラ描きによる草花文が見られる。内外面共にオリーブ灰
色釉を厚く施釉する。素地は灰白色で堅緻。

表　K1 95 K1-95　表採

第31図
図版３

35
碗 口縁部 B-1

－
－
－

直口口縁碗で口縁端部が僅かに肥厚する。外面口縁部直下にヘラ描きによる雷文帯が、内
面胴部に草文が見られる。内外面共にオリーブ灰色釉を厚く施釉する。素地は灰白色で堅
緻。

表土　L4 100 L4-100　表土

第31図
図版３

36
碗 口縁部 B-1

－
－
－

直口口縁碗で口縁部直下にかなり略化した雷文帯が、外面胴部に蓮弁文と思われるヘラ描
き文が見られる。内外面共にオリーブ灰色釉を厚く施釉する。素地は灰白色で堅緻。

Ⅱ期基壇
前方土留石垣

南側翼状石垣内
Ⅱ期基壇?

第31図
図版３

37
碗 口縁部 B-1

13.2
-
-

直口口縁碗で外面胴部に幅広の略化した蓮弁文が見られる。内外面共にオリーブ灰色釉
を施釉しており、口縁部周辺には釉垂れが見られる。素地は灰白色でやや粗い。

Ⅳ期基壇
化粧石前

SP3

第31図
図版３

38
碗 口縁部 B-1

14.4
-
-

直口口縁碗で外面胴部に片切り彫りの無鎬蓮弁文が見られる。内外面共に明緑色釉を厚く
施釉する。素地は灰白色で堅緻。

撹乱 撹乱層

第31図
図版３

39
碗 口縁部 B-1

15.4
-
-

口縁部がわずかに外反する碗で外面胴部に幅が狭く剣先の尖る片切り彫りの無鎬蓮弁文
が見られる。内外面共に粗い貫入が見られる。内外面共に明緑色釉を厚く施釉する。器表
面には小孔が僅かに見られる。素地は灰白色で堅緻。

L0　東西トレンチ
断割　東隅最奥区

L0　不明

第31図
図版３

40
碗 口縁部 B-1

14.6
-
-

直口口縁碗で外面胴部に線彫りの蓮弁文が見られる。蓮弁は僅かに膨らみを有する。内外
面共に淡緑灰色釉を施釉する。器表面には小孔が僅かに見られる。素地は灰色で堅緻。

SW13 L0-96　SW13

第31図
図版３

41
碗 口縁部 B-1

－
－
－

口縁部がわずかに外反する碗で外面口縁部直下に２条一組の圏線と外面胴部に線彫りの
無鎬蓮弁文が見られる。内外面共に明緑色釉を施釉する。素地は灰白色で堅緻。

表土　K6 104 K6-104　表土

第31図
図版３

42
碗 口縁部 B-1

－
－
－

口縁部が玉縁状に肥厚する碗で外面胴部に片切り彫りの無鎬蓮弁文が見られる。内面胴
部にも草花文と思われる文様が見られる。内外面共に明緑色釉を施釉する。素地は灰白色
で堅緻。

第Ⅰ期基壇の北側
翼状石垣の覆土

Ⅱ期基壇
北側翼状　Ⅰ層

第31図
図版３

43
碗 口縁部 B-1

－
－
－

直口口縁碗で外面胴部に片切り彫りの蓮弁文が見られる。内面胴部にも文様が見られるが
構成は不明。器表面には小孔が僅かに見られる。内外面共に明オリーブ灰色釉を施釉す
る。素地は灰白色で堅緻。

SW3　覆土コーラル K2-96　SW3

第31図
図版３

44
碗 口～底部 B-1 有文

20.2
10.6
8.4

大振りの直口口縁碗で胴部は大きく膨らむ。外面胴下部に蓮弁文とその上部に圏線が１条
不明瞭ながら見られる。内底面には圏線内に印花文が見られる。内外面共にオリーブ灰色
釉を雑に施釉する。高台内面の一部と外底面が露胎となる。素地は灰白色で堅緻。

表　K9 101 K9-101　表採

第32図
図版４

45
碗 口～底部 B-2

13.0
7.8
5.3

直口口縁碗で外面胴部には細弁間と弁先が対応しない蓮弁文が見られる。内底面に印花
文がみられる。内外面共に明オリーブ灰色釉を雑に施釉する。内面高台下部から外底面に
かけて露胎となる。外底面中央に釉が残る。素地は灰白色で堅緻。高台部分の焼成は不良
で露胎部は褐色となる。

SW13　円下部 L0-96　SW13

第32図
図版４

46
碗 底部 B-2

-
-

5.8

直口口縁碗で外面胴部には片切り彫りによる細蓮弁文が見られる。内底面から内面胴部に
かけては捻花文が見られる。内外面共に明緑色釉が施釉され、外底面は蛇の目状に釉剥ぎ
され、高台外面の一部が露胎となる。輪トチンの痕跡が外底面の一部に残る。素地は灰白
色で堅緻。

L1 98　撹乱 L1-98　撹乱層

第32図
図版４

47
碗 口縁部 B-2

-
-
-

直口口縁碗で剣先の蓮弁文が見られる。弁幅は狭く、片切り彫りで描かれる。内面胴部には
唐草文が描かれる。内外面共にオリーブ灰色釉を施釉する。素地は灰白色で堅緻。

第2基壇　前面 Ⅱ期基壇　前面

第32図
図版４

48
碗 口縁部 B-2

14.0
-
-

直口口縁碗で外面胴部に線彫りによる簡略化した蓮弁文が見られる。内外面共に淡緑灰色
釉を薄く施釉する。素地は灰白色で堅緻。

第74　柱穴 L1-93　柱穴74

注　「－」：計測不可



第２表　青磁観察一覧③ 単位：㎝

挿図番号
図版番号

器種 部位 分類
口径
器高
底径

観察事項 旧出土地 新出土地

第32図
図版４

49
碗 口縁部 B-2

15.7
-
-

口縁部は僅かに肥厚し、胴部は膨らみが見られる。外面胴部には蓮弁文が見られ、蓮弁は
膨らみを有する。外面共には貫入が見られる。。内外面共に暗オリーブ灰色釉を厚く施釉す
る。素地は灰白色で堅緻。

K1 99　石組遺構内 K1-99　SW4

第32図
図版４

50
碗 口縁部 B-3-a

13.9
-
-

直口口縁碗で外面胴部に線彫りの蓮弁文が見られる。２次的に火を受けているため、全体
的に文様並びに釉調、胎土は不明瞭である。素地は灰色で粗い。焼成は一部不良。

K1 102
踊り場断割

南踊り場　断割④

第32図
図版４

51
碗 口縁部 B-3-a

13.1
-
-

直口口縁碗で外面口縁部直下に３条の片切り彫りの文様が見られる。内外面共に明オリー
ブ灰色釉を施釉し、粗い貫入が見られる。素地は灰白色で堅緻。

L3  96  石灰岩碑 L3-96　石積？

第32図
図版４

52
碗 口縁部 B-3-a

16.0
-
-

無文の直口口縁碗。内外面共に明オリーブ灰色釉を施釉する。粗い貫入が見られる。素地
は灰白色で堅緻。

K6 10　灰褐色土層 K6　灰褐色土層？

第32図
図版４

53
碗 口縁部 B-3-a

13.6
-
-

直口口縁碗で外面胴部にかなり簡略化した線彫りの蓮弁文が見られる。内面は黄褐色釉で
施釉し、外面は２次的に火を受けているため不明瞭となる。施釉は雑で外面が一部露胎とな
る。素地は黄白色でやや粗い。

K1 102
踊り場断割

南踊り場　断割④

第32図
図版４

54
碗 口縁部 B-3-a

－
－
－

直口口縁碗で外面口縁部直下にヘラ描きによる雷文帯が見られる。内外面共に明オリーブ
灰色釉を施釉し、細かい貫入が見られる。素地は灰白色で堅緻。

2期壇　正面部 Ⅲ期基壇

第32図
図版４

55
碗 口縁部 B-3-a

－
－
－

直口口縁碗で口縁部直下に圏線が１条、その下部に蓮弁文の弁先が見られる。内外面共
に明緑色釉を施釉し、細かい貫入が見られる。素地は灰白色で堅緻。

Ⅱ期基壇 Ⅱ期基壇

第32図
図版４

56
碗 口縁部 B-3-a

－
－
－

直口口縁碗で胴部は膨らみを有する。外面胴部に弁先が二又になる無鎬蓮弁文が見られ
る。内外面共に暗オリーブ色釉を施釉し、細かい貫入が見られる。素地は灰白色で堅緻。素
地は灰白色でやや粗い。

石組遺構内
（井戸状）より

X=103、Y=105付近
K0-99　SW4

第32図
図版４

57
碗 口～底部 B-3-b

14.0
7.4
5.6

直口口縁碗で外面胴部には細弁間と弁先が対応しない蓮弁文が見られる。内底面には片
切り彫りの捻花文が見られる。内外面共に明緑色釉を施釉し、細かい貫入が見られる。内面
高台下部から外底面にかけて露胎となる。素地は灰白色で堅緻。外面と高台には粘土塊が
溶着している。

Ⅱ期基壇
前方土留石垣

南側翼状石垣内
Ⅱ期基壇?

第32図
図版４

58
碗 口～底部 B-3-b

14.0
7.4
5.2

直口口縁碗で外面胴部には細蓮弁文が見られる。内外面共にオリーブ灰色釉を施釉してい
る。口縁部直下に釉垂れが見られ、高台内面下部から外底面にかけて露胎となる。畳付に
は粗砂粒が多く溶着する。外面には小孔が見られる。素地は灰白色でやや粗い。

Ⅱ期基壇
前方土留石垣

南側翼状石垣内
Ⅱ期基壇?

第32図
図版４

59
碗 口縁部 B-3-b

13.1
-
-

直口口縁碗で外面胴部には弁先が無い細蓮弁文が見られる。内外面共に黄褐色釉を雑に
薄く施釉する。器表面には小孔が大量に見られる。２次的に火を受けているため、器表面の
一部が変色している。素地は黄白色でやや粗い。

K1 102
踊り場断割

南踊り場　断割④

第32図
図版４

60
碗 口～底部 B-3

13.5
6.1
4.6

無文の直口口縁碗で胴部は大きく膨らみ、器高が低い。２次的に火を受けているため、釉調
は不明瞭である。高台外面下部から外底面にかけて露胎となる。素地は灰色でやや粗い。
外底面にはやや大きい孔が見られる。

表　K6　98 K6-98　表採

第33図
図版５

61
碗 口縁部 C

11.7
-
-

口縁部がわずかに外反し、口唇部が尖る。２次的に火を受けているため、釉調、文様は不明
瞭である。素地は灰白色で堅緻。

第2層　K3　96 K3-96　Ⅱ層

第33図
図版５

62
碗 底部 C

-
-

4.4

高台はやや高く、畳付は水平に切られる小振りな碗。胴部は大きく膨らみを有する。全体的
に器表面が２次的に火を受けて変色している。内外面共に明緑色が施釉される。素地は白
色で堅緻。内外面共に細かい貫入が見られる。

第Ⅱ層　0/20
K4　99

K4-99　Ⅱ層

第33図
図版５

63
碗 口～底部 D

17.7
7.0～7.6

8.3

無文の直口口縁碗で胴部は僅かに膨らみを有する。口縁部はやや肥厚し、高台は低く、厚
い。畳付は水平に切られ、幅は広い。高台内の内繰りは浅く、内底面にひび割れが見られ
る。内外面共に暗オリーブ灰色釉を施釉しており、外面高台下部から外底面にかけて露胎と
なる。内底面は蛇の目釉剥ぎされる。素地は褐色でやや粗い。

不明 出土地不明

第33図
図版５

64
碗 底部 B-2

-
-

5.8

蓮弁文碗。弁は膨らみを有する。外底面は印花文が見られる。高台のつくりは雑で厚みは一
定ではない。内外面共に明緑色釉を施釉しているが、外面高台から外底面にかけて雑に施
される。内底面には粘土塊がまとまって溶着している。内外面共に粗い貫入が見られる。

L1  東西トレンチ
断割　東隅最奥

石列区切内
L1　石列？

第33図
図版５

65
碗 底部 B-3

-
-

5.8

無文碗。高台下部は斜めに面取りされる。内外面共にオリーブ灰色釉を施釉しているが、高
台周辺が露胎になるなど雑に施される。内面高台下部から外底面にかけて露胎となる。内
底面は円形に釉剥ぎされる。外底面には粗砂粒が溶着している。外面に粗い貫入が見られ
る。素地は灰色でやや粗い。

第74　柱穴 L1-93　柱穴74

第33図
図版５

66
碗 底部 B-3

-
-

5.1

高台は低く、高台内の内刳りは浅い。高台下部は斜めに面取りされる。内外面共にオリーブ
灰色釉を施釉している。高台外面下部から外底面にかけて露胎となる。素地は灰白色でや
や粗い。器表面には小孔が僅かに見られる。

L0 97 SW13
井戸状石組外
東側グリッド

L0-97　SW13

第33図
図版５

67
碗 底部 B-3

-
-

6.2

蓮弁文碗。弁は膨らみを有する。外底面は圏線内に印花文が見られる。高台内の内刳りは
浅い。畳付の幅は一定ではないことなど、つくりは粗い。内外面共に明緑色釉を施釉してい
る。素地は灰白色で堅緻。高台を中心に器表面には煤が付着している。

Ⅱ期基壇 Ⅱ期基壇

第33図
図版５

68
碗 底部 B-3

-
-

5.7

蓮弁文碗。内外面共に灰オリーブ色釉を施釉している。内面高台下部から外底面まで露胎
となる。素地は黄白色で堅緻。

東方トレンチ
プレハブ後方

の試掘
出土地不明

第33図
図版５

69
碗 底部 B-3

-
-

5.0

高台は低く、高台下部は斜めに面取りされる。内底面は花文が描かれ、花芯部には不鮮明
ながら字款が見られる。内外面共に暗オリーブ灰釉を施釉している。素地は黄白色でやや
粗い。

K1 100　南階段の
踊り場　断割

南踊り場　断割②

第33図
図版５

70
碗 底部 不明

-
-

5.6

高台は低く、内傾している。畳付は水平に切られ、幅は一定ではない。高台内面に粘土塊
が溶着する。内底面は圏線内に花卉四弁内に一文づつ篆書が刻まれたスタンプ文が見ら
れる。内外面共に細かい貫入が見られる。素地は灰白色で堅緻。

K2 99　第2層
0/20

K2-99　Ⅱ層

第33図
図版５

71
碗 底部 不明

-
-

5.9

高台は低く、畳付は水平に切られ、幅は一定ではない。内底面には印花文が見られる。内
外面共に暗オリーブ灰釉を施釉している。外底面は蛇の目釉剥ぎされる。外底面中央に粘
土塊が溶着する。素地は灰白色で堅緻。全体的に粗い貫入が見られる。

SW13号　遺構内 L0-96　SW13

第33図
図版５

72
碗 底部 不明

-
-

6.2

高台内の内繰りはやや深く、高台断面は逆台形状でハの字状に開く。外面は青緑色釉を雑
に施す。外面高台途中から外底面にかけて露胎となる。素地は灰白色で堅緻。全体的に細
かい貫入が見られる。

第74　柱穴 L1-93　柱穴74

注　「－」：計測不可



第２表　青磁観察一覧④ 単位：㎝

挿図番号
図版番号

器種 部位 分類
口径
器高
底径

観察事項 旧出土地 新出土地

第33図
図版５

73
碗 底部 不明

-
-

6.8

高台は低く、内傾する。畳付の幅は一定ではない。外面高台に陽圏線が1条見られる。内外
面共に暗オリーブ灰色釉を施す。内面高台途中から内底面にかけて露胎となる。素地は灰
色で堅緻。

L1　東西トレンチ
断割　東隅最奥

石列区切内
L1　石列？

第33図
図版５

74
小碗 口～底部 A

7.4
4.0
3.4

口縁部は大きく外反し、胴部は膨らみを有する。高台は低く、厚い。内底面には文様が見ら
れるが不明瞭である。内外面共にオリーブ灰色釉を施す。高台外面途中から内底面にかけ
て露胎となる。素地は灰白色で堅緻。

不明 出土地不明

第33図
図版５

75
小碗 口縁部 A

8.3
-
-

口縁部は大きく外反し、玉縁状に肥厚する。胴部に2条一組の圏線とその下部に蓮弁文が
見られる。内外面共に明緑色釉を施す。素地は灰白色で堅緻。

第2　K1 94 K1-94　Ⅱ層

第33図
図版５

76
小碗 口縁部 A

8.9
-
-

口縁部は大きく外反する。外面口縁部直下に線彫りの雷文帯が見られる。内外面共に明緑
色釉を施す。素地は灰白色で堅緻。

SW3のミゾ
遺構の覆土

K2-96　SW3

第33図
図版５

77
杯 口～底部 B

6.7
3.6
3.0

碁笥底の小杯。口縁部は内湾し、胴部は全体的に丸みを帯びる。内外面共に大粒の砂粒
が溶着する。素地は灰白色で堅緻。

L0 94　下層断割
3層

L0-94　Ⅲ層

第33図
図版５

78
杯 口縁部 C

－
－
－

口縁部が外反するやや厚手の小杯で胴部は全体的に丸みを帯びる。内外面共に暗オリー
ブ灰色釉を施釉する。素地は灰色で高台近くのみ褐色となる。緻密。

K1　99
石組遺構内

K1-99　SW4

第33図
図版５

79
杯 底部 C

-
-

3.4

高台付杯。畳付は水平に切られる。外面は明緑色釉、高台内面はオリーブ灰色釉で雑に施
釉する。素地は灰白色で堅緻。

不明 出土地不明

第34図
図版６

80
皿 口縁部 A-1

20.9
-
-

口折れ皿で外面胴部に鎬蓮弁文が見られる。口折れ部には稜が明瞭に見られる。内外面
共に明緑色釉を厚く施釉する。素地は灰白色で堅緻。粗い貫入が内外面共に見られる。

第2　K6 93 K6-93　Ⅱ層

第34図
図版６

81
皿 口～底部 A-2

13.2
3.3
7.0

口縁部が大きく外反する。外面胴部には弁がやや膨らんだ無鎬蓮弁文と内底面には圏線
内に印花文が見られる。内外面共に明オリーブ灰色釉が施釉され、外底面は蛇の目釉剥ぎ
される。素地は褐色で堅緻。

第Ⅱ基壇 Ⅱ期基壇

第34図
図版６

82
皿 口～底部 A-2

13.3
3.8
6.8

口折れ皿で外面胴部には弁がやや膨らんだ片切り彫りの蓮弁文が見られる。内底面には陽
圏線内に印花文が見られる。高台は低く、畳付の幅は一定していない。内外面共に明オリー
ブ灰色釉が施釉され、高台内面途中から外底面にかけて露胎となる。素地は灰白色で堅
緻。

L3 96　石灰岩碑内 L3-96　石積？

第34図
図版６

83
皿 口～底部 A-2

13.8
5.0
5.6

口折れ皿で外面胴部に片切り彫りの無鎬蓮弁文が見られる。外底面から内面高台にかけて
粘土塊が溶着する。暗オリーブ灰色釉を内外面共に施釉する。外底面のみ露胎となる。素
地は灰白色で堅緻。細かい貫入が見られる。

SW13 L0-96　SW13

第34図
図版６

84
皿 口～底部 A-2

12.8
3.8
5.6

口折れ皿で外面胴部には弁が膨らんだ蓮弁文が見られる。高台は低く断面形は台形状に
なる。内底面は圏線内に文様が見られるが、不明瞭である。内外面にオリーブ灰色釉を施釉
するが、高台は雑に施されており、器表面に凹凸が見られる。素地は灰色で堅緻。

L0 94　下層断割
第Ⅲ層

L0-94　Ⅲ層

第34図
図版６

85
皿 口～底部 A-2

12.8
4.4
5.6

厚手の口折れ皿。外面胴部に無鎬蓮弁文が見られる。内外面共に明緑色釉を厚く施釉す
る。畳付は露胎となる。素地は灰白色で緻密。

SW17 L2-96　SW17

第34図
図版６

86
皿 口縁部 A-2

－
－
－

口折れ皿。外面胴部には弁が膨らんだ蓮弁文が見られる。内外面共に明緑色釉を施釉す
る。素地は灰白色で緻密。

L0 97　石組埋土
褐色砂層

L0-97　SW15
（褐色砂層）

第34図
図版６

87
皿 口縁部 A-2

10.0
-
-

薄手の口折れ皿。外面胴部には弁が膨らんだ扁平の蓮弁文が見られる。内外面共に淡い
青緑色を施釉する。素地は灰白色で緻密。

SW13号　遺構内 L0-96　SW13

第34図
図版６

88
皿 口縁部 B-1-a

13.4
-
-

やや厚手の腰折れ皿。胴部が膨らみを有する。胴部に圏線が１条見られる。内外面共に明
緑色釉を厚く施釉する。素地は灰白色で緻密。

第74　柱穴 L1-93　柱穴74

第34図
図版６

89
皿 口縁部 B-1-a

17.6
-
-

やや薄手の無文の外反皿。内外面共に明緑色釉を厚く施釉する。素地は灰白色で緻密。 第1号　SW3 K2-96　SW3

第34図
図版６

90
皿 口～底部 B-1-a

12.3
3.9
6.5

厚手の腰折れ皿。口縁部に浅い抉りが見られる。内外面胴部に縦位の沈線が密に配され
る。内底面は中央から放射状に沈線が延びる。内外面共に明緑色釉を厚く施しており、畳付
から外底面にかけて露胎となる。素地は灰色で緻密。高台内の焼成は不良で素地が褐色と
なる。

L1　東西トレンチ
第3コーラル

L1　石列？

第34図
図版６

91
皿 口～底部 B-1-a

11.0
3.95
6.55

厚手の腰折れ皿。高台は低く、ハの字状に開く。内外面共に明緑灰色釉を施釉し、外底面
を円状に釉剥ぎする。外面胴部には釉垂れが見られる。素地は灰白色で堅緻。

第3基壇と③’横
石垣の間

南踊り場　断割①

第34図
図版６

92
皿 口縁部 B-1-b

12.7
-
-

腰折れ皿。口縁部は浅い抉りが見られる。内外面共に黄褐色釉を施釉する。器表面に小孔
が僅かに見られる。素地は灰褐色でやや粗い。内外面共に粗い貫入が見られる。

第3基壇と③’横
石垣の間

南踊り場　断割①

第34図
図版６

93
皿 口縁部 B-1-b

15.0
-
-

口縁部が玉縁状に肥厚する。内外面共にオリーブ灰色釉を施釉する。素地は灰色でやや
粗い。内外面共に細かい貫入が見られる。

撹乱　L1・2 99 L1・2-99　撹乱層

第34図
図版６

94
皿 底部

B-1-a
か

B-2-a

-
-

6.8

腰折れ皿。腰部に不明瞭ながら稜が見られる。高台は厚く、内傾する。内底面には圏線が１
条見られる。明オリーブ灰色釉を内外面共に施釉する。外底面の途中から露胎となる。素地
は灰白色で堅緻。

4基壇南壁外側
上層

南踊り場　断割⑤

第35図
図版７

95
皿 口～底部 B-2-a

12.4
3.7
5.8

腰折れの稜花皿。腰部に不明瞭ながら稜が見られる。高台は低い。内面口縁部直下には口
縁形態を縁取るように2条の沈線、内底面と内面胴部にはヘラ描きの草花文が見られる。内
外面共に明緑色釉を施釉する。外底面は蛇の目釉剥ぎされる。外面胴部の一部が施釉され
ていない。素地は灰白色で堅緻。内外面共に貫入が見られる。畳付には粘土塊が溶着す
る。

SW11 K9-97　SW11

第35図
図版７

96

皿
（八角皿）

口～底部 B-3
15.8
3.6
7.5

腰折れの八角皿か。高台は低く、厚い。内面口縁部直下にヘラ描きの雷文帯とその下部に
雲文、内底面には印花文が見られる。内外面共に明緑色釉を施釉する。外底面は円状に釉
剥ぎする。素地は灰白色で堅緻。

第2　K5　97
　+　第2　0～10

K5-97　Ⅱ層
+　Ⅱ層

注　「－」：計測不可



第２表　青磁観察一覧⑤ 単位：㎝

挿図番号
図版番号

器種 部位 分類
口径
器高
底径

観察事項 旧出土地 新出土地

第35図
図版７

97
皿 口～底部 C-1

15.6
4.3
9.5

外反皿。２次的に火を受けているため、全体的に文様並びに釉調、胎土は不明瞭である。
外底面は蛇の目状に釉剥ぎされる。内外面共に粗い貫入が見られる。素地は灰白色で堅
緻。

不明 出土地不明

第35図
図版７

98
皿 底部 C-1

-
-

7.6

高台は低く、断面形状は台形となる。内底面には2条の圏線と印花文が見られる。内外面共
に明緑色釉が施釉される。外底面は基本露胎となるが、一部、釉が見られる。素地は灰白色
で堅緻。

K1 99　石組遺構内 K1-99　SW4

第35図
図版７

99
皿 底部 C-1

-
-

7.7

高台は低く、内傾する。胴部は膨らみを有する。内底面には圏線と印花文が見られる。内外
面共にオリーブ灰色釉を施釉する。外底面は蛇の目状に釉剥ぎされる。素地は灰白色で堅
緻。内外面共に粗い貫入が見られる。

Ⅱ期基壇 Ⅱ期基壇

第35図
図版７
100

皿 口～底部 C-2
13.6
3.75
8.0

無文外反皿。口縁部が僅かに肥厚する。内外面共に明黄褐色釉が施釉される。外底面は
雑に施釉され、露胎となる。素地は灰色で粗い。内外面共に細かい貫入が見られる。

Ⅱ期基壇 Ⅱ期基壇

第35図
図版７
101

皿 口縁部 C-2
15.8

-
-

外反皿で口縁部が玉縁状となる。内外面共に淡い青緑色釉を薄く施釉する。内面口縁部周
辺は釉垂れが見られる。素地は灰白色でやや粗い。器表面には小孔が僅かに見られる。

Ⅱ期基壇 Ⅱ期基壇

第35図
図版７
102

皿 底部 C-2
-
-

8.2

高台は低く、内傾する。内底面には陽圏線と印花文が見られる。内外面共にオリーブ灰色釉
を薄く施釉する。外底面と畳付は雑に施釉され、露胎となる。素地は灰白色でやや粗い。

第Ⅳ期基壇
化粧石下の試掘

試掘1

第35図
図版７
103

皿 底部 不明
-
-

5.1

高台は低く、高台内の内刳りは浅い。高台下部は斜めに面取りされる。内底面には陽圏線と
不明瞭であるが印花文が見られる。内外面共に明緑色釉を施釉する。外底面は雑に施釉さ
れ、露胎となる。素地は灰白色でやや粗い。　内底面には粗砂粒が溶着する。

K1 102
踊り場断割

南踊り場　断割④

第35図
図版７
104

皿 底部 不明
-
-

7.6

高台は低く、ハの字状に開く。内底面に文様が見られるが、全体構成は不明。内外面共に
淡青緑色釉を施釉する。高台内面から外底面にかけて露胎となるが、施釉は雑。素地は灰
白色で緻密。内外面共に粗い貫入が見られる。

SW17 L2-96　SW17

第35図
図版７
105

皿 底部 不明
-
-

6.3

高台が低く、厚い。器壁は全体的に厚い。成形が雑で器表面にはかなり凹凸が見られる。内
外面共に暗オリーブ色釉を薄く施釉する。畳付から外底面にかけて露胎となるが雑に施釉さ
れる。素地は灰色でやや粗い。碗の可能性もあり。

第1号　SW3
石組構内

K2-96　SW3

第36図
図版８
106

盤 口縁部 A-2
21.5

-
-

口折れの盤で、胴部には鎬蓮弁文がみられる。口折れ部には稜が明瞭に見られる。内外面
共に淡青緑色釉を厚く施釉する。素地は灰白色で堅緻。口縁部の一部には2次的に火を受
けたことによって器表面が変色している。

第2基壇　前面 Ⅱ期基壇　前面

第36図
図版８
107

盤 口縁部 A-1-a
25.0

-
-

口折れの盤で口縁端部の折り上げは緩やか。内面胴部には幅広の蓮弁文が見られる。内
外面共に明緑色釉を施釉する。素地は灰白色で堅緻。内外面共に2重貫入が見られる。

南の踊り場　東 南踊り場Ⅰ層

第36図
図版８
108

盤 口縁部 A-1-a
25.2

-
-

口折れの盤で口縁端部の折り上げは急。内面胴部には6本一組の丸彫りによる蓮弁文が密
に見られる。内外面共に明緑色釉を施釉する。素地は灰白色でやや粗い。外面胴部の一部
が露胎となる。

SW17 L2-96　SW17

第36図
図版８
109

盤 口縁部 A-1-a
23.8

-
-

口折れの盤。外面胴上部に圏線、内面胴部に丸彫りによる蓮弁文が見られる。内外面共に
オリーブ灰色釉を施釉する。素地は灰白色で堅緻。

第1号　SW3　石組 K2-96　SW3

第36図
図版８
110

盤 口縁部 A-1-a
24.7

-
-

口折れの無文盤で口縁端部の折り上げは急。内外面共にオリーブ灰色釉を施釉する。素地
は灰白色で堅緻。器表面には小孔が僅かに見られる。

第1　SW3
石組遺構

K2-96　SW3

第36図
図版８
111

盤 口～底部 A-1-a
41.8
7.4
25.2

口折れの盤で口縁端部の折り上げは見られるが、明確ではなく玉縁状に肥厚させる程度で
ある。高台は厚く内傾する。外面胴下部と胴上部に圏線が一条づつ、内面胴部には幅広の
蓮弁文が見られる。内外面共に暗オリーブ灰色釉が施釉される。器表面には小孔が見られ
る。内外面共に細かい貫入が見られる。素地は灰白色で堅緻。

K1 96　石組 K1-96　SW9

第36図
図版８
112

盤 口縁部 A-1-b
23.3

-
-

薄手の口折れ盤で口縁端部の断面形は三角形状となる。口縁部は稜花状となり、縁取るよう
にヘラ描きの沈線が１条見られる。内面胴部には幅広の蓮弁文が見られる。内外面共に暗
オリーブ灰色釉を施釉する。素地は灰白色で堅緻。

Ⅰ期基壇　北側
翼石垣の覆土

Ⅱ期基壇
北側翼状　Ⅰ層

第36図
図版８
113

盤 口縁部 A-1-b
－
－
－

口折れの盤で口縁端部は肥厚し、僅かに折り上げは見られる。内面胴部に幅広の蓮弁文が
見られる。口縁部は稜花状となり、縁取るようにヘラ描きの沈線が１条みられる。内外面共に
オリーブ灰色釉を施釉する。素地は灰白色で一部、褐色となり、堅緻。

Ⅱ期基壇 Ⅱ期基壇

第36図
図版８
114

盤 口縁部 A-2
－
－
－

平縁の口折れ盤。内外面共に暗オリーブ灰色釉を施釉する。素地は灰白色で堅緻。
4基壇南壁外側

上層
南踊り場　断割⑤

第36図
図版８
115

盤 口縁部 A-2
－
－
－

平縁の口折れ盤。鍔部に波状文が見られる。内外面共に明緑色釉を厚く施釉する。素地は
灰白色で堅緻。器表面は2次的に火を受けたことによって一部、変色している。

Ⅱ期基壇 Ⅱ期基壇

第36図
図版８
116

盤 口縁部 A-2
－
－
－

平縁で厚手の口折れ盤。鍔部に唐草文が見られる。。内外面共に明緑色釉を厚く施釉す
る。素地は灰白色で一部褐色となり、堅緻。内外面共に粗い貫入が見られる。

K1 96　石組 K1-96　SW9

第37図
図版９
117

盤 口縁部 A-2
34.2

-
-

平縁で厚手の口折れ盤。内面胴部にヘラ描きで唐草文が見られる。内外面共にオリーブ灰
色釉を厚く施釉する。素地は灰白色で堅緻。

中央畦　断割トレ
　2層東隅

中央観察畦②
Ⅱ層

第37図
図版９
118

盤 口縁部 B
23.2

-
-

口縁部が僅かに外反する盤。口唇部に刻み目文、外面胴部に圏線と3本単位の丸彫りされ
た蓮弁文が見られる。内外面共に明緑色釉を施釉する。素地は灰白色で堅緻。

南の踊り場東
表土層

南踊り場　Ⅰ層

第37図
図版９
119

盤 口縁部 B
22.3

-
-

直口口縁の盤。口縁端部が玉縁状に肥厚する。外面胴部に丸彫りによる蓮弁文が見られ
る。内外面共にオリーブ灰色釉を施釉する。素地は灰白色で堅緻。

L0 94　下層断割
第3層

L0-94　Ⅲ層

第37図
図版９
120

盤 口縁部 B
－
－
－

直口口縁の盤。口縁端部がくの字状に僅かに外反する。外面胴部には膨らみを有する蓮弁
文が見られ、内面胴部に草花文と思われるヘラ描きが見られる。内外面共に暗オリーブ灰色
釉を厚く施釉する。素地は灰白色で堅緻。

L0 97　石組埋土
褐色砂層

L0-97　SW15
（褐色砂層）

第37図
図版９
121

盤 底部 A
-
-

10.9

高台は低く、高台内の内刳りは浅い。内底面には圏線内に印花文が、内面胴部には幅広の
蓮弁文が見られる。暗オリーブ灰色の釉が内外面共に厚く施釉される。外底面は蛇の目状
に釉が施される。素地は灰褐色で堅緻。外底面には輪トチンの痕跡が残る。

SW17 L2-96　SW17

注　「－」：計測不可



第２表　青磁観察一覧⑥ 単位：㎝

挿図番号
図版番号

器種 部位 分類
口径
器高
底径

観察事項 旧出土地 新出土地

第37図
図版９
122

盤 底部 A
-
-

14.5

高台は低く、断面形状は台形となる。内面胴部に丸彫りの蓮弁文が見られる。素地は灰白色
で一部灰褐色となり、堅緻。内外面共に粗い貫入が見られる。

L1  東西トレンチ
断割　東隅最奥

石列区切内
L1　石列？

第37図
図版９
123

盤 底部 A
-
-

18.0

高台は低く、内径する。大振りで底部中央がやや盛り上がる。外底面には蓮華の印花文、外
面胴部には丸彫りの蓮弁文が見られる。内外面共に暗オリーブ灰色釉を施釉する。外底面
は蛇の目状に釉が施される。素地は灰白色で堅緻。外底面には輪トチンの痕跡が残る。内
外面共に粗い貫入が見られる。

L0 94　下層断割
Ⅲ層

L0-94　Ⅲ層

第37図
図版９
124

盤 底部 B
-
-

10.4

高台は低く、高台内の内刳りは浅い。全体的に器壁は厚い。内底面に菊花の印花文と内面
胴部に丸彫りによる蓮弁文が密に見られる。内外面共に明緑色釉を施釉する。素地は灰白
色でやや粗い。畳付から外底面にかけて露胎となる。

第3層 Ⅲ層

第37図
図版９
125

盤 底部 B
-
-

9.4

薄手の盤。内面胴部に丸彫りによる蓮弁文が密に見られる。内外面共に暗オリーブ灰色釉
を施釉する。外底面の釉は薄く施釉する。素地は灰白色でやや粗い。内外面共に粗い貫入
が見られる。

第1号　SW3
石組構内

K2-96　SW3

第38図
図版10

126

壺
（酒会壺）

口縁部 A
25.8

-
-

口縁部は内傾し、肩部の張りは緩やかである。外面胴部には陽刻の草花文が見られる。内
外面共にオリーブ灰色釉を厚く施釉する。口唇部のみ露胎となる。

表　K6-98 K6-98　表採

第38図
図版10

127

壺
（酒会壺）

底部 A
-
-

16.0

底部から胴部へ立ち上がりは緩やか。外面胴下部には膨らみを有した幅広の剣先蓮弁文が
見られる。内外面共に明緑色釉を施釉しており、外面高台下部から畳付にかけて露胎とな
る。素地は灰白色で堅緻。内面には粗砂が溶着している。内外面共に粗い貫入が見られ
る。

SW3のミゾ
遺構の覆土

K2-96　SW3

第38図
図版10

128

壺
（酒会壺）

底部 A
-
-

15.5

底部から胴部へ立ち上がりは緩やか。内面には底部の一部が残る。外面胴下部に鎬蓮弁
文が見られる。内外面共にオリーブ灰色釉を施釉する。外面高台下部から畳付にかけて露
胎となる。素地は灰白色で堅緻。

表土　撹乱 撹乱

第38図
図版10

129

壺
（酒会壺）

胴部 A
－
－
－

胴下部で膨らみを有した蓮弁文が見られる。弁内に櫛描きの沈線文が刻まれる。外面は明
緑色釉、内面は淡青緑色を施釉する。素地は灰白色で堅緻。内外面共にかなり粗い貫入が
見られる。

2層　黒色土混り
赤土層　K6 97～99

K6-97～99　Ⅱ層
（黒土混赤土層）

第38図
図版10

130
小壺 口縁部 -

5.4
-
-

胴部が丸みを有する小壺で口縁部は直口する。内外面共に暗オリーブ灰色を施釉し、口唇
部のみ露胎となる。内外面共に粗い貫入が見られる。素地は灰色で堅緻。

中央爆弾跡　K6 96
撹乱

爆弾跡②

第38図
図版10

131
蓋 端部 A-1

-
-

26.7

掛かりの無い鍔付きの蓋。端部はやや上方に反る。オリーブ灰色釉を外面と鍔部全体を施
釉する。鍔の下部は釉垂れが見られる。貫入は甲部は粗く、鍔部は細かい。

L0　東西トレンチ
東隅より2番区石列

内
石列2・3内

第38図
図版10

132
蓋 甲～端部 A-1

27.0
-

16.7

酒会壺の蓋。平縁で甲部にはヘラ描きの唐草文が見られる。暗オリーブ灰色釉を甲部から
鍔上部にかけてと内面に施釉する。掛かりはやや内傾する。素地は灰白色で堅緻。

石組遺構内
X100　Y110

K0-99　SW4

第38図
図版10

133

蓋
（酒会壺）

甲部 A-1
-
-

17.5

酒会壺の蓋。甲部にはヘラ描きの蓮弁文が見られる。甲内面中央に印花文が見られる。外
面は明緑色釉を甲部全体に、内面は淡青緑色釉を掛かり近くまで施釉する。素地は灰白色
で堅緻。内面は器表面に小孔が僅かに見られる。

表　K6　95 K6-95　表採

第38図
図版10

134
蓋 甲～端部 A-2

20.5
-
-

端部は下方へ折り、甲頂部へは緩やかに立ち上がる。甲外部には片切り彫りの蓮弁文が見
られる。内外面共に明オリーブ灰色釉を施釉する。端部には釉溜まりが見られる。内外面共
に細かい貫入が見られる。素地は灰白色で、一部褐色となる。堅緻。

K6.K7.94　第2層
赤土

K6・7-94　Ⅱ層
（赤土層）

第39図
図版11

135
瓶 口縁部 A

－
－
－

口縁部は大きく外反する。口唇部は尖り、浅い抉りが見られる。口縁部直下には膨らみを有
した蓮弁文が見られる。内外面共に明緑色釉を施釉する。内面は2次的に火を受けており、
器表面が変色している。

第74　柱穴 L1-93　柱穴74

第39図
図版11

136

瓶
（長頸瓶）

胴部 A
－
－
－

撫で肩で胴下部が最大径となる長頸瓶。内面には頸部と胴部の継ぎ目と段差が見られる。
肩部にラマ式蓮弁文、胴部に草花文が見られる。素地は灰白色で堅緻。内外面共に明緑色
釉を施釉する。素地は黄白色で堅緻。内面には細かい貫入が見られる。

表　L6 92 L6-92　表採

第39図
図版11

137
瓶 口縁部 B

9.3
-
-

口縁端部の断面が三角形状に肥厚し、掛かりになる。内外面共に淡青緑色釉を施釉する。
素地は灰色で堅緻。内面は2次的に火を受けており、器表面が一部変色している。

第2層　0～20
K2 97

K2-97　Ⅱ層

第39図
図版11

138
瓶 胴部 B

－
－
－

胴上部か。外面には陽刻の三葉文が見られる。裏面の胎は凹凸が見られることから型押し文
か。内外面共にはオリーブ灰色釉を施釉している。素地は灰白色で堅緻。2次的に火を受け
ており、器表面が一部変色している。

Ⅱ期基壇 Ⅱ期基壇

第39図
図版11

139
瓶 胴部 B

－
－
－

外面には陽刻の文様が見られるが全体構成は不明。裏面の胎は凹凸が見られることから型
押し文か。内外面共には明緑色釉を施釉している。素地は灰白色で堅緻。2次的に火を受
けており、器表面が一部変色している。

第Ⅰ期基壇
中央階段跡

Ⅱ期基壇

第39図
図版11

140
瓶 底部 B

-
-

6.3

外面胴部にヘラ描きの蓮弁文が見られる。蓮弁は膨らみを有する。高台は厚く、畳付の幅は
広い。胴中部から急に立ち上がる。内底面には轆轤回転痕が見られる。外面は明オリーブ
灰色釉で、内面は淡青緑色釉を施釉する。素地は灰白色で堅緻。畳付には離れ砂と思わ
れる砂粒が溶着する。

Ⅰ期基壇　階段跡 Ⅱ期基壇

第39図
図版11

141
瓶 底部 B

-
-

4.8

高台は低く、ハの字状に大きく開く。畳付は丸く収める。器壁は厚い。2次的に火を受けてお
り、器表面が全体的に変色している。また、外面には不純物も多く溶着している。内面と畳付
が露胎となる。素地は黄白色で堅緻。

SW3　覆土コーラル K2-96　SW3

第39図
図版11

142
環 把手 -

－
－
－

如意頭を象った装飾が附属する環で、水注等の把手か。全体的に暗オリーブ灰色釉を厚く
施釉する。素地は灰白色で堅緻。

Ⅱ期基壇 Ⅱ期基壇

第39図
図版11

143
環 把手 -

－
－
－

断面径が７㎜の環。全体的にオリーブ灰色釉を施釉するが釉調に斑が見られる。素地は灰
白色で堅緻。

Ⅰ期基壇 Ⅰ期基壇

第39図
図版11

144
香炉 口～底部 A

－
－
－

口縁部が内側へL字状に折れる。胴上部から下部にかけてには幅広の陽圏線が７条、胴中
部には方形の区画が見られる。三足高台と思われる。内外面共に暗オリーブ灰色釉を施釉
する。2次的に火を受けており、器表面が全体的に変色している。素地は灰白色で堅緻。内
外面共に粗い貫入が見られる。

第2　K5 98 K5-98　Ⅱ層

第39図
図版11

145
香炉 口～底部 B

6.6
5.3
-

三足香炉。直口口縁で胴部も直線状に移行する筒型。高台は唐草文を象った逆三角形状
となる。胴部は２条一組の圏線が見られる。外面から内面口縁部直下にかけて明緑色釉を
厚く施釉する。内面胴部は明オリーブ灰色釉を薄く施釉する。高台下部と内外底面は露胎と
なる。素地は灰白色で堅緻。

2層　黒色土混り
赤土層　K6 95 96

K-95・96　Ⅱ層
（黒土混赤土層）

注　「－」：計測不可



第２表　青磁観察一覧⑦ 単位：㎝

挿図番号
図版番号

器種 部位 分類
口径
器高
底径

観察事項 旧出土地 新出土地

第39図
図版11

146
香炉 口縁部 B

13.5
-
-

筒形の香炉。口縁部は内側へL字状に折れる。内外面共にはオリーブ灰色釉を薄く施釉す
る。口縁部周辺の施釉は雑で一部、露胎となる。素地が灰白色で堅緻。内外面共に貫入が
見られる。

石組遺構内
X100 Y110

K0-99　SW4

第39図
図版11

147
鉢 口縁部 -

22.8
-
-

直口口縁の鉢で口縁部には小さな抉りが見られる。胴部は緩やかな膨らみを有する。内外
面胴部には箆書きの文様が見られる。簡略化した唐草文か。内外面共に明緑色釉を厚く施
釉する。素地は灰白色で堅緻。外面にかなり粗い貫入が見られる。

第Ⅰ期基壇　北側
石垣の翼状覆土

Ⅱ期基壇
北側翼状　Ⅰ層

第39図
図版11

148
鉢 口縁部 -

－
－
－

直口口縁の鉢。厚手で内外面の口縁部直下には箆書きの文様が見られる。簡略化した唐
草文か。内外面共に明オリーブ灰色釉を厚く施釉する。素地は灰白色で堅緻。

SW10 K4-95　SW10

第39図
図版11

149
鉢 口縁部 -

－
－
－

輪花鉢か。口縁部は直口するが、口縁端部が内側へ僅かに肥厚する。また、小さな抉りが見
られる。3本一組の沈線で格子状に区画し、その内部に梅花文が見られる。内外面共に明緑
色釉を厚く施釉する。素地は灰白色で堅緻。

Ⅱ期基壇
南側の翼状石垣内

Ⅱ期基壇?

第39図
図版11

150
器台 口縁部 -

27.2
-
-

器台の口縁部。口縁部は外側へL字状に外反する。胴部は膨らみを有し、口縁部直下には
直径1㎝の円形透かしが見られる。内外面共に明オリーブ灰色釉を厚く施釉する。素地は灰
白色で堅緻。

表　L2　99 L2-99　表採

第39図
図版11

151
器台 胴部 -

－
－
－

器台の透かし周辺部部分。全体的に厚みがあり、猪の目状の透かしになると思われる。透か
しを縁取るようにヘラ描きによる沈線が、またその上部に2条一組の圏線が見られる。内外面
共に明オリーブ灰色釉を施釉する。素地は灰白色で堅緻。

表土 表土

第39図
図版11

152
擂鉢 口縁部 -

－
－
－

口縁部が僅かに外反する擂鉢。口縁端部が玉縁状に肥厚する。内面胴部には擂り目が密
に見られる。内外面共に明オリーブ灰色釉を施釉する。内面胴中部から露胎となる。素地は
灰白色で堅緻。

表　L3　95 L3-95　表採

第39図
図版11

153
擂鉢 口縁部 -

－
－
－

口縁部が外側へ大きく肥厚する。口縁断面が三角形状になり、口唇部は僅かに窪む。内外
面共に黄褐色釉を施釉する。口唇部が一部露胎となる。素地は褐色でやや粗い。

中央観察畦
第4層　赤色混り

暗褐色土層

中央観察畦①　Ⅳ
層（暗褐色土層）

第39図
図版11

154
駒 - -

－
－
－

象棋の駒。「兵」が駒面に刻まれる。暗オリーブ灰色釉が側面にのみ施釉する。素地は灰白
色で堅緻。

不明 出土地不明

第39図
図版11

155
型物 底部 -

－
－
－

蓮華で柄から皿にかけての部分か。オリーブ灰色釉を全体的に施釉する。皿の下部のみ露
胎となる。素地は灰白色で堅緻。

K7 95　撹乱 K7-95　撹乱層

注　「－」：計測不可



第３表　白磁集計表

Ａ Ｂ Ｃ

口縁部 胴部 口縁部 底部 口縁部 胴部 底部 口縁部 口縁部 胴部 底部 口～底部 口縁部 胴部 底部

個　数 1 13 1 1 22 6 3 1 2 4 2 1 4 1 1

Ｂ-1 Ｂ-2 Ｃ-1 Ｃ-2分　類

碗

口～底部 口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 口～底部 口縁部 胴部 底部 口～底部 口縁部

個　数 4 8 10 1 17 4 2 2 9 1 1 1 1 1 7

Ｄ Ｅ 分類不明 Ａ分　類

碗 小碗

Ｂ

E 分類不明 B

口縁部 胴部 底部 底部 口縁部 口～底部 底部 底部 口～底部 口縁部 口～底部 口縁部 底部 口縁部 胴部

個　数 30 7 9 1 4 1 1 1 1 1 1 1 1 2 4

分　類 Ａ

小碗 杯 皿

Ｃ A C 不明

口縁部 胴部 底部 口～底部 口縁部 胴部 底部 口～底部 口縁部 底部 口縁部 胴部 底部 口～底部 口縁部 胴部 底部

個　数 12 7 2 4 20 10 14 1 1 3 27 6 7 3 3 1 6

分　類

皿

Ｂ Ｃ-1 Ｃ-2 Ｄ Ｄ-1

口～底部 口縁部 底部 口縁部 胴部 底部 口～底部 口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部 胴部 底部

個　数 1 1 1 1 2 1 1 11 16 2 12 28 8 54 2

分　類

皿
壺 瓶か壺

Ｄ-2 Ｅ 不明

Ａ Ｂ

口縁部 底部 胴部 口縁部 口縁部 胴部 底部

個　数 2 4 1 1 4 35 7 519

器種不明
合　計分　類

瓶
鉢



第４表　白磁観察一覧① 単位：㎝

挿図番号
図版番号

器種 部位 分類
口径
器高
底径

観察事項 旧出土地 新出土地

第40図
図版12

１
碗 口縁部 A

-
-
-

玉縁白磁碗の口縁部。口縁部はやや大きめの玉縁となる。口縁部直下に陽圏線が見られ
る。器表面に小孔が多く確認できる。素地は灰白色で堅緻。釉薬はやや黄色味を帯びた
失透明釉が施される。

L1　98　撹乱 L1-98　撹乱層

第40図
図版12

２
碗 口縁部 B-1

-
-
-

口縁部が僅かに外反する碗で、口縁外面直下が僅かに窪む。口縁部直下に、外面は陽
圏線、内面には陰圏線がそれぞれ1条見られる。素地は灰白色で堅緻。釉薬は淡灰白色
の透明釉が施される。

表　K6　98 K6-98　表採

第40図
図版12

３
碗 口縁部 B-2

15.8
-
-

無文外反碗。器表面には僅かに小孔が確認できる。素地は灰白色で堅緻、黒色の粗粒
子が混入する。釉薬は透明釉が施される。内外面共に粗い貫入が見られる。

L1　東西トレンチ
断割　東隅
石列区切内

L1　石列？

第40図
図版12

４
碗 底部 B-2

-
-
5.8

畳付を広く水平に成形しており、高台内の抉りは雑である。高台と胴部との境は段を有す
る。胴下部まで淡灰白色の透明釉が施され、器表面には小孔と胎土塊が溶着しているの
が確認される。内底面には陰圏線と印花文が見られる。素地は灰白色で堅緻。

SW17 L2-96　SW17

第40図
図版12

５
碗 底部 C-1

-
-
3.9

高台畳付の幅が狭く、高台断面が逆三角形状になる。器表面に小孔が多く確認でき、ま
た2次的に火を受けたと思われる痕跡が見られる。釉薬は透明釉が施される。素地は灰白
色で堅緻。

表　K6　98 K6-98　表採

第40図
図版12

６
碗 底部 C-1

-
-
6.7

やや大振りの碗か。畳付は水平に切られており、高台下部は斜めに成形される。外底面
中央はやや盛り上がる。また、内底面と胴部との間は段が見られる。釉薬はやや青みを有
した透明釉が施される。内外面共に黒色の斑点が見られることから2次的に火を受けたと
思われる。素地は灰白色で堅緻。

Ⅰ期基壇の北側
翼石垣の覆土

Ⅱ期基壇
北側翼状　Ⅰ層

第40図
図版12

７
碗 口～底部 C-2

14.2
6.3
5.2

薄手の無文外反碗。底部は低く内傾し、胴部は大きく膨らむ。器表面は大小の孔が見ら
れる。釉薬は失透明釉が施される。素地は灰白色で堅緻。

表　L6　96 L6-96　表採

第40図
図版12

８
碗 口～底部 D

14.1
4.2
5.6

薄手の直口碗。胴部から口縁にかけて大きく開く。高台は低く、成形はかなり雑、高台内
の内繰りは浅い。丸に「德」の印が内底面中央に押されている。透明釉が口縁部から胴下
部まで施される。焼成はやや悪く、素地はやや粗く陶質に近い。

SW13　円下部 L0-96　SW13

第40図
図版12

９
碗 口～底部 D

13.2
4.5
5.8

薄手の直口碗。胴部から口縁にかけて大きく開く。高台は低く、成形はかなり雑、高台内
の内繰りは浅い。外面には轆轤成形痕が明瞭に確認できる。内底面は低い段を有して窪
みが見られる。透明釉が口縁部から胴下部まで施される。焼成はやや悪く、素地はやや粗
く陶質に近い。

表　L2　95 L2-95　表採

第40図
図版12
10

碗 口縁部 E
-
-
-

直口碗で口唇部内側が僅かに肥厚する。素地は灰白色で堅緻。釉薬は淡灰白色の透明
釉が施される。

Ⅱ期基壇 Ⅱ期基壇

第40図
図版12
11

小碗 底部 E
-
-
4.2

小碗の高台か。高台径は小さく、高台内の内繰りは浅い。外底面から外面胴部にかけて
銅成分を含んだ不純物が器表面に溶着しているのが確認できる。素地は灰白色で堅緻。
釉薬は淡灰白色の透明釉が施される。畳付から外底面にかけては露胎となる。

石組遺構内
X100～Y110

K0-99　SW4

第40図
図版12
12

碗 口縁部 分類不明
13.6

-
-

口縁部がくの字状に折れる外反碗。胴部はあまり膨らみが見られない。内面の器表に小
孔が確認できる。釉薬は淡青白色の透明釉で素地は堅緻である。

表　L4　101 L4-101　表採

第40図
図版12
13

杯 口縁部 C
7.7
-
-

小杯。口縁部は大きく外反し、胴部は膨らみを有する。内外面共に器表に小孔が確認で
きる。釉薬は淡灰白色の透明釉で素地は灰白色で堅緻。

第Ⅳ期基壇
石化粧石下部試掘

試掘１

第40図
図版12
14

杯
(八角杯）

口～底部 A
7.8
3.5
3.1

八角杯。高台はハの字に開き、成形が雑。腰部が折れる。外面には粗い貫入が見られる。
釉薬は淡灰白色の透明釉が施される。外面胴下部から外底面にかけて露胎となる。素地
は灰白色で堅緻。

SW17 L2-96　SW17

第40図
図版12
15

小碗 口～底部 A
7.5

3.0～3.1
3.3

小碗。口縁部は直口し、胴部は膨らみを有して高台へ移行する。高台の成形はかなり雑。
全体的が2次的に火を受けているためか、釉薬が白色に変色している。素地は灰白色で
やや粗く、焼成は陶質に近い。

不明 出土地不明

第40図
図版12
16

杯
(八角杯）

底部 A
-
-
4.1

八角杯。高台には4カ所の抉りが入る。高台のつくりは雑で、胴部下部で折れて口縁部へ
立ち上がる。内底面に目跡と思われる粘度塊が溶着している。全体的が2次的に火を受け
ているためか、釉薬が白色に変色している。素地は灰白色でやや粗く、焼成は陶質に近
い。

表土　L3　103 L3-103　表土

第40図
図版12
17

小碗 口～底部 B
9.5
4.5
3.5

型作りの小碗。胴下部で折れ、口縁部にかけて大きく外反する。全体的に薄手である。外
底面には「大明成化年製」の字款が呉須によって描かれる。釉薬は透明釉で、畳付のみ
露胎となる。素地は白色で堅地である。

不明 出土地不明

第40図
図版12
18

杯 底部 B
-
-
4.7

小杯。高台は低く胴部は直線状に開く。外底面に「福」の字款が呉須で描かれる。本土産
磁器、肥前系か。釉薬は透明雄で、畳付から高台外面にかけて露胎となる。素地は白色
で堅地である。

SW2遺構内 K2-97　SW2

第40図
図版12
19

杯 口縁部 C
7.3
-
-

小杯。全体的に薄手で口縁部は外反する。釉薬は透明釉で、素地は白色かつ堅地であ
る。

かわや かわや跡

第40図
図版12
20

杯 口～底部 分類不明
4.2
3.0
1.8

口縁部が外反する型作りの小杯。外面胴部に陽刻で蓮弁が刻まれる。釉薬は失透明釉が
全面的に施される。素地は白色で堅地である。

表土　K1　100 K1-100　表土

第40図
図版12
21

皿 口縁部 分類不明
15.5

-
-

口折れの皿か。口縁端部がくの字に外反して鍔状となる。釉薬は失透明釉が施される。素
地は白色で堅地である。内外面共、器表に黒色の斑点と気泡が見られることから2次的に
火を受けたと思われる。

表　K6　98 K6-98　表採

第40図
図版12
22

碗 口縁部 C
-
-
-

外反碗で、口縁部外面下部に３条一組の圏線が見られる。釉薬は失透明釉が施される。
素地は密で黒色粗粒子が僅かに見られる。

表　L1　96 L1-96　表採

第41図
図版13
23

皿 口縁部 A
14.8

-
-

口縁部は外反し胴部は膨らみを有する皿。素地は灰白色で堅緻。釉薬は淡灰白色の透
明釉が施される。胴下部は露胎となる。器表面に小孔が僅かに見られる。

K4トレンチ
東西基本トレンチ
第2層コーラル層

K3-97・98
トレンチ3　Ⅱ層
（コーラル層）

第41図
図版13
24

皿 口縁部 B
15.1

-
-

腰折れの外反皿。口縁部は肥厚する。素地は灰白色で堅緻。釉薬は淡灰白色の透明釉
が施される。

第2期基壇　前面 Ⅱ期基壇　前面

注　「－」：計測不可



第４表　白磁観察一覧② 単位：㎝

挿図番号
図版番号

器種 部位 分類
口径
器高
底径

観察事項 旧出土地 新出土地

第41図
図版13
25

皿 口～底部 C-1
12.4
2.6
5.1

無文外反皿。高台は低く、畳付は水平に切られる。釉薬は淡灰白色の透明釉が施され
る。内底面は蛇の目釉薬剥ぎされ、外面は胴下部から外底面にかけて露胎となる。素地
は灰白色で堅緻。

不明 出土地不明

第41図
図版13
26

皿 胴部 B
-
-
-

腰折れの皿で、内外の器表面に黒色の斑点と気泡が見られることから2次的に火を受けた
と思われる。釉薬は被熱により変色しており、素地は灰白色で堅緻。

表　K1　95 K1-95　表採

第41図
図版13
27

皿 底部 B
-
-
8.5

高台は厚く、低い。高台内の内刳りは浅く、畳付は水平となる。内底面には陽圏線が１条
見られ、内面胴部に粘土塊が溶着する。内外面共に粗い貫入が見られる。釉薬は淡灰白
色の透明釉が施され、素地は灰白色で堅緻。

第2　L0-95 L0-95　Ⅱ層

第41図
図版13
28

皿 底部 C-1
-
-
4.6

高台は厚く、低い。畳付は水平で幅広となる。胴部は大きく開き、口縁部へ移行する。内
外の器表面には小孔が多く見られる。釉薬は淡灰白色の失透明釉が施され、外面は高台
下部から外底面にかけて、内面は内底面が蛇の目釉剥ぎがなされる。施釉は雑で外面に
釉垂れが見られる。素地は灰白色で堅緻。

SW3のミゾ
遺構の覆土

K2-96　SW3

第41図
図版13
29

皿 口～底部 C-1
7.6
1.6
3.4

高台に抉りが入る直口皿。成形は全体的に粗く、内底面には重ね焼きの際の目跡や剥が
し痕が見られ、畳付は水平に成形されない。内外の器表面には小孔が多く見られる。透明
釉を全体的に施釉し、素地は灰白色で堅緻。

K3　96　SW3
第3号石組遺構

K2-96　SW3

第41図
図版13
30

皿 口～底部 C-2
9.9
2.3
3.8

薄手の直口皿。高台は低く、つくりは雑。釉薬は透明釉を施し、外面胴下部から外底面に
かけて露胎となる。口縁の一部が２次的に火を受けたためか、黒色に変色している。内外
面にかなり粗い貫入が見られる。素地は灰白色で堅緻。

SW13遺構 L0-96　SW13

第41図
図版13
31

皿 口縁部 C-2
9.4
-
-

口縁部が玉縁状に肥厚する外反皿。釉薬は透明釉を内面胴部に鑿施している。細かい
貫入が一部内面に見られる。素地は灰白色でやや粗い。沖縄産の可能性もあり。

SW2遺構内 K2-97　SW2

第41図
図版13
32

皿 底部 C-2
-
-
3.7

碁笥底状の高台となる皿。釉薬は淡灰白色の透明釉を施す。内底面は円形に釉剥ぎさ
れ、外面は胴下部から外底面にかけて露胎となる。素地は灰白色でやや粗い。

第74柱穴 L1-93　柱穴74

第41図
図版13

33
皿 口～底部 D-1

13.8
2.9
7.0

外反口縁の皿で全体的に薄手である。高台は低く内径する。外面には小孔が多く見ら
れ、内底面に粗砂粒が溶着している。釉薬は失透明釉薬を施し、高台下部から畳付にか
けて露胎となる。素地は白色で堅緻。

SW13　円下部 L0-96　SW13

第41図
図版13
34

皿 口～底部 D-2
19.1
3.3
12.3

無文の外反皿。高台は低く、高台内は浅い。釉薬は失透明釉が施され、高台下部から畳
付にかけて内外面共に粗い貫入が見られる。

不明 出土地不明

第41図
図版13
35

皿 口縁部 E
-
-
-

薄手の外反皿。口縁部は鍔状となり、稜花を象る。釉薬は淡青白色の透明釉が施され、
素地は灰白色で堅緻。

SW2遺構内 K2-97　SW2

第41図
図版13
36

皿 胴部 E
-
-
-

大振りの皿。内面には劃花文が全体的に見られる。釉薬は透明釉が施される。内外面共
に粗砂粒や銅粒などが溶着している。素地は淡黄白色でやや粗い。

L1　97　表土 L1-97　表土

第41図
図版13
37

壺 口縁部 -
7.1
-
-

短頸の小壺。口縁部は横方向に突出し、断面形は三角形状となる。肩はやや張る。釉薬
は灰白色の失透明釉を施し、口唇部のみ露胎となる。内面は轆轤成形痕が明瞭に見られ
る。素地は灰白色で緻密。

第2　K2　96 K2-96　Ⅱ層

第41図
図版13
38

瓶か壺 胴部 -
-
-
-

やや厚手の壺の胴下部か。釉薬は淡青白色の失透明釉で、外面下半部が露胎となる。素
地は灰白色でやや粗い。内外の器表面には小孔が見られる。

表　L2　96 L2-96　表採

第41図
図版13
39

壺 底部 -
-
-
7.1

厚手の壺底部。高台は低く、高台内の内刳りは浅い。畳付は水平に切られるが、幅は一
定ではない。素地は灰白色で堅緻。釉薬は透明釉を内面全体に、外面は胴下部まで施
す。外面は２次的に火を受けたためか露胎部全体に煤が付着する。

第2　K4-98 K4-98　Ⅱ層

第41図
図版13
40

壷 底部 -
-
-
5.6

小壺の底部。全体的に薄手で、胴部下部から立ち上がりは急である。文様は外面胴下部
に如意頭状の線彫り渦巻文を横位に連続させる。高台内面に微砂粒が溶着する。釉薬は
淡青白色の透明釉を施す。高台下部から畳付にかけて露胎となる。素地は灰白色で堅
緻。

撹乱　L1・2　99 L1・2-99　撹乱層

第41図
図版13
41

器種不明 底部 -
-
-
-

箱形の小物か。施釉は雑で器表面は凹凸が見られる。釉薬は失透明釉で、底部は露胎と
なる。素地は灰白色でやや粗い。

表　K5 表採

注　「－」：計測不可



第５表　青花集計表

口～底部 口縁部 胴部 底部 口～底部 口縁部 胴部 底部 口～底部 口縁部 胴部 底部

個　数 26 408 388 151 2 47 25 45 17 42 22 53

分　類
碗 小碗 皿

瓶か壺

胴部 注口 胴部 底部 口～底部 蓋 口縁部 胴部 底部

個　数 215 1 3 1 1 2 1 58 1 1871

合　計分　類
水注 酒会壺 器種不明

口～底部 口縁部 胴部 底部 口～底部 口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部 口～底部 口縁部

個　数 1 3 3 2 3 2 1 4 2 4 4 1 8

小杯 盤 瓶
分　類

小皿

小壷

頚部 胴部 底部 蓋 口～底部 胴部 蓋 口縁部 胴部 底部 口縁部 口縁部 胴部 底部

個　数 3 125 12 1 1 1 1 1 159 6 1 3 9 1

壺 鉢
分　類

瓶 梅瓶



第６表　青花観察一覧① 単位：㎝

挿図番号
図版番号

器種 部位
口径
器高
底径

観察事項 旧出土地 新出土地

第42図
図版14

１
碗

口～
底

14.8
6.7
5.8

景徳鎮窯系。小野Ｂ１群。外面－波涛文、見込み－捻
り花文。口縁端部に鉄錆。外面下半、砂付着。

K3 96 K3-96　表採

第42図
図版14

２
碗 底

－
－
5.7

景徳鎮窯系。小野Ｂ１群。外面・見込み－花枝文。 表土 表土

第42図
図版14

３
碗 口

12.4
－
－

景徳鎮窯系。小野Ｂ１群。外面－牡丹唐草文。 SW13　円下部 L0-96 SW13

第42図
図版14

４
碗 口

14.7
－
－

景徳鎮窯系。小野Ｂ１群。外面－波涛文。 表　L2 96 L2-96　表採

第42図
図版14

５
碗 口

13.3
－
－

景徳鎮窯系。小野Ｂ１群。 L4 99　表土 L4-99　表土

第42図
図版14

６
碗 口

14.4
－
－

景徳鎮窯系。小野Ｂ１群。外面－梵字文。 L1 98　撹乱 L1-98　撹乱層

第42図
図版14

７
碗 口

12.2
－
－

景徳鎮窯系。小野Ｂ１群。外面－唐草文。
K3 96　第3石組

遺構内
K2-96 SW3

第42図
図版14

８
碗 口

－
－
－

景徳鎮窯系。小野Ｂ１群。輪花形。外面－花芯文。 表　K9 96 K9-96　表採

第42図
図版14

９
碗

口～
底

15.2
6.9
5.4

景徳鎮窯系。小野Ｂ１群。外面－鳥梅文、見込み－梅
枝文。

SW13 L0-96 SW13

第42図
図版14

10
碗 口

19.3
－
－

景徳鎮窯系。小野Ｂ１群。外面－牡丹唐草文。内面－
花菱文、唐草文。

SW13
Ｌ1　95　断割

L1-96
SW13断割

第42図
図版14

11
碗 口

13.6
－
－

景徳鎮窯系。小野Ｂ１群。外面－大振りな草花文。呉
須がやや薄い。

表　L2 95 L2-95　表採

第42図
図版14

12
碗 口

15.0
－
－

景徳鎮窯系。沖縄Ｃ´類。鍔縁口縁。 表　L1 97 L1-97　表採

第43図
図版15

13
碗 底

－
－
5.7

景徳鎮窯系。沖縄Ｃ´類。見込み－獅子文？。ハ字状
高台。

SW13 L0-96 SW13

第43図
図版15

14
碗

口～
底

14.3
6.2
5.2

景徳鎮窯系。森Ｂ２群？外面－鳳凰花文？、内面－花
菱文、見込み－花芯文。外底字款方形不明。ペンシル
ドローイング。

表　K0 96 K0-96　表採

第43図
図版15

15
碗

口～
底

15.2
－
－

景徳鎮窯系。森Ｂ２群？外面－鳥雲文？、内面－花菱
文。ダミ塗り。

SW13 L0-96 SW13

第43図
図版15

16
碗

口～
底

11.7
6.25
5.4

景徳鎮窯系。森Ｂ３群。外面－鳥文？、見込み－小ぶ
りな不明文。ダミ塗り、ペンシルドローイング。

SW13 L0-96 SW13

第43図
図版15

17
碗

口～
底

9.2
4.8
4.3

景徳鎮窯系。森Ｂ３群。外面－鳥文？、見込み－小ぶ
りな不明文。ペンシルドローイング。高台砂付着。

Ⅰ期基壇の
北側石垣の覆土

Ⅱ期基壇
北側翼状　Ⅰ層

第43図
図版15

18
碗

口～
底

10.2
5.5
5.0

景徳鎮窯系。森Ｂ３群。外面－花鳥風水文？、見込み
－花芯文。ダミ塗り、ペンシルドローイング。外底字款、
二重圏線内「上品隹器？」。

SW13 L0-96 SW13

第43図
図版15

19
碗

口～
底

12.2
6.4
5.6

景徳鎮窯系。森Ｂ３群。外面－喜字文、見込み－卍
文。ダミ塗り、ペンシルドローイング。

SW13 L0-96 SW13

第43図
図版15

20
碗 口

11.3
－
－

景徳鎮窯系。森Ｂ３群。ダミ塗り、ペンシルドローイン
グ。

表　K0 96 K0-96　表採

注　「－」：計測不可



第６表　青花観察一覧② 単位：㎝

挿図番号
図版番号

器種 部位
口径
器高
底径

観察事項 旧出土地 新出土地

第43図
図版15

21
碗 口

10.8
－
－

景徳鎮窯系。森Ｂ３群。外面－花枝文。ペンシルドロー
イング。

表土 表土

第44図
図版16

22
碗 口

10.4
－
－

景徳鎮窯系。森Ｂ３群。外面－花枝文。ペンシルドロー
イング。

SW13 L0-96 SW13

第44図
図版16

23
碗 底

－
－
5.6

景徳鎮窯系。森Ｂ３群。ダミ塗り、ペンシルドローイン
グ。外底二重圏線。

表土　K1 100 K1-100　表土

第44図
図版16

24
碗 口

11.6
－
－

景徳鎮窯系（清代）？直口。外面－花芯文。 北側壁面
Ⅱ期基壇

北側翼状　？

第44図
図版16

25
碗

口～
底

9.85
5.4
4.0

景徳鎮窯系（清代）。直口。外面－梵字文、三角文。ダ
ミ塗り、ペンシルドローイング。外底二重圏線。

SW13 L0-96 SW13

第44図
図版16

26
碗

口～
底

12.2
6.2
5.2

景徳鎮窯系。小野Ｂ１群か。見込み－鳥文。
南踊り場
Ⅴ期基壇

Ⅶ期基壇
南踊り場

第44図
図版16

27
碗 底

－
－
－

景徳鎮窯系。小野Ｃ群。外面－蕉葉文。 不明 出土地不明

第44図
図版16

28
碗

口～
底

12.8
6.35
5.8

景徳鎮窯系。小野Ｄ群。胎土灰白色。外面－粗雑なア
ラベスク風文。

SW13 L0-96 SW13

第44図
図版16

29
碗 口

14.0
－
－

景徳鎮窯系。小野Ｄ群。外面－アラベスク風文。 SW13　下部 L0-96　SW13

第44図
図版16

30
碗 口

12.0
－
－

景徳鎮窯系。小野Ｄ群。呉須が滲む。 SW13 L0-96　SW13

第44図
図版16

31
碗 底

－
－
5.8

景徳鎮窯系。小野Ｄ群。見込み－やや粗雑な十字文。
K3 96

3号石組遺構内
SW3遺構

K2-96 SW3

第44図
図版16

32
碗

口～
底

12.4
6.05
5.4

景徳鎮窯系（清代）？直口。外面・見込み－太目のタッ
チによる不明文。

表　K0 96 K0-96　表採

第44図
図版16

33
碗

口～
底

－
7.1
－

景徳鎮窯系。直口。外面・見込み－縁取りによる草花
文。薄い呉須、ダミ塗り、ペンシルドローイング。

SW13 L0-96 SW13

第44図
図版16

34
碗 口

14.3
－
－

景徳鎮窯系。直口。外面－渦文、牡丹唐草文。
Ⅳ期基壇

化粧石前プール
SP3

第44図
図版16

35
碗 口

13.4
－
－

景徳鎮窯系。直口。外面－雷文、唐草文。内面－牡丹
唐草文。繊細なタッチのダミ塗り、ペンシルドローイン
グ。

SW1　遺構内 K2-98･99　SW1

第44図
図版16

36
碗 口

12.3
－
－

景徳鎮窯系。直口。外面－魚文。ダミ塗り、ペンシルド
ローイング。

SW13　下部 L0-96　SW13

第44図
図版16

37
碗 口

13.8
－
－

景徳鎮窯系。直口。ペンシルドローイング。 SW13 L0-96 SW13

第45図
図版17

38
碗 口

12.5
－
－

景徳鎮窯系。直口。ダミ塗り、ペンシルドローイング。 SW13　下部 L0-96　SW13

第45図
図版17

39
碗 口

10.8
－
－

景徳鎮窯系。直口。ダミ塗り、ペンシルドローイング。
L0 96　石組
遺構内下部

L0-96　SW13

第45図
図版17

40
碗 口

12.5
－
－

景徳鎮窯系（清代）？直口。ダミ塗り。 北側壁面
Ⅱ期基壇

北側翼状　？

注　「－」：計測不可



第６表　青花観察一覧③ 単位：㎝

挿図番号
図版番号

器種 部位
口径
器高
底径

観察事項 旧出土地 新出土地

第45図
図版17

41
碗 口

12.2
－
－

景徳鎮窯系（清代）？直口。ペンシルドローイング。 北壁面
Ⅱ期基壇

北側翼状　？

第45図
図版17

42
小碗 口

8.0
－
－

景徳鎮窯系。直口。筒形。ダミ塗り、ペンシルドローイン
グ。

表　K10 92 K10-92　表採

第45図
図版17

43
小碗 口

8.0
－
－

景徳鎮窯系。直口。ペンシルドローイング。 表 表採

第45図
図版17

44
碗 口

12.7
－
－

景徳鎮窯系。直口。ダミ塗り。 表　L2 100 L2-100　表採

第45図
図版17

45
碗 底

－
－
6.8

景徳鎮窯系。小野Ｂ１群。外面・見込み－やや小ぶりの
牡丹唐草文。

第Ⅱ期基壇 Ⅱ期基壇

第45図
図版17

46
碗 底

－
－
5.8

景徳鎮窯系。小野Ｃ群。外面－渦文、見込み－花芯
文。

不明 出土地不明

第45図
図版17

47
碗 底

－
－
5.0

景徳鎮窯系。小野Ｂ１群か。高台内傾。見込み－蔓状
の草花文？

表土 表土

第45図
図版17

48
碗 底

－
－
5.8

景徳鎮窯系。小野Ｂ１群か。外面－雷文、見込み－ラ
マ式蓮弁内に不明字？

L1　97
石列覆土

L1-97　石列？

第45図
図版17

49
碗 底

－
－
6.2

景徳鎮窯系。見込み－草文？ 表  L1  96 L1-96　表採

第45図
図版17

50
碗 底

－
－
4.6

景徳鎮窯系。外面・見込み－草文？ L1 98 L1-98　表採

第45図
図版17

51
碗 底

－
－
4.0

景徳鎮窯系。外面・見込み－草文？ 表　L1 97 L1-97　表採

第45図
図版17

52
碗 底

－
－
4.3

景徳鎮窯系。見込み－藻文。 表　L1 97 L1-97　表採

第45図
図版17

53
碗 底

－
－
7.0

景徳鎮窯系。見込み－花芯文。 L1 97　表土 L1-97　表土

第45図
図版17

54
碗 底

－
－
5.4

漳州窯系？外底無釉。胎土橙色。見込み－太く粗雑
な花芯文。

不明 出土地不明

第45図
図版17

55
碗 底

－
－
5.8

景徳鎮窯系。外面－ラマ式蓮弁文、見込み－不明。 表　K9 98 K9-98　表採

第46図
図版18

56
碗 底

－
－
4.6

景徳鎮窯系。小野Ｅ群。外面－草花文、見込み－花弁
文？。

K3   96　3号
石組遺構内
SW3遺構

K2-96 SW3

第46図
図版18

57
碗 底

－
－
－

景徳鎮窯系。小野Ｂ１群？ 第2　K9 92 K9-92　Ⅱ層

第46図
図版18

58
碗 底

－
－
6.6

景徳鎮窯系。小野Ｂ１群？ 表　L0 95 L0-95　表採

第46図
図版18

59
碗

口～
底

11.6
7.05～7.1

5.4

景徳鎮窯系。鍔縁口縁。いわゆる芙蓉手タイプ。被熱
痕。見込みが61・52より広めと思われる。

第2　K4 K5
98 99

K4･5-98･99
Ⅱ層

第46図
図版18

60
碗 口

13.2
－
－

景徳鎮窯系。鍔縁口縁。いわゆる芙蓉手タイプ。外面
－風景文。文様は59より写実的。

SW13 L0-96 SW13

注　「－」：計測不可



第６表　青花観察一覧④ 単位：㎝

挿図番号
図版番号

器種 部位
口径
器高
底径

観察事項 旧出土地 新出土地

第46図
図版18

61
碗 口

12.1
－
－

景徳鎮窯系。鍔縁口縁。いわゆる芙蓉手タイプ。被熱
痕。

第2　K4 98 K4-98　Ⅱ層

第46図
図版18

62
碗 底

－
－
4.9

景徳鎮窯系。鍔縁口縁、いわゆる芙蓉手タイプと思わ
れる。被熱痕。

K5 97　撹乱層 K5-97　撹乱層

第46図
図版18

63
碗 口

－
－
－

景徳鎮窯系。森Ｂ３群？外面－大振りの菊花文か。ダミ
塗り。

L5 98　撹乱 L5-98　撹乱層

第46図
図版18

64
碗 底

－
－
6.1

景徳鎮窯系。森Ｂ３群？、63と同タイプか。見込み－大
振りの菊花文。字款双魚文。ダミ塗り。

表　L3 101 L3-101　表採

第46図
図版18

65
碗

口～
底

16.4
6.15
8.2

漳州窯系。胎土－灰白色、釉－灰色、底部より上半。
外面－粗雑な横帯文。

表　K0 96 K0-96　表採

第46図
図版18

66
碗

口～
底

15.0
5.7
6.3

漳州窯系。胎土－灰色、釉－灰白色、底部より上半。
外面－粗雑な横帯文。

表　K0 96 K0-96　表採

第46図
図版18

67
碗

口～
底

15.6
6.5
7.7

漳州窯系。胎土－黄灰色、釉－灰白色、底部より上
半。外面－粗雑な横帯文。

表　K2 96 K2-96　表採

第46図
図版18

68
碗

口～
底

14.4
5.0
5.8

景徳鎮窯系。直口。小野Ｃ群。外面・見込み－連点
文。

表　L2 95 L2-95　表採

第46図
図版18

69
碗

口～
底

15.1
6.1
6.8

漳州窯系。胎土－橙色、釉－灰色。圏線のみ。 表　L2 96 L2-96　表採

第46図
図版18

70
碗 口

15.4
－
－

漳州窯系。胎土－灰白色、釉－灰色。
L0 97　石組埋土

褐色砂層
L0-97　SW15
（褐色砂層）

第46図
図版18

71
碗 口

14.6
－
－

漳州窯系。胎土－灰白色、釉－灰色。外面－粗雑な
横帯文。

SW13 L0-96 SW13

第46図
図版18

72
碗 口

12.4
－
－

漳州窯系。胎土－灰白色、釉－灰色。外面－粗雑な
横帯文。

SW13 L0-96 SW13

第46図
図版18

73
碗 口

13.0
－
－

漳州窯系。胎土－灰白色、釉－灰色。外面－不明な
十字状文。

井戸状石組遺構
外　東側グリット

L0-97　SW13？

第47図
図版19

74
碗 底

－
－
6.7

漳州窯系。胎土－灰白色、釉－灰色、底部より上半。
外面－粗雑な横帯文。被熱痕？

表　K0 96 K0-96　表採

第47図
図版19

75
碗 底

－
－
6.6

漳州窯系。胎土－灰白色、釉－灰色、底部より上半。 SW13　円下部 L0-96　SW13

第47図
図版19

76
碗 口

14.3
－
－

福建・広東系。端反。釉－底部より上半。口縁端部に
鉄銹。

第2　K4 98 K4-98　Ⅱ層

第47図
図版19

77
碗 口

－
－
－

福建・広東系。端反。
K96　柱内

石組遺構内
K2-96　SW9

第47図
図版19

78
碗 口

－
－
－

福建・広東系。直口。釉－底部より上半。外面－大振り
の花弁文。

L1 95(大）土坑内 L1-95　土坑1

第47図
図版19

79
碗 口

－
－
－

福建・広東系。直口。
中央爆弾跡
K6 96　撹乱

爆弾跡②

第47図
図版19

80
碗 底

－
－
8.8

福建・広東系。見込み－蛇の目釉剥ぎ。 K4 97　撹乱 K4-97　撹乱層

注　「－」：計測不可



第６表　青花観察一覧⑤ 単位：㎝

挿図番号
図版番号

器種 部位
口径
器高
底径

観察事項 旧出土地 新出土地

第47図
図版19

81
碗

口～
底

12.8
5.7
6.6

徳化窯系。端反。外面－草花文。 表　K0 96 K0-96　表採

第47図
図版19

82
碗

口～
底

12.4
5.45
6.5

景徳鎮窯系（清代）？端反。外面－鳳凰？龍？文。 表　K0 95 K0-95　表採

第47図
図版19

83
碗

口～
底

15.3
6.1～6.3

7.7
徳化窯系。見込み－蛇の目釉剥ぎ。外面－円文。 表　K0 95 K0-95　表採

第47図
図版19

84
碗

口～
底

14.2
6.2
5.9

漳州窯系。見込み－蛇の目釉剥ぎ。外面－不明文。 表　L2 96 L2-96　表採

第47図
図版19

85
碗 口

11.7
－
－

徳化窯系。端反。外面－草花文。
かわや跡の

覆土中
かわや跡　Ⅰ層

第47図
図版19

86
碗 口

－
－
－

景徳鎮窯系（清代）。端反。外面－雲？文。 表　L0 98 L0-98　表採

第47図
図版19

87
碗 口

－
－
－

福建・広東系？鍔縁口縁。胎土－灰白色、釉－灰色。 表　L6 96 L6-96　表採

第47図
図版19

88
碗 口

－
－
－

景徳鎮窯系（清代）。直口。外面－円文。 表　L4 100 L4-100　表採

第47図
図版19

89
碗 底

－
－
－

徳化窯系。端反。外面－蛸唐草文。 表　L2 98 L2-98　表採

第47図
図版19

90
碗 底

－
－
6.6

徳化窯系。
L5 98　グリッド
カワヤ跡の覆土

L5-98
かわや跡　覆土

第47図
図版19

91
碗 底

－
－
7.0

徳化窯系。見込み－蛇の目釉剥ぎ。高台砂付着。 表　L4 100 L4-100　表採

第47図
図版19

92
碗 口

－
－
－

景徳鎮窯系（清代）。端反。外面－牡丹唐草文。 L1 98 L1-98　表採

第47図
図版19

93
碗 底

－
－
4.6

景徳鎮窯系。ペンシルドローイング。 第2　K6 97 K6-97　Ⅱ層

第47図
図版19

94
碗 底

－
－
6.2

徳化窯系。字款「王」？ 北側壁面
Ⅱ期基壇

北側翼状　？

第47図
図版19

95
碗 底

－
－
6.1

景徳鎮窯系。 L1 98 L1-98　表採

第48図
図版20

96
小碗

口～
底

9.4
5.1
3.9

景徳鎮窯系（明末清初？）。外面－風景人物文。字款
「大明成化年製」。

出土地不明 出土地不明

第48図
図版20

97
小碗 口

6.6
－
－

景徳鎮窯系。外面－雷文。
K9 K10 100

第2基壇
正面礫層中

K9･10-100
Ⅱ期基壇

正面礫層中

第48図
図版20

98
碗 底

－
－
4.6

景徳鎮窯系。
L0 96　石組
遺構内下部

L0-96　SW13

第48図
図版20

99
碗 底

－
－
4.0

景徳鎮窯系。小野Ｂ１群？底部凹む。
K3 96　第3
石組遺構内

K2-96 SW3

第48図
図版20

100
碗 底

－
－
4.4

景徳鎮窯系。字款「嘉靖？」。 第2層　L1 99 L1-99　Ⅱ層

注　「－」：計測不可



第６表　青花観察一覧⑥ 単位：㎝

挿図番号
図版番号

器種 部位
口径
器高
底径

観察事項 旧出土地 新出土地

第48図
図版20

101
碗 底

－
－
－

景徳鎮窯系。字款「宣（徳）年（製）？」。ペンシルドロー
イング。ダミ塗り。

表土　L0 101 L0-101　表土

第48図
図版20

102
小杯 底

－
－
3.5

景徳鎮窯系？字款不明。 表　L3 104 L3-104　表採

第48図
図版20

103
碗 口

6.6
－
－

景徳鎮窯系（清代）？直口。 L1 98 L1-98　表採

第48図
図版20

104
碗 底

－
－
－

景徳鎮窯系（清代）？ 表土　L2 104 L2-104　表土

第48図
図版20

105
碗 底

－
－
－

景徳鎮窯系。ペンシルドローイング。ダミ塗り。 第2　K9 94 K9-94　Ⅱ層

第48図
図版20

106
碗 口

－
－
－

景徳鎮窯系（清代）？端反。外面－渦文。 第2　K5 92 K5-92　Ⅱ層

第48図
図版20

107
碗 口

－
－
－

景徳鎮窯系。 表土　L1 100 L1-100　表土

第48図
図版20

108
小碗

口～
底

9.6
5.0～5.1

5.1
景徳鎮窯系（清代？）。ダミ塗り。 北側壁面

Ⅱ期基壇
北側翼状　？

第48図
図版20

109
小碗 底

－
－
5.2

景徳鎮窯系（清代）。ダミ塗り。
K3 96　石組
第2号遺構内

SW3
K2-96　SW3

第48図
図版20

110
小碗 口

－
－
－

景徳鎮窯系（清代）。ダミ塗り。 表　L4 100 L4-100　表採

第48図
図版20

111
小碗 口

6.6
－
－

漳州窯系？胎土・釉－灰色。外面－花弁文。 表土　L1 101 L1-101　表土

第48図
図版20

112
小碗 口

－
－
－

景徳鎮窯系（清代）。外面－梵字文。 表　L3 96 L3-96　表採

第48図
図版20

113
小碗 底

－
－
4.5

景徳鎮窯系（清代）。外面－梵字文。字款不明４字。 表　L2 101 L2-101　表採

第48図
図版20

114
小碗 底

－
－
3.5

景徳鎮窯系（清代？）。外面・見込み－不明文。字款
不明４字。

表　L5 98 L5-98　表採

第49図
図版21

115
小碗 底

－
－
5.7

景徳鎮窯系（清代？）。外面・見込み－不明文。字款
不明１字。

北側壁面
Ⅱ期基壇

北側翼状　？

第49図
図版21

116
小碗 口

9.8
－
－

景徳鎮窯系（清代？）。ペンシルドローイング。 表土　L1 104 L1-104　表土

第49図
図版21

117
小碗 底

－
－
4.5

景徳鎮窯系（清代？）。ペンシルドローイング。字款不
明。

南側
Ⅶ期基壇

南踊り場　階段

第49図
図版21

118
小碗 底

－
－
3.9

景徳鎮窯系（清代？）。外面－蔓唐草文。字款不明１
字。

南側
Ⅶ期基壇

南踊り場　階段

第49図
図版21

119
小碗 口

－
－
－

景徳鎮窯系（清代？）。ペンシルドローイング。 L1 98 L1-98　表採

第49図
図版21

120
小碗 底

－
－
4.2

景徳鎮窯系（清代？）。見込み－草文。字款不明１字。 表　K0 101 K0-101　表採

注　「－」：計測不可



第６表　青花観察一覧⑦ 単位：㎝

挿図番号
図版番号

器種 部位
口径
器高
底径

観察事項 旧出土地 新出土地

第49図
図版21

121
小碗 底

－
－
4.0

景徳鎮窯系（清代？）。見込み－草文。字款不明１字。 出土地不明 出土地不明

第49図
図版21

122
小碗 底

－
－
5.5

徳化窯系。見込み－３点（∴）。字款不明１字。 北側壁面
Ⅱ期基壇

北側翼状　？

第49図
図版21

123
小碗 底

－
－
4.1

景徳鎮窯系（清代）。ダミ塗り。 表土　L4 100 L4-100　表土

第49図
図版21

124
小碗 底

－
－
2.7

景徳鎮窯系。見込み－花枝文。 表　L3 103 L3-103　表採

第49図
図版21

125
小杯 底

－
－
2.1

景徳鎮窯系（清代）。字款不明１字。 SW13　下部 L0-96　SW13

第49図
図版21

126
小杯 口

－
－
－

景徳鎮窯系（清代）。口縁端部鉄銹。 表　L1 102 L1-102　表採

第49図
図版21

127
小杯 底

－
－
1.6

景徳鎮窯系（清代）。外面－連点文。 表　K2 104 K2-104　表採

第49図
図版21

128
小杯

口～
底

4.4
2.55
2.0

景徳鎮窯系（清代）。口縁端部鉄銹。高台砂付着。 表　L1 93 L1-93　表採

第49図
図版21

129
皿

口～
底

11.9
2.6
7.0

景徳鎮窯系。小野Ｂ１群。外面－唐草文。見込み－玉
取獅子文。

SW13 L0-96 SW13

第49図
図版21

130
皿

口～
底

13.3
2.4
8.2

景徳鎮窯系。小野Ｅ群。内面－花菱文。 第2　K10 96 K10-96　Ⅱ層

第49図
図版21

131
皿

口～
底

15.6
2.85
9.3

景徳鎮窯系。小野Ｂ１群。見込み－太いタッチの不明
文。

K1　99　試掘
第Ⅰ層瓦礫層

K1-99　SP2

第49図
図版21

132
皿 底

－
－
7.2

景徳鎮窯系。小野Ｂ１群。外面－唐草文。見込み－波
涛文。

Ⅱ期基壇
東方のミゾ

Ⅲ期基壇

第49図
図版21

133
皿 底

－
－
8.2

景徳鎮窯系。小野Ｂ１群。見込み－草花文。 表　K5 98 K5-98　表採

第49図
図版21

134
皿 底

－
－

11.1

景徳鎮窯系。小野Ｂ１群。見込み－玉取獅子文？呉須
滲む。

第3基壇と③横
石垣の間

南踊り場　断割①

第49図
図版21

135
皿

口～
底

9.8
2.4
2.6

景徳鎮窯系。小野Ｃ群。見込み－菊花文。 表  L0  100 L0-100　表採

第50図
図版22

136
皿

口～
底

9.6
2.2
5.4

景徳鎮窯系。小野Ｃ群。 S60 出土地不明

第50図
図版22

137
皿 口

10.1
－
－

景徳鎮窯系。小野Ｃ群。 表土 表土

第50図
図版22

138
皿 底

－
－
3.4

景徳鎮窯系。小野Ｃ群。 表　K10 101 K10-101　表採

第50図
図版22

139
皿

口～
底

8.0
1.7
5.2

景徳鎮窯系。小野Ｃ群。通例より小ぶりだが、底部は広
い。内面に花弁状の凹みあり。底部砂付着。

不明 出土地不明

第50図
図版22

140
皿 底

－
－
5.9

景徳鎮窯系。小野Ｃ群。通例よりも大振りで、外反口縁
の可能性。

Ⅳ期基壇 Ⅵ期基壇

注　「－」：計測不可



第６表　青花観察一覧⑧ 単位：㎝

挿図番号
図版番号

器種 部位
口径
器高
底径

観察事項 旧出土地 新出土地

第50図
図版22

141
皿

口～
底

11.8
3.5
5.5

景徳鎮窯系。上田Ａ－Ⅲ類。外面－退化した唐草文、
見込み－寿字文。底部に砂付着。

K3 96　3号
石組遺構内
SW3遺構

K2-96 SW3

第50図
図版22

142
皿

口～
底

10.4
2.4
5.7

景徳鎮窯系。上田Ａ－Ⅲ類。内面－花菱文、見込み－
草花文。

SW13 L0-96 SW13

第50図
図版22

143
皿 口

10.7
－
－

景徳鎮窯系。上田Ａ－Ⅲ類。内面－退化した花菱文。
L0 98

第1コーラル
L0-98　Ⅰ層
（コーラル層）

第50図
図版22

144
皿

口～
底

13.7
3.2～3.3

7.3

景徳鎮窯系。上田Ａ－Ⅲ類。輪花形。内面－花弁文２
段、見込み－風景文。

K0 96 K0-96　表採

第50図
図版22

145
皿 口

24.95
－
－

漳州窯系？森Ｆ群粗製。胎土－橙色、釉－灰色。内面
－粗雑な波涛文。

表　K4 96 K4-96　表採

第50図
図版22

146
皿 底

－
－

10.6

景徳鎮窯系。森Ｆ群。見込み－花鳥岩文。高台砂付
着。

SW17 L2-96　SW17

第51図
図版23

147
皿 底

－
－
5.8

景徳鎮窯系。ダミ塗り。 北側壁面
Ⅱ期基壇

北側翼状　？

第51図
図版23

148
皿 底

－
－
9.9

景徳鎮窯系。ペンシルドローイング。ダミ塗り。 北側壁面
Ⅱ期基壇

北側翼状　？

第51図
図版23

149
皿 口

－
－
－

徳化窯系。 表　L2 96 L2-96　表採

第51図
図版23

150
皿 底

－
－
7.2

景徳鎮窯系。ペンシルドローイング。ダミ塗り。高台砂
付着。

表　L2 96 L2-96　表採

第51図
図版23

151
皿 底

－
－
6.1

景徳鎮窯系。ペンシルドローイング。ダミ塗り。字款不
明１字。畳付鉄銹。

表　K0 95 K0-95　表採

第51図
図版23

152
皿 底

－
－

11.0
景徳鎮窯系（清代）？ダミ塗り。高台砂付着。 表　K0 96 K0-96　表採

第51図
図版23

153
皿

口～
底

15.9
2.5
9.0

景徳鎮窯系（清代）？畳付鉄銹。 表土　L4 104 L4-104　表土

第51図
図版23

154
皿 口

15.4
－
－

徳化窯系。 表　L5 98 L5-98　表採

第51図
図版23

155
小皿 底

－
－

5.45
徳化窯系。外底無釉。 L1 98　撹乱 L1-98　撹乱層

第51図
図版23

156
小皿 口

22.8
－
－

景徳鎮窯系（清代）？被熱痕。 S60 出土地不明

第51図
図版23

157
盤 口

－
－
－

景徳鎮窯系。いわゆる鍔皿。口縁－渦文。外面－花弁
状の凹み。

石灰岩　K8 100 Ⅲ期基壇

第51図
図版23

158
瓶 底

－
－
3.7

景徳鎮窯系。高台が六角もしくは八角。被熱痕。 第2　K2 96 K2-96　Ⅱ層

第51図
図版23

159
鉢 口

－
－
－

福建・広東系。 第2　K2 96 K2-96　Ⅱ層

第51図
図版23

160
鉢 底

－
－

12.6
福建・広東系。見込み蛇の目釉剥ぎ。 北側壁面

Ⅱ期基壇
北側翼状　？

注　「－」：計測不可



第６表　青花観察一覧⑨ 単位：㎝

挿図番号
図版番号

器種 部位
口径
器高
底径

観察事項 旧出土地 新出土地

第51図
図版23

161
小壺 口

5.15
－
－

景徳鎮窯系。外面－やや粗雑な牡丹唐草文。 表　L2 95 L2-95　表採

第51図
図版23

162
梅瓶 胴

－
－
－

景徳鎮窯系。
K1 102

踊り場断割
南踊り場　断割④

第51図
図版23

163
瓶 口

6.0
－
－

景徳鎮窯系。玉壺春瓶。 表　L4 101 L4-101　表採

第51図
図版23

164
瓶 口

5.4
－
－

景徳鎮窯系。玉壺春瓶。 第2　K10 95 K10-95　Ⅱ層

第51図
図版23

165
小皿 口

－
－
－

景徳鎮窯系。唐草文から元様式の可能性。ベタ底状の
皿か。

SW13　上部 L0-96 SW13　上

第51図
図版23

166
瓶 頚

－
－
－

景徳鎮窯系。玉壺春瓶。頚部－蕉葉文、胴部－ラマ式
蓮弁文。

第2層　90-100 Ⅱ層

第52図
図版24

167
瓶 頚

－
－
－

景徳鎮窯系。玉壺春瓶。頚部－花菱文。 SW2 K3 96 K2-97　SW2

第52図
図版24

168
瓶 頚

－
－
－

景徳鎮窯系。玉壺春瓶。 SW13　円下部 L0-96　SW13

第52図
図版24

169
瓶 胴

－
－
－

景徳鎮窯系。瓢形。 表土　L6 92 L6-92　表土

第52図
図版24

170
瓶 底

－
－
6.9

景徳鎮窯系。玉壺春瓶。胴部－牡丹唐草文、渦文。 SW13 L0-96 SW13

第52図
図版24

171
瓶 底

－
－
6.2

景徳鎮窯系（清代）？ L1 98　撹乱 L1-98　撹乱層

第52図
図版24

172
瓶 底

－
－
5.0

徳化窯系？
K1 96

石組遺構内
K1-96 SW9

第52図
図版24

173
瓶 底

－
－
5.4

景徳鎮窯系。外底無釉。 表　L2 95 L2-95　表採

第52図
図版24

174
水注 注口

－
－
－

景徳鎮窯系。急須形か？被熱痕。 第2　K6 75 Ⅱ層

第52図
図版24

175
水注 胴

－
－
－

景徳鎮窯系。胴部－牡丹唐草文。
第Ⅰ層

コーラル層
94 K9 K10

K9･10-94　Ⅰ層
（コーラル層）

第52図
図版24

176
水注 底

－
－
8.7

景徳鎮窯系。胴部－窓の表現に花枝文。外底砂付
着。

K3　96　3号
石組遺構内

SW遺構
K2-96 SW3

第52図
図版24

177
鉢 口

－
－
－

景徳鎮窯系。外面－波涛文。 表土　L1 102 L1-102　表土

第52図
図版24

178
酒会壺 蓋

庇　25.4
器高 9.5
袴　17.0
撮み 5.0

景徳鎮窯系。牡丹唐草文。 Ⅰ期基壇の畦 Ⅱ期基壇

第52図
図版24

179
酒会壺

口～
底

19.8
32.85
18.7

景徳鎮窯系。口縁の唐草文から元様式の可能性あり。 Ⅰ期基壇の畦 Ⅱ期基壇

第53図
図版25

180
梅瓶 蓋

庇　8.8
器高 7.5
撮み 2.2

景徳鎮窯系。唐草文。 不明 出土地不明

第53図
図版25

181
梅瓶

口～
底

5.2
32.9
11.8

景徳鎮窯系。人物風景文、ラマ式蓮弁文。 不明 出土地不明

注　「－」：計測不可



第７表　褐釉陶器集計表

中形壺 水注 急須

口縁部 胴部～把手 胴部 底部 口縁部 胴部 底部 口縁部 口縁部 口縁部 底部

個　数 251 5 10431 184 1 2 1 1 1 5 1 10883

分　類
大形壺 小形壺 鉢

合　計



第８表　褐釉陶器観察一覧 単位：㎝

挿図番号
図版番号

器種 部位
口径
器高
底径

観察事項 旧出土地 新出土地

第54図
図版26

１
大形壺 口

21.2
－
－

沖縄分類５類。平口縁。無耳壺。
東方トレンチ

プレハブ
出土地不明

第54図
図版26

２
大形壺 底

－
－

14.5
沖縄分類５類。上げ底。無耳壺。

L0　97　石組
埋土褐色砂層

L0-97　SW15
（褐色砂層）

第54図
図版26

３
大形壺 底

－
－

12.4
沖縄分類３類。上げ底。四耳壺。

L1　東西
トレンチ

L1　石列？

第54図
図版26

４
大形壺 口

13.5
－
－

沖縄分類４類。口縁玉縁状。四耳壺。 表　L6　102 L6-102　表採

第54図
図版26

５
大形壺 胴

－
－
－

沖縄分類３類。外面-線彫りで文様。四耳壺。
L0　東西

トレンチ東隅より
2番灰石列内

石列2・3内

第54図
図版26

６
大形壺 胴

－
－
－

外面-叩き痕残る。無耳壺。
L3  96

石灰岩碑
L3-96　石積？

第55図
図版27

７
水注 口

13.2
－
－

口縁部断面「T」字状。外面-把手の基部あり。
K2　99　SW1
石組遺構内

K2-98・99
SW1

第55図
図版27

８
大形壺 口

18.8
－
－

沖縄分類１類。口縁部玉縁状。長頸多耳壺。
中央畦断面トレ

2層東隅
中央観察畦②

Ⅱ層

第55図
図版27

９
大形壺 口

10.3
－
－

沖縄分類３類。口縁部玉縁状。四耳壺。
L1　東西
トレンチ

L1　石列？

第55図
図版27

10
大形壺 口

11.8
－
－

沖縄分類６類。口縁部断面「T」字状。無耳壺。 SW13 L0-96　SW13

第55図
図版27

11
大形壺 口

12.6
－
－

沖縄分類３類。口縁部玉縁状。四耳壺。
L1　東西

トレンチ断割
中央観察畦②

第55図
図版27

12
大形壺 胴

－
－
－

沖縄分類１類。幅広の縦耳が付く。長頸多耳壺。 SW17 L2-96　SW17

第55図
図版27

13
大形壺 底

－
－

10.8
沖縄分類３類。上げ底。四耳壺。

K5　95・96
第2層

黒褐色土層

K5-95・96　Ⅱ層
（黒褐色土層）

第55図
図版27

14
大形壺 底

－
－

10.5
沖縄分類３類。上げ底。四耳壺。

中央観察畦
第4層最下層

中央観察畦①
Ⅳ層

（暗褐色土層）

第55図
図版27

15
大形壺 胴

－
－
－

沖縄分類１類。外面-龍文貼り付け。長頸多耳壺。
L0　94　下層
断割　第3層

L0-94　Ⅲ層

第55図
図版27

16
中形壺 口

10.0
－
－

薄胎施釉陶器。口縁玉縁状。大海茶入か。
L1　東西

トレンチ断割
中央観察畦②

第55図
図版27

17
小形壺 底

－
－
2.5

薄胎施釉陶器。肩衝茶入か。 表　L1　100 L1-100　表採

注　「－」：計測不可



第９表　無釉陶器集計表

口～底部 口縁部 胴部 口縁部 胴部

個　数 1 6 4 2 1 14

分　類
鉢 急須

合  計



第10表　無釉陶器観察一覧 単位：㎝

挿図番号
図版番号

器種 部位
口径
器高
底径

観察事項 旧出土地 新出土地

第55図
図版27

18
急須 胴

－
－
－

外面-棒状把手貼り付け。
L0　94　下層
断割　第3層

L0-94　Ⅲ層

第55図
図版27
19

急須 口
－
－
－

口縁部を内側に折り返して成形。中形壺の可能性あ
り。

K1　100
南石段の
踊り場断割

南踊り場
断割②

第55図
図版27
20

鉢 口～底
16.0
6.5
7.6

口縁部外面玉縁状。底部は縁辺が広がる。 表　L2　96 L2-96　表採

第55図
図版27
21

鉢 口
35.2
－
－

直口口縁。口唇部に蓋受けの段。 表　K6　95 K6-95　表採

注　「－」：計測不可



第11表　その他の中国産陶磁器・土器集計表①（色絵）

小碗 盤 器種不明

口縁部 胴部 底部 口縁部 口～底部 口縁部 胴部 底部 口縁部 底部 口縁部 胴部

個　数 7 5 3 2 1 1 1 3 1 2 1 1 28

分　類
碗 皿 小皿

合　計



第11表　その他の中国産陶磁器・土器集計表②（泉州窯系磁器）

Ｂ

口縁部 胴部 口縁部

個　数 3 1 2 6

分　類

皿

合　計Ａ



第11表　その他の中国産陶磁器・土器集計表③（瑠璃釉）

皿

口～底部 口縁部 底部 口縁部 胴部 底部 底部 口縁部 底部 胴部 底部

個　数 2 4 3 7 2 2 2 1 2 5 1

分　類
碗 小碗 小杯 壺

口縁部 胴部 底部 胴部 底部

個　数 1 15 1 7 1 56

瓶 器種不明
合 　計分　類



第11表　その他の中国産陶磁器・土器集計表④（褐釉染付）

口～底部 口縁部 底部 口縁部 底部 口縁部 胴部 底部

個　数 2 6 2 3 1 3 2 2 21

分　類
碗 小碗 小杯

合　計



第11表　その他の中国産陶磁器・土器集計表⑤（青磁染付）

碗

底部 口～底部 口縁部

個　数 2 1 2 5

分　類
小碗

合　計



第11表　その他の中国産陶磁器・土器集計表⑥（天目）

口～底部 口縁部 胴部 底部

個　数 4 98 201 41 344

分　類
碗

合　計



第11表　その他の中国産陶磁器・土器集計表⑦（三彩）

口縁部 胴部 把手 底部 胴部 底部

個　数 1 4 4 1 3 1 14

分　類
水注 盤

合　計



第11表　その他の中国産陶磁器・土器集計表⑧（緑釉）

皿 瓶 器種不明

口縁部 胴部 胴部

個　数 1 1 2 4

分　類 合　計



第11表　その他の中国産陶磁器・土器集計表⑨（銅緑釉）

口縁部 胴部 底部 蓋

個　数 1 5 1 6 13

分　類
壺

合　計



第11表　その他の中国産陶磁器・土器集計表⑩（翡翠釉）

壺 瓶 蓋 器種不明

胴部 胴部 胴部 底部 撮み 胴部

個　数 2 1 1 2 1 1 8

分　類
香炉

合　計



第11表　その他の中国産陶磁器・土器集計表⑪（鉄絵）

壷

胴部

合　計 5

分　類



第11表　その他の中国産陶磁器・土器集計表⑫（土器）

口縁部 胴部 不明

個　数 149 136 3 288

分　類

板状製品

合　計蓋



第11表　その他の中国産陶磁器・土器集計表⑬（法花）

壺 　 　

胴部

合　計 1 　 　

分　類



第11表　その他の中国産陶磁器・土器集計表⑭（黒釉磁器）

皿

口縁部

合　計 1

分　類



第12表　その他の中国産陶磁器・土器観察一覧① 単位：㎝

挿図番号
図版番号

種類 器種 部位
口径
器高
底径

観察事項 旧出土地 新出土地

第56図
図版28

１
色絵 碗 口

11.8
－
－

内・外面-上絵付けによる唐草文。 表　K0　96 K0-96　表採

第56図
図版28

２
色絵 碗 底

－
－
4.6

外面･見込み-上絵付けによる花唐草文。 表土　K0　96 K0-96　表土

第56図
図版28

３
色絵 碗 口

－
－
－

内・外面-上絵付けによる不明文様。
K0　K1　100

第2基壇
正面礫層中

K9・10-100
Ⅱ期基壇

正面礫層中
第56図
図版28

４
色絵 碗 口

－
－
－

外面-上絵付けによる不明文様。 表　K3-96 K3-96　表採

第56図
図版28

５
色絵 碗 胴

－
－
－

外面-上絵付けによる花文。
石灰岩
K8-100

Ⅲ期基壇

第56図
図版28

６
色絵 碗 口

11.0
－
－

外面-上絵付けによる草花文+動物文か。 表土　L1-102 L1-102　表土

第56図
図版28

７
色絵 碗 底

－
－
6.1

外面-上絵付けによる蓮弁文+花唐草文。 表土　L1-102 L1-102　表土

第56図
図版28

８
色絵 碗 口

11.2
－
－

外面-上絵付けによる花文。
表土

K10-101
K10-101

表土

第56図
図版28

９
色絵 碗 胴

－
－
－

外面-上絵付けによる斜格子文。 表　L0-94 L0-94　表採

第56図
図版28

10
色絵 碗 底

－
－
－

外面-線刻による不明文様。 表土　L4-100 L4-100　表土

第56図
図版28

11
色絵 小碗 口

8.0
－
－

外面-上絵付けによる不明文様。口唇部釉剥ぎ。 S60 出土地不明

第56図
図版28

12
色絵 皿

口～
底

14.4
3.4
8.1

外面・見込み-上絵付けによる花唐草文。 表土　L1-98 L1-98　表土

第56図
図版28

13
色絵 皿 底

－
－
－

外面・見込み-染付けと上絵付けによる文様。 L1　98　拡乱
L1-98
撹乱層

第56図
図版28

14
色絵 盤 口

24.0
－
－

内面-上絵付けによる文様。 K8-99 K8-99　表採

第56図
図版28

15
色絵 小皿 底

－
－
4.2

見込み-蛇の目釉剥ぎ。腰折れ。 かわや覆土
かわや跡

Ⅰ層

第56図
図版28

16
色絵 小皿 口

－
－
－

内面-上絵付けによる不明文様。口唇部釉剥ぎ。 表土　L4-100 L4-100　表土

第56図
図版28

17
泉州磁器 皿 口

－
－
－

A類端反口縁。灰オリーブ色釉を内面～外面胴上部
に施釉。

SW17 L2-96　SW17

第56図
図版28

18
泉州磁器 皿 口

14.2
－
－

B類内彎口縁。灰オリーブ色釉を内面～外面胴上部
に施釉。

SW1遺構内
K2-98･99

SW1

第56図
図版28

19
瑠璃釉 碗

口～
底

12.6
5.6
5.5

外面に瑠璃色釉、見込み・外底を透明釉で掛け分け
る。

不明 出土地不明

第56図
図版28

20
瑠璃釉 碗

口～
底

12.6
5.5
5.0

外面に瑠璃色釉、見込み・外底を透明釉で掛け分け
る。見込みに二重圏線+魚文。

表　K1　94 K1-94　表採

第57図
図版29

21
瑠璃釉 碗 底

－
－
－

外面に瑠璃色釉、見込み・外底を透明釉で掛け分け
る。腰折れ。

L1　98　撹乱
L1-98
撹乱層

注　「－」：計測不可



第12表　その他の中国産陶磁器・土器観察一覧② 単位：㎝

挿図番号
図版番号

種類 器種 部位
口径
器高
底径

観察事項 旧出土地 新出土地

第57図
図版29

22
瑠璃釉 小碗 口

9.6
－
－

外面に瑠璃色釉、内面を透明釉で掛け分ける。端反
口縁。

L1　98 L1-98　表採

第57図
図版29

23
瑠璃釉 小碗 底

－
－
3.7

外面に瑠璃色釉、見込み・外底を透明釉で掛け分け
る。外底-銘款。

表　L0　97 L0-97　表採

第57図
図版29

24
瑠璃釉 小碗 口

－
－
－

外面に瑠璃色釉、内面を透明釉で掛け分ける。口唇
部釉剥ぎ。

表土　L2　100 L2-100　表土

第57図
図版29

25
瑠璃釉 小碗 底

－
－
4.5

外面～外底に瑠璃色釉、見込みを透明釉で掛け分け
る。

表　L1　101 L1-101　表採

第57図
図版29

26
瑠璃釉 小杯 口

3.9
－
－

外面に瑠璃色釉、内面を透明釉で掛け分ける。 表　K0-100 K0-100　表採

第57図
図版29

27
瑠璃釉 小杯 底

－
－
2.0

外面～外底に瑠璃色釉、見込みを透明釉で掛け分け
る。外底に砂付着。

南側　試掘１ 試掘1

第57図
図版29

28
瑠璃釉 碗 底

－
－
－

見込み、外面に瑠璃色釉、外底を透明釉で掛け分け
る。畳付釉剥ぎ。

第2　K4　93 K4-93　Ⅱ層

第57図
図版29

29
瑠璃釉 瓶 胴

－
－
－

外面に瑠璃色釉、内面を透明釉で掛け分ける。 L1　98　撹乱
L1-98
撹乱層

第57図
図版29

30
瑠璃釉 瓶 胴

－
－
－

外面に瑠璃色釉、内面を透明釉で掛け分ける。 L1　98　撹乱
L1-98
撹乱層

第57図
図版29

31
瑠璃釉 碗 底

－
－
4.6

外面に瑠璃色釉、見込み・外底を透明釉で掛け分け
る。畳付釉剥ぎ。

L4　99　表土 L4-99　表土

第57図
図版29

32
瑠璃釉 壺 底

－
－

17.7
外面腰部まで瑠璃色釉を施す。平底。 第2　K2　94 K2-94　Ⅱ層

第57図
図版29

33
褐釉染付 小碗 口

－
－
－

外面に褐色釉、内面に透明釉を掛け分ける。外面-草
花文。

第2　K4　98 K4-98　Ⅱ層

第57図
図版29

34
褐釉染付 小碗 底

－
－
5.2

外面に褐色釉、内面、外底に透明釉を掛け分ける。外
面-草花文。外底-二重圏線。

表　K0　96 K0-96　表採

第57図
図版29

35
褐釉染付 小杯 口

－
－
－

外面に褐色釉、内面に透明釉を掛け分ける。内面-二
重圏線。

表　L4　101 L4-101　表採

第57図
図版29

36
褐釉染付 小杯 口

－
－
－

外面に褐色釉、内面に透明釉を掛け分ける。外面-草
花文か。

不明 出土地不明

第57図
図版29

37
褐釉染付 小杯 底

－
－
4.0

外面に褐色釉、内面、外底に透明釉を掛け分ける。外
底-山水文。外底-二重圏線内に銘款。

表　L0-101 L0-101　表採

第57図
図版29

38
青磁染付 小碗

口～
底

9.9
4.9
3.7

外面に青磁釉、内面・外底に透明釉を掛け分ける。見
込み-捻花文、外底-銘款。

南側
Ⅶ期基壇
南踊り場

階段

第57図
図版29

39
天目 碗 口

10.9
－
－

森本朝子分類Ⅷ類。「く」字状口縁。
L0　97　石組
埋土褐色砂層

L0-97　SW15
（褐色砂層）

第57図
図版29

40
天目 碗

口～
底

12.2
6.0
4.8

森本朝子分類Ⅷ類。「く」字状口縁。 Ⅱ期基壇 Ⅱ期基壇

第57図
図版29

41
天目 碗

口～
底

11.4
5.6
3.8

森本朝子分類Ⅷ類。「く」字状口縁。 表　L6　99 L6-99　表採

第57図
図版29

42
天目 碗 口

11.7
－
－

森本朝子分類Ⅷ類。直口口縁。 第2　L0　95 L0-95　Ⅱ層

注　「－」：計測不可



第12表　その他の中国産陶磁器・土器観察一覧③ 単位：㎝

挿図番号
図版番号

種類 器種 部位
口径
器高
底径

観察事項 旧出土地 新出土地

第57図
図版29

43
天目 碗 底

－
－
5.3

森本朝子分類Ⅸ類。外底露胎。
第1号　SW3
石組構内

K2-96　SW3

第58図
図版30

44
三彩 水注 胴

－
－
－

外面-白化粧後に緑釉＋黄釉、鳥文？線刻。 SW13　内下部 L0-96　SW13

第58図
図版30

45
三彩 水注 胴

－
－
－

外面-白化粧後に緑釉＋黄釉、胴部に貼付。 表　L4　101 L4-101　表採

第58図
図版30

46
三彩 水注 把手

－
－
－

外面-白化粧後に緑釉。把手か 表　L6　96 L6-96　表採

第58図
図版30

47
三彩 水注 底

－
－
－

外面-白化粧後に緑釉。 表　L1　93 L1-93　表採

第58図
図版30

48
三彩 水注 口

4.4
－
－

外面-緑釉＋黄釉、蓮弁文＋草花文か。肩部に把手。
Ⅰ期　首正

L0  97
Ⅰ期基壇

第58図
図版30

49
三彩 盤 底

－
－
－

外面-白化粧後に緑釉＋黄釉、草花文線刻。 表　L6　96 L6-96　表採

第58図
図版30

50
緑釉 皿 口

－
－
－

内・外面-白化粧後に緑釉。 表　L3　97 L3-97　表採

第58図
図版30

51
緑釉 瓶 胴

－
－
－

外面-緑釉、雲文＋草花文＋二重圏線を黒土で象
嵌。

表　L1　95 L1-95　表採

第58図
図版30

52
銅緑釉 壺 蓋

16.0

15.0
外面-銅緑釉、蓮弁文。酒会壺の蓋か。

L0　97　SW13
井戸状石組

東側グリッド外
L0-97　SW13

第58図
図版30

53
銅緑釉 壺 口

16.6
－
－

外面-銅緑釉。口唇部釉剥ぎ。
L0　97

井戸状石組
遺構外　東側

L0-97　SW13

第58図
図版30

54
銅緑釉 壺 底

－
－
－

高台際に圏線陽刻。 表　L5　91 L5-91　表採

第58図
図版30

55
翡翠釉 瓶 胴

－
－
－

外面-白化粧後に翡翠釉、文様を黒土で象嵌。
K10　98

石組遺構内
K10-98　SW12

第58図
図版30

56
翡翠釉 香炉 底

－
－

12.4
外面-白化粧後に翡翠釉。三足香炉。 不明 出土地不明

第58図
図版30

57
鉄絵 壺 胴

－
－
－

外面-白化粧後に草花文。内面-褐色釉。酒会壺か。
Ⅳ期基壇
化粧石前

プール遺構内
SP3

第58図
図版30

58
鉄絵 壺 胴

－
－
－

外面-白化粧後に草花文。内面-褐色釉。酒会壺か。
Ⅳ期基壇
化粧石前

プール遺構内
SP3

第58図
図版30

59
土器

板状
製品

口縁部
－
－
－

円盤状の板状製品。褐釉陶器の蓋か。
第Ⅳ期基壇
化粧石下
の試掘

試掘1

注　「－」：計測不可



第13表　タイ産陶磁器・土器集計表

分類不明

口縁部 胴～耳 耳 胴部 底部 口縁部 胴～耳 耳 胴部 底部 胴部 底部

個　数 106 7 4 1490 42 32 7 4 712 26 36 1

Ａ Ｂ
分　類

褐釉陶器

壺
小壺

無釉陶器 鉄絵

胴部 底部 胴部 胴部 撮み～庇 口縁部 撮み 胴部

個　数 7 5 1 1 3 35 7 8 2534

合　計

半練土器褐釉陶器

分　類 瓶 蓋 不明壺瓶



第14表　タイ産陶磁器・土器観察一覧① 単位：㎝

挿図番号
図版番号

種類 器種 部位
口径
器高
底径

観察事項 旧出土地 新出土地

第59図
図版31

１
褐釉 壺 口

19.7
－
－

A類：シーサッチャナライ窯産。口縁断面「T」字状。
K9　K10  100

2期基壇
正面礫層中

K9・10-100
Ⅱ期基壇

正面礫層中

第59図
図版31

２
褐釉 壺 口

22.1
－
－

A類：シーサッチャナライ窯産。口縁断面「T」字状。 第2　K5　92 K5-92　Ⅱ層

第59図
図版31

３
褐釉 壺 口

21.3
－
－

A類：シーサッチャナライ窯産。口縁断面「T」字状。
プレハブ東方

トレンチ
出土地不明

第59図
図版31

４
褐釉 壺 口

17.4
－
－

A類：シーサッチャナライ窯産。口縁断面「T」字状。
第Ⅳ期基壇

化粧石下試掘
南より2番目穴

試掘2

第59図
図版31

５
褐釉 壺 胴

－
－
－

A類：シーサッチャナライ窯産。横耳付き。
東方トレンチ

プレハブ
出土地不明

第59図
図版31

６
褐釉 壺 胴

－
－
－

A類：シーサッチャナライ窯産。耳部分。
第3　L0　94
下層断層

L0-94　Ⅲ層

第59図
図版31

７
褐釉 壺 口

18.9
－
－

A類：シーサッチャナライ窯産。口縁断面玉縁状。 表　L2　96 L2-96　表採

第59図
図版31

８
褐釉 壺 口

18.0
－
－

A類：シーサッチャナライ窯産。口縁断面玉縁状。
SW13  Ｌ1　95

断割
L1-96　SW13

断割

第59図
図版31

９
褐釉 壺 口

17.8
－
－

A類：シーサッチャナライ窯産。口縁断面玉縁状。
Ⅳ期　北側翼状

石垣内
Ⅴ期基壇

第59図
図版31

10
褐釉 壺 胴

－
－
－

A類：シーサッチャナライ窯産。横耳付き。
Ⅳ期基壇　化粧

石前プール
SP3

第59図
図版31

11
褐釉 壺 胴

－
－
－

横耳付き。 表　K10　102
K10-102

表採

第59図
図版31

12
褐釉 壺 底

－
－

25.9
B類：メナムノイ窯産。底部に砂目付着。

Ⅳ期基壇
化粧石前プー

ル遺構内
SP3

第60図
図版32

13
褐釉 壺 底

－
－

25.8
B類：メナムノイ窯産。

Ⅰ期基壇
の北側石垣翼

の覆土

Ⅱ期基壇　北
側翼状　Ⅰ層

第60図
図版32

14
褐釉 瓶 底

－
－
7.4

シーサッチャナライ窯産。褐釉を胴下部まで施釉。 SW13 L0-96　SW13

第60図
図版32

15
褐釉 瓶 底

－
－
8.5

シーサッチャナライ窯産。褐釉を胴下部まで施釉。 SW13内　下部 L0-96　SW13

第60図
図版32

16
褐釉 瓶 底

－
－
6.3

シーサッチャナライ窯産。 SW13内　下部 L0-96　SW13

第60図
図版32

17
褐釉 小壺 底

－
－

3.35
シーサッチャナライ窯産。褐釉を胴下部まで施釉。 表土　K2　102 K2-102　表土

第60図
図版32

18
無釉 壺 胴

－
－
－

バンプーン窯産。外面に陽刻による文様。器壁厚
い。

第2　L2　92
下層断割

トレンチ赤土
L2-92　Ⅱ層

第60図
図版32

19
半錬土器 蓋 撮～庇

－
－

庇 13.0
撮：宝珠形。 表　L5　96 L5-96　表採

第60図
図版32

20
半錬土器 蓋 撮～庇

－
－

庇 13.4
撮：宝珠形。

表土　L1　98
撹乱層

L1-98　表土

注　「－」：計測不可



第14表　タイ産陶磁器・土器観察一覧② 単位：㎝

挿図番号
図版番号

種類 器種 部位
口径
器高
底径

観察事項 旧出土地 新出土地

第60図
図版32

21
半錬土器 蓋 撮～庇

－
－

庇 11.25
撮：宝珠形。

Ｌ1　98
撹乱層

L1-98
撹乱層

第60図
図版32

22
半錬土器 蓋 撮

－
－
－

撮：乳房状。 第2　L0　96 L0-96　Ⅱ層

第60図
図版32

23
半錬土器 蓋 撮

－
－
－

撮：乳房状。
K5　98　第2層

60-70
K5-98　Ⅱ層

第60図
図版32

24
鉄絵 瓶 胴

－
－
－

玉壺春瓶か。 SW13　内下部 L0-96　SW13

注　「－」：計測不可



第15表　ベトナム産陶磁器集計表

青磁

碗 瓶

口縁部 口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 胴部 底部 胴部

個　数 1 3 1 1 1 1 1 1 1

分　類

青花

碗 壺 水注

碗 壺 水注 器種不明

口縁部 胴部 胴部 底部

個　数 3 1 2 1 18

分　類

色絵 鉄絵

合　計



第16表　ベトナム産陶磁器観察一覧 単位：㎝

挿図番号
図版番号

種類 器種 部位
口径
器高
底径

観察事項 旧出土地 新出土地

第61図
図版33

25
青磁 碗 口

－
－
－

外面-鎬蓮弁文。 表土　撹乱 撹乱

第61図
図版33
26

鉄絵 水注 胴
－
－
－

外面-鉄絵で動物文。
第2層　黒色土
混り赤土層
K6・97～99

K6-97～99　Ⅱ層
（黒土混赤土層）

第61図
図版33
27

鉄絵 不明 底
－
－
－

外面-圏線。置物の台座か。 第2　K6　98 K6-98　Ⅱ層

第61図
図版33
28

青花 碗 口
17.8
－
－

西村・西野分類断面扁平形トチンB-２
類。内外面-呉須と鉄絵で文様。

石組　X100
Y110

K0-99　SW4

第61図
図版33
29

青花 碗 口
－
－
－

西村・西野分類断面扁平形トチンB-２
類。内外面-呉須と鉄絵で文様。

L1　98 L1-98　表採

第61図
図版33
30

青花 碗 底
－
－
6.8

西村・西野分類断面扁平形トチンB-２
類。内外面-呉須と鉄絵で文様。

K2　95　No.3
石組遺構　SW3

K2-96　SW3

第61図
図版33
31

青花 水注 胴
－
－
－

外面-呉須で文様。型成形。龍形水柱
か。

第2　K6　94 K6-94　Ⅱ層

第61図
図版33
32

青花 壺 口
2.75
－
－

外面-呉須で蓮弁文。 表L2　95 L2-95　表採

第61図
図版33
33

色絵 壺 胴
－
－
－

外面-色絵で蓮弁文。 SW13 L0-96　SW13

注　「－」：計測不可



第17表　朝鮮産陶磁器集計表

碗か皿 器種不明

口縁部 底部 口～底部 口縁部 底部 胴部 胴部 底部 胴部

個　数 23 2 1 7 1 28 1 1 2 66

※第62図・図版34№52（手塚氏報告資料）は集計に含まない。

分　類

青　　磁

合　計碗 皿 瓶



第18表　朝鮮産陶磁器観察一覧 単位：㎝

挿図番号
図版番号

種類 器種 部位
口径
器高
底径

観察事項 旧出土地 新出土地

第61図
図版33

34
青磁 碗 口

－
－
－

端反口縁。外面-白土象嵌で雷文。内面-白土象
嵌で竹管文。

L1　東西トレンチ
断割

中央観察畦②

第61図
図版33

35
青磁 碗 口

－
－
－

直口口縁。外面-白土象嵌。内面-白土象嵌で草
文。

L0-94　下層
断割　3層

L0-94　Ⅲ層

第61図
図版33

36
青磁 皿 口

24.4
－
－

直口口縁。外面-白土象嵌で印花文。内面-白土
と黒土の象嵌で鳥文か。見込み-白土象嵌で雷文
+印花文。

SW17 L2-96　SW17

第61図
図版33

37
青磁 皿 口

26.2
－
－

直口口縁。内外面-白土で象嵌。内面に雲文。
L0-94　下層
断割　3層

L0-94　Ⅲ層

第61図
図版33

38
青磁 皿 口

25.0
－
－

直口口縁。外面-白土で象嵌。内面-白土と黒土
の象嵌で波文。

SW17 L2-96　SW17

第61図
図版33

39
青磁 皿 口

－
－
－

直口口縁。内外面-白土で象嵌。 SW17 L2-96　SW17

第61図
図版33

40
青磁 皿 口

－
－
－

直口口縁。外面-白土象嵌で波文と印花文。内面
-白土象嵌で波文+竹管文。

L0-94　下層
断割　3層

L0-94　Ⅲ層

第62図
図版34

41
青磁 皿 口

－
－
－

直口口縁。内外面-白土で象嵌。 SW13 L0-96　SW13

第62図
図版34

42
青磁 皿 口

－
－
－

直口口縁。内外面-白土で象嵌。 SW17 L2-96　SW17

第62図
図版34

43
青磁 皿

口～
底

18.3
4.1
6.2

直口口縁。外面-白土象嵌で印花。見込み-白土
象嵌で飛び鉋。黒土の象嵌あり。

L1　東西
断割トレンチ
第3コーラル

L1　中央観察畦？

第62図
図版34

44
青磁 碗か皿 胴

－
－
－

内外面-白土で象嵌。外面は雷文+波文か。 不明 出土地不明

第62図
図版34

45
青磁 碗か皿 胴

－
－
－

内外面-白土で象嵌。
L1　東西

断割トレンチ
東隅最奥石列

L1　中央観察畦？

第62図
図版34

46
青磁 碗か皿 胴

－
－
－

内外面-白土で象嵌。内面は竹管文。
L0　東西トレンチ

東隅最奥区
L0　石列1・2内

第62図
図版34

47
青磁 碗か皿 胴

－
－
－

内外面-白土で象嵌。内面は雲文。 SW17 L2-96　SW17

第62図
図版34

48
青磁 碗か皿 胴

－
－
－

外面-白土象嵌で蓮弁文。内面-白土象嵌で印花
文。黒土の象嵌あり。

Ⅳ層
中央観察アゼ

中央観察畦①
Ⅳ層

（暗褐色土層）

第62図
図版34

49
青磁 碗か皿 胴

－
－
－

内外面-白土で象嵌。
K6・7　94　第2層

赤土土層
K6・7-94　Ⅱ層

（赤土層）

第62図
図版34

50
青磁 皿 底

－
－
6.4

外面-白土で象嵌。見込み-白土象嵌で飛び鉋。
黒土の象嵌あり。

第3層 Ⅲ層

第62図
図版34

51
青磁 碗 底

－
－
6.3

外面-白土象嵌で蓮弁文。内面-白土象嵌で印花
文。黒土の象嵌あり。

L0　94　下層断割
第3層

L0-94　Ⅲ層

第62図
図版34

52
青磁 碗 底

－
－
6.6

外面・見込み-白土象嵌で蓮弁文。黒土象嵌あ
り。手塚直樹氏報告資料。

首里城正殿前 出土地不明

第62図
図版34

53
青磁 瓶 底

－
－

10.85
外面-白土で象嵌。外底-砂目付着。 K9　98　表土 K9-98　表土

第62図
図版34

54
青磁 瓶 胴

－
－
－

外面-白土象嵌で竹管文。 第3層 Ⅲ層

注　「－」：計測不可



第19表　本土産陶磁器集計表①（磁器）

口～底部 口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部 口～底部 口縁部 胴部 底部 口縁部 底部 胴部 底部

個　数 2 73 65 25 16 5 7 1 6 6 6 2 1 15 4

染付
分　類

近　　　世

碗 小碗 皿 小杯 瓶

袋物 器種不明 碗 小碗 皿 瓶 器種不明

胴部 胴部 口縁部 底部 胴部 底部 胴部 口縁部 胴部 口縁部 胴部

個　数 6 3 12 1 1 5 1 6 1 1 1 2 2

分　類

近　　　世

蓋
碗 瓶

蓋

染付 青磁 色絵

口～底部 口縁部 胴部 底部 口～底部 口縁部 胴部 底部 口～底部 口縁部 胴部 底部 底部

個　数 12 302 156 139 52 383 273 169 23 85 40 94 1

碗 小碗 皿 小皿分　類

近　　　代

口～底部 口縁部 胴部 底部 口～底部 底部 口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部 口～底部 口縁部 胴部 底部

個　数 14 30 5 25 1 1 7 43 7 17 6 8 1 11 4 6

小杯分　類

近　　　代

鉢 瓶 急須 香炉

底部 口～底部 口縁部 胴部 底部

個　数 53 1 3 30 82 12 2472

器種不明
碍子

火入 合　計分　類

近　　　代

摘 摘～庇部 口～庇部 胴部 庇部 不明 口～底部 口縁部 胴部 底部 口～底部 口縁部 底部

個　数 6 4 2 2 19 8 24 1 11 2 14 2 2 3

分　類

近　　　代

蓋
水滴

筒物
筒物

段重



第19表　本土産陶磁器集計表②（陶器）

碗？

略完形 口～底部 口縁部 胴部 底部 口縁部 口～底部 口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部

個　数 4 4 40 38 6 1 2 20 12 33 13 10 10

分　類
碗 小碗 皿

口縁部 底部 口縁部 胴部 底部 口～底部 口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 口縁部 胴部 底部

個　数 2 2 1 6 2 1 6 53 1 2 2 6 3 2

大皿 壺 小壺 擂鉢
分　類

小皿

瓶か 鍋 袋物

口縁部 注口 胴部 底部 口縁部 頸部 胴部 底部 底部 口縁部 胴部

個　数 2 3 7 4 4 1 18 3 2 5 5 12

瓶
蓋分　類

急須

口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部

個　数 3 5 1 2 1 8 146 19 533

器種不明
合 計分　類

筒物
人形 人形？



第20表　本土産陶磁器観察一覧① 単位：㎝

挿図番号
図版番号

種類 器種 部位
口径
器高
底径

観察事項 旧出土地 新出土地

第63図
図版35

１
磁器 碗

口～
底部

15.7
7.4
6.4

染付。外面に雲龍文と圏線、内面に圏線、見込みに荒磯文。
外底面に銘「・・明・・」。畳付は釉剥ぎ、砂付着。肥前産で『九
州陶磁の編年』Ⅱ-2期（1650～1660年代）の雲龍見込荒磯文
碗。

第2 K10 96 K10-96　Ⅱ層

第63図
図版35

２
磁器 碗

口～
底部

14.85
5.9
6.5

染付。やや濁った色調。外面に雲龍文と圏線、内面に圏線、見
込みに荒磯文。畳付は釉剥、砂付着。肥前産で『九州陶磁の
編年』Ⅱ-2期（1650～1660年代）の雲龍見込荒磯文碗。

SW2 遺構内 K2-97　SW2

第63図
図版35

３
磁器 碗 口

13.7
－
－

染付。外面に雲龍文と圏線、内面に圏線。肥前産で『九州陶磁
の編年』Ⅱ-2期（1650～1660年代）の雲龍見込荒磯文碗。

表土 L1 101 L1-101　表土

第63図
図版35

４
磁器 碗 口

14.15
－
－

染付。外面に簡略化された雲龍文と圏線、内面に圏線。肥前
産で『九州陶磁の編年』Ⅲ期（1650～1680年代）の雲龍見込荒
磯文碗。

表 L1 100 L1-100　表採

第63図
図版35

５
磁器 碗 口

8.75
－
－

染付。外面に圏線。肥前産で『九州陶磁の編年』Ⅱ～Ⅲ期（17
世紀後半）とみられる。

表 L4 101 L4-101　表採

第63図
図版35

６
磁器 碗 口

15.0
－
－

染付。やや濁った色調。外面に圏線と雲龍文か、内面に圏線。
肥前産で『九州陶磁の編年』Ⅲ期（1650～1680年代）とみられ
る。

石組遺構
X100 Y110

K0-99　SW4

第63図
図版35

７
磁器 碗 底部

－
－
5.9

染付。やや濁った色調。外面に圏線、見込みに花文と圏線。畳
付釉剥ぎ、砂付着。肥前産。

表 L4 100 L4-100　表採

第63図
図版35

８
磁器 碗 底部

－
－
4.6

染付。やや濁った色調。見込みに不明文様と圏線。畳付釉剥
ぎ、砂付着。肥前産。

表 L2 100 L2-100　表採

第63図
図版35

９
磁器 碗 底部

－
－
4.6

染付。濁った色調。外面に圏線、見込みに二重圏線。畳付釉
剥ぎ。肥前（波佐見）産。

表 L1 97 L1-97　表採

第63図
図版35

10
磁器 碗 口縁部

11.2
－
－

染付。やや濁った色調。外反碗。外面に圏線と山水文。肥前産
でⅢ期（1650～1680年代）か。

表 L1 100 L1-100　表採

第63図
図版35

11
磁器 碗 口縁部

13.6
－
－

染付。外面に雲龍文。肥前（波佐見）産で『九州陶磁の編年』Ⅳ
期（1650～1680年代）の雲龍見込荒磯文碗。

表土 表土

第63図
図版35

12
磁器 碗 底部

－
－
4.3

染付。外面に不明文様と圏線。見込みは蛇の目状に釉剥ぎさ
れ重ね焼き痕残る。外面畳付部も釉剥ぎ、砂付着。肥前産。

L6 95 表層 L6-95　表土

第63図
図版35

13
磁器 碗 口縁部

15.2
－
－

染付。外面に二重圏線と草花文、内面に圏線。なお圏線は黒
色強い。肥前産か。

第2 K10 96 K10-96　Ⅱ層

第64図
図版36

14
磁器 小碗 口縁部

12.0
－
－

染付。外面に四方襷文、内面〇×文。肥前産で『九州陶磁の
編年』Ⅳ期（1690年代）以降か。

第2 L1 98 L1-98　Ⅱ層

第64図
図版36

15
磁器 小碗 口縁部

10.9
－
－

染付の筒形碗。外面に雷文と圏線、縦方向の鎬状の削り。肥前
産で『九州陶磁の編年』Ⅱ-１期（1610-1629年代）。

表 K10 96 K10-96　表採

第64図
図版36

16
磁器 小碗 口縁部

9.2
－
－

染付。口縁部屈曲の天目碗。外面に圏線と鋸歯文、縦方向の
鎬。肥前産で『九州陶磁の編年』Ⅱ-１期（1610-1630年代）。

表土 L2 96 L2-96　表土

第64図
図版36

17
磁器 小碗 口縁部

7.1
－
－

染付。筒形碗。外面に圏線と花文、内面に圏線。肥前産。 L1 98 撹乱
L1-98
撹乱層

第64図
図版36

18
磁器 小碗 口縁部

7.1
－
－

染付。筒形碗。口唇部は平坦に整形。外面に圏線と山水文か。
肥前産。

表土 K3 103 K3-103　表土

第64図
図版36

19
磁器 小碗 口縁部

－
－
－

染付。筒形碗。外面に山水文か。肥前産。 表 L6 96 L6-96　表採

第64図
図版36

20
磁器 小碗 口縁部

－
－
－

染付。天目碗。外面に圏線と山水文。肥前産で『九州陶磁の編
年』Ⅲ期（1650～1680年代）か。

不明 出土地不明

注　「－」：計測不可



第20表　本土産陶磁器観察一覧② 単位：㎝

挿図番号
図版番号

種類 器種 部位
口径
器高
底径

観察事項 旧出土地 新出土地

第64図
図版36

21
磁器 碗 底部

－
－
4.2

染付。筒形碗。外面に圏線と草花文？、見込みに二重圏線、
外底面に「大明」銘。畳付釉剥ぎされ砂付着。肥前産で『九州
陶磁の編年』Ⅱ～Ⅲ期（17世紀中～後葉）。

第2 K10 95 K10-95　Ⅱ層

第64図
図版36

22
磁器 碗 底部

－
－

3.75

染付。外面に草花文と圏線、高台に二重圏線。畳付は釉剥ぎ
され砂付着。肥前産。

第2 K5 98 K5-98　Ⅱ層

第64図
図版36

23
磁器 小杯 口縁部

4.1
－
－

染付。型造り。外面に鋸歯状の蓮弁文。被熱。肥前産で『九州
陶磁の編年』Ⅲ期前葉（1750～1760年代）。

第2 K6 98 K6-98　Ⅱ層

第64図
図版36

24
磁器 皿

口～
底部

14.4
3.0
6.75

染付。内面に花文、見込みは二重圏線とコンニャク印判による
見込み五弁花文。見込みは蛇の目状に釉剥ぎ。肥前産で『九
州陶磁の編年』Ⅳ期（1690～1780年代）。

L4 98 L4-98　表採

第64図
図版36

25
磁器 皿 底部

－
－

10.35

染付。外面に唐草文と圏線、内面に蛸唐草文、花菱文、環状
松竹梅文。蛇の目凹形高台で、外底面に「・・化・・」銘。肥前産
で『九州陶磁の編年』Ⅴ期（1780～1860年代）。

表土 K0 96 K0-96　表土

第64図
図版36

26
磁器 皿 底部

－
－
9.9

染付。内面に区画文、花菱文、太極文。蛇の目凹形高台。肥
前産で『九州陶磁の編年』Ⅴ期（1780～1860年代）。

K1 102
踊り場　断割

南踊り場
断割④

第64図
図版36

27
磁器 皿 底部

－
－
7.4

染付。内面に窓絵文と濃み地に白抜きで草花文（内面図は
180°逆転されて掲載）。肥前産で『九州陶磁の編年』Ⅴ期
（1780～1860年代）。

表 K10 101
K10-101

表採

第64図
図版36

28
磁器 小碗 口縁部

12.8
－
－

染付。外面に丸状の唐草文、内面に丸状の蛸唐草文。肥前産
で『九州陶磁の編年』Ⅳ期（1690～1780年代）。

表土 L2 104 L2-104　表土

第64図
図版36

29
磁器 蓋 庇部

－
－

庇　10.0

染付。外面に蛸唐草文、内面に四方襷文をともに素描きで施
文。肥前産で『九州陶磁の編年』Ⅴ期（1780～1860年代）。

不明 出土地不明

第64図
図版36

30
磁器 蓋 庇部

－
－

庇　9.55

染付。外面に唐草文、内面に四方襷文と二重圏線を素描きで
施文。肥前産で『九州陶磁の編年』Ⅳ～Ⅴ期（1690～1860年
代）。

表 L0 100 L0-100　表採

第64図
図版36

31
磁器 瓶 胴部

－
－
－

染付。外面に草花文。外面のみ施釉。肥前産。残存部位不明
のため、年代不明。

SW13円上部
L0-96

SW13上

第64図
図版36

32
磁器 瓶 底部

－
－
6.1

染付。外面に網目文と圏線。被熱により表面劣化。肥前産で
『九州陶磁の編年』Ⅲ期（1650～1680年代）。

第2 K5 98 K5-98　Ⅱ層

第64図
図版36

33
磁器 瓶 底部

－
－
5.2

染付。外面に斜格子文？と圏線。内外面とも施釉し、外底部の
み釉剥ぎ。肥前産で『九州陶磁の編年』Ⅲ期（1650～1680年
代）以降。

表土 K0 96 K0-96　表土

第65図
図版37

34
磁器 瓶 胴部

－
－
－

染付。油壺。外面に蛸唐草文。肥前産で『九州陶磁の編年』Ⅳ
-2～Ⅴ期（1780～1860年代）。

表土 L2 101
102

L2-101・102
表土

第65図
図版37

35
磁器 瓶 底部

－
－
5.6

青磁。外面のみ施釉。畳付釉剥ぎ。肥前産とみられるが年代不
明。

K96 柱内
石組遺構内

K2-96　SW9

第65図
図版37

36
磁器 蓋

摘～
庇部

10.2
3.5
3.45

色絵磁器。摘部に「福」とみられる変形字銘、外面には「成化年
製」とみられる変形字文と「乾」左側と「年」を組み合わせた変形
字文、その他２つの不明文様。摘部唇部釉剥ぎ。肥前産なら18
世紀後半から19世紀前半だが中国産の可能性もあり。

基礎石下
断割試掘
K0  100

南踊り場
断割②

第65図
図版37

37
磁器 蓋 摘

－
－
3.8

色絵磁器。摘部に不明のコンニャク印判、外面には青で如意頭
文、黄で唐草文。摘部唇部釉剥ぎ。肥前産で『九州陶磁の編
年』Ⅳ期（1690～1780年代）。

表 L2 104 L2-104　表採

第65図
図版37

38
磁器 瓶 口縁部

3.3
－
－

色絵磁器。口唇部に黄の圏線、頸部に朱で鋸歯文、文様外は
青緑で塗り埋め。肥前産で『九州陶磁の編年』Ⅲ期（1650～
1680年代）以降。

K1 96 石組 K1-96　SW9

第65図
図版37

39
磁器 碗

口～
底部

11.0
5.1
4.0

染付。外面竹文と圏線、内面は圏線とその中に崩れた唐草文。
畳付釉剥ぎ。肥前産で近代。

L5 98 グリット
カワヤの覆土

L5-98
かわや跡

覆土

注　「－」：計測不可



第20表　本土産陶磁器観察一覧③ 単位：㎝

挿図番号
図版番号

種類 器種 部位
口径
器高
底径

観察事項 旧出土地 新出土地

第65図
図版37

40
磁器 碗

口～
底部

10.6
5.5
4.4

型紙刷り。外面に青海波文地、菱形窓内に十字草花文、圏
線。内面に瓔珞文、圏線、環状松竹梅文。畳付釉剥ぎ。砥部産
で近代。

L0 97 SW13
井戸状石組

遺構外
東側ｸﾞﾘｯﾄ

L0-97　SW13

第65図
図版37

41
磁器 碗 口縁部

10.5
－
－

型紙刷り。外面に点描文地、丸形窓内に「福」字文、花文。内
面に瓔珞文、圏線。砥部産で近代。

かわや跡の
覆土中

かわや跡
Ⅰ層

第65図
図版37

42
磁器 碗 口縁部

10.05
－
－

型紙刷り。外面は点描文地、窓内に人物文。内面に瓔珞文、圏
線。砥部産で近代。

かわや覆土
かわや跡

Ⅰ層

第65図
図版37

43
磁器 碗 口縁部

9.5
－
－

型紙刷り。外面は草花文、内面に瓔珞文。砥部産で近代。
第Ⅳ～Ⅴ期

基壇　北側翼状
石垣の覆土

Ⅴ～Ⅶ期
基壇？

第65図
図版37

44
磁器 碗 底部

－
－
4.4

型紙刷り。外面は青海波文・微塵唐草文地、窓内に花文。外底
部に圏線。畳付釉剥ぎ。肥前産で近代。

第Ⅳ～Ⅴ期
基壇　北側翼状

石垣の覆土

Ⅴ～Ⅶ期
基壇？

第65図
図版37

45
磁器 碗 底部

－
－
3.6

型紙刷り。外面は窓内に青海波文と草花丸文、蓮弁文。畳付
釉剥ぎ。肥前産で近代。

第Ⅳ～Ⅴ期
基壇　北側翼状

石垣の覆土

Ⅴ～Ⅶ期
基壇？

第65図
図版37

46
磁器 小碗

口～
底部

8.4
4.8
3.6

ゴム判。外面は花文、斜格子文、圏線。畳付釉剥ぎで砂付着。
瀬戸・美濃産で近代。

第74柱穴
L1-93
柱穴74

第65図
図版37

47
磁器 小碗

口～
底部

8.6
5.0
3.2

ゴム判。外面は草花文と素描きの圏線。内面は四方襷文。畳付
釉剥ぎ。瀬戸・美濃産で近代。

L5 98 グリット
カワヤの跡

の覆土

L5-98
かわや跡

覆土

第65図
図版37

48
磁器 小碗

口～
底部

8.4
4.6
3.15

ゴム判。外面に草花文と圏線。畳付釉剥ぎされ砂付着。瀬戸・
美濃産で近代。

かわや覆土
かわや跡

Ⅰ層

第65図
図版37

49
磁器 小碗

口～
底部

8.25
4.9
3.0

ゴム判。外面に色不明の菊花文と青色の不明文様。畳付釉剥
ぎ。瀬戸・美濃産で近代。

第74柱穴
L1-93
柱穴74

第65図
図版37

50
磁器 小碗

口～
底部

5.95
5.6
3.0

筒形碗。ゴム判。外面に氷裂文と花文。畳付釉剥ぎ。瀬戸美濃
産で近代。

かわや覆土
かわや跡

Ⅰ層

第65図
図版37

51
磁器 小杯

口～
底部

4.6
1.9
2.0

白磁。口唇部は玉縁状。畳付釉剥ぎ。瀬戸美濃産で近代か。 表土 L3 103 L3-103　表土

第65図
図版37

52
磁器 急須 口縁部

5.75
－
－

染付。外面に手描きで草花文。蓋受部釉剥ぎ。肥前産で近代。 K1 石組内 K1-96　SW9

第65図
図版37

53
磁器 急須 底部

－
－
6.8

外面に手描きの圏線。碁笥底で釉剥ぎ。近代の製品だが産地
不明。

L1 98 L1-98　表採

第65図
図版37

54
磁器 蓋

摘～
庇部

－
3.05

庇　7.9

染付。外面に草花文と二重圏線。内面庇部は釉剥ぎ。瀬戸美
濃産で近代。

第74柱穴 L1-93　柱穴74

第66図
図版38

55
磁器 皿

口～
底部

13.8
2.65
7.8

型紙刷り。内面に樹木文。畳付釉剥ぎ。瀬戸美濃産で近代。
第Ⅳ～Ⅴ期

基壇　北側翼状
石垣の覆土

Ⅴ～Ⅶ期
基壇？

第66図
図版38

56
磁器 皿

口～
底部

10.95
2.0
6.1

白磁。型造り。畳付釉剥ぎ。瀬戸美濃産で近代。
かわや跡の

覆土中
かわや跡

Ⅰ層

第66図
図版38

57
磁器 皿

口～
底部

11.15
2.12
6.5

型紙刷り。内面に水鳥文と枝葉文。口唇部に口銹、畳付釉剥
ぎ。瀬戸美濃産で近代。

かわや覆土
かわや跡

Ⅰ層

第66図
図版38

58
磁器 皿

口～
底部

27.45
3.9
16.4

大皿。型紙刷り。内面は松葉文地に窓絵竹・草花文、見込みは
輪花と環状松竹梅文。外面は圏線と崩れた唐草文か。畳付釉
剥ぎされ砂付着。瀬戸美濃産で近代。

かわや跡の
覆土中

かわや跡
Ⅰ層

第66図
図版38

59
磁器 鉢 底部

－
－

10.6

染付。外面は鳥と圏線、内面は二重圏線と見込み不明文様。
見込みは蛇の目状に釉剥ぎ、畳付釉剥ぎされ、ともに重ね焼き
痕残る。瀬戸美濃産か。近代。

L1 98 拡乱 L1-98　撹乱層

注　「－」：計測不可



第20表　本土産陶磁器観察一覧④ 単位：㎝

挿図番号
図版番号

種類 器種 部位
口径
器高
底径

観察事項 旧出土地 新出土地

第66図
図版38

60
磁器 筒物

口～
底部

11.55
7.75
8.5

型紙刷り。外面に山水図文と蓮弁文。畳付釉剥ぎ。瀬戸美濃産
で近代。

表 L4 100 L4-100　表採

第66図
図版38

61
磁器 筒物 底部

－
－

10.1

型紙刷り。段重か。外面に不明文様。腰部釉剥ぎ。瀬戸美濃産
で近代。

L1 98 撹乱 L1-98　撹乱層

第66図
図版38

62
磁器 火入 底部

－
－

10.5

型紙刷り。外面に散らし花文、蓮弁文、丸文。施釉は外面のみ
で底部露胎。畳付釉剥ぎし、その後施文。瀬戸美濃産で近代。

表 K0 95 K0-95　表採

第66図
図版38

63
磁器 瓶 底部

－
－
6.0

外面に手描きの圏線。施釉は外面のみで底部露胎。畳付釉剥
ぎ。瀬戸美濃産で近代。

表 K1 102 K1-102　表採

第67図
図版39

64
陶器 碗 略完形

11.0
8.1
4.6

天目形。内面から外面胴上部まで鉄釉、胴下部は自然釉。底
部露胎し、畳付釉剥ぎ。兜巾あり。肥前産で『九州陶器の編年』
Ⅱ期（1610～1650年代）。

不明 出土地不明

第67図
図版39

65
陶器 碗 略完形

11.0
7.65
4.6

天目形。灰色緻密な胎土。内面から外面胴上部まで灰釉、胴
下部は自然釉。畳付釉剥ぎ。肥前産で『九州陶器の編年』Ⅱ期
（1610～1650年代）。

SW13 L0-96　SW13

第67図
図版39

66
陶器 碗

口～
底部

14.35
7.2～7.45

5.5

半球形の碗。卵黄白色で軟質の胎土。灰釉を高台の一部を除
き施釉。兜巾あり。被熱。肥前産で『九州陶器の編年』Ⅱ期
（1610～1650年代）。

第Ⅱ層 10/20
K4 98　+　2層
K5 99 20/30

K4-98　Ⅱ層　+
K5-99　Ⅱ層

第67図
図版39

67
陶器 碗

口～
底部

12.5
6.5
5.15

半球形の碗。灰色で緻密の胎土。緑釉が施釉され、畳付から
外底面が露胎。

北側側面
Ⅱ期基壇

北側翼状　？

第67図
図版39

68
陶器 碗 底部

12.5
5.9
4.0

半球形の碗。卵黄白色で軟質の胎土。灰釉を高台の一部を除
き施釉。兜巾あり。被熱。肥前産で『九州陶器の編年』Ⅱ期
（1610～1650年代）。

L0　96
石組遺構内

下部
L0-96　SW13

第67図
図版39

69
陶器 碗 口縁部

12.7
－
－

半球形の碗。卵黄白色で軟質の胎土。透明釉が施釉される
が、部分的に貫入あり。

SW1遺構内 K2-98・99　SW1

第67図
図版39

70
陶器 碗 口縁部

13.4
－
－

半球形の碗。灰白色で緻密の胎土。灰釉を施釉。 北側側面
Ⅱ期基壇

北側翼状　？

第67図
図版39

71
陶器 碗

口～
底部

9.7
5.6
3.7

半球形の色絵陶器碗。卵黄白色で軟質の胎土。透明釉が施釉
されるが、ほぼ全面に貫入あり。高台無釉。外面・見込みに金・
緑で花唐草文を施文。関西系で18ｃ頃。

表土　L2　98 L2-98　表土

第67図
図版39

72
陶器 碗 略完形

11.5
7.25
4.65

天目形の碗。灰色緻密な胎土。外底部を除き灰釉を施釉。畳
付釉剥ぎ、砂目付着。兜巾あり。肥前産で『九州陶器の編年』
Ⅱ期（1610～1650年代）。

不明 出土地不明

第67図
図版39

73
陶器 碗 略完形

10.7
7.4～7.6

3.9

天目形の碗。灰色緻密な胎土。全面に藁灰釉を施釉。畳付釉
剥ぎ、砂目付着。兜巾あり。肥前産で『九州陶器の編年』Ⅱ期
（1610～1651年代）。

SW17 L2-96　SW17

第67図
図版39

74
陶器 碗 胴部

－
－
－

天目形の碗。灰黒色で粗粒な胎土。内外面に刷毛目文。肥前
産で『九州陶器の編年』Ⅱ期（1650～1690年代）。

表　L5　99 L5-99　表採

第67図
図版39

75
陶器 碗 口縁部

16.0
－
－

半球形の碗。黄褐色で軟質な胎土。内外面とも灰釉を施釉。 SW13　円下部 L0-96　SW13

第67図
図版39

76
陶器 小碗 口縁部

9.8
－
－

半球形の小碗。卵黄褐色で緻密な胎土。 表土　K0　100 K0-100　表土

第67図
図版39

77
陶器 小碗 底部

－
－
3.6

半球形の小碗。卵黄褐色で緻密な胎土。内外面とも自然釉を
施釉だが、全面に貫入あり。外底部露胎で兜巾あり。畳付釉剥
ぎ。関西系か。

表　K0　95 K0-95　表採

第67図
図版39

78
陶器 小碗

口～
底部

9.0
3.45
3.3

半球形の小碗。灰色で緻密な胎土。内外面とも灰釉施釉、高
台無釉。畳付釉剥ぎ、砂付着。

表　L4　102 L4-102　表採

第67図
図版39

79
陶器 小碗 口縁部

8.6
－
－

半球形の小碗。黒灰色で緻密な胎土。内外面とも緑釉施釉。
象嵌で圏線などを施文。肥前産で『九州陶器の編年』Ⅱ期
（1650～1690年代）。

L5　99　撹乱 L5-99　撹乱層

第67図
図版39

80
陶器 小碗 底部

－
－

4.15

半球形の小碗。灰色で緻密な胎土。内外面とも緑釉施釉だが
高台無釉。畳付釉剥ぎ、砂付着。縦位へ２条の条線。肥前産で
『九州陶器の編年』Ⅱ期（1650～1690年代）。

L1　98　拡乱 L1-98　撹乱層

注　「－」：計測不可



第20表　本土産陶磁器観察一覧⑤ 単位：㎝

挿図番号
図版番号

種類 器種 部位
口径
器高
底径

観察事項 旧出土地 新出土地

第67図
図版39

81
陶器 小碗 口縁部

11.45
－
－

口縁部が端反りする小碗。黄灰色で緻密な胎土。内外面とも鉄
釉を施釉。

第3基壇と③’横
石垣の間

南踊り場
断割①

第67図
図版39

82
陶器 小碗 底部

－
－
4.1

筒形の小碗。黄灰色で緻密な胎土。内外面とも緑釉が施釉さ
れるが、高台から外底面までは露胎。

L3  96
石灰岩碑内

L3-96　石積？

第68図
図版40

83
陶器 皿 底部

－
－

4.05

灰色で緻密な胎土。内外面とも灰釉が施釉されるが、外面胴下
部から底部まで露胎。兜巾あり。肥前産で『九州陶器の編年』
Ⅰ期（1580～1610年代）。

SW13　内下部 L0-96　SW13

第68図
図版40

84
陶器 皿 口縁部

13.6
－
－

灰白色で緻密な胎土。内面に銅緑釉、外面上部は灰釉が施釉
される。肥前産で『九州陶器の編年』Ⅲ期（1650～1690年代）。

表　L2　99 L2-99　表採

第68図
図版40

85
陶器 皿 底部

－
－

4.35

灰白色で緻密な胎土。内面に緑釉で見込みが蛇の目状に釉
剥ぎ、外面上部は灰釉が施釉される。肥前産で『九州陶器の編
年』Ⅲ期（1650～1691年代）。

表　L2 　100 L2-100　表採

第68図
図版40

86
陶器 皿 底部

－
－
4.5

色絵陶器皿。卵黄褐色で軟質な胎土。透明釉で高台を除く全
面を施釉、全面に貫入あり。赤と金で絵付け。文様は残存部位
僅少のため不明。関西系。

表　K10　101 K10-101　表採

第68図
図版40

87
陶器 蓋 庇部

－
－

庇　15.2
灰色で粗粒の胎土。内面と外面胴上部まで灰釉。 L2　96 L2-96　表採

第68図
図版40

88
陶器 皿 口縁部

12.2
－
－

折縁形の皿。灰色緻密な胎土。灰釉を施釉、外面胴下部、内
面見込み部は露胎。

K9　97　石組 K9-97　SW11

第68図
図版40

89
陶器 皿 底部

－
－
4.6

卵黄褐色で軟質な胎土。貫入のある灰釉を施釉、外面胴下
部、内面見込み部は露胎。見込みは凸状。兜巾あり。関西系
か。

L0　97
石組埋土
褐色砂層

L0-97　SW15
(褐色砂層）

第68図
図版40

90
陶器 大皿 口縁部

－
－
－

鍔縁形の皿。赤褐色粗粒の胎土。内外面に褐釉を施釉。肥
前。

L1　98　撹乱 L1-98　撹乱層

第68図
図版40

91
陶器 大皿 胴部

－
－
－

褐色粗粒の胎土。外面に鉄釉。内面に刷毛目文。肥前で『九
州陶器の編年』Ⅳ期（1690～1780年代）。

L4　99　表土 L4-99　表土

第68図
図版40

92
陶器 擂鉢 口縁部

22.8
－
－

口縁部に外帯。暗灰色で粗粒の胎土。表面は赤褐色。備前で
４ｂ～５期。

第2　K4　95 K4-95　Ⅱ層

第68図
図版40

93
陶器 鍋 口縁部

11.8
－
－

赤褐色で軟質の胎土。全面に緑釉施釉。 表　L6　96 L6-96　表採

第68図
図版40

94
陶器 鍋 口縁部

13.9
－
－

卵黄褐色で軟質な胎土。内外面に灰釉を施釉。口唇部のみ露
胎。

表土　L4　101 L4-101　表土

第68図
図版40

95
陶器 壷 口縁部

11.35
－
－

褐色緻密な胎土。外面と内面一部に褐釉を施釉。 表　L2　100 L2-100　表採

第68図
図版40

96
陶器 急須 注口部

－
－
－

上手形の急須。褐色緻密な胎土。外面に褐釉を施釉。白土象
嵌により施文。内面注口部に１孔。

表　L0　97 L0-97　表採

第68図
図版40

97
陶器 急須 底部

－
－

5.65

灰色で緻密な胎土。外面に灰釉を施釉されるが、底部露胎。白
土象嵌により施文。

K0  100
基礎石下
断割試掘

南踊り場
断割②

第68図
図版40

98
陶器 急須 底部

－
－
4.8

灰色で緻密な胎土。外面に灰釉を施釉されるが、底部露胎。 表　L4　101 L4-101　表採

第68図
図版40

99
陶器 急須 注口部

－
－
－

胴折形の急須もしくは土瓶。赤褐色でやや軟質な胎土。無釉。
内面注口部に３孔。

表　L4　100 L4-100　表採

第68図
図版40

100
陶器 人形？ －

高さ　2.9
縦　2.6
横　2.9

狛犬の土人形。あるいは蓋の把手、瓶の耳部などか。表面は褐
色だが、内面は白色で軟質な胎土。無釉。型作り。

第2　K5　95 K5-95　Ⅱ層

注　「－」：計測不可



第20表　本土産陶磁器観察一覧⑥ 単位：㎝

挿図番号
図版番号

種類 器種 部位
口径
器高
底径

観察事項 旧出土地 新出土地

第68図
図版40

101
陶器 人形 －

 縦　3.15
横　 3.3

厚 0.2～0.6

土人形の一部でおそらく太夫の右腕部とみられる。灰色で軟質
な胎土。型作りで人間の腕と扇。扇に赤等の色付残る。

SW9　遺構内 K1-96　SW9

第69図
図版41

102
陶器 壷

口～
底部

10.5
18.0
13.1

胴径 17.0

双耳壺。赤褐色で砂の多く混じる胎土。全面黒釉。内面に円形
の叩き痕あり。底部に貝目残る。薩摩で17世紀前半頃か。

L0　97
石組埋土
褐色砂層

L0-97　SW15
(褐色砂層）

第69図
図版41

103
陶器 壷 口縁部

9.3
－
－

黒灰色で砂粒の多く混じる胎土。外面に褐釉。 表　L1　94 L1-94　表採

第69図
図版41

104
陶器 壷 口縁部

16.3
－
－

赤褐色で砂の多く混じる胎土。全面黒釉。口唇部に貝目残る。
薩摩で17世紀頃か。

表　L0　95 L0-95　表採

第69図
図版41

105
陶器 壷 胴部

－
－
－

黒褐色で砂の多く混じる胎土。内外面とも褐釉。内面に円形の
叩き痕あり。外面に貼付で縄目文。薩摩産。

表　L2　96 L2-96　表採

第69図
図版41

106
陶器 瓶 頸部

－
－
－

青磁。内外面とも施釉。圏線などの施文あり。 SW13 L0-96　SW13

第69図
図版41

107
陶器 瓶か 底部

－
－

6.65

小瓶か。薄手。灰色で軟質の胎土。外面に褐釉。内面と底部は
露胎。平底部。

表　K0　96 K0-96　表採

第69図
図版41

108
陶器 瓶か 底部

－
－
5.9

小瓶か。赤褐色で軟質の胎土。見込みに自然釉。
L0　97

井戸状石組
遺構外東側

L0-97　SW13

第69図
図版41

109
陶器 壺 口縁部

6.3
－
－

小壺か。灰色で砂の多く混じる胎土。外面に褐釉施釉。 SW2　K3　96 K2-97　SW2

第69図
図版41

110
陶器 壺 胴部

－
－
4.6

油壺。黄褐色で軟質の胎土。外面に灰釉。

L0  97
SW13　外

井戸状石組
東側グリット

L0-97　SW13

第69図
図版41

111
陶器 壺 胴部

－
－
－

小壺か。褐色で砂粒の多い胎土。外面に褐釉。
K3　96　SW2
第3号石組

遺構内
K2-97　SW2

第69図
図版41

112
陶器

器種
不明

口縁部
15.25

－
－

灰色で軟質の胎土。内外面に赤色釉を塗布。 第2　L3　98 L3-93　Ⅱ層

第69図
図版41

113
陶器 瓶 口縁部

8.2
－
－

白色緻密な胎土。白釉が前面に施される。近代。 表土　L2　101 L2-101　表土

第69図
図版41

114
陶器 瓶 口縁部

5.2
－
－

短頸の瓶。赤褐色で軟質な胎土。外面は透明釉で全体に貫
入。内面は白釉。近代。

表土 表土

第69図
図版41

115
陶器 碗？ 口縁部

－
－
－

黄褐色で軟質な胎土。緑釉が内外面とも施される。外面口縁部
が少し肥大。外面胴部に蓮弁文。近代。

表　L5　97 L5-97　表採

第69図
図版41

116
陶器

器種
不明

底部
－
－
6.0

黄褐色で軟質な胎土。透明釉が内外面とも施されるが、底部は
露胎。外底部に「出雲」「大」印判あり。近代。

L0　97　SW13 L0-97　SW13

注　「－」：計測不可



第21表　沖縄産施釉陶器集計表

口～底部 口縁部 胴部 底部 口～底部 口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 胴部 底部

個　　数 3 125 64 64 16 367 298 289 67 1 1 1

直口 外反 その他 分類不明分　類

碗

天目形

口～底部 口～底部 口縁部 胴部 底部 口～底部 口縁部 胴部 底部 口～底部 口縁部 胴部 底部

個　　数 1 15 111 3 7 1 76 3 3 5 31 9 30

直口 外反 角杯分　類

小碗

口縁部 胴部 底部 口～底部 口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部 口～底部 口縁部 底部

個　　数 1 34 122 39 307 48 328 21 22 7 1 2 6

皿 大皿 小杯

分　類

小碗

その他

口縁部 胴部 底部 口～底部 口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部
口～底部

（把手付）

口縁部

（把手）
口縁部 胴部 底部

個　数 15 82 29 2 89 51 18 3 2 10 1 36 18 11

角鉢 鍋

分　類

壺 鉢

口～底部 口縁部 胴～底部 胴部 底部 口縁部 胴～底部 口縁部 口縁部～把手 把手 注口 胴部 底部

個　数 1 9 1 39 10 2 2 73 16 40 44 276 154

分　類

瓶 水注類
水注類

急須

把手 胴部 底部 口縁部 注口 胴～底部 胴部 底部 撮～底部 庇～底部 庇 撮 胴部 底部

個　数 15 7 1 7 2 3 76 23 7 54 73 18 9 8

分　類

水注類
蓋

アンビン 酒注

口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 口縁部 底部 口縁部 胴部 底部 口縁部 底部 口～底部 胴部 底部

個　数 2 162 4 21 1 16 1 29 19 15 5 1 2 1 2

火炉 火取 火入 灯明具

分　類

袋物 火鉢

口～底部 底部 口縁部 胴部 底部

個　数 1 1 3 99 10 4261

碍子 器種不明

合　計分　類

置物



第22表　沖縄産施釉陶器観察一覧① 単位：㎝

挿図番号
図版番号

器種 部位
口径
器高
底径

観察事項 旧出土地 新出土地

第70図
図版42

１
碗

口縁部
～底部

12.8
5.5
6.1

灰釉を内外面ともに胴部まで施釉。内底に蛇の目状に釉を塗
布。高台は角形で高台内に1条削りを施す。

L1　98　撹乱 L1-98　撹乱層

第70図
図版42

２
碗 口縁部

13.2
－
－

灰釉を内外面ともに胴部まで施釉。外面には鉄釉により抽象化さ
れた草花文を施す。

L0　97
井戸状石組
遺構外東側

L0-97　SW13

第70図
図版42

３
碗 底部

－
－
6.0

腰部以下は露胎。高台は角形をなす。 表採 表採

第70図
図版42

４
碗 底部

－
－
5.5

灰釉を内底から高台脇まで施釉。一部釉薬が高台まで垂れる。
内底は鉄釉による圏線が1条巡り、砂が付着。

表土　K0　96 K0-96　表土

第70図
図版42

５
碗 口縁部

12.3
－
－

灰釉を全面施釉。口縁内側の釉が一部白く濁る。
K5　98　第Ⅰ層

60-70
K5-98　Ⅰ層

第70図
図版42

６
碗

口縁部
～底部

14.3
6.5
6.3

鉄釉を総釉後、内底を蛇の目状に釉剥ぎ。再度、内外面ともに
腰部まで施釉。畳付や内底にアルミナが付着。

K1　96
石組遺構内

K1-96　SW9

第70図
図版42

７
碗

口縁部
～底部

13.2
6.05
6.2

鉄釉を施釉後、内底を蛇の目状に釉剥ぎ。再度、内外面ともに
胴部まで施釉。高台や外底面が黒く煤ける。

L0　97
井戸状遺構

L0-97　SW13?

第70図
図版42

８
碗

口縁部
～底部

14.0
6.0
6.8

白化粧を施し、透明釉で施釉。畳付のみ露胎。内底は蛇の目状
に釉剥ぎ。畳付や内底にアルミナが付着。器表面には気泡がみ
られる。

かわや跡の
覆土中

かわや跡　Ⅰ層

第70図
図版42

９
碗

口縁部
～底部

12.7
5.9～6.0

6.1

白化粧を施し、透明釉で施釉。畳付のみ露胎。内底は蛇の目状
に釉剥ぎされ、畳付や内底にはアルミナが付着。外面に呉須に
よる巴文を3つ施す。高台周辺には化粧時ついたと考えられる指
跡がみられる。

表　K0　96 K0-96　表採

第70図
図版42

10
碗 口縁部

12.8
－
－

白釉で全面施釉。外面に呉須による施文。 第2　L3　99 L3-99　Ⅱ層

第70図
図版42

11
碗 口縁部

10.9
－
－

白釉で全面施釉。外面に呉須による花文を施す。 表　L4　100 L4-100　表採

第70図
図版42

12
碗 底部

－
－
6.4

白化粧後、全面施釉。内底は蛇の目状に釉剥ぎ。内外面ともに
圏線が腰部に2条巡り、外面ではさらに草花文を施す。畳付や内
底にアルミナが付着。

L1　98　撹乱 L1-98　撹乱層

第70図
図版42

13
碗

口縁部
～底部

13.2
5.9
6.5

白釉を畳付を除いて総釉。内底は蛇の目状に釉剥ぎ。外面は丸
文や草花文を施す。内外面ともに粗い貫入。内底にはアルミナ
が付着。

K1　96
石組遺構内

K1-96　SW9

第70図
図版42

14
碗 口縁部

－
－
－

白釉を全面施釉。内外面に粗い貫入。外面は草花文が施文され
ていたようだが、一部のみ朱色が残る。

L1　98　撹乱 L1-98　撹乱層

第70図
図版42

15
碗 底部

－
－
7.0

白釉を外底や畳付を除いて総釉。内底を蛇の目状に釉剥ぎ後、
緑釉を施す。外面は13同様に丸文を施文し、その他器面を緑釉
で施釉。畳付や内底にアルミナが付着。

L0　97
井戸状遺構
グリット外

L0-97　SW13?

第70図
図版42

16
碗 底部

－
－
7.1

白化粧後、内底から高台内まで施釉。内底は蛇の目状に釉剥
ぎ。外面は線彫りによる圏線・斜格子文を施文後、呉須と釉を施
釉。畳付にアルミナが付着。

表　L4　101 L4-101　表採

第70図
図版42

17
碗 底部

－
－
6.5

白化粧後、畳付を除いて総釉。内底は蛇の目状に釉剥ぎ。外面
は呉須により花文を施す。

L1　98　撹乱 L1-98　撹乱層

第70図
図版42

18
碗 底部

－
－
5.6

白化粧後、畳付を除いて総釉。内底は蛇の目状に釉剥ぎし、銅
緑釉で圏線を2条施す。外面は緑釉などによる丸文を施す。畳付
や内底にアルミナが付着。

第2　L2　99 L2-99　Ⅱ層

第70図
図版42

19
碗 口縁部

12.7
－
－

白釉を施釉後、内底を釉剥ぎ。口縁部に青色の釉を塗布。 表　K4　97 K4-97　表採

第70図
図版42

20
碗

口縁部
～底部

12.0
5.5
5.3

灰釉を内底から外面胴部まで施釉。高台は角形をなし、畳付に
は砂が付着。

表　K5　98 K5-98　表採

注　「－」：計測不可



第22表　沖縄産施釉陶器観察一覧② 単位：㎝

挿図番号
図版番号

器種 部位
口径
器高
底径

観察事項 旧出土地 新出土地

第70図
図版42

21
碗

口縁部
～底部

12.0
5.95
5.7

内底にのみ白化粧後、畳付を除いて黒褐釉を施釉。内底は蛇の
目状に釉剥ぎ。畳付にわずかにアルミナが付着。

表　K10　96 K10-96　表採

第71図
図版43

22
小碗

口縁部
～底部

8.9
4.55
3.8

内底から口唇まで灰釉を施釉し、外面は黒褐釉で施釉。畳付・外
底のみ露胎。

表土　K10　100 K10-100　表土

第71図
図版43

23
小碗

口縁部
～底部

9.1
4.9
4.1

内底から口唇まで灰釉を施釉し、外面は黒褐釉で施釉。内底は
蛇の目状に釉剥ぎ。畳付・外底のみ露胎。

基礎石下断割
試掘

K0　100

南踊り場
断割②

第71図
図版43

24
小碗

口縁部
～底部

9.2
4.9
3.8

灰釉を全面施釉。畳付にアルミナが付着。内外面に細かい貫入
がみられる。

Ⅳ期基壇 Ⅵ期基壇

第71図
図版43

25
小碗

口縁部
～底部

9.3
4.35
3.7

白釉を全面施釉。口縁部・外底のみ白化粧が施されない。外面
腰部に指跡があり、透明釉が掛からないことから施釉時に生じた
と考えられる。

南の踊り場　東 南踊り場　Ⅰ層

第71図
図版43

26
小碗

口縁部
～底部

10.2
4.7
4.3

畳付を除いて灰釉を全面施釉。外面は呉須により巴文を施す。 南側
Ⅶ期期壇

南踊り場　階段

第71図
図版43

27
小碗

口縁部
～底部

8.7
5.05
4.0

白釉を全面施釉。内底は緑釉による巴文を施す。内外面に粗い
貫入。畳付や内底にアルミナが付着。

かわや跡 かわや跡

第71図
図版43

28
小碗

口縁部
～底部

7.8
4.55
3.8

白釉を全面施釉。内底には呉須により「沖縄神ﾈ□」を施す。 表　K5　103 K5-103　表採

第71図
図版43

29
小碗 底部

－
－
3.3

白釉を全面施釉。畳付のみ露胎し、わずかにアルミナが付着。内
底には呉須により花文を施す。

不明 出土地不明

第71図
図版43

30
小碗

口縁部
～底部

8.8
4.1
4.2

白釉を全面施釉。畳付のみ露胎し、アルミナが付着。内底は蛇
の目状に釉剥ぎ。

第2　K2　93 K2-93　Ⅱ層

第71図
図版43

31
小碗

口縁部
～底部

7.8
4.4
3.9

畳付を除いて白釉を全面施釉。外面を胴部と腰部で面取りして
いる。

K1　96
石組遺構内

K1-96　SW9

第71図
図版43

32
小碗 口縁部

9.3
－
－

灰釉を全面施釉。口唇が小さな玉縁状をなす。
第2層　K3　97
土坑（南側）

K3-97 Ⅱ層

第71図
図版43

33
小碗 底部

－
－
3.7

白化粧後、内面には透明釉、外面には黒褐釉を施釉。畳付のみ
露胎。

南側
Ⅶ期期壇

南踊り場　階段

第71図
図版43

34
小碗

口縁部
～底部

9.6
4.55
3.1

黒褐釉を内底から胴部まで施釉。外底部がわずかに煤ける。 表　L2　96 L2-96　表採

第71図
図版43

35
小碗 底部

－
－
3.7

灰釉を全面施釉。畳付のみ露胎し、アルミナが付着。 不明 出土地不明

第71図
図版43

36
小碗 底部

－
－
3.8

内面のみ白化粧後、透明釉を施釉。内底は蛇の目状に釉剥ぎ。
外面は黒褐釉を施釉し、畳付のみ露胎。畳付にはアルミナが付
着。

不明 出土地不明

第71図
図版43

37
小碗 底部

－
－
4.2

内面は灰釉を施釉し、内底を蛇の目状に釉剥ぎ。外面は鉄釉で
施釉し、畳付のみ露胎。高台内には砂が付着。

表土 表土

第71図
図版43

38
小碗 底部

－
－
4.2

黒褐色釉を内底から腰部まで施釉。高台はハの字状にひらく。 不明 出土地不明

第71図
図版43

39
小杯 口縁部

3.5
－
－

灰釉を総釉。口唇が小さな玉縁状をなす。 表　K0　100 K0-100　表採

第71図
図版43

40
小杯 底部

－
－
2.1

内底から外面腰部まで灰釉を施釉。底部はハの字状にひらく。 表　L4　101 L4-101　表採

注　「－」：計測不可



第22表　沖縄産施釉陶器観察一覧③ 単位：㎝

挿図番号
図版番号

器種 部位
口径
器高
底径

観察事項 旧出土地 新出土地

第71図
図版43

41
小杯 底部

－
－
2.3

灰釉を内底から高台脇まで施釉。一部高台に釉がかかる。 表　L2　99 L2-99　表採

第71図
図版43

42
皿

口縁部
～底部

14.1
4.0
6.4

灰釉を畳付以外に施釉。内底は蛇の目状に釉剥ぎ。口縁部の釉
が一部白く濁る。

表　K0　95 K0-95　表採

第71図
図版43

43
皿 口縁部

12.4
－
－

灰釉を内底から外面腰部まで薄く施釉。 表土　L1　101 L1-101　表土

第71図
図版43

44
皿 口縁部

－
－
－

白釉を内外面に施釉。口唇は平坦に形成し、灰釉を施釉。口縁
部は波状をなす。

K4　97
第2層　10-20

K4-97　Ⅱ層

第71図
図版43

45
皿 底部

－
－
－

白釉を全面施釉。畳付のみ露胎。内底を蛇の目状に釉剥ぎ。内
底中央は呉須による圏線が2条巡る。内体面は2条の圏線および
草花文を施す。

L5　98　グリット
カワヤ跡覆土

L5-98
かわや跡　覆土

第72図
図版44

46
大皿 口縁部

22.2
－
－

黒褐釉を全面施釉。内体面は轆轤痕が明瞭に残る。 表　K6　96 K6-96　表採

第72図
図版44

47
大皿 底部

－
－

11.1

外面のみ黒褐釉を施し、外底は高台に沿って釉がみられる。内
面は白釉を施釉し、一部粘土が貼付。

表　K0　96 K0-96　表採

第72図
図版44

48
大皿 底部

－
－

11.6

鉄釉を高台外から畳付まで施釉。内底面は轆轤痕が明瞭に残
り、釉薬が点々と垂れる。

第2　K9　93 K9-93　Ⅱ層

第72図
図版44

49
大皿 口縁部

－
－
－

灰釉を全面施釉。口唇部が玉縁状に肥厚する。内外面ともに細
かい貫入がみられる。

表土　L4　100 L4-100　表土

第72図
図版44

50
鉢 口縁部

20.0
－
－

黒褐釉を口唇部から外面に施し、一部白く濁り発色が悪い。内面
は白釉を施釉。口縁部は波状をなす。

表　L4　100 L4-100　表採

第72図
図版44

51
鉢 口縁部

26.4
－
－

黒褐釉を全面施釉。口縁部が鍔縁状をなす。
L0　97　遺構外

西グリッド
L0-97　不明

第72図
図版44

52
鉢 口縁部

27.0
－
－

口縁部が鍔縁状をなし、その中央より内面は白釉、外面は黒褐
釉を施釉。

不明 出土地不明

第72図
図版44

53
鉢 口縁部

15.4
－
－

黒褐釉を全面施釉。外面は轆轤痕が明瞭に残る。 L1　98　撹乱 L1-98　撹乱層

第72図
図版44

54
鉢 口縁部

19.8
－
－

内体面から外面口縁部にかけて灰釉を施釉。外体面は黒褐釉が
施釉。

表　K0　95 K0-95　表採

第73図
図版45

55
鉢

口縁部
～底部

18.5
10.1～
10.2
9.1

灰釉を内底から高台脇にかけて施釉。内底は蛇の目状に釉剥
ぎ。口縁部は波状をなし、釉が白く濁る。畳付にアルミナが付着。

表　L4　100 L4-100　表採

第73図
図版45

56
鉢 底部

－
－
6.2

灰釉を内体面から外面腰部にかけて施釉。一部釉薬が高台まで
垂れる。畳付や内底面の一部で砂が付着。

表  L2  104 L2-104　表採

第73図
図版45

57
鉢 底部

－
－
9.6

内面は灰釉を施釉し、蛇の目状に釉剥ぎ。外面は黒褐釉を施釉
し、高台のみ露胎。高台に小孔がみられ、高台外面から内面に
向かって穿つ。内面で粘土がたまっており、完全に貫通はしてい
ない。

K5　97
第2層　50-60

K5-97　Ⅱ層

第73図
図版45

58
鉢 底部

－
－

11.3

内面は白釉を施し、蛇の目状に釉剥ぎ。外面は黒褐釉を施釉
し、畳付のみ露胎。高台は外面を斜位に削る。

L5　98　グリット
カワヤ跡の覆土

L5-98
かわや跡　覆土

第73図
図版45

59
鍋 口縁部

16.6
－
－

口縁部が鍔縁状をなし、鍔縁上面は露胎する。内外面ともに施
釉され、内面は轆轤痕が明瞭に残る。

表　K8　96 K8-96　表採

第73図
図版45

60
鍋 口縁部

12.3
－
－

口縁部は鍔縁状をなし、鍔縁上面は露胎する。内面は白釉を施
す。外面は灰釉を施釉後、飴釉を所々に垂らす。

第Ⅳ-Ⅴ期
北側翼状石垣

の覆土
Ⅴ～Ⅶ期基壇？

注　「－」：計測不可



第22表　沖縄産施釉陶器観察一覧④ 単位：㎝

挿図番号
図版番号

器種 部位
口径
器高
底径

観察事項 旧出土地 新出土地

第73図
図版45

61
鍋

口縁部
（把手）

17.0
－
－

黒褐釉を外面および把手に施す。口縁部は鍔縁状をなし、鍔縁
上面はアルミナが塗布。内面は露胎。

L0　97　表 L0-97　表土

第73図
図版45

62
壺 口縁部

11.25
－
－

鉄釉を施釉後、黒褐釉を全面施釉。口縁上部のみ露胎。
2層　黒色土混

赤土層
K6　97～99

K6-97～99
Ⅱ層

（黒土混赤土層）

第73図
図版45

63
壺 口縁部

10.8
－
－

黒褐釉を口縁部内面から外面にかけて施釉。内面は露胎する
が、一部釉薬が垂れる。

表土 表土

第73図
図版45

64
壺 口縁部

12.0
－
－

外面のみ黒褐釉を厚く施し、内面は透明釉を薄く施釉。
2層　黒色土混り

赤土層
K6　97～99

K6-97～99　Ⅱ層
（黒土混赤土層）

第73図
図版45

65
壺 底部

－
－

10.8

黒褐釉を内底から外面腰部にかけて施釉。内底面は露胎。外底
面は黒褐釉により、渦巻文を施文。

表土　L4　100 L4-100　表土

第73図
図版45

66
壺 底部

－
－

11.6

黒褐釉を外面腰部まで施釉。内面は露胎するが、釉が点々と垂
れる。外面腰部に指痕あり。

表　K0　100 K0-100　表土

第74図
図版46

67

水注類
（急須）

口縁部
6.0
－
－

灰釉を内面口縁部の一部および外面口唇以下に施釉。外面は
粗い貫入がみられる。

表　L4　101 L4-101　表採

第74図
図版46

68

水注類
（急須）

口縁部・
把手

6.95
－
－

内面口縁部を除いて総釉。三角形状の把手に直径7mmの孔を
穿ち、周辺に線彫りによる曲線文を1条施す。

L0  97
井戸状遺構
外グリット

L0-97　SW13?

第74図
図版46

69

水注類
（急須）

口縁部・
把手

5.8
－
－

灰釉を内面口縁部および口唇を除いて総釉。外面は飴釉を点々
と垂らす。三角形状の把手に直径7mmの孔を穿つ。

表　K0　95 K0-95　表採

第74図
図版46

70

水注類
（急須）

口縁部
－
－
－

灰釉を内面口縁部を除いて総釉。線彫りを施した後、緑釉を塗
布。

L5　98　グリット L5-98　表採

第74図
図版46

71

水注類
（急須）

口縁部
7.2
－
－

白釉を内面一部および口唇以下に施釉。外面は線彫りによる圏
線・斜沈線を施した後、呉須・飴釉・緑釉を流し掛ける。

表土　K1　100 K1-100　表土

第74図
図版46

72

水注類
（急須）

口縁部
5.6
－
－

灰釉を外面口唇部以下に施釉。外面は線彫りによる2条1組の圏
線・斜沈線・縦位沈線を施した後、文様部を黒土で象嵌する。

L0　97　SW13
井戸状石組
東側ｸﾞﾘｯﾄ外
　＋ L4　98

L0-97　SW13
＋

L4-98　表採

第74図
図版46

73

水注類
（急須）

口縁部
7.0
－
－

内面口縁部から口唇を除いて総釉。外面は線彫りによる2条1組
の圏線・菊花文・斜沈線を施した後、文様部を白土で象嵌する。

表　L4　100 L4-100　表採

第74図
図版46

74

水注類
（急須）

底部
－
－

10.0

白釉を内面にのみ施釉。外面は呉須を胴部まで施す。内底は呉
須を散らす。注口のためか胴部に孔が2つ穿たれ、周囲を線彫り
による斜沈線で囲む。

L4　99　表土 L4-99　表土

第74図
図版46

75

水注類
（急須）

底部
－
－
9.0

白釉を外底を除いて総釉。内底は線彫りによる圏線を施す。外
面は呉須・飴釉・緑釉を流し掛ける。

L1　97　第2層
褐色混礫土層

L1-97　Ⅱ層
（褐色混礫土層）

第74図
図版46

76

水注類
（急須）

底部
－
－
6.0

黒褐釉を外面腰部に施釉。内面および外底は露胎する。 表　K0-100 K0-100　表採

第74図
図版46

77

水注類
（急須）

底部
－
－
6.6

外底を除いて灰釉を総釉。外面は粗い貫入がみられる。内底は
白釉が点々と垂れる。

K1　96
石組遺構内

K1-96　SW9

第74図
図版46

78

水注類
（急須）

注口
1.9
－

2.55

外面のみ黄褐色釉を施釉。急須と注口の接合部の孔は1つあり、
直径9mmをはかる。注口は急須器面から丸みをつけて斜め上方
へ立ち上がる。

不明 出土地不明

第74図
図版46

79

水注類
（急須）

注口
0.9
－
3.5

外面のみ黒色釉を施釉。急須と注口の接合部に直径5～10mm
の孔を3つ穿つ。注口は急須器面から斜め上方に立ち上がる。

南側
Ⅶ期期壇

南踊り場　階段

第74図
図版46

80

水注類
（急須）

底部
－
－
5.8

平底。内底は灰釉、外底は黒色釉を腰部まで厚く施釉。内底は
わずかに砂が付着。外底は露胎し、中央に「□酒□」と施す。

L2　107
爆弾跡

爆弾跡④

注　「－」：計測不可



第22表　沖縄産施釉陶器観察一覧⑤ 単位：㎝

挿図番号
図版番号

器種 部位
口径
器高
底径

観察事項 旧出土地 新出土地

第74図
図版46

81

水注類
（ｱﾝﾋﾞﾝ）

胴部
－
－
－

黒褐釉を内面口縁部を除いて総釉。外面は把手を1つ貼付し、
その根元に釉を流し掛ける。

表土　L4　100 L4-100　表土

第74図
図版46

82

水注類
（ｱﾝﾋﾞﾝ）

把手
－
－
－

黒色釉を総釉。 L1　98　撹乱 L1-98　撹乱層

第75図
図版47

83

水注類
（酒注）

口縁部
5.3
－
－

内外面ともに白釉を施釉後、呉須を流し掛ける。 表　L4　103 L4-103　表採

第75図
図版47

84

水注類
（酒注）

胴部～
底部

－
－
6.4

外面胴部から高台脇にかけて白釉を施す。内面は露胎。外面は
線彫りによる圏線や縦位沈線を施し、呉須や緑釉を塗布。

不明 出土地不明

第75図
図版47

85

水注類
（酒注）

底部
－
－
9.7

内面は黒褐釉、外面は白釉を施釉する。畳付から高台内のみ露
胎。外面や外底の一部に呉須による施文。

表　K0　100 K0-100　表採

第75図
図版47

86

水注類
（酒注）

胴部
－
－
－

外面は白釉を施し、肩部には線彫りによる2本単位の沈線で多角
形に文様を施す。直下に呉須により草花文を描き、飴釉や緑釉
を流し掛ける。内面は露胎するが一部釉がみられる。

L5  98  グリット
カワヤ跡の覆土

L5-98
かわや跡　覆土

第75図
図版47

87

水注類
（酒注）

胴部
－
－
－

外面は白釉を施し、線彫りによる圏線を2条巡らす。圏線には呉
須を塗布。圏線より上部（口縁部側）は飴釉・緑釉を流し掛ける。
内面は露胎。

第2　K8　96 K8-96　Ⅱ層

第75図
図版47

88

水注類
（酒注）

胴部～
底部

－
－

7.65

白釉を外面のみ施すが、畳付は露胎。外面は線彫りによる圏線・
格子文・縦位沈線・斜沈線を施した後、呉須と飴釉を流し掛け
る。

第2　K9　93 K9-93　Ⅱ層

第75図
図版47

89

水注類
（酒注）

底部
－
－
7.4

内底から胴部にかけ白釉を施釉後、呉須を流し掛ける。高台以
下は露胎。

表　L1　93 L1-93　表採

第75図
図版47

90
瓶

口縁部
～底部

3.2
13.35
5.7

灰黒色釉を内面頸部から外面腰部にかけて施釉。外底は露胎。 不明 出土地不明

第75図
図版47

91
水注類 口縁部

3.6
－
－

内外面ともに鉄釉を総釉。 L5　98　グリッド L5-98　表採

第75図
図版47

92
水注類 口縁部

6.1
－
－

内外面ともに緑釉を総釉。 第2　L3　98 L3-98　Ⅱ層

第75図
図版47

93
水注類

胴部～
底部

－
－
5.0

外面は腰部まで黒褐色釉を施釉。一部釉が外底に付着する。内
底は露胎。

表　L2　96 L2-96　表採

第75図
図版47

94
水注類

胴部～
底部

－
－
8.7

外面のみ白釉を総釉する。外面は線彫りによる圏線を2条施した
後、呉須を塗布。畳付のみ露胎し、一部アルミナが付着する。

表　L4　100 L4-100　表採

第75図
図版47

95
瓶 底部

－
－
4.6

外面は外底脇まで暗緑色釉を施釉。内面は露胎。 表　L1　101 L1-101　表採

第75図
図版47

96
瓶

胴部～
底部

－
－
5.0

暗褐色釉を外底脇まで施す。内面は露胎。 表土　L1　101 L1-101　表土

第75図
図版47

97
瓶 胴部

－
－
－

外面は黒釉を総釉。内面は露胎。 K4-98 K4-98　表採

第75図
図版47

98
灯明具

口縁部
～底部

5.0
4.3
3.3

内底から外底脇にかけて白釉を施釉。内外面ともに貫入がみら
れる。内面中央に直径約5mmの釘穴が穿たれる。外底は露胎。

第13　柱穴 K3-93　柱穴13

第75図
図版47

99
灯明具

口縁部
～底部

4.7
4.6
4.5

内底から外底脇にかけて黒褐色釉を施釉。内面中央に直径約
5mmの釘穴が穿たれる。外底は露胎し、砂が付着する。

K0-100 K0-100　表採

第76図
図版48

100
火炉 口縁部

24.0
－
－

緑釉で総釉。鍔縁状に口縁を形成し、内面口縁部に突起を貼
付。

不明 出土地不明

注　「－」：計測不可



第22表　沖縄産施釉陶器観察一覧⑥ 単位：㎝

挿図番号
図版番号

器種 部位
口径
器高
底径

観察事項 旧出土地 新出土地

第76図
図版48

101
火炉 口縁部

14.8
－
－

褐釉で総釉。内面口縁部に平面三角形状の突起がみられること
から、本来は3つ突起を形成すると考えられる。外面口唇下に2条
の沈線を施す。

表　L4　100 L4-100　表採

第76図
図版48

102
火炉 口縁部

24.0
－
－

外面は口縁上面から緑釉や呉須を施すが、焼成により発色が悪
く白く濁る。内面は露胎。

表　L4　101 L4-101　表採

第76図
図版48

103
火炉 口縁部

17.7
－
－

暗褐色釉で総釉。内面口縁部に平面三角形状の突起を有する。 表　L4　100 L4-100　表採

第76図
図版48

104
火炉 口縁部

16.6
－
－

褐釉を内面胴部から外面にかけて施釉。内面口縁部に平面三
角形状の突起を貼付。胴部には獣面の耳を横位に貼付。

南側
Ⅶ期期壇

南踊り場　階段

第76図
図版48

105
火炉 底部

－
－
－

黒褐色釉を内底から外面腰部にかけ施釉。
第2層　黒色土混り

赤土層
K6　97～99

K6-97～99
Ⅱ層

（黒土混赤土層）

第76図
図版48

106
火入 口縁部

9.15
－
－

筒型の火入で暗褐色釉を口縁内面から外面にかけ施釉。 南踊り場 南踊り場　Ⅰ層

第76図
図版48

107
火入 口縁部

10.2
－
－

筒型の火入で直線的に立ち上がる。銅緑釉を口縁内面から外面
にかけて施釉。

L1　98　撹乱 L1-98　撹乱層

第76図
図版48

108
火入 口縁部

－
－
－

筒型の火入で胴緑釉を口縁内面から外面に掛けて施釉。 表　L1　103 L1-103　表採

第76図
図版48

109
火入 口縁部

－
－
－

黒色釉を総釉するが、口縁上面のみ露胎。外面口唇下に2条の
沈線を巡らす。

Ⅱ層　10/30
K3　95

K3-95　Ⅱ層

第76図
図版48

110
火入 口縁部

－
－
－

内外面に白釉を施すが、口唇部のみ露胎。外面は線彫りによる2
本単位の圏線・縦位沈線・格子文を施した後、呉須や緑釉を流し
掛ける。

表土　K0　100 K0-100　表土

第76図
図版48

111
火入 底部

－
－

10.2

内湾する火入で白釉を外面胴部のみ施釉。内底および外底は
露胎。

かわや跡の
覆土中

かわや跡　Ⅰ層

第77図
図版49

112
蓋 撮～底

庇　6.3
2.8

袴　4.9
急須の蓋。暗褐色釉を上面端部まで施釉。 表　K0　100 K0-100　表採

第77図
図版49

113
蓋 庇～底

庇　7.1
－

袴　5.2

急須の蓋。暗緑釉を上面端部まで施釉。撮は欠損し、周辺に孔
が2つ穿たれる。

K1　102
踊り場断割

南踊り場
断割④

第77図
図版49

114
蓋 庇～底

庇　7.6
－

袴　6.3

急須の蓋。白釉を上面端部まで施釉。上面は黒象嵌状に丸文や
沈線を施す。

K3　96
石組第2号

遺構内　SW3
K2-96　SW3

第77図
図版49

115
蓋 庇～底

庇　5.6
－

袴　4.2

急須の蓋。緑釉を上面端部まで施釉。上面は線彫りによる3本単
位の沈線や花文を施す。撮は欠損し、周辺に孔が1つ穿たれる。

表　K7　101 K7-101　表採

第77図
図版49

116
蓋 庇～底

6.2
2.9
4.6

急須の蓋。灰釉を上面端部まで施釉。上面は線彫りによる2本単
位の圏線や草文を施した後、文様部を白土で象嵌する。

表　L4　98 L4-98　表採

第77図
図版49

117
蓋 庇～底

7.0
－
4.2

急須の蓋。白釉を上面端部まで施釉。上面は線彫りによる2本単
位の圏線・区画・斜沈線を施し、呉須・飴釉・緑釉を流し掛ける。
撮は欠損し、周辺に孔が1つ穿たれる。

表土　L2　98 L2-98　表土

第77図
図版49

118
蓋 撮～底

庇　7.9
3.3

袴　5.7

急須の蓋。白化粧後、緑釉を上面端部まで施釉。上面は線彫り
による2本単位の圏線・丸文を施し、飴釉を流し掛ける。撮の周辺
に孔が1つ穿たれる。

表　K0　100 K0-100　表採

第77図
図版49

119
蓋 撮～底

庇　5.9
1.6

袴　4.5

急須の蓋。白釉を上面端部まで施釉。呉須により撮は渦巻文、
上面は端部まで波状文を施す。

不明 出土地不明

第77図
図版49

120
蓋 庇～底

庇　10.7
－

袴　9.0

碗に対応する蓋か？白化粧を全面に施し、上面のみ端部まで透
明釉を施釉。上面は線彫りによる2本単位の圏線・区画・斜沈線・
格子文を施した後、呉須や緑釉を流し掛ける。

L4　99　表土 L4-99　表土

注　「－」：計測不可



第22表　沖縄産施釉陶器観察一覧⑦ 単位：㎝

挿図番号
図版番号

器種 部位
口径
器高
底径

観察事項 旧出土地 新出土地

第77図
図版49

121
蓋 撮～底

庇　11.3
3.6

袴　9.6

碗の蓋。白釉を上面端部まで施釉。上面は飴釉により6枚の花弁
からなる花文を5つ施す。

表　K0　95 K0-95　表採

第77図
図版49

122
蓋 撮～底

庇　10.0
1.9
－

急須の蓋。黒褐色釉を上面端部まで施釉。上面に10条の沈線を
施す。

不明 出土地不明

第77図
図版49

123
蓋 底部

庇　11.9
－
－

急須の蓋。黒色釉を上面端部まで施釉。 第2　K4　98 K4-98　Ⅱ層

第77図
図版49

124
蓋 撮～底

庇　－
3.9

袴　8.2

壺の蓋。黒褐色釉を上面端部まで施釉し、蛇の目状に釉剥ぎす
る。上面端部周辺の露胎部にアルミナが付着。

表　L4　100 L4-100　表採

第77図
図版49

125
蓋 撮～底

18.5
5.9
8.4

撮み高台状の蓋。内面腰部から外面腰部にかけ灰釉を施釉。内
底は轆轤痕が明瞭に残り、わずかに煤けるが外面は丁寧に器面
調整を施す。

SW3　覆土
コーラル層

K2-96　SW3

第77図
図版49

126
蓋 庇～底

庇　11.0
－

袴　10.0

肩部がよく張る。上面端部まで白釉を施釉。呉須により絵付けす
る。

第74　柱穴 L1-93　柱穴74

第77図
図版49

127
蓋 庇～底

庇　9.4
－
－

白釉を総釉。 L1　98 L1-98　表採

注　「－」：計測不可



第23表　沖縄産無釉陶器集計表

口～底部 口縁部 胴部 底部 口～底部 口縁部 胴部 底部 口～底部 口縁部 底部

個　数 9 79 15 46 7 25 2 5 2 3 2

分　類
碗 皿 大皿

小壺

口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部 口縁部 把手 胴部 底部 胴部

個　数 30 229 40 2 6 2 115 1 1059 149 3

分　類
瓶 角瓶 壺

小甕 厨子甕

胴部 底部 口縁部 胴部 口～底部 口縁部 底部 口縁部 胴部 口縁部 底部

個　数 11 3 1 1 1 1 4 1 1 5 1

灯明具 土管 筒物
分　類

壺か甕

タイル（陶製）

口縁部 口～底部 口縁部 把手 胴部 底部

個　数 1 1 3 1 111 10 3133

分　類
器種不明

合　計

口～底部 口縁部 胴部 底部 口～底部 口縁部 胴部 底部 口縁部 胴部 底部

個　数 3 172 35 26 1 88 128 29 37 46 2

分　類
鉢 擂鉢 急須

口～底部 口縁部 把手 胴部 底部 口～底部 口縁部 胴部 胴～底部 底部

個　数 1 50 3 17 14 23 3 104 346 1 16

分　類
火炉

蓋
甕



第24表　沖縄産無釉陶器観察一覧① 単位：㎝

挿図番号
図版番号

器種 部位
口径
器高
底径

観察事項 旧出土地 新出土地

第78図
図版50

１
碗 口～底部

12.5
6.4
6.5

暗赤褐色で緻密な胎土。口縁部は丸縁で直口し、外面下半にロクロ
ナデが強く残る。見込みには黒色釉が付着し、高台と見込みにサン
ゴ目の痕あり。初期沖縄産無釉陶器。

化粧石前プール SP3

第78図
図版50

２
碗 口～底部

16.1
6.1～6.3

7.9

暗赤褐色で緻密な胎土。口縁部は丸縁で僅かに外反。外面下半に
ロクロナデが強く残る。見込みには飛沫状に黒色釉が付着しサンゴ
目有り。高台は付け高台でロクロケズリで仕上げる。初期沖縄産無釉
陶器。

K0　97
石組遺構内

K0-97　SW6

第78図
図版50

３
碗 口～底部

13.8
6.0
6.7

暗赤褐色で緻密な胎土。口縁部は丸縁でS字状に捻られている。高
台は付け高台で、高台と見込みに自然釉とサンゴ目の痕あり。天目
として使用か。初期沖縄産無釉陶器。

X100　Y110
石組井戸状

遺構内
K0-99　SW4

第78図
図版50

４
碗 口～底部

12.8
6.0
6.3

暗赤褐色で緻密な胎土。口縁部は丸縁で強く外反。外面には自然
釉が薄くかかり内面は黒灰色を呈す。高台は付け高台で僅かに歪
む。喜納焼か。

表　L2　96 L2-96　表採

第78図
図版50

５
碗 口縁部

14.2
－
－

茶褐色で緻密な胎土。口縁部は丸縁で僅かに外反。初期沖縄産無
釉陶器。

L0　97　石組埋土
褐色砂層

L0-97　SW15
（褐色砂層）

第78図
図版50

６
皿 口～底部

10.4
2.75
5.0

暗赤褐色で緻密な胎土。口縁部は丸縁で外反し底部は平底。外面
には薄く鉄泥釉を施釉。燈明皿か。

SW13 L0-96　SW13

第78図
図版50

７
皿 口縁部

9.6
－
－

暗灰色で緻密な胎土。口縁部は平坦で直口。燈明皿か。 第2基壇　前面 Ⅱ期基壇　前面

第78図
図版50

８
大皿 口～底部

27.6
4.4
16.6

暗赤褐色で緻密な胎土。口縁部は丸縁で外面底部以外に鉄泥釉を
施釉。底部は全面的に剥離。初期沖縄産無釉陶器。

L0  97　石組埋土
褐色砂層

L0-97　SW15
（褐色砂層）

第78図
図版50

９
大皿 口縁部

23.0
－
－

暗赤褐色で緻密な胎土。口縁部は外反し口唇端部が上方に僅かに
尖る。全体的に鉄泥釉を施釉するが口縁部下部には施釉されず。
初期沖縄産無釉陶器。

L0　97　SW13
井戸状石組遺構外

東側グリッド外
L0-97　SW13

第78図
図版50

10
大皿 底部

－
－

21.0

外面は橙褐色、内面は暗黄灰色を呈す緻密な胎土。内面は灰色を
呈し内面底部には板ナデが一部みられる。高台は付け高台。

L0　97 L0-97　表採

第78図
図版50

11
大皿 底部

－
－
8.1

灰茶褐色で緻密な胎土。高台は付け高台で僅かに歪む。外底部に
石灰とみられる白色物質が僅かに付着。

表　L0　95 L0-95　表採

第78図
図版50

12
大皿 口縁部

－
－
－

暗赤褐色で緻密な胎土。口縁部は平坦で僅かに外反。全体的に鉄
泥釉を施釉し、外面下半には二枚貝とみられる貝目の痕あり。初期
沖縄産無釉陶器。

表土　L5　95 L5-95　表土

第79図
図版51

13
大皿 口～底部

30.9
6.1
17.5

暗赤褐色で緻密な胎土。口縁部は丸縁で外反し、外面全体と内面
の一部に鉄泥釉を施釉。口縁部上面に貝目が残り、その部分は僅
かに凹む。底部は歪み、他個体か窯道具とみられる跡がある。

表　L2　96 L2-96　表採

第79図
図版51

14
鉢 口～底部

12.8
9.7
10.2

暗茶褐色で緻密な胎土。口縁部は短く僅かに外反する。外面上半と
内面の一部に鉄泥釉が施釉され、胴部に1条の沈線が巡る。

表　L2　96 L2-96　表採

第79図
図版51

15
鉢 口縁部

16.4
－
－

暗茶褐色で緻密な胎土。口縁部は短く肥厚し、口縁部上面は平坦。
肩部には一条の沈線が巡る。外面と内面上半に鉄泥釉が施釉さ
れ、肩部には黄灰色の釉を部分的に施釉。

SW2　遺構内 K2-97　SW2

第79図
図版51

16
鉢 口縁部

14.9
－
－

赤褐色で緻密な胎土。口縁部は短く僅かに外反する。外面には塩
釉が施釉され光沢あり。肩部には一条の沈線が巡る。

SW13 L0-96　SW13

第79図
図版51

17
鉢 口縁部

23.2
－
－

暗赤褐色で緻密な胎土。口縁部は短い鍔状。外面上半には波状文
が9条描かれる。

L0　97　表土 L0-97　表土

第79図
図版51

18
鉢 口縁部

15.2
－
－

暗赤褐色で緻密な胎土。口縁部は肥厚し内湾。外面は高温に晒さ
れたせいか荒い。内面の一部や破断面には石灰が少量付着。

表　K5　98 K5-98　表採

第80図
図版52

19
鉢 口縁部

25.7
－
－

赤褐色で緻密な胎土。口縁部は丸縁で僅かに内湾。口縁部下部に
一条の沈線と波状文4条、内面には「∴」の下に「一」が書かれた墨
書あり。

L2　104　表土 L2-104　表土

第80図
図版52

20
鉢 底部

－
－
9.5

茶褐色で緻密な胎土。外面上半に波状文が5条描かれ、外面上半
に鉄泥釉を施釉。

K9　K10  100
基壇正面の
上部礫層中

K9・10-100
Ⅱ期基壇正面
の上部礫層中

第80図
図版52

21
鉢 口縁部

－
－
－

灰色で緻密な胎土。口縁部は強く外反し鍔状。口縁部上面に1条の
沈線が巡り、外面下半には3条の沈線が巡る。口縁部上面と裏面全
体に石灰が薄く付着。

第2　K4　98 K4-98　Ⅱ層

第80図
図版52

22
鉢 口縁部

31.0
－
－

暗赤褐色で緻密な胎土。口縁部は強く外反して鍔状を呈し、外面全
体に自然釉が薄くかかる。

かわや跡覆土中 かわや跡　Ⅰ層

注　「－」：計測不可



第24表　沖縄産無釉陶器観察一覧② 単位：㎝

挿図番号
図版番号

器種 部位
口径
器高
底径

観察事項 旧出土地 新出土地

第80図
図版52

23
擂鉢 口縁部

26.0
－
－

暗赤褐色で緻密な胎土。口縁部は丸縁で、口縁部下部を屈曲させ2
条の突帯を成形。全体に鉄泥釉を施釉。擂目(9本/1.8㎝)。初期沖
縄産無釉陶器。擂鉢編年Ⅰ式。

表　L2　96 L2-96　表採

第80図
図版52

24
擂鉢 口縁部

36.8
－
－

茶褐色で緻密な胎土。口縁部は鍔縁で、口縁部下部に一条の突帯
が巡る。全体に鉄泥釉を施釉。擂目(10本/2㎝)。初期沖縄産無釉陶
器。擂鉢編年Ⅱ式。

K1　96
石組遺構内

K1-96　SW9

第80図
図版52

25
擂鉢 口縁部

30.9
－
－

橙褐色で緻密な胎土。口縁部は丸縁で鍔縁。擂目(12本/1.6㎝)は
密に入る。擂鉢編年Ⅳ式。

かわや跡の
覆土中

かわや跡　Ⅰ層

第81図
図版53

26
擂鉢 口～底部

27.5
12.9
11.2

暗赤褐色で緻密な胎土。口縁部は鍔縁で、口縁部下部に突帯が1
条。口縁部の逆方向に自然釉が垂れた跡から伏せ焼きをしたとみら
れる。擂目(11本/1.6㎝)。初期沖縄産無釉陶器。擂鉢編年Ⅱ式。

表　L2　96 L2-96　表採

第81図
図版53

27
擂鉢 底部

－
－
－

橙褐色で緻密な胎土。脚付きの擂鉢で脚部には3方向から小孔が
開く。外底面には櫛状工具により渦巻き状に沈線が入る。擂目(13本
/3㎝)は密にある。擂鉢編年Ⅳ式。

不明 出土地不明

第81図
図版53

28
擂鉢 底部

－
－

11.1

橙褐色で緻密な胎土。外面下半から底部は板ナデ。擂目(25本/3
㎝)。擂鉢編年Ⅳ式。

L4　99　撹乱
（表土層）

L4-99　表土

第81図
図版53

29
急須 口縁部

9.6
－
－

茶褐色で緻密な胎土。口縁部内面に受部を成形。外面に泥釉を施
釉し、一部に黄白色釉を施釉。内面に火脹れとみられる凹凸が存
在。初期沖縄産無釉陶器。

L0　97　石垣埋土
褐色砂層

L0-97　SW15
（褐色砂層）

第81図
図版53

30
急須 口縁部

6.6
－
－

茶褐色で緻密な胎土。口縁部内面に受部を成形。外面に自然釉が
薄くかかる。初期沖縄産無釉陶器。

石組遺構内
X100　Y110

K0-99　SW4

第81図
図版53

31
急須 胴部

－
－
－

暗赤褐色で緻密な胎土。外内面の一部に石灰が付着。把手は貼
付。

第Ⅳ・Ⅴ期基壇
北側翼状石垣

の覆土

Ⅴ～Ⅶ期
基壇？

第81図
図版53

32
瓶 口縁部

6.2
－
－

赤褐色で緻密な胎土。口縁部は丸縁で口唇部は少し尖る。 L1　98　撹乱 L1-98　撹乱層

第81図
図版53

33
瓶 口縁部

5.3
－
－

黒灰色で緻密な胎土。口縁部は僅かに膨らむ。表面にまばらに自
然釉がかかる。初期沖縄産無釉陶器。

中央爆弾跡
K6  69  撹乱

爆弾跡②

第81図
図版53

34
瓶 底部

－
－
5.4

暗赤褐色で緻密な胎土。全体的に分厚く、外底面の造りは非常に
粗い。外面に半円状の沈線があるが意図不明。

表土　L5　98 L5-98　表土

第81図
図版53

35
瓶 底部

－
－
7.3

明赤褐色で緻密な胎土。高台に2個の小孔が並んで存在。外面全
体に茶褐色釉を施釉。

S60 出土地不明

第82図
図版54

36
角瓶 口縁部

8.3
－
－

灰色で緻密な胎土。外面全面に算木文が施され、角の部分は後付
け。表面には厚く自然釉が付着。初期沖縄産無釉陶器。

中央部　爆弾跡 爆弾跡②

第82図
図版54

37
角瓶 胴部

－
－
－

暗灰褐色で緻密な胎土。外面に雷文を施し、角の部分は後付け。初
期沖縄産無釉陶器。

K4　97　撹乱 K4-97　撹乱層

第82図
図版54

38
角瓶 底部

－
－
－

黒褐色で緻密な胎土。外面に雷文を施し、角の部分は後付け。底部
はナデで仕上げる。初期沖縄産無釉陶器。

第2　L4　99 L4-99　Ⅱ層

第82図
図版54

39
角瓶 胴部

－
－
－

暗黒褐色で緻密な胎土。外面に雷文を施し、角の部分は後付け。初
期沖縄産無釉陶器。

100トレンチ第2
段階の基壇正面
石積内その下

Ⅱ期基壇

第82図
図版54

40
角瓶 口縁部

－
－
－

黒灰色で緻密な胎土。外面に雷文を施し、角の部分は後付け。初期
沖縄産無釉陶器。

中央爆弾跡
K6　69　撹乱

爆弾跡②

第82図
図版54

41
壺 口縁部

15.6
－
－

暗赤褐色で緻密な胎土。口縁部が大きく外反して肥厚し、口唇部は
外を向く。

表　L2　104 L2-104　表採

第82図
図版54

42
壺 口縁部

17.6
－
－

橙褐色で緻密な胎土。口縁部は逆L字状で頚部は直立。口縁部側
面に沈線が一条巡る。

かわや跡
の覆土

かわや跡　Ⅰ層

第82図
図版54

43
壺 口縁部

17.0
－
－

暗赤褐色で緻密な胎土。口縁部は逆L字状で、外面全体に鉄泥釉
を施釉。口縁部下部に3条の沈線、肩部外面に縄目文を貼付。焼成
時に付着したとみられる付着物２つあり。初期沖縄産無釉陶器。

表　K3　92 K3-92　表採

第82図
図版54

44
壺 口縁部

10.0
－
－

黒灰色で緻密な胎土。口縁部は僅かに膨らむ。初期沖縄産無釉陶
器。

K5　97　撹乱層 K5-97　撹乱層

注　「－」：計測不可



第24表　沖縄産無釉陶器観察一覧③ 単位：㎝

挿図番号
図版番号

器種 部位
口径
器高
底径

観察事項 旧出土地 新出土地

第82図
図版54

45
壺 口縁部

6.6
－
－

黒灰色で緻密な胎土。口縁部は三角形状。内面の器面はまだらに
剥離。初期沖縄産無釉陶器。

K3　96　3号
石組遺構内
SW3遺構

K2-96　SW3

第82図
図版54

46
壺 口縁部

6.0
－
－

暗赤褐色で緻密な胎土。口縁部上面は平坦で外面端部を引き出
す。

L0　97
井戸状石組

東側グリッド外
L0-97　SW13

第82図
図版54

47
壺 口縁部

13.2
－
－

暗茶褐色で緻密な胎土。口縁部は玉縁状に厚く肥厚。 表　L6　96 L6-96　表採

第82図
図版54

48
壺 底部

－
－

15.6

明赤褐色で砂粒を多く含む胎土。外面上半と内面全体にマンガン
釉を施釉。底部の作りは粗い。

K6　98　第2層
70－80

K6-98　Ⅱ層

第83図
図版55

49
火炉 口縁部

18.6
－
－

暗赤褐色で緻密な胎土。口縁内側に平面三角形の突起を貼付し、
全体的に泥釉が薄くかかる。初期沖縄産無釉陶器。

SW13　内下部 L0-96　SW13

第83図
図版55

50
火炉 口～底部

－
－
－

暗茶褐色で緻密な胎土。口縁部は「く」の字に内湾し、胴部に横位
に耳を貼付。全体的に火膨れし、底部の作りは粗く別個体の破片が
融着。初期沖縄産無釉陶器。

表　L2　96 L2-96　表採

第83図
図版55

51
火炉 底部

－
－

11.3

暗茶褐色で緻密な胎土。底部外面に円柱状の脚を3点貼り付けたと
みられ、脚の先はナデで仕上げる。初期沖縄産無釉陶器。

表　L2　96 L2-96　表採

第83図
図版55

52
蓋 口～底部

－
－
－

黒褐色で緻密な胎土。円盤形でつまみは外面中央に粘土紐を貼り
付けて成形。初期沖縄産無釉陶器。

K2　100　南石段
（基壇）の内側の

基壇石列

南踊り場
断割①

第83図
図版55

53
蓋 口～底部

庇 17.2
－
－

黒褐色で緻密な胎土。円盤形で外面中央につまみを貼り付けた痕
跡あり。内面にはサンゴの目跡が僅かに確認できる。初期沖縄産無
釉陶器。

表　L5　96 L5-96　表採

第83図
図版55

54
蓋 口縁部

－
－
－

暗茶褐色で緻密な胎土。庇と袴を持ち、袴の端は僅かに内湾。外面
に自然釉がかかり焼成時の灰とみられる付着物あり。

L0　97　SW13
井戸状石組

東側グリッド外
L0-97　SW13

第83図
図版55

55
蓋 口縁部

庇 19.2
－
－

暗茶褐色で緻密な胎土。外面中位がくびれ、沈線が1条巡る。自然
釉が僅かにかかる。

表　L2　96 L2-96　表採

第83図
図版55

56
蓋 口縁部

撮 6.8
－
－

暗茶褐色で緻密な胎土。高台付きの皿を伏せた形態。つまみは付
け高台と同じ形態。初期沖縄産無釉陶器。

表　L2　96 L2-96　表採

第84図
図版56

57
甕 口縁部

79.4
－
－

赤褐色で砂粒を多く含む胎土。口縁部は逆L字状で頚部に突帯を
一条貼付。

4号甕
L1・2-93
4号甕

第84図
図版56

58
甕 口縁部

－
－
－

暗赤褐色で砂粒を多く含む胎土。口縁部は貼付で、等間隔に指に
よる押圧文を巡らし、外部下半に龍の一部(タテガミ？）を貼付。62と
同一個体で、63・64も同一個体か。

表土　K10　103 K10-103　表土

第84図
図版56

59
甕 口縁部

62.6
－
－

暗赤褐色で砂粒を多く含む胎土。口縁部は鍔状に強く引き出す。 L8　98　表 表採

第84図
図版56

60
甕 口縁部

－
－
－

明赤褐色で緻密な胎土。口縁部は貼り付けて成形され、口唇部は
僅かに内側に飛び出す。

K1　96
石組遺構内

K1-96　SW9

第84図
図版56

61
甕 口縁部

－
－
－

暗赤褐色で緻密な胎土。口縁部は外側に折り返す。内外面全体に
鉄泥釉を施釉。沖縄産初期無釉陶器。

SW13 L0-96　SW13

第84図
図版56

62
甕 胴部

－
－
－

赤褐色で砂粒を多く含む胎土。龍の頭部を貼付。58と同一個体。
63・64も同一個体か。

L4　100 L4-100　表採

第84図
図版56

63
甕 胴部

－
－
－

赤褐色で砂粒を多く含む胎土。龍の胴部を貼付。58・62・64と同一
個体か。

表　L0　98 L0-98　表採

第85図
図版56

64
甕 胴部

－
－
－

赤褐色で砂粒を多く含む胎土。4本爪の龍の手を貼付。58・62・63と
同一個体か。

K4　97　第2層
10-20

K4-97　Ⅱ層

第85図
図版56

65
甕 底部

－
－

20.7
赤褐色で緻密な胎土。内面全体に厚く石灰が付着。 4号カメ

L1・2-93
4号甕

第85図
図版56

66
甕 胴～底部

－
－

31.0

暗赤褐色で緻密な胎土。外面下半の一部に石灰付着。内面下半に
厚く石灰が付着するが、内面底部には付着しない。内面の一部に銅
錆、鉄錆付着。

1号甕 L0-92　1号甕

注　「－」：計測不可



第25表　陶質土器集計表

口縁部 底部 口～底部 口～胴部 口縁部 耳 胴部 底部 胴部 底部 口縁部 耳 注口 胴部 底部

個　数 1 6 2 1 99 19 116 5 31 107 12 6 10 49 2

分　類
皿 鍋 鍋か土瓶 土瓶

口縁部 胴部 底部 口縁部 耳 胴部 底部 突起 口～底部 口縁部 撮み 胴部 底部

個　数 32 8 9 54 17 90 27 2 8 133 44 35 1

鉢 火炉 蓋
分　類

土管 七輪

口縁部 耳 胴部 口縁部 胴部 口縁部 口縁部 口縁部 胴部 底部

個　数 2 1 1 3 1 1 1 1 3 79 16 1035

土鈴
器種不明

合　計分　類
焙烙 竈



第26表　陶質土器観察一覧 単位：㎝

挿図番号
図版番号

器種 部位
口径
器高
底径

観察事項 旧出土地 新出土地

第86図
図版57

１
鍋 口～胴部

20.3
－
－

口縁部は「く」の字に折れ曲がり、口縁部外面に細い紐状
の把手が付く。全体的にロクロナデが確認でき外面下半
にロクロケズリ。外面胴部下半に広範囲にススが付着し、
内面の一部に石灰付着。

K1　96　石組
遺構内

K1-96　SW9

第86図
図版57

２
鍋 口縁部

－
－
－

口縁部外面に細い紐状の把手が付く。僅かに白色粒混
入。

SW13　下部 L0-96　SW13

第86図
図版57

３
土瓶 口縁部

8.1
－
－

口縁部は短く直立し、全体的に丁寧なロクロナデ。僅かに
白色粒、雲母混入。

かわや覆土
かわや跡

Ⅰ層

第86図
図版57

４
土瓶 口縁部

－
－
－

口縁部は短く直立し、全体的に丁寧なロクロナデ。肩部に
3条の浅い沈線。僅かに白色粒混入。

かわや跡
覆土中

かわや跡
Ⅰ層

第86図
図版57

５
土瓶 胴部

－
－
－

稜があり算玉型を呈する。外面下半はロクロケズリ。一部ス
ス付着。

かわや跡
覆土中

かわや跡
Ⅰ層

第86図
図版57

６
土瓶 注口

－
－
－

内外面ロクロナデ。注口部は別作りで貼付。 表　K6　96 K6-96　表採

第86図
図版57

７
蓋 口～底部

庇19.1
5.45

撮み　6.95

鍋の蓋で高台付きの皿を伏せたような器形。全体的に丁
寧なロクロナデ。僅かに白色粒、雲母混入。

L0　97　井戸
状遺構外
西グリット

L0-97　SW13?

第86図
図版57

８
蓋 口～底部

庇   8.6
3.35

袴　5.85
撮み 1.5

土瓶の蓋。庇と袴があり内外面をロクロナデするが外面は
粗いナデ。袴はロクロで引き出したか。僅かに雲母混入。

K1　96　石組
遺構内

K1-96　SW9

第86図
図版57

９
蓋 口縁部

－
－
－

土瓶の蓋。裏面に袴があるが非常に低い。全体的に丁寧
なロクロナデ。僅かに白色粒混入。

表　L4　101 L4-101　表採

第86図
図版57

10
火炉 口縁部

13.0
－
－

口縁部内面に受部を貼付。胴部側面に台形の把手を貼
付し、外面には白化粧土掻き落としによる圏線が巡る。受
部にスス付着。僅かに白色粒、雲母混入。

表土　L4　100 L4-100　表土

第86図
図版57

11
火炉 口縁部

24.5
－
－

底部から筒状に立ち上がり、口縁部は「く」の字に強く内
湾。外面には白化粧土掻き落としによる圏線が巡る。内面
の一部にはスス付着。僅かに白色粒、雲母混入。

L0　97 L0-97　表採

第86図
図版57

12
火炉 底部

－
－

12.8

高台は貼付で台形を呈する。外面には白化粧土掻き落と
しによる圏線が巡る。内面に黒色付着物あり。僅かに雲母
混入。

かわや跡の
覆土中

かわや跡
Ⅰ層

第86図
図版57

13
火炉 底部

－
－

13.2

高台は貼付で台形を呈する。外面には白化粧土掻き落と
しによる圏線が巡る。外内面の一部に白化粧土が付着。
僅かに雲母混入。

L0　97　SW13
井戸状石組
遺構外東側

グリット

L0-97　SW13

第86図
図版57

14
鉢 口縁部

－
－
－

内外面ロクロナデ。口縁部は内湾し、口縁部下部には沈
線が1条と波状文が5条巡る。

L0　97 L0-97　表採

第86図
図版57

15
鉢 底部

－
－

10.0

内外面ロクロナデ。底部には糸切り痕が残る。僅かに雲母
混入。

表土　K9　101 K9-101　表土

第86図
図版57

16
焙烙 口縁部

18.9
－
－

全体的に丁寧なロクロナデ。口縁部は僅かに膨らむ。外
面の一部にスス付着。僅かに赤色粒、雲母混入。

北側　壁面
Ⅱ期基壇

北側翼状　？

注　「－」：計測不可



第27表　瓦質土器集計表

壺 浅鉢 擂鉢 人形 風炉 器種不明

口縁部 口縁部 胴部 口縁部 胴部 口縁部 胴部 胴部 口～底部 底部 口縁部 底部 脚 脚 胴部

個　数 1 1 2 1 3 1 1 2 1 2 11 2 1 1 17

分　類

沖縄産

鉢 植木鉢 筒物 火炉

壺 風炉 器種不明

胴部 口縁部 胴部 底部 脚 胴部 底部 口縁部 底部 胴部 底部

個　数 1 12 8 1 2 1 1 1 1 2 2 79

擂鉢 火炉分　類

本土産

合　計鉢



第28表　瓦質土器観察一覧 単位：㎝

挿図番号
図版番号

器種 部位 分類
口径
器高
底径

観察事項 旧出土地 新出土地

第87図
図版58

１
鉢 口 本土系

30.35
－
－

色調（内外－橙色、断－浅黄色）。胎土精良。スタンプに
よる粗雑な花菱文。

表土層
K4　100

K4-100　表土

第87図
図版58

２
鉢 口 本土系

－
－
－

色調(全て灰色）。胎土精良。スタンプによる菊花文と菱
文。

K4　K5　96
第1コーラル

K4･5-96　Ⅰ層
（コーラル層）

第87図
図版58

３
鉢 口 本土系

－
－
－

色調（内外－鈍黄橙色、断－灰黄）。胎土精良。スタンプ
による菊花文。

K5　95　第Ⅰ層
コーラル層

K5-95　Ⅰ層
（コーラル層）

第87図
図版58

４
鉢 口 本土系

27.8
－
－

色調（内外－灰色、断－淡黄色）。胎土粗砂混入。突帯で
区画し、スタンプによる１より丁寧な花菱文。本土産。

表土　撹乱 撹乱

第87図
図版58

５
鉢 胴 本土系

－
－
－

色調(全て灰黄色）。胎土赤色粒混入。スタンプによる菊花
文。

中央畦断割トレ
2層　東隅

中央観察畦②
Ⅱ層

第87図
図版58

６
鉢 胴 本土系

－
－
－

色調（内外－橙色、断－灰黄色）。胎土精良。スタンプに
よる菊花文と輪花文。

K5　95　第Ⅰ層
コーラル層

K5-95　Ⅰ層
（コーラル層）

第87図
図版58

７
植木鉢 口 沖縄産

－
－
－

色調（内外－灰色、断－灰黄色）。胎土精良。平面形は方
形。外面貼付文か。内面板状ナデ痕が残る。

S60 出土地不明

第87図
図版58

８
植木鉢 胴 沖縄産

－
－
－

色調(全て灰色）。胎土精良。貼付縄目状突帯。
K10　93　K11　93

第1コーラル
K10･11-93　Ⅰ層
（コーラル層）

第88図
図版59

９
擂鉢 底 本土系

－
－
19.3

色調（内外－黒色、断－灰色）。胎土細砂混入。擂目４本
／１cm。外面ミガキ。

第2　中央観察畦
中央観察畦①

Ⅱ層

第88図
図版59

10
擂鉢 胴 沖縄産

－
－
－

色調（全て灰白色）。胎土精良。擂目５本／1.5cm。
L0　東西トレンチ
断割　東隅最奥

区
L0　不明

第88図
図版59

11
浅鉢 口 沖縄産

－
－
－

色調（全て浅黄橙色）。胎土赤色粒混入。
L0　東西トレンチ
東隅より2番区

石列内
石列2･3内

第88図
図版59

12
風炉 脚 沖縄産

－
－
－

色調（全て灰色）。胎土精良。内面板状ナデ痕が残る。 表　L3　97 L3-97　表採

第88図
図版59

13
鉢 脚 本土系

－
－
－

色調（内外－橙色、断－灰色）。胎土精良。
第2層

K6　K7　94
K6･7-94　Ⅱ層

第88図
図版59

14
鉢 脚 本土系

－
－
－

色調（内外－灰色、断－灰白色）。胎土精良。
K7・8・9　97
第1コーラル

表採

第88図
図版59

15
壺 口 本土系

－
－
－

色調（全て橙色）。胎土精良。玉縁口縁。
L1　東西トレ

東隅区
中央観察畦②

第88図
図版59

16
風炉 胴 本土系

－
－
27.4

色調（内外－黒色、断－灰白色）。胎土細砂混入。胴部下
端。突帯による区画内にスタンプによる花菱文、連弁文。
本土産。

L0　東西第Ⅱ層
赤褐色土層

L0　不明

第89図
図版60

17
火炉 口 本土系

－
－
－

色調（内外－橙色、断－黄灰色）。胎土赤色粒混入。18と
類するか。平面方形。スタンプによる菊花文だが、２・３・５・
６とは原体異なる。内面に粘土紐痕残る。

K7　91　第2層
中央畦断面

K7-91　中央観察
畦①　Ⅱ層

（黒土混赤土層）

第89図
図版60

18
火炉 脚 本土系

－
－
－

色調（内外－橙色、断－黄灰色）。胎土赤色粒混入。17と
類するか。平面方形。

南東隅（立上り）
一期基壇Ⅲ層
コーラル層

Ⅰ期基壇？

第89図
図版60

19
火炉 口 本土系

14.0
－
－

色調（全て灰色）。胎土細砂混入。ローリング受ける。
第Ⅳ期基壇

化粧石下の試掘
南より2番目穴

試掘2

第89図
図版60

20
火炉 底 本土系

－
－
14.2

色調（全て灰白色）。胎土赤色粒混入。
第3層　下層断割

L6　94
Ⅲ層

第89図
図版60

21
火炉 口 本土系

－
4.75
－

色調（内外－黒色、断－灰白色）。胎土細砂混入。
表土　L3　95

撹乱
L3-95　表土

注　「－」：計測不可



第29表　カムィヤキ集計表

器種不明

口～底部 胴部 胴部

個　数 1 1 6 8

分　類
壺

合　計



第30表　カムィヤキ観察一覧 単位：㎝

挿図番号
図版番号

器種 部位
口径
器高
底径

観察事項 旧出土地 新出土地

第89図
図版60

22
壺

口縁～
底部

9.4
14.0
8.5

胴径15.0

口縁外面から頚部にかけて、轆轤痕。肩～胴部部分に叩
き痕。胴下半部は調整痕をナデ消し。全体的に厚い。内
面には抑え痕が残る。（新里B類資料）

不明 出土地不明

注　「－」：計測不可



第31表　土器集計表

鍋 壺or甕 深鉢

胴部 頸部 口縁部 口縁部 頸部 胴部 底部

個　数 1 1 1 8 1 129 15 156

分　類

沖縄産

合　計器種不明



第32表　土器観察一覧 単位：㎝

挿図番号
図版番号

器種 部位 分類
口径
器高
底径

観察事項 旧出土地 新出土地

第89図
図版60

23
深鉢 口縁部

貝塚
前期？

－
－
－

頚部が屈曲し、屈曲部には指頭痕。口縁内部には工具を用
いてのナデ調整あり。混入物が多い。貝塚時代前期の土器
か？

L0　94　断割
第4層　最下層

L0-94　Ⅳ層

第89図
図版60

24
不明 口縁部 グスク?

－
－
－

口縁部は僅かに肥厚。屈曲部から口唇部までが短い。口唇
部は平坦にナデ調整。外面は工具を用いて調整、指ナデ部
分もあり。内面は指ナデ調整、調整部に稜が残存。

L0　94　断割
第4層　最下層

L0-94　Ⅳ層

第89図
図版60

25
壺or甕 頸部 グスク

－
－
－

頚部が屈曲し、屈曲部の内面には、調整により稜をもつ。口
縁外面は工具を用いてナデ調整。口縁内面は指ナデ調整さ
れるが、わずかに工具調整痕が残存。内面頚部以下は、指ナ
デ。

2層　黒色土
混り赤土層
K6-95・96

K6-95･96　Ⅱ層
（黒土混赤土層）

第89図
図版60

26
不明 頸部

宮古式
土器

－
－
－

外面は黒色を呈し、磨き調整し、光沢がある。内面頚部上部
は削り。頚部下はナデ調整。

SW13 L0-96　SW13

第89図
図版60

27
不明 胴部

宮古式
土器

－
－
－

外面は黒色を呈し、磨き調整し、光沢がある。内面は丁寧に
ナデ調整されるが、一部に工具調整痕が残る。粘土紐接合部
に白砂のラインが残る部分が一部分ある。

SW13 L0-96　SW13

第89図
図版60

28
不明 底部 グスク

－
－

11.7

外底は未調整。外面腰部に工具調整痕。内面はナデ調整を
行うが、粘土を引きずった痕跡が一部に残る。

中央畦　断割トレ
第Ⅲ層　東隅区

中央観察畦②
Ⅲ層

注　「－」：計測不可



凡例（第33表 瓦集計表 大和瓦・明朝系役瓦）

大和系瓦
軒丸瓦

軒平瓦

数
厚
さ
が
違
う

雁振瓦

1

2

3

4

5-a

5-b

8

8

6

5

5

1

2

3

4

5

6

Ⅰ型 Ⅱ型

平瓦
表

側面

成形4タイプに分類

端部面取り

・面取りの幅（矢印部分）を測る。

幅が一定でない場合は、中間の幅をとる。

a

b

c

d

丸瓦の文様分類

役瓦（雲形・花形） 拓本

明朝系瓦

雲形 1巻

雲形 2巻

雲形 3巻

雲形 2巻

雲形 2巻

雲形 1巻

以
下
連
続→

以
下
連
続→



第33表　瓦集計表①（高麗系瓦）

軒丸瓦 軒平瓦

灰色 灰色

文様不明
羽状文

（粗目）
文様不明

個　数 1 3 1 3 1 2 1 5 1 4 3 1 1

灰色 赤色

分  類

丸瓦

筒部筒部
玉縁欠落

中央片
筒部 筒部

瓦当部片 瓦当部片

羽状文

（細目）

羽状文

（粗目）

羽状文

（細目）

玉縁欠落

角１つ
筒部

玉縁欠落

中央片
筒部

端部

面取り5cm

端部

中央片

癸酉年文

癸酉年文

＋

羽状文（細目）

癸酉年文

＋

羽状文（粗目）

大天片

大天片

＋

羽状文（粗目）

個　数 9 10 12 1 1 5 3 80 2 4 51

羽状文

（細目）

灰色

分  類

平瓦

羽状文

（粗目）

筒部 筒部
広端

角１つ

広端

中央片
筒部筒部 筒部 筒部 筒部

広端

角１つ

広端

中央片

大天片

大天片

＋

羽状文（粗目）

格子文

格子文

＋

羽状文（粗目）

狭端長さ

2.2cm

狭端長さ

3.5cm

狭端長さ

4.0cm

狭端長さ

1.8cm

狭端長さ

3.0cm

狭端長さ

4.7cm

狭端長さ

計測不可

個　数 1 1 3 1 1 2 2 1 2 1 1

灰色 赤色

分  類

平瓦

羽状文

（粗目）

筒部 筒部 筒部 筒部

狭端角１つ 狭端中央片

癸酉年文

癸酉年文

＋

羽状文（細目）

癸酉年文

＋

羽状文（粗目）

格子文

＋

羽状文（粗目）

狭端長さ

3.3cm

個　数 1 14 1 16 2 4 1 1 2 1

赤色 褐色

分  類

平瓦

筒部 筒部
狭端

中央片
筒部

羽状文

（粗目）
文様不明

広端

角１つ

狭端

角１つ

広端

中央片
筒部 筒部 筒部

有段式平瓦

褐色

狭端中央片 狭端中央片

狭端長さ

計測不可

狭端長さ

1.1cm

個　数 1 1 3 3 1 1 274

褐色

分  類

平瓦

合　　計

広端

中央片

広端

中央片
筒部

羽状文（粗目）

羽状文

（細目）

羽状文

（粗目）



第33表　瓦集計表②（大和系瓦）

※ （　　）は、重量。重量の計測は、表土出土の筒部に関してのみ。　☆は、有孔を1点含む。

羽状文

（細）

羽状文

（粗）
縄目文

羽状文

（１か２）
羽状文-４

刺網 刺網

不明 不明 3.6～4.0 3.1～3.5 2.6～3.0 3.6～4.0 2.1～2.5 3.6～4.0

個　　数 1 1 1 4 3 10 6 2 4 3 2 6 1 2 6 11 21 1 9 6 5 1 1 2 21 9 1 1 1 1 1 2 1 1 3 1 2 2 1 1 3 1 2 2

瓦の種類

色調

部位

部位の計測値

筒部文様

刺網の縦幅値

残存状況

雁　　振　　瓦 軒　丸 軒　平 丸　　　瓦

2 3 4 不明

玉縁長　５cm以上 玉縁長　４～５cm

玉縁有

玉縁部～筒部

褐色 灰色 灰色 灰色

灰　　　色

Ⅰ型 Ⅱ型 Ⅰ型 Ⅱ型

1

刺網 刺網 刺網 刺網

羽状文（細） 羽状文（粗）

平瓦部 丸瓦部 平瓦部 玉縁 丸瓦部

2.6～3.0 3.1～3.5 不明

平瓦部 玉縁 丸瓦部 平瓦部 玉縁

2.6～3.0
５ａ 不明 1

角

２

つ

角

１

つ

角

２

つ

角

１

つ

不明

角

１

つ

中

央

片

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

角

２

つ

中

央

片

角

１

つ

角

１

つ

角

２

つ

角

１

つ

角

２

つ
撫で消し

不明
羽状文

撫で消し

不明
重郭文 羽状文

撫で消し

不明
羽状文

撫で消し

不明
羽状文 縄目文 羽状文 羽状文羽状文

撫で消し

不明
羽状文 羽状文 羽状文

撫で消し

不明

羽状文－１ 羽状文－２ 羽状文－４
羽状文－1～6

にあてはま る
縄目文

羽状文

（細）
羽状文－２

刺網 刺網 刺網 刺網 刺網 刺網 刺網

2.6～3.0 3.6～4.0 2.1～2.5 3.1～3.5 3.1～3.5 3.6～4.0 2.6～3.0 1.6～2.0 3.1～3.5 2.6～3.0 不明 2.6～3.0 不明 2.1～2.5 2.6～3.0 不明 不明 3.6～4.0

個　　数 1 1 3 1 1 1 4 1 2 1 1 1 1 1 1 4 1 ☆ 2 10 4 1 1 2 4 3 2 10 2 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 4 1 4 1 4 2 13 1 3 1 1 2 10 12

瓦の種類

色調

部位

部位の計測値

筒部文様

刺網の縦幅値

残存状況 縄目文 文様不明

玉縁長　４～５cm

2.1～2.5

玉縁有

玉縁長　計測不可

羽状文（粗） 雷文-３
不明

（風化）
羽状文（粗）

不明

（風化）

2.6～3.0 3.1～3.5 4.1～5.0

刺網 刺網 刺網

2.1～2.5

刺網 刺網 刺網 刺網 刺網

不明2.6～3.0

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

不明 不明

中

央

片

角

１

つ

角

１

つ

中

央

片

角

１

つ

角

１

つ

角

２

つ

角

１

つ

角

２

つ

角

２

つ

中

央

片

角

２

つ

角

１

つ

角

２

つ

中

央

片

角

２

つ

角

１

つ

角

１

つ

中

央

片

中

央

片

角

２

つ

角

１

つ

角

２

つ

角

１

つ

角

１

つ

中

央

片

角

２

つ

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

中

央

片

角

１

つ

角

１

つ

中

央

片

角

１

つ

角

１

つ

中

央

片

角

１

つ

中

央

片

中

央

片

中

央

片

角

１

つ

角

１

つ

中

央

片

角

２

つ

角

１

つ

丸　　　瓦

灰　　　色

玉縁部～筒部

玉縁欠落

羽状文（細）

玉縁長　４cm未満

羽状文（細）

刺網

3.1～3.5 不明 不明 不明2.1～2.5 2.6～3.0 3.6～4.0 不明

雷文－２ 雷文－３ 雷文不明 羽状文－６

刺網 刺網 刺網

1.6～2.0 2.1～2.5 3.6～4.0 4.1～5.0 2.1～2.5 3.1～3.5 不明 2.1～2.5 2.6～3.0 3.1～3.5 4.1～5.0 計測不可 2.1～2.5 2.6～3.0

2.1～2.5 2.6～3.0 3.1～3.5 不可 2.6～3.0 不可 3.1～3.5 3.6～4.0 不可 不明 不明 1.6～2.0 2.1～2.5 2.6～3.0 3.1～3.5 3.6～4.0 4.1～5.0 不可 不明

個　　数 1 8 1 1 3 6 2 1 4 1 7 11 1 1 1 1 1 1 1 3 3 1 11 1 2 2 7 7 4 1 4 1 3 1 1 1 1 1 2 2 4 27 35 17 13 2 58 119

玉縁欠落

玉縁部～筒部 筒　　部

丸　　　瓦

灰　　　色瓦の種類

色調

部位

部位の計測値

筒部文様

刺網の縦幅値

残存状況
刺網 刺網 刺網

刺網

羽状文（細）縄目文
文様不明

（風化）

破片

羽状文－２ 羽状文－３ 羽状文－４

刺網 刺網

刺網 刺網

羽状文（粗）

不明 不明2.6～3.0 3.1～3.5 不明

角

１

つ

角

１

つ

角

２

つ

角

１

つ

3.6～4.0

中

央

片

中

央

片

角

１

つ

中

央

片

角

１

つ

角

１

つ

角

２

つ

角

１

つ

中

央

片

角

１

つ

角

１

つ

中

央

片

中

央

片

角

１

つ

角

２

つ

角

２

つ

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

中

央

片

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

　

 　　 　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　 　

　



　

 　　 　

　　

　　 　　 　 　 　　　

　 　

　　　

　　

　 　

　　　

　　　

　

　　

　　

　　　

　　　

第33表　瓦集計表③（大和系瓦）

※ （　　）は、重量。重量の計測は、表土出土の筒部に関してのみ。　☆は、有孔を1点含む。

雷文－１ 魚文－２ 魚文－３ 羽状文－1～6

刺網

無し 3.1～3.5 4.1～5.0

1.6～2.0 2.1～2.5 2.6～3.0 3.1～3.5 3.6～4.0 4.1～5.0 不明 不明 不明 2.6～3.0 2.1～2.5 2.6～3.0 3.1～3.5 3.6～4.0 4.1～5.0 不可 不明 1.6～2.0 2.1～2.5 2.6～3.0 3.1～3.5 3.6～4.0 不明 面取り幅 面取り幅 面取り幅

計測不可 2.1～3.0 4.1～5.0 5.1～6.0 6.1～7.0 1.1～2.0 2.1～3.0 4.1.～5.0 5.1～6.0 6.1～7.0 7.1以上 計測不可 5.1～6.0 4.1～5.0 6.1～7.0 計測不可

角１つ 角１つ 角１つ 角１つ 角１つ 角１つ 角１つ 角２つ 角１つ 角１つ 中央片 角１つ 角１つ 角１つ 角１つ 角１つ

個　　数 7 25 28 29 11 3 42 1 1 1 2 11 5 3 1 33 33 3 8 16 19 2 67 1 1 1 2 1 1 1 1 4 8 1 3 1 1 1 12

瓦の種類

色調

部位

部位の計測値

筒部文様

刺網の縦幅値

残存状況 刺網 刺網 刺網

刺網

刺網 刺網 刺網

筒　　部 筒部～端部

丸　　瓦

灰　　色

羽状文（粗） 縄目文 文様不明（風化） 羽状文（細）

面取り幅 面取り幅 面取り幅

2.1～2.5 2.6～3.0 計測不可

雷文-不明 魚文－２

刺網 刺網

1.6～2.0 3.6～4.0 2.1～2.5 不明

面取り幅 面取り幅 面取り幅 面取り幅

7.1以上 4.1～5.0 2.1～3.0 5.1～6.0 6.1～7.0 2.1～3.0 5.1～6.0 6.1～7.0 4.1～5.0 5.1～6.0 6.1～7.0 5.1～6.0 6.1～7.0 7.1以上 2.1～3.0 4.1～5.0 6.1～7.0 4.1～5.0 5.1～6.0 6.1～7.0 計測不可

角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 中央片 角１つ 中央片 角１つ 角１つ 角１つ 角１つ 角１つ 角１つ 角１つ 角１つ 中央片 角１つ 角１つ 角１つ 角１つ 角１つ 角２つ 角１つ 角１つ 中央片 角１つ 角１つ 中央片 角１つ 角１つ 中央片 中央片 角１つ 中央片 角１つ

個　　数 1 1 4 3 2 3 6 2 5 1 1 7 2 1 1 1 1 2 2 1 1 1 2 2 2 1 2 1 1 1 2 2 2 1 4 8 2 1 1 1 1

筒部～端部

瓦の種類

色調

部位

部位の計測値

筒部文様

刺網の縦幅値

残存状況
4.1～5.0 不明 2.1～2.5

刺網刺網 刺網

不明 2.1～2.5 2.6～3.0 3.1～3.5

丸　　瓦

灰　　色

羽状文（粗） 雷文－１羽状文（細）

面取り幅 面取り幅 面取り幅 面取り幅面取り幅 面取り幅 面取り幅

2.1～3.0 3.1～4.0 4.1～5.0 5.1～6.0 6.1～7.0 不可 2.1～3.0 3.1～4.0 5.1～6.0 不可

2.1～2.5 不可 2.6～3.0 1.6～2.0 2.1～2.5 4.1～5.0 2.6～3.0 3.1～3.5 3.6～4.0 4.1～5.0 2.6～3.0

面取り幅 面取り幅 面取り幅

5.1～6.0 3.1～4.0 4.1～5.0 5.1～6.0 5.1～6.0 6.1～7.0 計測不可 5.1～6.0 4.1～5.0 6.1～7.0 1.1～2.0 5.1～6.0

中央片 中央片 角１つ 角１つ 角１つ 中央片 角１つ 中央片 中央片 角１つ 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 角１つ 中央片 角１つ 中央片

個　　数 1 1 2 4 3 1 5 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 2 4 5 2 1 3 1 5 8 1 3 1 3 1 3 2 8 1 2 1 6 2 1 2 1 8 1 1 1

瓦の種類

色調

部位

部位の計測値

筒部文様

刺網の縦幅値

残存状況

丸　　瓦

灰　　色 褐　色

玉縁有

玉縁長　４cm未満

筒部～端部 玉縁部～筒部

文様不明（風化）縄目文 文様不明（風化） 羽状文（細） 羽状文（粗）

刺網刺網 刺網 刺網 刺網 刺網

角

１

つ

面取り幅 面取り幅

不明不明 2.6～3.0 3.1～3.5 不明 不明 不明不明 2.1～2.5 3.1～3.5

中

央

片

中

央

片

角

１

つ

面取り幅

角

１

つ

角

１

つ

角

２

つ

不可2.1～3.0 3.1～4.0 4.1～5.0 6.1～7.06.1～7.0 計測不可

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

角

２

つ

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

中

央

片

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

角

２

つ

角

２

つ

面取り幅

　

 　　 　

　　

　　

　　

　

　 　

　

　　

　

　　

　　

　

　　

　

　

　　



　

 　　 　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　 　

　

第33表　瓦集計表④（大和系瓦）

※ （　　）は、重量。重量の計測は、表土出土の筒部に関してのみ。　☆は、有孔を1点含む。

玉縁長

計測不可

羽状文（粗） 縄目文 羽状文（粗） 雷文-２ 雷文-３

刺網 刺網 刺網 刺網 刺網

2.1～2.5 2.6～3.0 2.1～2.5 2.6～3.0 3.6～4.0 不明 2.6～3.0 3.6～4.0 3.1～3.5 3.1～3.5 2.1～2.5 2.6～3.0 不明 2.1～2.5 3.6～4.0 1.6～2.0 3.1～3.5
4.1～5.0

以上
3.1～3.5 3.1～3.5

1.6～2.0 2.1～2.5 2.6～3.0 3.1～3.5 3.6～4.0 4.1～5.0

個　　数 1 1 1 1 3 2 1 1 1 2 1 4 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 8 1 5 1 2 22 7 5 5 1 4 1 3 3 10 5 1 4 1 1 8 4 1 5 1 10 1 3 4

不

明

玉縁部～筒部 筒　　部

瓦の種類

色調

部位

部位の計測値

筒部文様

刺網の縦幅値

残存状況

丸　　瓦

褐　色

玉縁有 玉縁欠落

玉縁長　４～５cm 玉縁長　５cm以上

破片

縄目文 文様不明　（風化） 羽状文-２羽状文（細） 羽状文（粗） 縄目文 羽状文（細） 羽状文（粗）

刺網 刺網 刺網刺網 刺網 刺網 刺網 刺網

角

２

つ

角

１

つ

角

１

つ

不明3.1～3.5 不明 2.1～2.5 2.6～3.0 不明 不明3.1～3.5 不明 3.1～3.5 不明 2.6～3.0

角

２

つ

角

１

つ

角

１

つ

中

央

片

角

２

つ

角

１

つ

角

２

つ

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

角

２

つ

角

１

つ

中

央

片

角

１

つ

中

央

片

角

１

つ

中

央

片

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

中

央

片

角

１

つ

中

央

片

角

１

つ

角

１

つ

中

央

片

角

１

つ

角

１

つ

中

央

片

角

１

つ

中

央

片

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

中

央

片

角

１

つ

角

１

つ

中

央

片

角

１

つ

角

１

つ

羽状文-４

刺網

3.1～3.5 3.6～4.0 2.1～2.5 2.6～3.0 3.6～4.0

3.6～4.0 2.1～2.5 2.6～3.0 3.1～3.5 3.6～4.0
4.1～5.0

以上
1.6～2.0 2.1～2.5 2.6～3.0 3.1～3.5 3.6～4.0

4.1～5.0

以上
2.1～2.5 2.6～3.0 0～1.5 1.6～2.0 2.1～2.5 2.6～3.0 3.1～3.5 3.6～4.0

4.1～5.0

以上
1.6～2.0 2.1～2.5 2.6～3.0 3.1～3.5 3.6～4.0

4.1～5.0

以上
面取り幅 面取り幅 面取り幅 面取り幅 面取り幅

5.1～6.0 3.1～4.0 3.1～4.0 計測不可 計測不可 6.1～7.0 4.1～5.0 4.1～5.0

角１つ 角１つ 角１つ 角１つ 角１つ 角１つ 角１つ 角１つ 角１つ 中央片

個　　数 1 5 5 13 3 3 67 1 9 28 20 9 1 219 2 1 1 1 2 1 3 1 1 19 1 9 6 4 1 1 98 1 1 1 1 1 2 1 1 4 1

不

明

不

明

不

明

不

明

瓦の種類

色調

部位

部位の計測値

筒部文様

刺網の縦幅値

残存状況

縄目文 文様不明　（風化）

刺網 刺網

筒　　部 筒部～端部

丸　　瓦

褐　色

羽状文-２ 羽状文（細）羽状文（細） 羽状文（粗） 魚文-３

刺網 刺網刺網 刺網 刺網

計測不可

面取り幅 面取り幅

4.1～5.0以上 4.1～5.0以上

3.6～4.0 4.1～5.0 無し 0～1.5 3.1～3.5 不明 2.1～2.5

面取り幅 面取り幅 面取り幅 面取り幅 面取り幅 面取り幅 面取り幅

2.1～3.0 4.1～5.0 6.1～7.0 3.1～4.0 4.1～5.0 5.1～6.0 7.1以上 4.1～5.0 5.1～6.0 4.1～5.0 6.1～7.0 2.1～3.0 3.1～4.0 4.1～5.0 4.1～5.0 6.1～7.0 5.1～6.0 5.1～6.0 3.1～4.0 5.1～6.0 4.1～5.0 5.1～6.0

角１つ 角１つ 角１つ 中央片 角１つ 角１つ 中央片 角１つ 角１つ 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 角１つ 中央片 角１つ 角１つ 角１つ 角２つ 角１つ 角１つ 角１つ 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 中央片 角１つ 角１つ 角１つ 中央片 角１つ 角１つ 角１つ 中央片 角１つ 中央片

個　　数 1 5 3 2 5 4 2 1 1 1 1 1 1 3 1 1 2 2 3 1 1 1 3 2 1 7 1 4 1 7 5 1 1 1 1 1 1 1 1 3 5 1

褐　色

筒部～端部

羽状文（粗） 魚文－２ 縄目文 文様不明　（風化）羽状文（細） 羽状文（粗）

瓦の種類

色調

部位

部位の計測値

筒部文様

刺網の縦幅値

残存状況

刺網 刺網 刺網

不明 不明 不明不明 2.1～2.5 2.6～3.0 3.1～3.5

刺網刺網 刺網

丸　　瓦

面取り幅 面取り幅面取り幅 面取り幅 面取り幅 面取り幅 面取り幅

5.1～6.0 計測不可 5.1～6.0 4.1～5.0 6.1～7.0 4.1～5.0 5.1～6.0 6.1～7.0 計測不可 計測不可

　

 　　 　

　　

　　

　　

　 　 　 　 　

　　

　

　 　

　　

　

　    

　



　

 　　 　

　　

　　

　　

　

　 　

　

　　

　

　　

　　

　

　　

　

　

　　

第33表　瓦集計表⑤（大和系瓦）

※ （　　）は、重量。重量の計測は、表土出土の筒部に関してのみ。　☆は、有孔を1点含む。

側面

ａタイプ

側面

ｂタイプ

側面

ｃタイプ

側面

ｄタイプ

側面

その他

側面

なし

側面

ａタイプ

側面

ｂタイプ

側面

ｃタイプ

側面

ｄタイプ

1.1～2.0 2.1～3.0 3.1～4.0
計測

不可
1.1～2.0 2.1～3.0 3.1～4.0 4.1～5.0 5.1～6.0 6.1～7.0

計測

不可
1.0以下 1.1～2.0 2.1～3.0 3.1～4.0 4.1～5.0 5.1～6.0

計測

不可
1.1～2.0 2.1～3.0

計測

不可
1.1～2.0 3.1～4.0 4.1～5.0

計測

不可
1.0以下 1.1～2.0 2.1～3.0 3.1～4.0

個　　数 11 234 62 30 11 326 68 884 76 16 1529 （43.4ｋｇ） 1 5 3 1 29 77 57 28 6 1 4 1 12 33 23 2 2 1 3 1 1 1 1 2 1 1 28 118 98

瓦の種類

色調

部位

部位の計測値

筒部文様

刺網の縦幅値

残存状況

平　　瓦

灰　　色

側面なし

破片
側面　ａタイプ 側面　ｂタイプ 側面　ｃタイプ 側面　ｄタイプ 側面　その他

広端部 筒部 狭端部

側面なし

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

中

央

片

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

端部成形

角

１

つ

端部成形

角

１

つ

角

１

つ

端部成形 端部成形 端部成形 端部成形

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

中

央

片

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

中

央

片

中

央

片

中

央

片

側面

ａタイプ

側面

ｂタイプ

側面

ｃタイプ

側面

ｄタイプ

側面

その他

側面

なし

側面

ａタイプ

側面

ｂタイプ

側面

ｃタイプ

側面

ｄタイプ

側面

その他

4.1～5.0 5.1～6.0 6.1～7.0
計測

不可
1.1～2.0 2.1～3.0 3.1～4.0 4.1～5.0 1.1～2.0 2.1～3.0 3.1～4.0 4.1～5.0 5.1～6.0 計測不可 1.1～2.0 2.1～3.0 3.1～4.0 4.1～5.0 5.1～6.0 計測不可 1.1～2.0 2.1～3.0 3.1～4.0 4.1～5.0

個　　数 31 5 3 6 10 192 27 21 9 261 44 577 106 26 1 1021 （12.68ｋｇ） 2 4 2 1 12 30 82 24 4 5 7 36 10 3 1 14 1 1 6 1

側面

ｄタイプ
側面なし

側面

ｃタイプ

瓦の種類

色調

部位

部位の計測値

筒部文様

刺網の縦幅値

残存状況

端部成形

側面なし
側面

ａタイプ

側面

ｂタイプ

端部成形

平　瓦

狭端部狭端部 広端部 筒部

灰　色 褐　色

端部成形 端部成形端部成形

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

中

央

片

中

央

片

中

央

片

中

央

片

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

中

央

片

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

角

１

つ

側面

タイプ不明

端部成形

1.1～2.0 2.1～3.0 3.1～4.0 4.1～5.0 不可 1.0以下 2.1～3.0 3.1～4.0 4.1～5.0 5.1～6.0 6.1～7.0 計測不可

個　　数 3 2 4 2 1 1 ☆ 24 65 67 26 4 2 12 8664 (56.1kg)

瓦の種類

色調

部位

部位の計測値

筒部文様

刺網の縦幅値

残存状況

平　瓦

合　 計 重 量 合 計

側面

その他

狭端部

褐　色

中

央

片

角

１

つ

角

１

つ

1.1～2.0

端部成形 端部成形

角

１

つ

中

央

片

中

央

片

中

央

片

中

央

片

角

１

つ

角

１

つ

中

央

片

中

央

片

中

央

片



第33表　瓦集計表⑥（明朝系軒丸瓦）

Ⅰ 不明 Ⅱ Ⅲ 不明 Ⅰ Ⅱ Ⅵ 不明

Ｂ 不明 Ａ Ｃ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ 不明 不明 Ａ Ａ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ 不明 不明

個　数 1 1 3 1 2 1 2 1 4 3 2 6 8 4 1 2 1 1 18 3 1 1 35

色　調

釉　薬

接合材

分　類

褐色(生焼色) 灰　色

接合材無し 接合材無し 漆喰材

釉薬無し 釉薬なし

Ⅰ Ⅳ Ⅴ Ⅳ Ⅴ

マンガン釉

（黒釉）

漆喰材

Ⅲ 不明 Ⅴ 不明 Ⅶ 不明

Ａ Ａ Ｂ 不明 Ｂ Ｂ Ｃ 不明 Ａ Ｂ 不明 不明 Ｂ Ｃ 不明 Ａ Ｂ 不明 Ｂ Ａ Ｂ 不明

個　数 2 1 2 2 1 1 1 2 3 6 3 18 2 25 9 18 11 12 1 6 5 51

釉薬なし 釉薬なし
色　調

釉　薬

接合材

分　類

灰　色 赤　色

Ⅵ Ⅴ Ⅵ ⅧⅤ Ⅴ

セメント材 接合材無し 漆喰材

Ⅶ Ⅷ 不明 Ⅳ Ⅶ 不明

Ｂ Ｃ Ａ Ｂ 不明 Ａ Ａ 不明 Ｅ Ｃ 不明 Ａ 不明 Ａ 不明 Ａ 不明 Ｂ Ｃ 不明 Ａ Ｂ 不明

個　数 1 11 5 7 2 1 3 20 1 7 2 3 2 1 23 1 1 2 69 13 18 10 11

漆喰材

マンガン釉（黒釉）

セメント材 接合材無し

色　調

釉　薬

接合材

分　類

赤　色

釉薬なし

ⅥⅤ Ⅵ Ⅴ Ⅵ　 Ⅳ Ⅴ

Ⅶ 不明 Ⅳ Ⅶ 不明

Ａ Ｂ Ｃ 不明 Ａ Ｃ 不明 Ａ Ｂ 不明 Ａ Ｂ Ｃ 不明

個　数 7 1 1 117 1 124 4 7 10 1 5 1 3 54 834

マンガン釉（黒釉）
色　調

釉　薬

接合材

分　類

赤　色

合　計

Ⅷ Ⅴ Ⅵ Ⅷ

漆喰材 セメント材



第33表　瓦集計表⑦（明朝系軒平瓦）

不明 不明 Ⅱ 不明

Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｄ Ａ Ｂ 不明 不明 Ａ Ｂ Ｃ－１ Ｃ－２ Ａ Ｂ 不明 不明 Ａ Ａ Ｂ Ｂ－１ 不明

個　数 3 1 4 2 2 4 3 3 13 1 1 1 1 3 12 20 9 1 2 4 1 1

色　調

釉　薬

接合材

分　類

灰　色

Ⅴ

釉薬なし

接合材無し 漆喰材 セメント材

Ⅰ Ⅱ Ⅴ Ⅱ Ⅴ

接合材無し

Ⅴ Ⅴ 不明 Ⅱ 不明 Ⅳ 不明 Ⅲ 不明

Ｂ Ａ Ｂ 不明 不明 Ｃ－３ Ｂ Ｃ 不明 不明 Ａ Ｂ Ｃ 不明 不明 Ａ Ｂ Ｃ 不明 不明

個　数 1 1 3 1 1 1 6 4 19 2 1 15 9 33 40 1 5 2 9 6

色　調

釉　薬

接合材

分　類

灰　色 赤　色

セメント材 接合材無し 漆喰材 セメント材

Ⅴ Ⅴ Ⅴ

釉薬なしマンガン釉（黒釉）

漆喰材

Ⅴ

不明 Ⅱ Ⅲ 不明 不明

Ｂ 不明 不明 Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ｃ 不明 不明 Ａ Ｂ Ｃ 不明 不明

個　数 17 40 10 1 6 2 81 19 176 68 1 30 4 34 20 761

赤　色

合　計

マンガン釉（黒釉）
色　調

釉　薬

接合材

分　類

Ⅴ Ⅴ Ⅴ

接合材無し 漆喰材 漆喰材 セメント材



第33表　瓦集計表⑧（明朝系丸瓦）

※ （　　）は、重量。重量の計測は、表土出土の筒部に関してのみ。　☆は、有孔を1点含む。

玉縁長　５cm以上（大）

面取り二回 面取り不明 面取り一回 面取り不明 面取り不明 面取り一回 面取り不明 面取り一回

接合材無し 接合材無し 漆喰付着 漆喰付着 接合材無し セメント材付着 接合材無し 漆喰付着 漆喰付着 漆喰付着 漆喰付着 セメント材付着 漆喰付着 漆喰付着
セメント材

付着

角１つ 中央片 角１つ 角１つ 中央片 角１つ 角１つ 中央片 中央片 角１つ 中央片 中央片 角１つ 角１つ 中央片 角１つ 中央片 中央片 中央片 中央片 角１つ 中央片 角１つ 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片

個　数 1 1 1 1 1 2 1 1 1 2 3 1 2 2 3 1 2 56 （1.0ｋｇ） 1 1 1 1 1 3 1 2 ☆ 2 5 1 3 1 1 2

マンガン釉　（黒釉） 釉　薬　無　し マ　ン　ガ　ン　釉　（　黒　釉　） 釉　　薬　　無　　し

色　調

釉　薬

部　位

面取り数

接 合 材

褐　色　(　生　焼　色　) 灰　　　色

玉縁部欠落

玉　　縁　　部

玉 縁 部 欠 落

端　部

面取り不明 面取り不明 面取り一回 面取り二回

玉縁長　４cm未満（小） 玉縁長　５cm以上（大）
面取り有り

１cm～２cm未満
面取り無し

玉縁長　４cm未満（小） 玉縁長　４cm～５cm（中） 玉縁長　４cm未満（小）筒　部

玉　　縁　　部

玉 縁 部 欠 落 筒 部

玉　　縁　　部

接合材無し漆喰付着 漆喰付着 漆喰付着 漆喰付着
漆喰

付着

接合材

無し
角２つ

（重量)
セメント材

付着

漆喰付着 接合材無し

漆喰付着
接合材

無し

セメント材

付着

接合材

無し

セメント材

付着

接合材

無し

接合材

無し

中央片 角１つ 中央片 角１つ 角２つ 角１つ 中央片 角１つ 角２つ 角１つ 角２つ 角１つ 角１つ 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角２つ 角１つ 角２つ 角１つ 角１つ 中央片 角２つ 角１つ 中央片 角１つ 角２つ 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角２つ 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 中央片

個　数 2 1 1 1 2 26 2 1 1 2 1 5 2 2 6 1 1 3 5 1 11 2 14 3 1 1 2 1 2 1 2 17 2 3 173 36 2 85 15 39 255 8 11 5 2 3

釉　　薬　　無　　し

色　調

釉　薬

部　位

面取り数

接 合 材

灰　　　色

玉縁長　４cm未満（小） 玉 縁 部 欠 落

端　　部

面取り有り　１cm未満

玉　　縁　　部

玉縁長　５cm以上（大）

面取り二回 面取り不明

セメント材付着

面取り一回 面取り二回

セメント材付着

面取り不明面取り不明 面取り一回

セメント材付着漆喰付着 接合材無し 漆喰付着 漆喰付着 セメント材付着 接合材無し 漆喰付着 セメント材付着 接合材無し 漆喰付着 漆喰付着

玉縁長　４cm～５cm（中）

漆喰付着 セメント材付着 接合材無し 漆喰付着

セメント材

付着
セメント材付着 漆喰付着 接合材無し 接合材無し 漆喰付着

セメント材

付着
漆喰付着

角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角２つ 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 角１つ 中央片 角１つ 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 角１つ 角１つ 角２つ 角１つ 角１つ 中央片 中央片 角２つ 角１つ 中央片

個　数 54 42 41 18 12 15 34 27 1 42 16 10 11 10 9 14 5 6 1 2 1 26 27 7 9 11 13 2 101 39 918 （102.8ｋｇ） 1 13 1 5 13 3 2 1 5 5

釉　　薬　　無　　し マ　ン　ガ　ン　釉　（　黒　釉　）

灰　　　色 赤　　　色

色　調

釉　薬

部　位

面取り数

接 合 材

端　　部

筒　部

玉　　縁　　部

面取り有り　１cm～２cm未満 面取り有り　２cm～３cm未満 面取り有り　３cm～４cm未満

漆喰付着

面取り一回 面取り二回 面取り不明

面取り有り

４cm～５cm未満

面取り有り

５cm～６cm未満
面取り無し 面取り不明

玉縁長　４cm未満（小）

セメント材

付着

漆喰

付着

接合材

無し
（重量)

漆喰付着 セメント材付着 セメント材付着セメント材付着 接合材無し 漆喰付着 セメント材付着 接合材無し 漆喰付着 接合材無し 漆喰付着 セメント材付着 接合材無し

接合材

無し

接合材

無し

角２つ 角１つ 中央片 角２つ 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角２つ 角１つ 中央片 角２つ 角１つ 中央片 角２つ 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角２つ 角１つ 中央片 角２つ 角１つ 中央片 角２つ 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角２つ 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 中央片 角１つ 中央片 角２つ 角１つ 中央片 中央片

個　数 1 14 1 4 21 10 15 8 10 96 18 1 6 11 2 12 27 14 1 1 16 2 1 11 9 6 89 25 3 5 4 33 275 31 2 826 30 34 2 36 58 251 157 6 112 83 1 277 173 4

玉　　縁　　部

マ　ン　ガ　ン　釉　（　黒　釉　）

色　調

釉　薬

部　位

面取り数

接 合 材

赤　　　色

玉 縁 部 欠 落

端　　　部

漆喰付着漆喰付着

玉縁長　５cm以上（大）

面取り有り　１cm未満 面取り有り　１cm～２cm未満

面取り一回 面取り二回 面取り不明

玉縁長　４cm～５cm（中）

面取り一回 面取り二回 面取り不明

セメント材付着 漆喰付着 セメント材付着 漆喰付着 セメント材付着 セメント材付着セメント材付着 漆喰付着 セメント材付着 漆喰付着 セメント材付着 漆喰付着 セメント材付着 接合材無し 漆喰付着 セメント材付着 漆喰付着

　

 　　 　

　

　 　 　 　 　 　 　 　

　

　

　

　

  

　　　

　　　

　　　

　

　

　　 　　

　

　

　

　

　

  

　　　

　　　

　　 　　

    

　　　

　 　 　 　

　 　

　

　　　

   

　

　

　

  

　　　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　

　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　

　　

　　 　　

         

　　

　



　

 　　 　

　

　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　　 　　

　

　

　

  

　 　 　 　 　 　 　　　

　　 　　

    

　

　 　 　 　 　　

　　 　　

     

　　 　　

　

　　 　　 　　

　

　

　

  

　　　

　     

　　

　

　　 　　

　　

　

　　 　　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　 　　　

　

　

　

  

　　

　

　　 　　

　 　 　

　

　

　　 　　

　 　 　 　 　 　 　 　

　

　

　

  

　　　

    

　　　

　

　 　

　

第33表　瓦集計表⑨（明朝系丸瓦）

※ （　　）は、重量。重量の計測は、表土出土の筒部に関してのみ。　☆は、有孔を1点含む。

面取り一回

漆喰付着
セメント材

付着

接合材

無し

セメント材

付着

接合材

無し

接合材

無し

角１つ 中央片 角１つ 中央片 中央片 角１つ 中央片 角１つ 角１つ 中央片 角２つ 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 中央片 角１つ 角２つ 角１つ 中央片 角２つ 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角２つ 角１つ 角２つ 角１つ 中央片 角１つ 角２つ 角１つ 中央片 角１つ 中央片 中央片

個　数 9 16 52 60 1 4 2 1 85 105 3 211 186 6 3 8 4 1 142 156 4 3 1 4 1 1 3 2 4 1 2 2 1 8 2 8 1 2 2 12 3 2 4 1

マ　ン　ガ　ン　釉　（　黒　釉　）

接合材

無し

漆喰付着漆喰付着 セメント材付着 セメント材付着 漆喰付着 セメント材付着

玉縁長　４cm未満（小）

セメント材付着
漆喰

付着

セメント材

付着

接合材無し 漆喰付着 セメント材付着 漆喰付着

面取り不明 面取り一回 面取り二回

セメント材付着

色　調

釉　薬

部　位

面取り数

接 合 材

赤　　　色

無　　　し

端　　　部

面取り有り　２cm～３cm未満
面取り有り

３cm～４cm未満

面取り有り

４cm～５cm未満

筒　部

玉　　縁　　部

接合材無し

面取り無し 面取り不明

玉縁長　４cm～５cm（中）

面取り二回

セメント材付着 漆喰付着

接合材

無し

セメント材

付着

接合材

無し

接合材

無し

接合材

無し

角２つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角２つ 中央片 角１つ 角１つ 中央片 角１つ 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角２つ 角１つ 中央片 角２つ 角１つ 中央片 角１つ 角２つ 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 中央片

個　数 1 6 3 8 2 2 5 2 16 1 9 2 2 1 1 5 5 7 2 2 187 28 344 8 26 1476 1 16 17 3 68 49 1 1 55 40 112 43 4 8 12 15 2 2 1 1 1 1

色　調

釉　薬

部　位

面取り数

接 合 材

赤　　　色

無　　　し

玉　　縁　　部

玉 縁 部 欠 落

端　　　部

面取り有り　１cm未満 面取り有り　１cm～２cm未満 面取り有り　２cm～３cm未満 面取り有り　３cm～４cm未満

面取り不明 面取り一回 面取り二回 面取り不明

玉縁長　４cm～５cm（中） 玉縁長　５cm以上（大）

接合材無し漆喰付着 セメント材付着 接合材無し 漆喰付着 セメント材付着 漆喰付着 セメント材付着 漆喰付着 接合材無し 漆喰付着 セメント材付着 漆喰付着 セメント材付着漆喰付着 セメント材付着 漆喰付着 セメント材付着 漆喰付着 セメント材付着

漆喰

付着

接合材

無し
漆喰付着

漆喰

付着

接合材

無し

漆喰

付着

セメント材

付着

セメント材

付着

接合材

無し

漆喰

付着

セメント材

付着

接合材

無し
漆喰付着

セメント材

付着

漆喰

付着

接合材

無し

漆喰

付着

セメント材

付着

角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 角１つ 角１つ 角１つ 角１つ 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 角１つ 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 角１つ 角１つ

個　数 2 1 85 44 153 5 4 4 1 47 60 5595 （643.5ｋｇ） 1 1 1 1 1 2 1 2 1 5 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 4 2 8 （0.7ｋｇ） 15053 （748ｋｇ）

端　　　部

重 量 合 計

色　調

釉　薬

部　位

面取り数

接 合 材

赤　　　色 赤　褐　色　(　陶　磁　器　質　)

合　　計

無　　　し マ　ン　ガ　ン　釉　（　黒　釉　） 無　　し

面取り有り

１cm未満

面取り有り

１cm～２cm未満

筒　部筒　部

玉　　縁　　部

玉 縁 部 欠 落 筒 部 玉 縁 部 欠 落

端　　部

面取り有り

２cm～３cm未満
面取り無し

面取り不明

面取り有り

４cm～５cm未満
面取り無し 面取り不明

玉縁長　４cm未満（小）

漆喰付着 セメント材付着 接合材無し
漆喰

付着

面取り一回

漆喰

付着

セメント材

付着

接合材

無し
（重量)

セメント材

付着

接合材

無し
（重量)

漆喰付着
漆喰

付着

漆喰付着



第33表　瓦集計表⑩（明朝系平瓦）

※ （　　）は、重量。重量の計測は、表土出土の筒部に関してのみ。

マンガン釉薬 釉薬無し

浅い紐圧痕

横長さ1.1～1.9cm

深い紐圧痕

横長さ2.0cm以上

計測不可
圧痕と圧痕の距離

2.5～3.0cm未満

圧痕と圧痕の距離

3.0～3.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

3.5～4.0cm未満

圧痕と圧痕の距離

4.0～4.5cm未満

漆喰付着 漆喰付着 接合材無し 接合材無し 漆喰付着 接合材無し 接合材無し 漆喰付着 漆喰付着 漆喰付着 セメント材付着 接合材無し
セメント材

付着

セメント材

付着

セメント材

付着
接合材無し

角1つ 角1つ 角1つ 角1つ 中央片 角1つ 中央片 中央片 中央片 角１つ 筒部片 角１つ 角1つ 角１つ 角1つ 角１つ 中央片 角１つ 中央片 中央片 角１つ 中央片 角１つ 角１つ 中央片 角１つ 角１つ 中央片 角１つ 中央片

個　数 1 1 1 1 3 2 9 1 7 1 10 24 （1.5kg） 1 1 1 1 1 6 2 1 1 4 1 2 4 1 9 15 4 12 2

漆喰付着 接合材無し 漆喰付着 セメント材付着 漆喰付着 漆喰付着 漆喰付着

圧痕と圧痕の距離

2.0～2.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

2.5～3.0cm未満

圧痕と圧痕の距離

3.0～3.5cm未満

不明圧痕 不明圧痕 紐圧痕無し 紐圧痕無し

浅い紐圧痕

横長さ1.1～1.9cm

釉　薬　無　し

不明圧痕

浅い紐圧痕　横長さ1.1～1.9cm

色　調

釉　薬

部　位

紐圧痕

接合材

褐　　色 灰　　色

マンガン釉薬 釉薬無し 釉薬無し

筒部片

（表土出土）

マンガン釉

広端部 狭端部

筒部

広端部 広　端　部

圧痕と圧痕の距離

4.5～5.0cm未満

圧痕と圧痕の距離

3.0～3.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

4.0～4.5cm未満

セメント材

付着
漆喰付着

セメント材

付着
漆喰付着 セメント材付着 漆喰付着 セメント材付着 セメント材付着 接合材無し 接合材無し

角2つ 角１つ 中央片 角１つ 角１つ 角１つ 角１つ 角１つ 角１つ 角１つ 角１つ 角１つ 中央片 角１つ 中央片 中央片 角１つ 中央片 角２つ 中央片 中央片 角２つ 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角２つ 角１つ 中央片 角２つ 角１つ 中央片 角１つ 中央片

個　数 1 9 2 22 4 7 1 1 1 1 1 6 1 1 1 1 33 12 1 3 3 1 51 11 41 1 3 5 1 43 13 1 13 3 1 4

漆喰付着 セメント材付着 接合材無し漆喰付着 セメント材付着 漆喰付着 セメント材付着 漆喰付着 セメント材付着

広　端　部

釉　薬　無　し

色　調

釉　薬

部　位

紐圧痕

接合材

灰　　色

圧痕と圧痕の距離

2.5～3.0cm未満

浅い紐圧痕　横長さ1.1～1.9cm 浅い紐圧痕　　横長さ2.0cm以上 深い紐圧痕　　横長さ1.1～1.9cm

圧痕と圧痕の距離

3.0～3.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

3.5～4.0cm未満

漆喰付着

圧痕と圧痕の距離

3.5～4.0cm未満

圧痕と圧痕の距離

4.0～4.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

3.5～4.0cm未満

圧痕と圧痕の距離

2.0～2.5cm未満

接合材無し

不明圧痕

圧痕と圧痕の距離

2.0～2.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

計測不可

セメント材

付着
漆喰付着

セメント材

付着

接合材

無し
漆喰付着 漆喰付着

セメント材

付着
接合材無し 漆喰付着 漆喰付着 漆喰付着 接合材無し 漆喰付着

角１つ 中央片 角１つ 角１つ 中央片 中央片 中央片 中央片 角１つ 角１つ 角１つ 角１つ 中央片 角１つ 中央片 中央片 角１つ 中央片 角２つ 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 中央片 中央片 角１つ 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片

個　数 8 6 8 1 3 13 2 6 2 5 9 17 5 11 2 7 21 20 1 23 3 2 3 7 6 11 1 1 2 22 2 1 73 65 2 1 6 6

漆喰付着 セメント材付着 漆喰付着 セメント材付着 接合材無し

圧痕と圧痕の距離

3.5～4.0cm未満

セメント材付着 漆喰付着 セメント材付着 接合材無し漆喰付着

色　調

釉　薬

部　位

紐圧痕

接合材

灰　　色

不明圧痕

圧痕と圧痕の距離

4.0～4.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

計測不可

広　端　部

釉　薬　無　し

圧痕と圧痕の距離

4.0～4.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

4.5～5.0cm未満

圧痕と圧痕の距離

計測不可

深い紐圧痕　　横長さ1.1～1.9cm 深い紐圧痕 横長さ2.0cm以上

漆喰付着 接合材無し

圧痕と圧痕の距離

2.5～3.0cm未満

圧痕と圧痕の距離

3.0～3.5cm未満

浅い紐圧痕

横長さ1.1～1.9cm

浅い紐圧痕

横長さ2.0cm以上

圧痕と圧痕の距離

4.0～4.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

2.5～3.0cm未満

圧痕と圧痕の距離

3.5～4.0cm未満

圧痕と圧痕の距離

4.0～4.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

3.5～4.0cm未満

接合材

無し
漆喰付着 漆喰付着

セメント材

付着

接合材

無し

セメント材

付着
接合材無し 漆喰付着 漆喰付着 漆喰付着 セメント材

漆喰

付着

セメント材

付着

接合材

無し

角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 角１つ 角１つ 角１つ 中央片 角１つ 角１つ 角１つ 中央片 角１つ 角１つ 角１つ 角1つ 中央片 角２つ 角２つ 角１つ 中央片 角２つ 角１つ 中央片 角2つ 角1つ 中央片 筒部片 筒部片 筒部片

個　数 366 435 84 81 2 2 3 1 2 1 1 5 1 1 2 2 2 1 1 1 2 1 1 1 488 317 2 262 128 1 12 9 68 9 4

狭端部 狭端部

漆喰付着 セメント材付着

圧痕と圧痕の距離

2.5～3.0cm未満

圧痕と圧痕の距離

3.0～3.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

4.0～4.5cm未満

接合材無し漆喰付着 セメント材付着 漆喰付着 漆喰付着 漆喰付着 セメント材付着

色　調

釉　薬

部　位

紐圧痕

接合材

灰　　　色

マンガン釉釉薬無し マンガン釉 釉薬無し 釉薬無し

筒部

紐圧痕無し 紐圧痕無し

深い紐圧痕　横長さ1.1～1.9cm 深い紐圧痕　横長さ1.1～1.9cm 深い紐圧痕 2.0cm以上

紐圧痕無し

広端部 狭端部

　

 　　

　

　 　

　

　

　

　　　 　　

　 　 　 　

　 　

　　

　

　　

　

　

　

　　　

　 　 　 　

　 　 　

　　

　

　　　

　 　 　　 　 　 　

　 　 　

　

　

　

　 　

　　

　

　

　

　

　　　

　 　 　

　　 　　

　　　　 　　



　

 　　

　

　 　 　

　

　

　

　

　　 　　

　 　

　

　 　

　 　 　

　

　

　

　　

　 　　 　　

　

　

　

　

　　

　 　

　 　 　

　　  

　

　

　

　

　　　

　 　  

第33表　瓦集計表⑪（明朝系平瓦）

※ （　　）は、重量。重量の計測は、表土出土の筒部に関してのみ。

計測不可

漆喰

付着

セメント材

付着

接合材

無し

漆喰

付着

セメント材

付着

接合材

無し

セメント材

付着

接合材

無し
漆喰付着

漆喰

付着

セメント材

付着

漆喰

付着

セメント材

付着

接合材

無し

筒部片 筒部片 筒部片 中央片 角1つ 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 角１つ 中央片 角１つ 角１つ 中央片 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 角１つ 角１つ 角１つ 中央片 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片

個　数 274 13 90 2990 （310.02kg） 3 1 13 7 6 6 4 1 54 15 41 14 4 4 17 13 7 6 6 4 2 7 1 1 1 7 1 3 1 2 1 2 5 2 1 15 16 6 11 4 1

漆喰付着 漆喰付着 セメント材付着 接合材無し接合材無し 漆喰付着 セメント材付着 漆喰付着 セメント材付着 漆喰付着漆喰付着 セメント材付着 接合材無し 漆喰付着 セメント材付着

圧痕と圧痕の距離

2.0～2.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

2.5～3.0cm未満

圧痕と圧痕の距離

3.0～3.5cm未満

浅い紐圧痕　横長さ1.1～1.9cm 浅い紐圧痕　横長さ2.0cm以上

色　調

釉　薬

部　位

紐圧痕

接合材

灰　　　色 赤　　色

圧痕と圧痕の距離

4.0～4.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

2.0～2.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

2.5～3.0cm未満

筒部

釉薬無し

筒部片

（表土出土）

マ　ン　ガ　ン　釉

広　端　部

深い紐圧痕　　横長さ1.1～1.9cm

圧痕と圧痕の距離

3.5～4.0cm未満

圧痕と圧痕の距離

4.0～4.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

3.0～3.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

3.5～4.0cm未満

圧痕と圧痕の距離

2.0～2.5cm未満

接合材

無し
漆喰付着

セメント材

付着

角１つ 中央片 角２つ 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角2つ 角１つ 中央片 角2つ 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片

個　数 55 23 1 31 27 5 5 1 28 7 2 17 12 4 4 9 5 12 2 3 1 4 2 7 3 1 29 4 20 1 3 2 24 21 24 9 9 6 11 1 1 1

深い紐圧痕　　横長さ2.0cm以上

圧痕と圧痕の距離

4.0～4.5cm未満

接合材無し漆喰付着 接合材無し 漆喰付着 セメント材付着 接合材無し 漆喰付着 セメント材付着漆喰付着 セメント材付着 接合材無し 漆喰付着 セメント材付着

色　調

釉　薬

部　位

紐圧痕

接合材

赤　　　色

マ　ン　ガ　ン　釉

広　端　部　

深い紐圧痕　　横長さ1.1～1.9cm

圧痕と圧痕の距離

3.0～3.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

3.5～4.0cm未満

圧痕と圧痕の距離

4.0～4.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

2.5～3.0cm未満

圧痕と圧痕の距離

3.0～3.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

3.5～4.0cm未満

接合材無し漆喰付着 セメント材付着 セメント材付着 漆喰付着

浅い紐圧痕

横長さ2.0cm以上

計測不可
圧痕と圧痕の距離

2.5～3.0cm未満

接合材無し 接合材無し 接合材無し 漆喰付着
セメント材

付着
接合材無し 漆喰付着

セメント材

付着

角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角2つ 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 角１つ 角１つ 中央片 中央片 角１つ

個　数 24 27 18 40 459 205 166 83 11 8 8 4 1 1 35 23 13 9 10 15 64 16 31 13 10 4 43 8 21 14 14 7 2 1 2 1 1 2 1 1 1

漆喰付着 セメント材付着漆喰付着 セメント材付着漆喰付着 セメント材付着 漆喰付着 セメント材付着 漆喰付着 セメント材付着セメント材付着 接合材無し 漆喰付着 セメント材付着 接合材無し

赤　　　色

釉　薬　無　しマ　ン　ガ　ン　釉

広　端　部　

色　調

釉　薬

部　位

紐圧痕

接合材

広　端　部

圧痕と圧痕の距離

4.0～4.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

4.5～5.0cm未満

圧痕と圧痕の距離

2.0～2.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

2.5～3.0cm未満

圧痕と圧痕の距離

3.0～3.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

3.5～4.0cm未満

不明圧痕 紐圧痕無し

浅い紐圧痕　　横長さ1.1～1.9cm

漆喰付着

圧痕と圧痕の距離

2.0～2.5cm未満

漆喰

付着

セメント材

付着

セメント材

付着

漆喰

付着

セメント材

付着

接合材

無し

漆喰

付着

セメント材

付着
漆喰付着

接合材

無し

角１つ 角１つ 角１つ 中央片 角１つ 角１つ 中央片 角１つ 角１つ 角１つ 中央片 角1つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 角１つ 角1つ 角１つ 中央片 角１つ 中央片 中央片

個　数 6 9 7 2 1 1 2 5 1 4 1 1 2 29 18 12 11 6 9 34 39 37 32 11 43 29 14 16 22 7 9 6 131 7 1 5 1 10 4 7 2 1

漆喰付着 接合材無し 漆喰付着
セメント材

付着

セメント材

付着

圧痕と圧痕の距離

2.5～3.0cm未満

漆喰付着
セメント材

付着
接合材無し 漆喰付着

セメント材

付着
漆喰付着 接合材無し 漆喰付着

セメント材

付着
漆喰付着

セメント材

付着

色　調

釉　薬

部　位

紐圧痕

接合材

赤　　　色

釉　薬　無　し

広　　端　　部

深い紐圧痕　　横長さ2.0cm以上

圧痕と圧痕の距離

3.0～3.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

3.5～4.0cm未満

圧痕と圧痕の距離

4.0～4.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

2.0～2.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

2.5～3.0cm未満

圧痕と圧痕の距離

3.0～3.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

3.5～4.0cm未満

圧痕と圧痕の距離

4.0～4.5cm未満

浅い紐圧痕　　横長さ2.0cm以上 深い紐圧痕　　横長さ1.1～1.9cm

圧痕と圧痕の距離

4.5～5.0cm未満

　

 　　

　

　

　

　

　　　

　 　 　

　　 　　

　　

　

　　

　

　

　

　　

　　 　　 　　

　

 

　

　

　

　　 　 　

　 　 　 　 　　 　   

　

　　 

　

　

　

　 　

　　　

　 　 　 　

　 　 　 　

　 　



　

 　　

　

　 　

　

　

　

　　　 　　

　 　 　 　

　 　

　　

　

　　

　

　

　

　　　

　 　 　 　

　 　 　

　　

　

　　　

　 　 　　 　 　 　

　 　 　

　

　

　

　 　

　　

　

　

　

　

　　　

　 　 　

　　 　　

　　　　 　　

第33表　瓦集計表⑫（明朝系平瓦）

※ （　　）は、重量。重量の計測は、表土出土の筒部に関してのみ。

漆喰

付着

セメント材

付着

接合材

無し

漆喰

付着

セメント材

付着

接合材

無し

角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角２つ 角１つ 角1つ 中央片 角1つ 中央片 角1つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 筒部片 筒部片 筒部片 筒部片 筒部片 筒部片

個　数 62 14 43 7 1 1 41 10 19 28 29 3 15 5 23 12 1 2 2 1 1 4 80 87 35 22 2 6 744 941 185 209 43 17 429 233 18 281 63 69 12427 （1219.4kg）

接合材

無し
漆喰付着

セメント材

付着
接合材無し 漆喰付着

セメント材

付着
漆喰付着接合材無し

セメント材

付着

接合材

無し
漆喰付着

セメント材

付着
漆喰付着

セメント材

付着
接合材無し 漆喰付着

セメント材

付着

色　調

釉　薬

部　位

紐圧痕

接合材

赤　　　色

釉　薬　無　し マンガン釉 釉薬無し

筒部片

（表土出土）

広　　端　　部

筒部

圧痕と圧痕の距離

3.0～3.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

3.5～4.0cm未満

圧痕と圧痕の距離

4.0～4.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

4.5～5.0cm未満

筒部
深い紐圧痕　　横長さ2.0cm以上

不明圧痕 紐圧痕無し

浅い紐圧痕

横長さ2.0cm以上

圧痕と圧痕の距離

3.0～3.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

3.5～4.0cm未満

圧痕と圧痕の距離

4.0～4.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

3.5～4.0cm未満

圧痕と圧痕の距離

2.0～2.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

3.0～3.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

6.5cm

圧痕と圧痕の距離

2.5～3.0cm未満

セメント材付着 セメント材付着 漆喰付着
漆喰

付着

漆喰

付着

セメント材

付着

漆喰

付着
接合材無し

漆喰

付着

セメント材

付着
接合材無し

漆喰

付着

セメント材

付着
漆喰付着 漆喰付着 漆喰付着

角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 角１つ 中央片 中央片 角１つ 中央片 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 中央片 中央片 角１つ 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角２つ 角１つ 中央片 角１つ 中央片 中央片 中央片 中央片 中央片

個　数 1 1 3 4 7 2 1 3 1 7 3 21 2 26 7 2 2 3 9 1 1 4 714 417 6 807 520 1 2 1 1 1 1

圧痕と圧痕の距離

3.0～3.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

2.5～3.0cm未満

狭端部

浅い紐圧痕　　横長さ1.1～1.9cm

セメント材付着
セメント材

付着
セメント材付着

セメント材

付着

セメント材

付着
セメント材付着 セメント材付着 漆喰付着

色　調

釉　薬

部　位

紐圧痕

接合材

赤　　色

狭端部

深い紐圧痕　　横長さ1.1～1.9cm

マンガン釉 釉薬無し

深い紐圧痕　　横長さ2.0cm以上

紐圧痕無し

浅い紐圧痕　　横長さ1.1～1.9cm

圧痕と圧痕の距離

3.0～3.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

3.5～4.0cm未満

圧痕と圧痕の距離

2.5～3.0cm未満

圧痕と圧痕の距離

2.0～2.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

2.5～3.0cm未満

圧痕と圧痕の距離

2.0～2.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

2.5～3.0cm未満

浅い紐圧痕

横長さ2.0cm以上

圧痕と圧痕の距離

1.5cm

圧痕と圧痕の距離

2.5～3.0cm未満

圧痕と圧痕の距離

2.5～3.0cm未満

圧痕と圧痕の距離

3.0～3.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

2.5～3.0cm未満

圧痕と圧痕の距離

3.0～3.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

4.0～4.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

2.0～2.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

4.0～4.5cm未満

セメント材付着 セメント材付着 接合材無し 漆喰付着 セメント材付着 接合材無し 漆喰付着 漆喰付着
セメント材

付着
接合材無し

漆喰

付着

接合材

無し
接合材無し 漆喰付着 接合材無し

セメント材

付着
接合材無し 接合材無し

角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 角１つ 中央片 角１つ 中央片 中央片 角１つ 角１つ 角１つ 角1つ 中央片 中央片 角1つ 角1つ 角1つ 中央片 角1つ 角１つ 中央片 中央片 角１つ 角1つ

個　数 2 3 3 1 8 6 1 1 1 469 430 318 323 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 6 1 1 1 1

深い紐圧痕 横長さ1.1～1.9cm

圧痕と圧痕の距離

3.0～3.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

2.5～3.0cm未満

圧痕と圧痕の距離

3.0～3.5cm未満

漆喰付着
セメント材

付着
漆喰付着

セメント材

付着
漆喰付着 漆喰付着

色　調

釉　薬

部　位

紐圧痕

接合材

赤　　色 赤　褐　色

釉薬なし釉薬無し マンガン釉薬

狭端部 広端部 広端部

深　い　紐　圧　痕　　横長さ1.1～1.9cm 深い紐圧痕　横長さ2.0cm以上

紐圧痕無し

圧痕と圧痕の距離

3.0～3.5cm未満

深い紐圧痕 横長さ1.1～1.9cm

不明圧痕

浅い紐圧痕 横長さ1.1～1.9cm

マンガン釉薬

狭端部

深い紐圧痕

横長さ1.1～1.9cm

圧痕と圧痕の距離

2.0～2.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

3.0～3.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

2.0～2.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

4.0～4.5cm未満

漆喰付着 漆喰付着
セメント材

付着
漆喰付着 漆喰付着

セメント材

付着

漆喰

付着

接合材

無し

漆喰

付着

セメント材

付着

接合材

無し

セメント材

付着

接合材

無し
セメント材付着

中央片 中央片 角1つ 中央片 中央片 角１つ 角1つ 角１つ 中央片 角１つ 角１つ 中央片 筒部片 筒部片 筒部片 筒部片 筒部片 角１つ 中央片 角１つ 角１つ 中央片 角２つ 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角２つ 角１つ 中央片 角１つ 角１つ 中央片 角１つ 中央片 中央片

個　数 1 1 22 13 1 2 1 36 16 2 1 2 8 1 8 3 9 43 （4.3kg） 1 1 2 7 2 1 8 1 31 12 1 7 2 1 1 2 2 1 1

漆喰付着 漆喰付着
接合材

無し
漆喰付着 漆喰付着

セメント材

付着
漆喰付着

セメント材

付着
漆喰付着

セメント材

付着

紐圧痕無し 紐圧痕無し

浅い紐圧痕　　横長さ1.1～1.9cm

圧痕と圧痕の距離

2.0～2.5cm未満

深い紐圧痕 横長さ2.0cm以上

不明圧痕

圧痕と圧痕の距離

2.5～3.0cm未満

圧痕と圧痕の距離

3.0～3.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

3.5～4.0cm未満

色　調

釉　薬

部　位

紐圧痕

接合材

赤　褐　色

釉薬なし 釉薬無し マンガン釉

赤　　　色

大　和　風　撫　で

釉薬無し

筒部片

（表土出土）

マ　ン　ガ　ン　釉

広端部 狭端部

筒部 筒部

広　端　部

　

　

　　　

　

　

　

　 　 　 　

　　 　　

　 　 　 　 　 　 　

　 　 　　 　　

　

 　　

　

　 　 　 　

  

　　　

　

　

　

　

　　　

　

　

　

　 　 　 　

　 　 　

　　 　　

　　 　　 　　 　　



　

 　　

　

　

　

　

　　　

　 　 　

　　 　　

　　

　

　　

　

　

　

　　

　　 　　 　　

　

 

　

　

　

　　 　 　

　 　 　 　 　　 　   

　

　　 

　

　

　

　 　

　　　

　 　 　 　

　 　 　 　

　 　

第33表　瓦集計表⑬（明朝系平瓦）

圧痕と圧痕の距離

4.0～4.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

2.0～2.5cm未満

漆喰付着
セメント材

付着

セメント材

付着

セメント材

付着
セメント材付着 漆喰付着

接合材

無し

角１つ 角１つ 角１つ 中央片 中央片 角１つ 中央片 角１つ 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角２つ 角１つ 角１つ 中央片 角１つ 中央片 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ

個　数 2 1 4 1 3 8 7 2 60 6 18 3 7 4 5 1 2 1 10 1 1 4 2 2 5 1 1 13 91 41 21 2 19 2 5 8 38 1 9 34 1

セメント材

付着
漆喰付着

セメント材

付着
漆喰付着

セメント材

付着
漆喰付着

セメント材

付着
漆喰付着

セメント材

付着
漆喰付着

圧痕と圧痕の距離

2.5～3.0cm未満

圧痕と圧痕の距離

3.0～3.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

2.0～2.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

2.5～3.0cm未満

圧痕と圧痕の距離

2.5～3.0cm未満

圧痕と圧痕の距離

3.0～3.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

3.5～4.0cm未満

漆喰付着 漆喰付着
セメント材

付着
漆喰付着漆喰付着 漆喰付着

セメント材

付着

圧痕と圧痕の距離

3.0～3.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

3.0～3.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

3.5～4.0cm未満

赤　　　色

色　調

釉　薬

部　位

紐圧痕

接合材

大　和　風　撫　で

深い紐圧痕

横長さ1.1～1.9cm
深い紐圧痕　　横長さ2.0cm以上

圧痕不明

浅い紐圧痕　　横長さ1.1～1.9cm

マ　ン　ガ　ン　釉 釉　薬　無　し

広　端　部 広　　端　　部

浅い紐圧痕

横長さ2.0cm以上

灰色

マンガン釉

深い圧痕

横長さ2.0cm以上

浅い紐圧痕

横長さ1.1～1.9cm

深い圧痕

横長さ1.1～1.9cm

圧痕と圧痕の距離

2.5～3.0cm未満

圧痕と圧痕の距離

3.0～3.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

3.5～4.0cm未満

圧痕と圧痕の距離

3.0～3.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

2.5～3.0cm未満

圧痕と圧痕の距離

3.0～3.5cm未満

セメント材付着 漆喰付着 漆喰付着 セメント材付着
接合材

無し
セメント材付着 セメント材付着

接合材

無し

漆喰

付着

セメント材

付着
無し

漆喰

付着

セメント材

付着
無し セメント材付着

角１つ 中央片 中央片 角１つ 角１つ 中央片 角２つ 角１つ 中央片 中央片 中央片 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 筒部片 筒部片 筒部片 筒部片 筒部片 筒部片 筒部片

個　数 2 1 1 1 204 60 2 278 225 1 1 1 81 1 141 93 1 46 1 2 3 2 3 2282 （273.9kg） 5 29804 4902 34706

※ （　　）は、重量。重量の計測は、表土出土の筒部に関してのみ。 重量合計 （1809.1kg）

筒部

紐圧痕無し 紐圧痕無し

深い圧痕　横長さ1.1～1.9cm

漆喰付着
セメント材

付着
漆喰付着

セメント材

付着

大　和　風　撫　で

大和風撫で

以外

合計

大和風撫で

合計

総 合 計

赤　　　色

マンガン釉 釉薬無し色　調

釉　薬

部　位

紐圧痕

接合材

マンガン釉 釉薬無し

筒部片

（表土出土）

狭端部 狭端部

筒部 筒部

圧痕と圧痕の距離

3.5～4.0cm未満

圧痕と圧痕の距離

4.0～4.5cm未満

漆喰

材着

セメント材

付着

セメント材

付着
漆喰付着 セメント材付着

漆喰

付着

接合材

無し

漆喰

付着

漆喰

付着

セメント材

付着

漆喰

付着

角１つ 中央片 角１つ 中央片 角1つ 中央片 角１つ 中央片 中央片 角１つ 中央片 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 角１つ 中央片 角１つ 角１つ 角１つ 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片 角１つ 中央片

個　数 10 4 3 3 1 1 3 2 1 1 1 1 2 5 37 5 11 12 70 18 26 17 1 14 1 9 7 1 1 1 5 3 13 5 1 2 7 2 3 266 283 49 25

セメント材

付着
漆喰付着

セメント材

付着
漆喰付着

セメント材

付着
漆喰付着

セメント材

付着

セメント材

付着

セメント材

付着
漆喰付着

セメント材

付着
漆喰付着

セメント材

付着
漆喰付着

セメント材

付着
漆喰付着

圧痕と圧痕の距離

3.5～4.0cm未満

圧痕と圧痕の距離

3.5～4.0cm未満
計測不可

圧痕と圧痕の距離

3.0～3.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

2.0～2.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

2.5～3.0cm未満

赤　　　色

色　調

釉　薬

部　位

紐圧痕

接合材

大　和　風　撫　で

釉　薬　無　し

広　　端　　部

圧痕と圧痕の距離

4.0～4.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

2.5～3.0cm未満

浅い紐圧痕　　横長さ1.1～1.9cm 浅い紐圧痕　　横長さ2.0cm以上 深い紐圧痕　　横長さ1.1～1.9cm 深い紐圧痕　　横長さ2.0cm以上

圧痕不明

圧痕と圧痕の距離

3.0～3.5cm未満

圧痕と圧痕の距離

3.5～4.0cm未満

圧痕と圧痕の距離

3.0～3.5cm未満



第33表　瓦集計表⑭（明朝系役瓦）

大形品
不明品

（破損大）
大形品

不明品

（破損大）
中形品

不明品

（破損大）

２巻 不明 不明 不明 不明 不明 不明 １巻 ３巻 ３巻 不明 ２巻 ３巻 不明

個　　数 1 1 1 1 1 4 1 1 1 1 2 2 2 14

灰色 赤色

分　類

色　調

釉　薬

接 合 材

大きさなど

雲　形

釉薬なし 釉薬なし マンガン釉（黒釉）

大形品 小形品 中形品 小形品

漆喰材 セメント材 漆喰材 セメント材 漆喰材

役瓦 大形丸瓦

赤色 灰色 灰色 赤色

個　　数 1 1 1 1 103

分　類

色　調

釉　薬

接 合 材

大きさなど

龍頭部

合　計

漆喰材 漆喰材 漆喰材

マンガン釉（黒釉）釉薬なし 釉薬なし

赤色 灰色

接合材無し 漆喰材

不明品

（破損大）

１巻 不明 １巻 ２巻 ３巻 不明

個　　数 1 14 3 2 9 27 1 1 1 2 3 1 1

分　類

色　調

釉　薬

接 合 材

大きさなど

雲形 花形 Ｌ字瓦

灰色

マンガン釉（黒釉） 釉薬なし マンガン釉

（黒釉）
釉薬なし

飾瓦花形

赤色

褐色

(生焼色)
灰色 赤色

大きさ・巻数・形状

　不明
漆喰材

大形品 小形品

セメント材



第34表　瓦観察一覧①
挿図番号
図版番号

造瓦
系統

種類 部位 分類 色調 観察事項 旧出土地 新出土地

第92図
図版61

１
明朝系 軒丸瓦 瓦当部 Ⅰ-A 灰色 瓦当上半部の資料。珠文が小さく多い。兎の耳状の花弁がみられる。 不明 出土地不明

第92図
図版61

２
明朝系 軒丸瓦 瓦当部 Ⅰ-B 褐色

瓦当面を残す破片。丸瓦部がはずれている。褐色。瓦当裏には縦方
向の指撫で跡が明瞭。

不明 出土地不明

第92図
図版61

３
明朝系 軒丸瓦 瓦当部 Ⅰ-C 灰色

瓦当を三分の二ほどを留める資料。灰色。顎は破損しているが、裏面
全体に指撫でが大きく残る。

表　L1　98 L1-98　表採

第92図
図版61

４
明朝系 軒丸瓦 瓦当部 Ⅲ-A 灰色

瓦当面の剥離が著しく進んでいる。珠文や僅かにみられる兎の耳状の
花弁から5に類似する文様である。灰色瓦当面は撫で整形が極めて明
瞭である。瓦当径約15㎝。器壁の厚み1.7㎝である。

S60 出土地不明

第92図
図版61

５
明朝系 軒丸瓦 瓦当部 Ⅲ-A 灰色

本資料も細かい瓦当破片である。灰色。珠文が大きく、少ない点が特
徴。さらに花弁の表現が線になる。

表土　K5　103 K5-103　表土

第92図
図版61

６
明朝系 軒丸瓦 瓦当部 Ⅱ-A 灰色

正視型の花文様で、菊状を呈する。瓦当部の細片。瓦当裏は撫で整
形。器壁の厚み1.7㎝。

L　97 出土地不明

第92図
図版61

７
明朝系 軒丸瓦 瓦当部 Ⅳ-A 灰色

瓦当部細片。文様は牡丹。全体に扁平になる。花弁は三山状に円く
表現される。裏面は撫で整形。

S60 出土地不明

第92図
図版61

８
明朝系 軒丸瓦 瓦当部 Ⅳ-A 灰色 花弁の一部のみを残す瓦当細片。三山状の花弁を呈する。 S60 出土地不明

第92図
図版61

９
明朝系 軒丸瓦 瓦当部 Ⅳ-E 赤色

外区がはずれ、中の瓦当面のみを残した資料。文様は全体に扁平に
なる。花弁は二山状の表現になる。瓦当裏の成形は指撫でが行われ、
やや凹凸面をなしている。

表　K10　102 K10-102　表採

第92図
図版61

10
明朝系 軒丸瓦 瓦当部 Ⅳ-C 灰色

瓦当面はほぼ完全で、丸瓦の頂部が残る資料である。文様面はかなり
扁平化して文様自体も薄い。先に紹介した文様同様に花弁は二山形
状を呈している。瓦当裏は指撫で成形のため凹凸を呈している。瓦当
径14.5㎝。

不明 出土地不明

第92図
図版61

11
明朝系 軒丸瓦 瓦当部 Ⅳ-C 灰色

花文様分部のみを残して大きく破損した瓦当資料。花弁が二山形状
を呈する花文様。

K0　97 K0-97　表採

第92図
図版61

12
明朝系 軒丸瓦 瓦当部 Ⅳ-D 灰色

瓦当を欠落するものの、丸瓦の接合が残り、全体の状況を押さえること
が出来る資料である。顎部分が正面に向かい反り返る。文様は具象的
で、また、三山状の花弁があり、華やかな印象をみせる。瓦当径14.2
㎝。

SW13　内下部 L0-96　SW13

第93図
図版62

13
明朝系 軒丸瓦 瓦当部 Ⅳ-B 灰色

上記の文様類型と同じであるが、文様全体の扁平化と花文様の簡略
がみられる。花弁は二山状で、花芯も輪郭が曖昧である。瓦当径15.8
㎝。

K0　97
石組遺構内

K0-97  SW6

第93図
図版62

14
明朝系 軒丸瓦 瓦当部 Ⅴ-A 灰色

ほぼ全体観のわかる軒瓦資料である。僅かに側面と玉縁側が欠損。瓦
当面と丸瓦との接合角度は100度である。瓦当裏の撫では明瞭にな
る。瓦当文様は牡丹文。珠文は14個付されている。瓦当径15.0㎝。漆
喰の付着がある。

K5-97　Ⅱ層 K5-97　Ⅱ層

第93図
図版62

15
明朝系 軒丸瓦 瓦当部 Ⅴ-B 灰色

器面の風化がみられる瓦当破片。文様は牡丹文。瓦当裏は撫でによ
る指痕が残る。瓦当径15.0㎝。

不明 出土地不明

第93図
図版62

16
明朝系 軒丸瓦 瓦当部 Ⅴ-A 灰色

牡丹文様の瓦当破片である。文様は比較的鮮明。珠文は14個であ
る。瓦当裏には成形時の指撫で痕が残る。瓦当径15.0㎝。

表　K8　102 K8-102  表採

第93図
図版62

17
明朝系 軒丸瓦 瓦当部 Ⅴ-B 灰色 文様を僅かに残す瓦当小片である。文様は牡丹文様。 表　K10　102 K10-102  表採

第93図
図版62

18
明朝系 軒丸瓦 瓦当部 Ⅴ-B 赤色

瓦当頂部を欠いた資料。瓦当裏面は粗く整形痕が顕著に残る。瓦当
断面は凸レンズ状を呈する。文様は牡丹。瓦当径14.5㎝。漆喰の付着
を認める。

表　K0　100 K0-100  表採

第93図
図版62

19
明朝系 軒丸瓦 瓦当部 Ⅴ-C 赤色

瓦当の成形および文様などが丁寧な作りである。牡丹の花弁は二山
状。瓦当裏面の撫で整形も平滑。断面は四角形に近く扁平である。瓦
当径15.0㎝。瓦当面、裏ともにマンガン釉を塗付する。

L1-102　表採 L1-102　表採

第93図
図版62

20
明朝系 軒丸瓦 瓦当部 Ⅴ-C 赤色

瓦当顎の整形は断面が台形状になる。文様面である瓦当面がきれい
である。文様そのものも鮮明。花弁は二山状。瓦当裏面の撫で整形も
平滑。瓦当断面が台形を呈する。瓦当径15.5㎝。瓦当面、裏ともにマ
ンガン釉を塗付する。セメント付着。

S60 出土地不明

第93図
図版62

21
明朝系 軒丸瓦 瓦当部 Ⅵ-A 赤色

顎周辺を大きく欠落した瓦当部資料。瓦当面は厚くマンガンを塗布し
たため黒色になる。裏面の撫では粗く、荒れている。顎部は欠落して
いるが、断面形状から凸レンズ形が推定される。瓦当径14.6㎝。

第62　柱穴 K9-93  柱穴62

第94図
図版63

22
明朝系 軒丸瓦 瓦当部 Ⅵ-A 赤色

瓦当面はほぼ完全に残る。瓦当面と丸瓦との接合角度は113度であ
る。瓦当径14.7㎝。漆喰およびセメントの付着あり。瓦当断面は稚拙な
がら台形を呈する。瓦当裏は指撫で痕が粗く残る。マンガン釉薬を塗
布する。

K1-100　表採 K1-100　表採

第94図
図版63

23
明朝系 軒丸瓦 瓦当部 Ⅵ-A 赤色

瓦当の顎分部を欠落した軒丸瓦資料。瓦当面と丸瓦との接合角度は
90度である。瓦当径15.0㎝。瓦当裏面の整形は粗く、回転して撫でを
した痕跡が明瞭に残る。漆喰の付着あり。

不明 出土地不明

第94図
図版63

24
明朝系 軒丸瓦 瓦当部 Ⅶ-A 赤色

瓦当面の断面が凸レンズ形をなす。瓦当面の文様は凹凸が明瞭で花
文様が鮮明。瓦当裏は指撫で痕がそのまま残され、粗面になる。瓦当
径15.2㎝。セメントの付着あり。製作段階で瓦当の天地が逆転している
可能性がある。

L1　98 L1-98　表採

第94図
図版63

25
明朝系 軒丸瓦 瓦当部 Ⅶ-A 赤色

著しく厚く造形した牡丹文様で、外縁より高く盛り上がるのが特長。瓦
当径15.5㎝。保存状況にもよるが漆喰が破損面含めて付着している。
マンガン釉を施す。

L1　102 L1-102　表採
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第94図
図版63

26
明朝系 軒丸瓦 瓦当部 Ⅷ-A 赤色

軒丸瓦を縦断したような破損資料で、瓦当面と丸瓦との接合角度が９０
度をなす。瓦当面の文様は内側面に表現したタイプで、陰陽2タイプ存
在することがわかる。本タイプは陰文様になる。瓦当裏面は指撫での
痕跡が顕著。丸瓦部の長軸長さ24.0cmである。木ハンを使用している
ことが横傷痕から理解される。

第62　柱穴 K9-93　柱穴62

第94図
図版63

27
明朝系 軒丸瓦 瓦当部 Ⅷ-B 赤色

瓦当文様は鮮明。裏面の撫で整形も良好で著しい凹凸はみられな
い。顎部分も断面が台形に成形する。瓦当径約14.5㎝。

不明 出土地不明

第94図
図版63

28
明朝系 軒丸瓦 瓦当部 Ⅶ-A 赤色

軒丸瓦の細片であるが、瓦当面と丸瓦との接合角度が９０度を確認で
きる資料である。瓦当面の文様は肉厚で鮮明。器面にはセメントやマ
ンガン釉の付着痕がみられる。

不明 出土地不明

第94図
図版63

29
明朝系 軒丸瓦 瓦当部 Ⅷ-C 赤色

大形の軒丸瓦である。瓦当面と丸瓦との接合角度はほぼ９０度である。
瓦当面の文様は鮮明。瓦当裏面の成形も丁寧で、顎断面は台形にな
る。マンガン釉薬を使用。瓦当径18.0㎝。外区幅1.9cm。漆喰が側面に
付着している。軒先に付く役瓦の1種である可能性が高い。

不明 出土地不明

第95図
図版64

30
明朝系 軒平瓦 瓦当部 Ⅰ-A 灰色

瓦当中央部破片。厚手成形。平瓦の凹面部分には強い横撫で成形
痕が残る。瓦当裏には横撫でと縦撫で痕が明瞭。

表　L4　100 L4-100　表採

第95図
図版64

31
明朝系 軒平瓦 瓦当部 Ⅰ-B 灰色

瓦当の右隅部分の破片。厚手成形。平瓦の凹面部分には桶板紐圧痕
がみられる。器面は風化が進むが、瓦当文様の葉は確認される。

S60 出土地不明

第95図
図版64

32
明朝系 軒平瓦 瓦当部 Ⅱ-B 灰色

瓦当の右隅部分の破片。厚手成形。平瓦の凹面部分の造形は粗い。
瓦当面の剥離がみられるが、写実的な葉文様が確認される。

X100　Y100
石組井戸状遺構内

K0-99　SW4

第95図
図版64

33
明朝系 軒平瓦 瓦当部 Ⅱ-C-3 赤色

瓦当の左隅部分の破片。厚手成形。瓦当裏は横撫でが顕著にみられ
る。文様は葉のキザミが明瞭な種類である。

表　K0　96 K0-96　表採

第95図
図版64

34
明朝系 軒平瓦 瓦当部 Ⅱ-D 灰色

右側の部分を欠くが、それ以上に左側面のよく残った資料である。外
周に向かい薄くなる。瓦当面には木ハンを使用した痕跡がみられる。
文様全体に彫り深く、鮮明。漆喰の付着痕がみられる。

不明 出土地不明

第95図
図版64

35
明朝系 軒平瓦 瓦当部 Ⅱ-A 灰色

瓦当面全体に残る資料で、平瓦部分は欠落する。厚手成形。瓦当裏
は横撫で。文様は全体に平板である。

L0-96　SW13 L0-96　SW13

第95図
図版64

36
明朝系 軒平瓦 瓦当部 Ⅴ-A 灰色

厚手成形。瓦当の右隅部分を僅かに欠いた資料。文様全体は鮮明。
瓦当の厚みは外周部で極端に薄くなる。裏面は粗い横撫でが行われ
ている。

L1-98　撹乱層 L1-98　撹乱層

第95図
図版64

37
明朝系 軒平瓦 瓦当部 Ⅴ-B-1 灰色

瓦当中央部破片。厚手成形。平瓦の凹面部分には桶板痕や綴り紐圧
痕が残る。瓦当裏には横撫でが明瞭。

不明 出土地不明

第95図
図版64

38
明朝系 軒平瓦 瓦当部 Ⅴ-A 赤色

瓦当の左隅部分を僅かに欠いた瓦当資料。瓦当成形が薄手成形。花
芯は四角でその下の実状文様はやや同心円的な文様を描く。

第2　K5　94 K5-94　Ⅱ層

第96図
図版64

39
明朝系 軒平瓦 瓦当部 Ⅴ-A 灰色

ほぼ全体を残す瓦当資料。漆喰の付着あり。瓦当は風化が進む。瓦
当裏面には横撫で痕がみられる。平瓦の凹面には桶板紐圧痕の窪み
がそのまま残されている。

南第3柱穴 K4-94　柱穴3

第96図
図版64

40
明朝系 軒平瓦 瓦当部 Ⅴ-A 赤色

顎の一端を欠くもののほぼ完形の瓦当面。瓦当の厚みは均一。漆喰
の付着あり。平瓦部の桶板紐綴り圧痕はそのまま残されている。

不明 出土地不明

第96図
図版64

41
明朝系 軒平瓦 瓦当部 Ⅴ-C 赤色

瓦当裏は横撫で整形痕が明瞭で、指の凹凸が残る。瓦当の厚みは外
縁に薄くなる。平瓦部の桶板紐綴り圧痕は粘土で埋められている。

不明 出土地不明

第96図
図版64

42
明朝系 軒平瓦 瓦当部 Ⅴ-B 赤色

瓦当表面と裏面に黒色のマンガン釉を施す。木ハンを使用している。
瓦当の厚みは外縁に薄く成形。漆喰付着あり。瓦当裏には横撫での
凹凸が残る。平瓦部の桶板紐綴り圧痕はそのまま窪みを残す。

表　K10　99 K10-99　表採

第96図
図版64

43
明朝系 軒平瓦 瓦当部 Ⅴ-B 赤色

瓦当表面と裏面に黒色のマンガン釉を施す。瓦当裏は横撫で痕あり。
厚みあり。

不明 出土地不明

第96図
図版64

44
明朝系 軒平瓦 瓦当部 Ⅳ-A 赤色 瓦当の一部片で、左隅の葉文部分を残す。漆喰を一部に付着する。 S60 出土地不明

第97図
図版64

45
明朝系 丸瓦

玉縁部
～端部

－ 灰色
玉縁長さ5．5㎝。器面には漆喰、セメントの付着あり。玉縁裏の面取り
は一回。筒部端の面取りは極めて薄くなされる。幅は約2.0㎝。器壁の
厚み2.0㎝。

不明 出土地不明

第97図
図版64

46
明朝系 丸瓦 玉縁部 － 灰色 玉縁長さ5．4㎝。玉縁側の破片資料。器壁の厚み1.9㎝。

SW13
遺構周辺

L0-96　SW13

第97図
図版64

47
明朝系 丸瓦 玉縁部 － 灰色

玉縁側の破片資料。側面は平坦に成形。軒丸瓦の丸瓦破片である。
釘孔直径約1.8㎝。玉縁長さ4.0㎝と短い。器壁の厚み1.9㎝。

K0  97
石組遺構内

K0-97  SW6

第97図
図版64

48
明朝系 丸瓦 玉縁部 － 灰色

玉縁側の破片。玉縁裏の面取りは長く一回。筒部の凸面は撫でがある
が、弱いものである。玉縁長さ4.6㎝。器壁の厚み2.4㎝。

K0  97
石組遺構内

K0-97  SW6

第97図
図版65

49
明朝系 丸瓦

玉縁部
～端部

－ 赤色
筒部全体にマンガン釉を施す。外周にセメントの付着あり。玉縁長さ約
5.0㎝。筒部凹面の端部は面取りはなく、ややめくれる様に広くなる。玉
縁裏の面取りは二回行われる。器壁の厚み1.9㎝。

K5-98　Ⅱ層 K5-98　Ⅱ層

第97図
図版65

50
明朝系 丸瓦

玉縁部
～端部

－ 赤色
玉縁長さ4.5㎝。玉縁裏の面取り一回。筒部凹面の端部は幅約1.0㎝
の面取りあり。漆喰の付着がある。

不明 出土地不明

第98図
図版65

51
明朝系 丸瓦

玉縁部
～端部

－ 赤色
玉縁裏の面取りは一回、玉縁長さ約5.0㎝。筒部凹面の端部は約1㎝
幅の面取りあり。漆喰付着あり。

K4-97　Ⅱ層 K4-97　Ⅱ層
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第98図
図版65

52
明朝系 丸瓦 端部 － 赤色

大形の丸瓦筒部破片。凹面端部の面取りは薄く約4.5㎝と幅広く行わ
れている。凸面の表面は撫で成形されている。漆喰の付着は認められ
ない。

SP2　遺構
K1　95

赤土プール断割
K1-99  SP2

第98図
図版65

53
明朝系 平瓦

広端部～
狭端部

－ 灰色
台形を呈する一つの角を欠いた平瓦資料。凹面には桶板紐綴り圧痕
や桶板そのものの短冊形になった状況が写されている。平瓦の器壁の
厚み1.6㎝。

L0  97  SW13
石組井戸状　遺構

L0-97　SW13

第98図
図版65

54
明朝系 平瓦

広端部～
狭端部

－ 灰色
ほぼ完全形の平瓦。平面形が台形。両側に一部丸瓦の重ね部分が
残っている。漆喰の付着あり。器壁の厚み1.4㎝。

L0　東西トレンチ
第２層　赤褐

L0　不明

第98図
図版65

55
明朝系 平瓦

広端部～
狭端部

－ 赤色
ほぼ完全形の平瓦。凹面に桶板紐綴り圧痕の窪みが７個並ぶ。また、
両側には丸瓦の重ね痕がみられる。凸面の両側には撫で整形時の指
撫で痕が凹線として残る。器壁の厚み1.6㎝。

不明 出土地不明

第98図
図版65

56
明朝系 平瓦

広端部～
狭端部

－ 赤色
僅かに狭端側の角を欠いた平瓦。凹面には桶板綴り紐圧痕が６個並
んでいる。また、丸瓦の重ね部分が灰色として両側に残る。器壁の厚
み1.5㎝。

不明 出土地不明

第98図
図版65

57
明朝系 平瓦 筒部 － 赤色 平瓦の筒部破片。凹面側に布の縫い目痕が数条残る資料である。 表  K9  104 K9-104　表採

第99図
図版66

58
明朝系 役瓦 － 雲形 赤色

完全形。手づくね成形で、尾が曲線を描く。渦は右巻きである。側面に
は漆喰に食い込んだ0.6㎝の深さがみられる。器壁の厚み3.2㎝。

撹乱  L1  98 L1-98　撹乱層

第99図
図版66

59
明朝系 役瓦 － 雲形 赤色

完全形。手づくね成形で、尾が曲線を描く。渦は右巻きである。側面に
は漆喰に食い込んだ0.6㎝の深さがみられる。器壁の厚み3.3㎝。

不明 出土地不明

第99図
図版66

60
明朝系 役瓦 － 雲形 赤色

完全形。手づくね成形で、尾が曲線を描く。渦は左巻きである。側面に
は漆喰に食い込んだ0.6㎝の深さがみられる。器壁の厚み4.0㎝。

表土  L3  103 L3-103　表土

第99図
図版66

61
明朝系 役瓦 － 雲形 赤色

完全形。手づくね成形で、尾が曲線を描く。渦は左巻きである。側面に
は漆喰に食い込んだ0.5㎝の深さがみられる。器壁の厚み3.2㎝。

K5-102　表土 K5-102　表土

第99図
図版66

62
明朝系 役瓦 － 雲形 赤色

完全形。手づくね成形で、尾が直線を描く。漆喰に食い込んだ0.7㎝の
深さがみられる。器壁の厚み3.3㎝。

S60 出土地不明

第99図
図版66

63
明朝系 役瓦 － 雲形 赤色

完全形。手づくね成形で、尾が直線を描く。漆喰に食い込んだ0.5㎝の
深さがみられる。器壁の厚み3.1㎝。

L0  99 L0-99　表採

第99図
図版66

64
明朝系 役瓦 － 雲形 赤色

完全形。手づくね成形で、尾が直線を描く。漆喰に食い込んだ0.5㎝の
深さがみられる。器壁の厚み3.6㎝。

不明 出土地不明

第100図
図版67

65
明朝系 役瓦 － 雲形 赤色

尾部が欠落。手づくね成形。漆喰に食い込んだ0.6㎝の深さがみられ
る。器壁の厚み2.2㎝。

表  L0  100 L0-100　表採

第100図
図版67

66
明朝系 役瓦 － 雲形 赤色

完全形。手づくね成形で、尾が直線を描く。漆喰に食い込んだ0.4㎝の
深さがみられる。器壁の厚み3.6㎝。

第1コーラル
K9　94

K9-94　Ⅰ層
（コーラル層）

第100図
図版67

67
明朝系 役瓦 － 雲形 赤色

尾部が欠落。手づくね成形。漆喰に食い込んだ0.6㎝の深さがみられ
る。器壁の厚み3.7㎝。

S60 出土地不明

第100図
図版67

68
明朝系 役瓦 － 雲形 赤色

完全形。手づくね成形で、尾は直線を描く。側面には漆喰に食い込ん
だ0.5㎝の深さがみられる。器壁の厚み3.2㎝。

不明 出土地不明

第100図
図版67

69
明朝系 役瓦 － 雲形 赤色

完全形。手づくね成形で、側面には漆喰に食い込んだ0.7㎝の深さが
みられる。器壁の厚み3.2㎝。

L1  98  撹乱層 L1-98　撹乱層

第100図
図版67

70
明朝系 役瓦 － 雲形 赤色

完全形。手づくね成形で、尾が直線を描く。漆喰に食い込んだ0.3㎝の
深さがみられる。器壁の厚み3.7㎝。

S60 出土地不明

第100図
図版67

71
明朝系 役瓦 － 雲形 赤色

完全形。手づくね成形。表面の線表現は凹凸が反転している。漆喰に
食い込んだ0.7㎝の深さがみられる。器壁の厚み4.0㎝。

第2  L4  97 L4-97　Ⅱ層

第101図
図版68

72
明朝系 役瓦 － 雲形 赤色

完全形。手づくね成形で、尾が曲線を描く。側面には漆喰に食い込ん
だ0.8㎝の深さがみられる。器壁の厚み3.6㎝。

K0  100  表土 K0-100　表土

第101図
図版68

73
明朝系 役瓦 － 雲形 赤色

尾部が欠落。手づくね成形。側面には漆喰に食い込んだ0.9㎝の深さ
がみられる。器壁の厚み3.6㎝。

かわや かわや跡

第101図
図版68

74
明朝系 役瓦 － 雲形 赤色

資料の半分を欠落。表面の線表現は凹凸が反転している。側面には
漆喰に食い込んだ1.2㎝の深さがみられる。器壁の厚み3.2㎝。

第2  K3  95 K3-95　Ⅱ層

第101図
図版68

75
明朝系 役瓦 － 雲形 赤色

資料の半分以上を欠落。線は高く細く隆起させている。側面には漆喰
に食い込んだ0.5㎝の深さがみられる。器壁の厚み3.0㎝。

撹乱　+　S60
撹乱層　+

出土地不明

第101図
図版68

76
明朝系 役瓦 － 雲形 赤色

完全形。線は太く、厚く表現する。尾は曲線を描く。側面には漆喰に食
い込んだ1.3㎝の深さがみられる。器壁の厚み5.5㎝。

不明 出土地不明

第101図
図版68

77
明朝系 役瓦 － 雲形 灰色

尾の部分を欠落する。側面には漆喰に食い込んだ1.8㎝の深さがみら
れる。また、針金どめの留め部分が２カ所に成形され、針金も残った状
態で出土した。器壁の厚み4.8㎝。

不明 出土地不明

第101図
図版68

78
明朝系 役瓦 － 花形 赤色

牡丹の花。花芯や花びらが丁寧に成形され、線や円で刻されている。
側面には漆喰に食い込んだ6.6㎝の深さがみられる。縦15.0㎝、横
18.5㎝、器壁の厚み5.5㎝。

不明 出土地不明

第101図
図版68

79
明朝系 役瓦 － 花形 灰色

78と同様の牡丹の花資料である。ただし、表面の風化がすすみ、線描
は消えかかっている。側面には漆喰に食い込んだ0.9㎝の深さがみら
れる。縦11.0㎝、横17.6㎝、器壁の厚み3.9㎝。

第62  柱穴 K9-93　柱穴62



第34表　瓦観察一覧④
挿図番号
図版番号

造瓦
系統

種類 部位 分類 色調 観察事項 旧出土地 新出土地

第102図
図版69

80
明朝系 役瓦 － 龍頭部 赤色

龍頭部に付く鶏冠状になるもので、先端が尖る部分が3カ所造形され
ている。ただし、これは部分片で他にいくつあるのか、形状などについ
ても明らかではない。全体に漆喰に付着が認められる。

L4  99
撹乱(表土層)

L4-99　表土

第102図
図版69

81
明朝系 役瓦 － 飾瓦花形 灰色

茎状の棒と小葉の造形が認められることから、先に紹介した花形と関
連するものと推測される。裏面には漆喰の付着がある。

不明 出土地不明

第102図
図版69

82
明朝系 役瓦 － 飾瓦花形 赤色

造形的には先の小葉が付くものと同じもので、同一個体か、もしくは同
様の茎をなすものとみられる。一部に漆喰の付着を認める。

不明 出土地不明

第102図
図版69

83
明朝系 役瓦 － 龍頭部 灰色

角や突起の一部を造形するもので、破片のため全体は明らかでない。
焼成は良好。器壁の厚み2.1㎝。

Ⅱ期基壇　南側壁 Ⅱ期基壇?

第102図
図版69

84
明朝系 役瓦 － 役瓦 灰色

残存形態がＬ状の丸瓦系資料である。ただし、破損のため全体観は明
らかにしがたい。表面に漆喰の付着を認める。器壁の厚み1.5㎝。

第Ⅱ  K3  93 K3-93　Ⅱ層

第102図
図版69

85
明朝系 役瓦 － 大形丸瓦 赤色

丸瓦の破片であるが、湾曲が著しく大きい。隅先飾り瓦の丸瓦部分片
であろうか。凸面には漆喰の使用を明瞭にとどめている。器壁の厚み
1.8㎝。

不明 出土地不明

第102図
図版69

86
大和系 軒丸瓦 瓦当部 5a 灰色

玉縁分部を大きく欠いた資料である。瓦当には三つ巴の左巴文があ
り、外区には３＋１の珠文がみられる。瓦当面の最大厚みは4.5㎝。顎
は厚みをもち筒状になる。瓦当面と丸瓦の接合は丸瓦端部を絞り込む
形で接合され、丸瓦の径が細くなっている。

中央観察畦② 中央観察畦②

第102図
図版69

87
大和系 軒丸瓦 瓦当部 1 灰色

瓦当の文様は蓮状の文が施される。花弁の間に珠文があり、線で連結
されている。瓦当面の最大厚みは3.7㎝。顎は筒状になり、瓦当面に対
し、丸瓦の径が小さいため絞り込まれた形で接合され、丸瓦の径が細
くなっている。

不明 出土地不明

第102図
図版69

88
大和系 軒丸瓦 瓦当部 5a 灰色

瓦当部の細片である。文様は巴文。文様は平坦で厚みがなく、先の巴
文軒瓦資料とは異なる。

撹乱 撹乱層

第103図
図版70

89
大和系 軒平瓦 瓦当部 1 灰色

瓦当面に白砂粒子が多数付着し当初の面をよく残す。唐草文が厚み
があり立体的な線になる。中心飾りの花文は蓮弁が8数ある。顎の長さ
は2㎝。指撫での調整をしている。平瓦の凹面と瓦当との境には短い
面取りがなされている。

不明 出土地不明

第103図
図版70

90
大和系 軒平瓦 瓦当部 3 灰色

瓦当面に白砂粒子が多数付着し当初の面をよく残す。唐草文の線は
細く、一本線的になる。中心飾りの花文は蓮弁が6枚ある。顎部には竹
状の丸文が多数押しつけられる。顎の長さは3㎝。指撫での調整をして
いる。平瓦の凹面と瓦当との境には短い面取りがなされている。

L1  東西
断割トレンチ

L1　中央観察畦？

第103図
図版70

91
大和系 軒平瓦 瓦当部 2 灰色

瓦当の右隅部分の破片。蔓の端部の状況がみられる。巻上げ形にな
り、一つ蔓の芽が描かれる。顎の長さ1.5㎝。

L1  東西断割トレ L1　中央観察畦？

第103図
図版70

92
大和系 軒平瓦 瓦当部 4 灰色

中心飾りの花弁が5枚の資料。左側に展開する蔓は4点。表面には白
砂粒子の付着をみる。顎の長さ1.5㎝。平瓦部と瓦当部の境に面取りを
認められる。顎は指撫で。

L1  東西断割トレ
+

Ⅱ期基壇
北側石垣の覆土

L1　中央観察畦？
＋

Ⅱ期基壇
北側翼状　Ⅰ層

第103図
図版70

93
大和系 軒平瓦 瓦当部 4 灰色

中心飾りの花弁が５枚の資料。左側に展開する蔓の数は4点。表面に
は白砂粒子の付着をみる。顎の長さ2.0㎝。平瓦部と瓦当部の境に面
取りを認められる。顎は指撫で。

L1  東西断割トレ L1　中央観察畦？

第103図
図版70

94
大和系 雁振瓦 平瓦部 Ⅱ型 褐色

玉縁は欠落している。凸面側表面に羽状文様、凹面には縦位の指撫
で整形痕が走る。器壁の厚み2.9㎝。

L1  東西断割トレ L1　中央観察畦？

第103図
図版70

95
大和系 雁振瓦 平瓦部 Ⅱ型 褐色 玉縁は欠落し、本来の大きさは不明。器壁の厚み3.0㎝。

L1  東西
断割トレンチ

L1　中央観察畦？

第104図
図版71

96
大和系 雁振瓦 平瓦部 Ⅰ型 褐色

平瓦部の裏面に刺し網状の紐圧痕が認められる。紐間隔は3.0㎝。器
壁の厚み1.8㎝。

中央観察畦
東西軸　第4層
暗褐色土層

中央観察畦①
Ⅳ層（暗褐色土層）

第104図
図版71

97
大和系 雁振瓦 平瓦部 Ⅱ型 灰色

平瓦部と丸瓦部の残る端部資料で、両部分とも湾曲する。凸面の羽状
叩き目は鮮明。丸瓦分部の凹面には縦位の指撫でが鮮明に残されて
いる。端部にも面取りも行われている。器壁の厚み2.2㎝。

L1  東西断割トレ L1　中央観察畦？

第104図
図版71

98
大和系 雁振瓦 平瓦部 Ⅱ型 灰色

赤味進行している。平瓦部は大きく湾曲する。凸面表面には羽状叩き
文様がある。凹面には縦位の指撫で整形の凹線が明瞭に残る。器壁
の厚み1.9㎝。

L1  東西
断割トレンチ

L1　中央観察畦？

第104図
図版71

99
大和系 雁振瓦 丸瓦部 Ⅱ型 褐色

前資料と同様に赤味がかなり進行。平瓦部は大きく湾曲する。凸面表
面には羽状叩き文様がある。凹面には縦位の指撫で整形の凹線が明
瞭に残る。器壁の厚み2.3㎝。

K2  99  石組
井戸状遺構

K2-98・99　SW1

第104図
図版71

100
大和系 雁振瓦 平瓦部 Ⅱ型 灰色

胎土中央が灰色をおびる。平瓦部は大きく湾曲する。器壁の厚み2.8
㎝。

Ｂ-1 出土地不明

第104図
図版71

101
大和系 雁振瓦 玉縁部 Ⅱ型 灰色

平瓦部は大きく湾曲する。凸面の羽状叩き目が鮮明に残る。器壁の厚
み2.4㎝。

L1  東西断割トレ L1　中央観察畦？

第104図
図版71

102
大和系 雁振瓦 玉縁部 Ⅰ型 灰色

平瓦部と丸瓦部の残る端部資料で、凸面の雨状叩き目は鮮明。丸瓦
分部の凹面には縦位の指撫でが鮮明に残されている。端部にも面取り
も行われている。器壁の厚み2.3㎝。

L1  東西
断割トレンチ

L1　中央観察畦？

第105図
図版72

103
大和系 雁振瓦 平瓦部 Ⅰ型 灰色

平瓦部は平坦になる。裏（凹面）側には刺し網状の紐圧痕がみられる。
器壁の厚み1.8㎝。

中央観察畦
東西軸　第4層
暗褐色土層

中央観察畦①
Ⅳ層（暗褐色土層）

第105図
図版72

104
大和系 雁振瓦 玉縁部 Ⅰ型 灰色 玉縁の長さ3.5㎝。器壁の厚み2.5㎝。 SWⅡ期瓦層 L0-96　SW13?



第34表　瓦観察一覧⑤
挿図番号
図版番号

造瓦
系統

種類 部位 分類 色調 観察事項 旧出土地 新出土地

第105図
図版72

105
大和系 雁振瓦 丸瓦部 Ⅱ型 褐色

赤味進行している。平瓦部は大きく湾曲する。凸面表面には羽状叩き
文様がある。凹面には縦位の指撫で整形の凹線が明瞭に残る。器壁
の厚み2.5㎝。

Ｂ　Ⅰ壁　南側 出土地不明

第105図
図版72

106
大和系 雁振瓦 丸瓦部 Ⅱ型 褐色

赤味進行している。平瓦部は大きく湾曲する。凸面表面には羽状叩き
文様がある。凹面には縦位の指撫で整形の凹線が明瞭に残る。器壁
の厚み2.6㎝。

K0・K1　120-121
覆土

出土地不明

第105図
図版72

107
大和系 平瓦 広端部 c 褐色 凹面では右角資料。器壁の厚み2.1㎝。 L1  東西トレ　東隅区 中央観察畦②

第105図
図版72

108
大和系 平瓦 広端部 d 褐色 凹面では右角資料。器壁の厚み2.2㎝。

L1  東西
断割トレンチ

L1　中央観察畦？

第105図
図版72

109
大和系 平瓦 狭端部 - 灰色 器壁の厚み1.8㎝。魚文様あり。

L1  東西
断割トレンチ

L1　中央観察畦？

第105図
図版72

110
大和系 平瓦 狭端部 - 褐色 1.4㎝の孔が穿たれる。器壁の厚み1.6㎝。 L1  東西断割トレ L1　中央観察畦？

第106図
図版73

111
大和系 平瓦 広端部 d 褐色 凹面では左角資料。器壁の厚み1.5㎝。

L1  東西断割トレ
東隅区

中央観察畦②

第106図
図版73

112
大和系 平瓦 狭端部 b 褐色

端部に面取り有り、幅4㎝。表面に白砂粒子が付着する。胎土中央は
黒色。器壁の厚み1.8㎝。

L1  東西断割トレ
東隅区

中央観察畦②

第106図
図版73

113
大和系 平瓦 狭端部 b 灰色

端部に面取り有り、幅4.1㎝。表面に白砂粒子が付着する。胎土中央
は黒色。器壁の厚み2.2㎝。

L1  東西断割トレ L1　中央観察畦？

第106図
図版73

114
大和系 平瓦

完全形
二分一

b 灰色
端部に面取り有り、幅4㎝。凸面側に縦位の指撫で痕が数条みられる。
表面に白砂粒子が付着する。胎土中央は黒色。器壁の厚み2.1㎝。全
長38.0ｃｍ。

不明 出土地不明

第106図
図版73

115
大和系 平瓦 広端部 b 灰色

端部に面取り有り、幅2㎝。表面に白砂粒子が付着する。胎土中央は
黒色。器壁の厚み1.5㎝。

L1  東西断割トレ L1　中央観察畦？

第106図
図版73

116
大和系 平瓦 広端部 c 灰色 凹面では左角資料。器壁の厚み2.5㎝。 L1  東西断割トレ L1　中央観察畦？

第106図
図版73

117
大和系 平瓦 広端部 a 褐色 凹面では左角資料。器壁の厚み1.9㎝。

L1  東西断割トレ
東隅部

中央観察畦②

第107図
図版74

118
大和系 平瓦 広端部 b 灰色 凹面では右角資料。器壁の厚み1.9㎝。 L1  東西断割トレ L1　中央観察畦？

第107図
図版74

119
大和系 平瓦 広端部 b 灰色 凹面では右角資料。器壁の厚み2.1㎝

L0  96  第3層
コーラル粘土層

L0-96　Ⅲ層
（コーラル層）

第107図
図版74

120
大和系 丸瓦 玉縁部

雷文
3

灰色
側面側が一部残る。文様は玉縁側端部ということもあり、鮮明である。
縦紐圧痕の間隔は2.5㎝。器壁の厚み1.6㎝。

Ⅱ期基壇の
北側石垣の覆土

Ⅱ期基壇
北側翼状　Ⅰ層

第107図
図版74

121
大和系 丸瓦 玉縁部

雷文
3

灰色
端部側を欠いた丸瓦資料である。文様は筒部側は不明瞭になる。撫
でが強くなされていることによる。凹面の紐圧痕は不明瞭である。器壁
の厚み1.5㎝。

L1  東西断割トレ L1　中央観察畦？

第107図
図版74

122
大和系 丸瓦 筒部

魚文
2

灰色 端部側の細片で、端部面取り幅は計測できない。 L1  東西トレ　東隅区 中央観察畦②

第107図
図版74

123
大和系 丸瓦 端部

魚文
2

褐色 側面から端部の資料。端部の面取り幅4.7㎝、器壁厚み1.6ｃｍ。
L1  東西

断割トレンチ
L1　中央観察畦？

第107図
図版74

124
大和系 丸瓦 端部

魚文
2

灰色 側面から端部の資料。端部面取りの幅6㎝。
K2  100

南石段(基壇)の
内側の基壇石列

南踊り場　断割①

第107図
図版74

125
大和系 丸瓦 筒部

魚文
3

灰色 側面側が残る。器壁の厚み2.1㎝。 SW13　Ⅱ期瓦層 L0-96　SW13

第107図
図版74

126
大和系 丸瓦 端部

雷文
1

灰色
端部の面取り幅5㎝。紐圧痕の横糸の間隔は2㎝。色調は灰色を呈す
るが、胎土は黒色を帯びる。

L1  東西断割トレ
東隅区

中央観察畦②

第107図
図版74

127
大和系 丸瓦 玉縁部

羽状文
粗い

灰色
行基式の丸瓦破片である。凸面上端側に鮮明に文様が残る。凹面に
は布目がみられる。

L1  東西断割トレ L1　中央観察畦？

第108図
図版75

128
大和系 丸瓦 端部

雷文
1

灰色
筒部凸面の文様は撫で仕上げのため鮮明でない。凹面の側面面取り
がみられる。また、紐圧痕も確認された。色調は表面は褐色をおびる
が胎土は黒色を呈する。器壁の厚み2㎝。

L1  東西断割トレ L1　中央観察畦？

第108図
図版75

129
大和系 丸瓦 筒部

雷文
1

灰色
筒部凸面の文様は鮮明。凹面側の紐圧痕もシャープである。縦紐の
間隔は2㎝。器壁の厚み1.6㎝。

L1  東西
断割トレンチ

L1　中央観察畦？

第108図
図版75

130
大和系 丸瓦 端部

魚文
2

褐色
側面の面取り仕上げが丁寧。凹面の紐圧痕は細くある。器壁の厚み
1.8㎝。

L1  東西トレ　東隅区 中央観察畦②

第108図
図版75

131
大和系 丸瓦 玉縁部

羽状文
1～6

灰色
端部側の叩き文様は鮮明にみられる。凹面の紐圧痕は横紐間隔が2.4
㎝となる。器壁の厚み2㎝。

中央観察畦　Ⅱ層
暗褐色土層

中央観察畦①
Ⅱ層（暗褐色土層）

第108図
図版75

132
大和系 丸瓦 端部

羽状文
1～6

灰色
風化が進行しているため、全体に不鮮明。器壁の厚み1.3㎝。凹面に
魚文様がみられる。

Ⅱ基壇の
北側石垣の覆土

Ⅱ期基壇
北側翼状　Ⅰ層



第34表　瓦観察一覧⑥
挿図番号
図版番号

造瓦
系統

種類 部位 分類 色調 観察事項 旧出土地 新出土地

第108図
図版75

133
大和系 丸瓦 玉縁部

羽状文
2

灰色
端部側を欠いた丸瓦資料である。文様は筒部側は不明瞭になる。撫
でが強くなされていることによる。凹面の紐圧痕は縦の間隔2.8ｃｍ、横
の間隔2ｃｍである。器壁の厚み1.8㎝。玉縁の長さ3㎝。

L1  東西
断割トレンチ

L1　中央観察畦？

第108図
図版75

134
大和系 丸瓦 筒部

羽状文
2

灰色 両側面を残す資料。器壁の厚み1.6㎝。
L1  東西

断割トレンチ
L1　中央観察畦？

第109図
図版76

135
大和系 丸瓦 玉縁部

羽状文
2

灰色

端部から側面の状況を残す資料。凸面には摩滅が進んでいるが羽状
打捺文がみられる。凹面には右上から左下方向に粘土糸きり痕が条
痕としてみられる。凹面に端部から2.5㎝の部分に横位の細い紐圧痕
が確認される。玉縁の長さ3.5㎝。器壁の厚み2.2㎝。

L1  東西トレンチ
第3層コーラル層

L1　石列？

第109図
図版76

136
大和系 丸瓦 筒部

羽状文
2

灰色 器壁の厚み1.6㎝。 L1  東西断割　東隅 中央観察畦②

第109図
図版76

137
大和系 丸瓦 玉縁部

羽状文
粗い

灰色
玉縁側の細片。筒部の凸面側に鮮明な文様を残す。器壁の厚み1.7
㎝。

L0  96
第Ⅰコーラル

L0-96　Ⅰ層
（コーラル層）

第109図
図版76

138
大和系 丸瓦 端部

羽状文
粗い

褐色
丸瓦の端部側資料である。凹面の紐圧痕は縦紐間隔2.5㎝、横紐間
隔3.5㎝。端部面取り幅6.2㎝。器壁の厚み1.3㎝。

Ⅱ期基壇の
北側石垣の覆土

Ⅱ期基壇
北側翼状　Ⅰ層

第109図
図版76

139
大和系 丸瓦 端部

羽状文
粗い

灰色
丸瓦の端部側資料である。凹面の紐圧痕は縦紐間隔3.0㎝、横紐間
隔4.2㎝。端部面取り幅7.2㎝。器壁の厚み1.7㎝。

L1  東西断割トレ L1　中央観察畦？

第109図
図版76

140
大和系 丸瓦 端部

羽状文
粗い

灰色 丸瓦の端部側資料である。端部面取り幅4.2㎝。器壁の厚み2㎝。
L1  東西

断割トレンチ
L1　中央観察畦？

第110図
図版77

141
大和系 丸瓦 端部

羽状文
粗い

灰色
丸瓦の端部側資料である。端部面取り幅6㎝。器壁の厚み2.1㎝。全体
に褐色味の強い灰色瓦であるが、胎土は明瞭な黒色である。

L1  東西
断割トレンチ

L1　中央観察畦？

第110図
図版77

142
大和系 丸瓦 端部

羽状文
粗い

褐色
丸瓦の端部側資料である。端部面取り幅4.5㎝。器壁の厚み1.6㎝。全
体に褐色味の強い灰色瓦であるが、胎土は明瞭な黒色である。

L1  東西断割トレ L1　中央観察畦？

第110図
図版77

143
大和系 丸瓦 玉縁部

羽状文
粗い

灰色
側面を残す資料。面取り仕上げ。凹面の紐圧痕、縦紐の間隔2㎝、横
紐の間隔2.5㎝。玉縁の長さ3㎝。器壁の厚み1.4㎝。

L1  東西断割トレ L1　中央観察畦？

第110図
図版77

144
大和系 丸瓦 玉縁部

羽状文
粗い

褐色
凹面の紐圧痕、縦紐の間隔3㎝、横紐の間隔4㎝。玉縁の長さ4㎝。器
壁の厚み1.8㎝。

L1  東西断割トレ L1　中央観察畦？

第110図
図版77

145
大和系 丸瓦 玉縁部

羽状文
粗い

褐色
玉縁の長さ4㎝。凹面の紐圧痕、縦紐の間隔2.5㎝、横紐の間隔2.5
㎝。器壁の厚み1.8㎝。

L1  東西断割トレ L1　中央観察畦？

第110図
図版77

146
大和系 丸瓦 玉縁部

羽状文
粗い

灰色
凹面の紐圧痕、縦紐の間隔2.5㎝、横紐の間隔2.2㎝。玉縁の長さ4
㎝。器壁の厚み2.1㎝。

L1  東西断割
トレンチ 第3層

コーラル層
L1　中央観察畦？

第110図
図版77

147
大和系 丸瓦 玉縁部

羽状文
細かい

灰色
筒部凹面の紐圧痕は玉縁裏まで鮮明に及んでいる。縦紐の間隔2.5
㎝、横紐の間隔3㎝。玉縁の長さ4㎝。器壁の厚み2.1㎝。

L1  東西断割トレ L1　中央観察畦？

第110図
図版77

148
大和系 丸瓦 玉縁部

羽状文
細かい

灰色
玉縁の長さ4.5㎝。凹面の紐圧痕、縦紐の間隔2㎝、横紐の間隔2.2
㎝。器壁の厚み2㎝。

L1  東西断割トレ L1　中央観察畦？

第111図
図版78

149
大和系 丸瓦 玉縁部

羽状文
粗い

灰色
筒部凹面の紐圧痕は玉縁裏まで鮮明に及んでいる。端部を欠いた丸
瓦資料である。玉縁長さ4㎝。筒部幅10.7㎝。

表採 表採

第111図
図版78

150
大和系 丸瓦

玉縁部
～端部

羽状文
粗い

灰色
全体の形を残している資料で、僅かに筒部端の一カ所を欠いているの
み。丸瓦の全長42.4㎝。玉縁長さ4.5㎝。筒部幅24㎝。

不明 出土地不明

第111図
図版78

151
大和系 丸瓦 玉縁部

羽状文
4

灰色
玉縁側の筒部資料である。玉縁の長さ4㎝。凹面の紐圧痕、縦紐の間
隔2㎝、横紐の間隔2.5㎝。器壁の厚み1.7㎝。

L1  東西断割トレ L1　中央観察畦？

第111図
図版78

152
大和系 丸瓦 玉縁部

羽状文
4

灰色
端部側を欠落した丸瓦資料である。玉縁の長さ4㎝。凹面の紐圧痕、
縦紐の間隔2㎝、横紐の間隔3.5㎝。器壁の厚み1.8㎝。胎土中央が灰
色を呈する。

L1  東西断割トレ L1　中央観察畦？

第112図
図版79

153
大和系 丸瓦 筒部

羽状文
4

灰色
玉縁側と端部を欠落。凹面の紐圧痕、縦紐の間隔2.5㎝、横紐の間隔
3㎝。器壁の厚み1.9㎝。

L1  東西
断割トレンチ

L1　中央観察畦？

第112図
図版79

154
大和系 丸瓦 筒部

羽状文
6

灰色
側面を残す破片。二回の面取りを残す。凹面の紐圧痕、縦紐の間隔
1.3㎝、横紐の間隔3㎝。器壁の厚み1.9㎝。胎土中央が灰色。

L1  東西断割トレ L1　中央観察畦？

第112図
図版79

155
大和系 丸瓦 筒部

羽状文
6

灰色
側面を残す破片。二回の面取りを残す。凹面の紐圧痕、縦紐の間隔3
㎝、横紐の間隔3.5㎝。器壁の厚み1.6㎝。胎土中央が灰色。

L1  東西断割トレ L1　中央観察畦？

第112図
図版79

156
大和系 丸瓦 玉縁部

羽状文
細かい

灰色
両側面を残す資料。器壁の厚み2.2㎝。玉縁の長さ3.5㎝。筒部には破
損はしているが、孔が確認される。孔径1.2㎝。凹面の紐圧痕は縦紐の
間隔2㎝、横紐の間隔3㎝。

Ⅱ期基壇の
北側石垣覆土

Ⅱ期基壇
北側翼状　Ⅰ層

第112図
図版79

157
大和系 丸瓦 玉縁部

羽状文
細かい

灰色
両側面を残す資料。器壁の厚み1.8㎝。玉縁の長さ3㎝。凹面の紐圧
痕、縦紐の間隔1.7㎝、横紐の間隔2㎝。胎土中央が灰色。

L1  東西
断割トレンチ

L1　中央観察畦？

第112図
図版79

158
大和系 丸瓦 端部 縄目文 褐色

端部幅5.5㎝。側面部資料。面取りがなされている。器壁の厚み1.6
㎝。

不明 出土地不明

第112図
図版79

159
大和系 丸瓦 端部 縄目文 灰色 端部幅5.5㎝。側面部資料。器壁の厚み1.3㎝。 L1  東西断割トレ L1　中央観察畦？



第34表　瓦観察一覧⑦
挿図番号
図版番号

造瓦
系統

種類 部位 分類 色調 観察事項 旧出土地 新出土地

第112図
図版79

160
大和系 丸瓦 端部 縄目文 灰色 端部幅5.8㎝。側面部資料。器壁の厚み1.7㎝。 L1  東西断割トレ L1　中央観察畦？

第113図
図版80

161
大和系 丸瓦 玉縁部 縄目文 灰色

玉縁の形状を知る資料。玉縁裏にも網状の紐圧痕が及ぶ。器壁の厚
み1.9㎝。

L1  東西
断割トレンチ

L1　中央観察畦？

第113図
図版80

162
大和系 丸瓦 玉縁部 縄目文 灰色

一方の側面部を残す。面取りがなされる。縄目叩きは筒部の中央に向
かい撫で整形が強いのか薄くなる。刺し網の縦間の幅が4㎝と幅広い。
器壁の厚み1.7㎝。

L1  東西断割 L1　中央観察畦？

第113図
図版80

163
大和系 丸瓦 玉縁部 縄目文 灰色 両側面を残す資料。器壁の厚み1.9㎝。

L1  東西
断割トレンチ

L1　中央観察畦？

第113図
図版80

164
大和系 丸瓦 玉縁部 縄目文 灰色

玉縁と端部を欠いた資料。筒部中央は撫で整形で縄目文様が薄くな
る。凹面側には明瞭な刺し網状の紐圧痕が残る。ほぼ四角で、横紐間
は3㎝である。器壁の厚み1.8㎝。

L1  東西
断割トレンチ

L1　中央観察畦？

第113図
図版80

165
高麗瓦 軒丸瓦 瓦当部 － 灰色

瓦当面には平面形が鰹節形の蓮弁の一部と、圏線に囲まれた囲繞す
る丸い珠文が確認される。瓦当裏は平面をなす。器面は著しく風化
し、摩滅が認められる。

不明 出土地不明

第113図
図版80

166
高麗瓦 軒平瓦 瓦当部 － 灰色

瓦当面に蓮華文様とその周辺にのびる蔓がみられる。瓦当裏には平
瓦の破壊された部分が観察される。裏面の撫で整形は良好。器壁の
厚み2.4㎝。

中央観察畦
第2層　暗褐色土層

中央観察畦①
Ⅱ層（暗褐色土層）

第113図
図版80

167
高麗瓦 軒平瓦 瓦当部 － 灰色

瓦当面の破片で、蓮華文様の一部と顎部分に水平に描かれた線文の
一部を残している。瓦当裏面は平面をなす。器壁の厚み2.1㎝。

中央観察畦
第2層　暗褐色土層

中央観察畦①
Ⅱ層（暗褐色土層）

第113図
図版80

168
高麗瓦 軒平瓦 瓦当部 － 灰色

166、167と同様の蓮華文様が残る瓦当資料。瓦当裏面は平面に整
形。器面の風化が進んでいる。

中央観察畦
第4層　最下層

中央観察畦①
Ⅳ層（暗褐色土層）

第113図
図版80

169
高麗瓦 丸瓦 玉縁部

羽状文
細目

灰色
玉縁側の資料で、玉縁端部は欠落、筒部も大きく損している、凸面の
羽状叩き文様は撫で整形のため文様は消えかかっている。焼成時の
ひび割れが観察できる。器壁の厚み2.4㎝。

不明 出土地不明

第113図
図版80

170
高麗瓦 丸瓦 玉縁部

羽状文
粗目

灰色
僅かに玉縁と筒部が残る資料。凸面には羽状文様がみられる。器壁の
厚み2㎝。

表  L1  104 L1-104　表採

第113図
図版80

171
高麗瓦 丸瓦 端部

羽状文
粗目

灰色
器面全体に風化がすすむ。僅かに凸面に羽状文様が残る。器壁の厚
み1.8㎝。

中央観察畦
第Ⅳ層　暗褐色土層

中央観察畦①
Ⅳ層（暗褐色土層）

第114図
図版81

172
高麗瓦 丸瓦 筒部 不明 灰色 筒部破片で、側面が僅かに残る。器壁の厚み1.3㎝。 不明 出土地不明

第114図
図版81

173
高麗瓦 平瓦 筒部

癸酉年文片
羽状文
粗目

灰色
凸面側に癸酉年文様と羽状打捺文がみられる破片である。器壁の厚
み2.3㎝。

K7　91　第2層
中央畦　断面

K7-91
中央観察畦①

Ⅱ層（黒土混赤土層）

第114図
図版81

174
高麗瓦 平瓦 筒部 癸酉年文片 灰色 凸面側に銘を書きこむ枠が残る破片である。器壁の厚み1.2㎝。

第Ⅳ層
中央観察畦　暗褐色土

中央観察畦①
Ⅳ層（暗褐色土層）

第114図
図版81

175
高麗瓦 平瓦 筒部

癸酉年文片
羽状文
粗目

灰色
側面の一部を残す資料で、凸面側には微かに残る羽状打捺文が観察
できる。離型材の白砂粒が付着。器壁の厚み1.6㎝。

L0　東西　断割
トレンチ　東より4番区

石灰岩礫混り土層　Ⅲ層

L0-94　断割　Ⅲ層
（石灰岩礫混じり層）

第114図
図版81

176
高麗瓦 平瓦 筒部

癸酉年文片
羽状文
粗目

灰色 羽状文様が残る。器壁の厚み1.7㎝。
中央観察畦

第Ⅱ層　暗褐色土層
中央観察畦①

Ⅱ層（暗褐色土層）

第114図
図版81

177
高麗瓦 平瓦 筒部

癸酉年文片
羽状文
粗目

灰色 焼き膨れのある破片である。羽状文様がみられる。器壁の厚み3.5㎝。 第53  柱穴 K7-94　柱穴53

第114図
図版81

178
高麗瓦 平瓦 筒部

癸酉年文片
羽状文
粗目

灰色
凸面には摩滅が進んでいるが羽状打捺文がみられる。凹面には右上
から左下方向に粘土糸きり痕が条痕としてみられる。

中央観察
第2層　暗褐色土層

中央観察畦①
Ⅱ層（暗褐色土層）

第114図
図版81

179
高麗瓦 平瓦 筒部

羽状文
細目

灰色 凸面側に羽状打捺文がみられる破片である。器壁の厚み1.6㎝。
中央観察畦

第2層　暗褐色土層
中央観察畦①

Ⅱ層（暗褐色土層）

第114図
図版81

180
高麗瓦 平瓦 筒部

格子文片
羽状文
粗目

褐色
側面の一部を残す資料で、凸面側には細かい目の羽状打捺文が観
察できる。離型材の白砂粒が付着。器壁の厚み1.6㎝。

Ⅱ期基壇
北側石垣の覆土

Ⅱ期基壇
北側翼状　Ⅰ層

第114図
図版81

181
高麗瓦

有段式
平瓦

筒部
羽状文
粗目

褐色
僅かに接合部の段部を残す。筒部は厚く2.4㎝。凸面には羽状捺文が
明瞭にみられる。

不明 出土地不明

第114図
図版81

182
高麗瓦 平瓦 筒部 大天片 灰色

凸面側に大天文様と羽状打捺文がみられる破片である。器壁の厚み2
㎝。

S60 出土地不明

第114図
図版81

183
明朝系 丸瓦 玉縁部 － 赤色

玉縁長さ5.5ｃｍ。器面にマンガン釉と僅かに漆喰の付着がみられる。
撫で整形が明瞭に残る。「＼＼」記号あり。器壁の厚み1.4ｃｍ。

K10　L0　99
第2層　10-30

K10・L0-99　Ⅱ層

第114図
図版81

184
明朝系 丸瓦 玉縁部 － 赤色

玉縁長さ4ｃｍ。玉縁側の破片資料。器面にマンガン釉と漆喰の付着が
みられる。凹面に不明記号あり。器壁の厚み1.5ｃｍ。

S60 出土地不明

第114図
図版81

185
明朝系 丸瓦 玉縁部 － 赤色

玉縁側の破片資料。凹面にマンガン釉と漆喰の付着が僅かにみられ
る。「×」記号あり。器壁の厚み1.2ｃｍ。

表土  K0  102 K0-102　表土

第115図
図版82

186
明朝系 平瓦 狭端部 － 赤色

平瓦の狭端部破片。「□」記号あり。撫で整形が明瞭。器壁の厚み1.1
ｃｍ。

不明 出土地不明



第34表　瓦観察一覧⑧
挿図番号
図版番号

造瓦
系統

種類 部位 分類 色調 観察事項 旧出土地 新出土地

第115図
図版82

187
明朝系 平瓦 筒部 － 赤色

平瓦の筒部資料。並列して2条交差する沈線がみられる。器壁の厚み
1.3ｃｍ。

不明 出土地不明

第115図
図版82

188
明朝系 平瓦 狭端部 － 赤色

角1つを残す平瓦の狭端部破片。格子状の沈線がみられる。撫で整形
が明瞭。器壁の厚み1.2ｃｍ。

表  L2  98 L2-98　表採

第115図
図版82

189
明朝系 平瓦 狭端部 － 赤色

平瓦の狭端部破片。僅かに漆喰が付着する。不明沈線あり。器壁の厚
み1.6ｃｍ。

L4  98 L4-98　表採

第115図
図版82

190
明朝系 平瓦 筒部 － 赤色

平瓦の筒部破片。沈線が縦位に複数みられる。わずかに漆喰が付着
する。器壁の厚み1.4ｃｍ。

S60 出土地不明

第115図
図版82

191
明朝系 平瓦 筒部 － 赤色

平瓦の筒部破片。交差する沈線がみられる。凹面に漆喰が付着する。
器壁の厚み1.4ｃｍ。

表土　L2,3,4
102　103

表土

第115図
図版82

192
明朝系 平瓦 筒部 － 赤色

平瓦の筒部破片。凹面にマンガン釉が付着する。器面に記号あり。器
壁の厚み1.7ｃｍ。

表土  L2  103 L2-103　表土

第115図
図版82

193
明朝系 平瓦 筒部 － 赤色

平瓦の筒部破片。マンガン釉の付着がみられる。器面に「當山?」と銘
が刻まれている。器壁の厚み1.6ｃｍ。

S60 出土地不明

第115図
図版82

194
明朝系 平瓦 筒部 － 赤色

平瓦の筒部破片。マンガン釉の付着が僅かにみられる。器面に墨書き
で文字が表記されている。器壁の厚み1.2ｃｍ

K5　94
第2層　10-20

K5-94　Ⅱ層

第115図
図版82

195
明朝系 役瓦 － L字瓦 灰色

残存形態がL状の丸瓦系資料である。ただし、破損のため全体観は明
らかにしがたい。器壁の厚み2.1ｃｍ。

S60 出土地不明



第35表　 塼集計表

分類 Ⅱ

Ａ Ｃ 不明 Ｄａ Ｄａ

角２ 角無し 完形 完形 角１ 角２ 角３ 角無し 完形 角１ 角２ 角３ 角無し 角１ 角２ 角無し 角１ 角無し 角１ 角２ 角１ 角２ 角無し 角２ 角１ 角２ 角１ 角無し 角１ 角無し 完形 角１ 角２ 角３ 角無し 角２ 角無し 完形 角１ 角２ 角無し 完形 角２ 完形 角２ 角無し 角２

個　数 1 2 1 2 3 95 10 1 25 2 35 10 1 12 23 2 5 9 2 1 3 2 1 1 4 1 4 273 429 77 80 4 2 15 1 7 5 2 2 4 4 2 3 5 1 4 1 1

Ｂｂ

分類　Ⅰ

Ｃｂ

分類　Ⅳ

Ｃａ

色　調

接合材

分　類

部　位

赤　　色

Ｄｂ ＡＢａ ＡＢｂ Ｂａ

分類　Ⅲ

Ｃａ

漆　喰　材

Ａａ Ａｂ Ｂａ Ｂｂ
角無し

ＡＣｂ

分類　Ⅱ

Ｄｂ Ｂ Ｃ

角無し 角１ 角無し 完形 角１ 角無し 角１ 角無し 角１ 角無し 角１ 角無し 完形 角１ 角２ 角３ 角無し 完形 角１ 角２ 角無し 角１ 角２ 角無し 角１ 角２ 角無し 角１ 角２ 角無し 角１ 角２ 角無し 角１ 角無し 角１ 角無し 角１ 角無し

個　数 1 99 134 1 105 154 1 17 4 1 12 1 1 1 2 1 3 3 10 36 11 2 23 2 38 5 7 27 2 13 13 1 4 1 1 3 170 2 323 60 115 2 2 3 9

ＡＢｂ 不明ａ 不明ｂ不明
角無し

Ａａ Ａｂ Ｂａ

分類　Ⅲ

Ｂｂ
完形 角１ 角２ 角３ 角無し

Ａ Ｃａ ＡＢａ

分類　Ⅳ

漆　喰　材 接合材無し色　調

接合材

分　類

部　位

赤　　色

不明ａ 不明ｂ

分類　Ⅳ 分類　Ⅴ（煉瓦） 分類　Ⅰ

Ａ Ｂ Ａ Ｃａ

角１ 角１ 角１ 角２ 角無し 完形 角１ 角２ 角無し 完形 角１ 角２ 角３ 角無し 完形 角１ 角２ 角無し 完形 角１ 角２ 角無し 角１ 角２ 角１ 角２ 角１ 角２ 角１ 角２ 角１ 角無し 角１ 角無し 完形 完形 角２ 角無し 完形 角１ 角２ 角３

個　数 11 1 6 1 1 2 1 1 5 5 2 14 3 4 1 51 5 2 7 1 16 3 7 2 11 5 10 2 11 3 2 4 6 1 4 101 135 122 182 1 1 3 2 1 2 3 1

Ｄｂ ＡＢａ ＡＢｂ Ｂａ ＢｂＡｂ Ｂａ Ｂｂ Ｃａ Ｃｂ

分類　Ⅴ（煉瓦）

Ｄａ
角２ 角無し

Ｃ
角１ 角無し

Ａａ

灰　　　色

接合材無し 漆　喰　材色　調

接合材

分　類

部　位

赤　　色

角１

分類　Ⅰ 分類　Ⅱ 分類　Ⅲ 分類　Ⅳ

Ａ Ｂｂ 不明ｂ

完形 角１ 角２ 角３ 角無し 角１ 角無し 角１ 角無し 角無し 角１ 角無し 完形 角１ 角２ 角３ 角無し 角１ 角２ 角無し 完形 角１ 角２ 角無し 完形 角１ 角２ 角無し 角１ 角無し 角１ 角無し 角１ 角１ 角無し 角無し

個　数 1 1 3 1 2 41 32 35 45 2 3 3 7 24 8 39 6 3 21 85 17 11 3 14 2 7 1 36 6 10 163 309 229 436 1 1 2 6 4987

不明ａＡａ Ａｂ Ｂａ Ｂｂ ＡＢａ ＡＢｂ

分類　Ⅰ

不明ａ 不明ｂ Ｂ
角１ 角無し

接合材無し色　調

接合材

分　類

部　位

灰　　　色

合　計

漆喰材

Ｃｂ

分類　Ⅱ 分類　Ⅲ 分類　Ⅳ分類　Ⅳ



第36表　塼観察一覧①

挿図番号
図版番号

色調 接合材 残存状況 分類 観察事項 旧出土地 新出土地

第116図
図版83

１
赤色 無し 角1 Ⅰ-A

厚さ5.5㎝、突起部厚さ、4.2㎝、蓋状。下面にL字状突起
を有する。

Ⅱ期基壇
北側石垣の覆土

Ⅱ期基壇
北側翼状　Ⅰ層

第116図
図版83

２
灰色

漆喰
有り

角1 Ⅰ-B
上面長21.2㎝、下面長19.0㎝、全体の厚さ9.9㎝。T字状
突起を有する。

K7　94・95
第1層

コーラル層

K7-94・95
Ⅰ層

（コーラル層）

第116図
図版83

３
赤色 無し 角1 Ⅰ-B

厚さ4.9㎝、突起部厚さ2.9㎝。側面に段、下面にL字突起
を有する。

不明 出土地不明

第116図
図版83

４
灰色 無し 角1 Ⅰ-B 厚さ9.5㎝、突起部厚さ1.2㎝。下面に突起を有する。 不明 出土地不明

第116図
図版83

５
灰色 無し 角1 Ⅰ-B

上面長23.4㎝、下面長22.5㎝、厚さ9.0㎝、突起部厚さ5.8
㎝。側面に段、突起を有する。

表土 K8 103 K8-103　表土

第117図
図版84

６
灰色

漆喰
有り

角2 Ⅰ-C
ほぼ完形。厚さ5.3㎝、突起部厚さ2.5㎝。側面に段、下面
に突起を有する。

不明 出土地不明

第117図
図版84

７
灰色 無し 角1 Ⅱ

厚さ3.1㎝、突起部厚さ1.2㎝。側面に段、下面に突起を有
する。

SW13  下部 L0-96　SW13

第117図
図版84

８
灰色

漆喰
有り

角無し Ⅱ
　厚さ3.3㎝、突起部厚さ、3.3㎝。側面に段、下面に突起
を有する。

4基壇
南壁外側　上層

南踊り場
断割⑤

第117図
図版84

９
灰色

漆喰
有り

角無し Ⅱ
厚さ3.1㎝、突起部厚さ3.1㎝。側面に段、下面にL字状の
突起を有する。

Ｇ-2 出土地不明

第117図
図版84

10
灰色

漆喰
有り

完形 Ⅲ-Ab
上面長27.0㎝、下面長26.9㎝、厚さ4.6㎝。調整が丁寧で
上下面の誤差が少ない。上面には石灰質の薄膜が、側面
に漆喰が付着する。

不明 出土地不明

第117図
図版84

11
灰色 無し 角2 Ⅲ-Ab

上面長25.5㎝、下面長24.8㎝、厚さ6.5㎝。上面・側面に
わずかな石灰質の薄膜が付着する。調整は良好。

Ⅳ期基壇
北側翼状石垣内

Ⅴ期基壇

第118図
図版85

12
赤色

漆喰
有り

角2 Ⅲ-Ab
上面長25.5㎝、下面長24.8㎝、厚さ4.2㎝。上面にわずか
な石灰質の薄膜が付着する。調整はやや粗い。

L0  97
Ⅰ期基壇の

北側面

Ⅱ期基壇
北側翼状　Ⅰ層

第118図
図版85

13
灰色

漆喰
有り

完形 Ⅲ-Aa
上面長25.0㎝、下面長24.0㎝、厚さ3.6㎝。全体にわずか
な石灰質の薄膜が付着する。調整は良好。

Ⅴ期基壇
南踊り場

Ⅶ期基壇
踊り場

第118図
図版85

14
灰色

漆喰
有り

角2 Ⅲ-Aa
上面長24.0㎝、下面長23.5㎝、厚さ3.1㎝。上面・下面に
石灰質の薄膜が付着。調整は良好。

K1  98
石組遺構内

K1-98　SW5

第118図
図版85

15
赤色

漆喰
有り

完形 Ⅲ-Aa
上面長24.5㎝、下面長23.5㎝、厚さ3.2㎝。調整はやや粗
い。

中央観察畦
東西軸　第Ⅳ層

暗褐色土層

中央観察畦①
Ⅳ層

（暗褐色土層）

第118図
図版85

16
灰色

漆喰
有り

完形 Ⅲ-Bb
上面長22.5㎝、下面長22.0㎝、厚さ4.5㎝。上面に石灰質
の薄膜が付着。調整は良好。○大 のスタンプあり。

不明 出土地不明

第118図
図版85

17
赤色 無し 角1 Ⅲ-Bb

上面長23.4㎝、下面長22.5㎝、厚さ3.3㎝。上面・下面に
石灰質の薄膜が付着。調整は良好。

SW13  下部 L0-96　SW13

第118図
図版85

18
灰色 無し 完形 Ⅲ-Ba

上面長23.5㎝、下面長22.5㎝、厚さ3.4㎝。下面に石灰質
の薄膜が付着。調整は良好。側面にヘラ記号「×」。

不明 出土地不明

第118図
図版85

19
赤色

漆喰
有り

角2 Ⅲ-Ba
上面長22.5㎝、下面長22.0㎝、厚さ3.1㎝。下面にわずか
な石灰質の薄膜が付着。調整は良好。側面にヘラ記号
「//」。

表土 L5 97 L5-97　表土

第119図
図版86

20
赤色 無し 角2 Ⅲ-Ca 上面長25.2㎝、下面長25.0㎝、厚さ3.9㎝。調整は良好。

Ⅳ期基壇
化粧石前プール

遺構内
SP3

注　「－」：計測不可



第36表　塼観察一覧②

挿図番号
図版番号

色調 接合材 残存状況 分類 観察事項 旧出土地 新出土地

第119図
図版86

21
灰色

漆喰
有り

角2 Ⅲ-Cb
上面長24.5、下面長23.8㎝、厚さ4.4㎝。全体に漆喰が付
着しており、間に漆喰を挟む。割加工。調整はやや粗い。

正面部 出土地不明

第119図
図版86

22
赤色 無し 角1 Ⅲ-Ca

上面長15.5㎝、下面長13.6㎝、厚さ3.6㎝。漆喰の付着が
みられない。側面の調整がやや粗い。

第2  L3  97 L3-97　Ⅱ層

第119図
図版86

23
灰色

漆喰
有り

角2 Ⅲ-Db
上面長25.0㎝、下面長24.7㎝、厚さ3.6㎝。全体に漆喰が
が付着する。調整はやや粗い。

52号　穴 K7-94　柱穴52

第119図
図版86

24
赤色

漆喰
有り

完形 Ⅳ-A
縦長さ31.0㎝、横長さ11.0㎝、厚さ4.3㎝。表面の縦位に
漆喰が、裏面に薄く石灰質の薄膜が付着。調整はやや粗
い。

不明 出土地不明

第119図
図版86

25
赤色

漆喰
有り

角2 Ⅳ-Ba
縦長さ22.0㎝、横長さ16.5㎝、厚さ3.3㎝。表面に厚く漆喰
が付着する。調整は粗い。

不明 出土地不明

第120図
図版87

26
赤色

漆喰
有り

完形 Ⅳ-Bb
縦長さ33.0㎝、横長さ17.0㎝、厚さ4.4㎝。全体に漆喰が
付着するが、一方の側面には漆喰が付着しない。調整は
良好。

不明 出土地不明

第120図
図版87

27
灰色

漆喰
有り

完形 Ⅳ-A
縦長さ24.0㎝、横長さ12.0㎝、厚さ3.4㎝。全体に漆喰が
付着する。調整はやや粗い。

表土 表土

第120図
図版87

28
灰色

漆喰
有り

完形 Ⅳ-Ba
縦長さ29.0㎝、横長さ16.5㎝、厚さ3.8㎝。全体に漆喰が
付着するが、一方の側面には漆喰が付着しない。調整は
良好。

表  L1  102 L1-102　表採

第120図
図版87

29
灰色

漆喰
有り

完形 Ⅳ-Bb
縦長さ33.5㎝、横長さ16.5㎝、厚さ3.7㎝。全体に漆喰が
付着する。調整はやや粗い。

表土  K10  101 K10-101　表土

第120図
図版87

30
赤色

漆喰
有り

完形 Ⅳ-Ca
縦長さ34.0㎝、横長さ21.5㎝、厚さ3.8㎝。器面の半分に
漆喰が付着する。調整は良好。

正面部 出土地不明

第120図
図版87

31
赤色

漆喰
有り

完形 Ⅳ-Ca
縦長さ34.0㎝、横長さ18.0㎝、厚さ3.5㎝。表面の一つの
側面と裏面全体に漆喰が付着する。調整は良好。

不明 出土地不明

第121図
図版88

32
赤色

漆喰
有り

完形 Ⅳ-Ca
縦長さ29.5㎝、横長さ18.5㎝、厚さ3.1㎝。表面の一つの
側面と裏面全体に漆喰が付着する。調整は良好。

不明 出土地不明

第121図
図版88

33
灰色

漆喰
有り

完形 Ⅳ-Cb
縦長さ32.0㎝、横長さ21.5ｍ、厚さ4.1㎝。表面の一つの側
面と裏面全体に漆喰が付着する。調整はやや粗い。

不明 出土地不明

第121図
図版88

34
灰色

漆喰
有り

角2 Ⅳ-Cb
縦長さ26.0㎝、横長さ22.5㎝、厚さ4.0㎝。全体に漆喰が
付着する。調整はやや粗い。

不明 出土地不明

第121図
図版88

35
赤色

漆喰
有り

完形 Ⅳ-Cb
縦長さ32.0㎝、横長さ18.0㎝、厚さ4.3㎝。全体に石灰質
の薄膜とマンガン釉が付着する。調整は良好。

表土  K4  103 K4-103　表土

第122図
図版89

36
赤色

漆喰
有り

角2 Ⅳ-Da
縦長さ18.0㎝、横長さ22.0㎝、厚さ3.0㎝。全体に漆喰とわ
ずかにマンガン釉が付着する。調整は良好。

不明 出土地不明

第122図
図版89

37
赤色

漆喰
有り

角無し Ⅳ-Db
縦長さ19.0㎝、横長さ20.0㎝、厚さ4.0㎝。全体に漆喰とわ
ずかにマンガン釉が付着する。調整は良好。

表土  L0  100 L0-100　表土

第122図
図版89

38
赤色

漆喰
有り

完形 Ⅰ-不明
縦長さ22.0㎝、横長さ11.0㎝、厚さ6.0㎝。煉瓦。わずかに
石灰質の薄膜が付着する。調整は良好。

表  L3  92 L3-92　表採

注　「－」：計測不可



第37表　銭貨集計表

時　代 前漢 新 前蜀 後周

完形 完形 破片 完形 破片 破片 完形 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片

個　数 1 1 1 8 15 1 1 1 3 2 3 2 3 4 2 2 3

唐 北　宋

銭　種
四銖半両

三分銭
貨泉 乹元重寳 開元通寳 祥符元寳光天元寳 周通元寳 太平通寳 淳化元寳 咸平元寳 祥符通寳

時　代

破片 完形 完形 破片 破片 破片 完形 破片 完形 破片 完形 完形 破片 完形 破片

個　数 1 2 3 15 1 1 3 18 1 2 1 1 5 2 5

北　　宋

銭　種

祥符元寳

or

通寳

天禧通寳 天聖元寳 明道元豊 治平元寳景祐元寳 皇宋通寳 至和元寳 至和通寳 嘉･元寳 嘉祐通寳

時　代 元

破片 破片 破片 破片 破片 破片 破片 破片 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片

個　数 1 1 1 1 1 4 1 1 1 1 2 45 23 1 2

銭　種
政和通寳

（折二）
宣和通寳 淳熈元寳 紹熈元寳

明

洪武通寳
洪武通寳

（折二）

北　宋 南　宋

大中通寳開禧通寳 嘉定通寳 皇宋元寳 景定元寳 至大通寳

時　代

完形 破片 完形 完形 破片 完形 完形 完形 破片 完形 完形 破片 完形 破片

個　数 28 12 1 1 1 1 5 13 1 4 19 11 33 206 27 4

付着銭

（無文銭）

明 清 琉球

輪銭 無文銭
宣徳通寳 康熈通寳 乾隆通寳 道光通寳 大世通寳銭　種 永楽通寳 世高通寳

不明銭
付着銭

時　代

10年 17年 20年 23年 31年（1898） 3年 5年 8年 9年

新 二銭 半銭 半銭 五銭 一銭 十銭 一銭 一銭 一銭

完形 破片 完形 破片 完形 破片 破片 完形 完形 完形 完形 完形 完形 完形 完形 完形 完形 完形

個　数 14 2 3 2 14 1 2 1 1 1 1 1 2 2 1 1 1 2

大正

銭　種
寛永通宝

一銭 半銭
１期 ２期 ３期

江戸 明治

時　代

11年 12年 13年 14年 年代不明 7年 10年 11年 13年

十銭 五銭 一銭 五銭 一銭 一銭 十銭 一銭 一銭 一銭 一銭 一銭 五銭 十銭 十銭 一銭

完形 完形 完形 完形 完形 完形 完形 完形 完形 完形 完形 完形 完形 完形 完形 完形 完形 完形

個　数 3 1 2 1 1 1 1 1 3 10 1 2 1 1 1 1 1 1

15年

大　正

銭　種
10年

十銭 一銭
14年

昭　和

時　代
満州国

大同3年
米国

16・18年

一銭

（ｱﾙﾐﾆｳﾑ貨）
一銭 五銭

五銭

（ｱﾙﾐﾆｳﾑ貨）

五銭

（ｱﾙﾐﾆｳﾑ貨）

完形 完形 完形 完形 完形 完形 完形 完形 完形

個　数 1 9 1 1 1 2 3 1 5 802

昭　和

合　計1セント銭　種

16年 17年
五銭

（ｱﾙﾐﾆｳﾑ貨）
一銭

五分

白銅貨

時　代

完形 破片 完形 完形 破片 完形 破片 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 完形 破片 破片 完形 破片

個　数 16 11 1 14 15 1 3 1 10 12 2 2 2 2 2 4 9 4 15

北　　宋

銭　種 熈寧元寳
熈寧元寳

（折二）
元豊通寳

元豊通寳

（折二）
政和通寳

元豊通寳

or

元･通寳

元祐通寳 紹聖元寳 元符通寳 聖宋元寳 大観通寳



第38表　銭貨観察一覧① 単位：㎜、g

銭径 孔径 銭厚 重量

第125図
図版90

１

四銖半両
三分銭

前漢B.C.175
年

24.02 8.41 1.17 2.30 完形
Ⅱ期基壇前面100トレンチ

第2段階の基壇
正面石積内その下

Ⅱ期基壇

第125図
図版90

２
貨泉 新A.D.14年 23.00 6.93 1.78 2.92 完形

遺構No.2
Ⅱ期基壇化粧石前

Ⅲ期基壇

第125図
図版90

３
開元通寳 - 24.48 6.44 1.39 3.52 完形 Ⅱ期基壇　化粧石前 Ⅲ期基壇

第125図
図版90

４
開元通寳 - 24.38 6.55 1.23 3.34 完形 石灰岩　K6 101 Ⅳ期基壇

第125図
図版90

５
開元通寳 - 25.29 6.66 1.28 2.22 破片 表土　K1 K2 92 K1・2-92　表土

第125図
図版90

６
開元通寳 - 24.20 7.08 0.96 2.92 完形 表土　K6 103⑨ K6-103　表土

第125図
図版90

７
開元通寳 唐845年 25.64 6.25 1.85 4.13 完形

No.2　Ⅱ期基壇
正面部⑰

Ⅲ期基壇

第125図
図版90

８
光天元寳 前蜀918年 23.55 6.59 1.04 2.07 破片 第2層　20ｃｍ　K6 93 K6-93　Ⅱ層

第125図
図版90

９
周通元寳 後周955年 24.97 6.39 1.06 3.15 完形 表土　K2 92・93⑬ K2-92･93　表土

第125図
図版90

10
太平通寳 北宋976年 24.55 5.75 1.21 3.32 完形

遺構No.2
Ⅱ期基壇化粧石前⑬

Ⅲ期基壇

第125図
図版90

11
淳化元寳 北宋990年 25.05 5.81 1.42 3.85 完形

遺構No.1
Ⅱ期基壇化粧石前⑤

Ⅲ期基壇

第125図
図版90

12
咸平元寳 北宋998年 24.69 5.56 1.46 3.93 完形 Ⅱ期基壇　化粧石前 Ⅲ期基壇

第125図
図版90

13
咸平元寳 - 24.83 5.89 1.15 2.98 完形

遺構No.1
Ⅱ期基壇化粧石前③

Ⅲ期基壇

第126図
図版91

14
祥符通寳 北宋1009年 26.33 5.50 1.23 3.85 完形

遺構No.1
Ⅱ期基壇化粧石前⑥

Ⅲ期基壇

第126図
図版91

15
祥符元寳 北宋1009年 25.66 6.02 1.39 3.33 完形 Ⅱ期基壇　化粧石前 Ⅲ期基壇

第126図
図版91

16
祥符元寳 - 26.03 6.20 1.43 4.08 完形 Ⅱ期基壇　正面部 Ⅲ期基壇

第126図
図版91

17
天禧通寳 北宋1017年 25.76 5.85 1.45 3.25 完形 撹乱層 撹乱層

第126図
図版91

18
天聖元寳 北宋1023年 24.83 6.67 1.30 3.26 完形 第Ⅱ層　⑦　0-10　K6　95 K6-95　Ⅱ層

第126図
図版91

19
天聖元寳 - 25.78 7.14 1.63 4.13 完形 表土　K4 101⑩ K4-101　表土

第126図
図版91

20
景祐元寳 北宋1034年 25.36 7.25 0.98 2.03 破片 表土　K1 K2 92 K1・2-92　表土

第126図
図版91

21
皇宋通寳 - 25.10 6.49 1.51 3.98 完形 石灰岩　K6 101 Ⅳ期基壇

第126図
図版91

22
皇宋通寳 北宋1038年 24.80 5.71 1.16 3.05 完形 No.8　表土 表土

第126図
図版91

23
至和通寳 北宋1054年 - 6.78 1.22 1.87 破片 表土　K1 K2 92 K1・2-92　表土

注　「－」：計測不可

旧出土地 新出土地
挿図番号
図版番号

銭貨名 初鋳年代
法量

残存



第38表　銭貨観察一覧② 単位：㎜、g

銭径 孔径 銭厚 重量

第126図
図版91

24
嘉祐通寳 北宋1056年 25.02 7.10 1.27 3.16 完形

遺構No.5　Ⅲ期基壇前面
K9 K10 100　第2基壇

Ⅳ期基壇

第126図
図版91

25
治平元寳 北宋1064年 24.74 6.31 1.43 3.77 完形

Ⅴ期基壇前面100トレンチ
第2階段9基壇正面

石板内その下
Ⅱ期基壇

第126図
図版91

26
治平元寳 - - - 1.22 1.49 破片 表土　No14 表土

第126図
図版91

27
熈寧元寳 北宋1068年 25.33 6.47 1.30 3.78 完形 Ⅱ期基壇　東方のミゾ Ⅲ期基壇

第127図
図版92

28
熈寧元寳 - 24.17 5.90 1.65 4.55 完形 表土　K7 99 K7-99　表土

第127図
図版92

29
熈寧元寳 - 23.99 6.30 1.22 2.94 完形

遺構No.2
Ⅱ期基壇化粧石前

Ⅲ期基壇

第127図
図版92

30
熈寧元寳 - 23.82 6.24 1.33 3.05 完形 撹乱層 撹乱層

第127図
図版92

31

熈寧元寳
折二

- 31.72 8.02 1.22 6.13 完形
第Ⅱ層①

10-20　K3 93
K3-93　Ⅱ層

第127図
図版92

32
元豊通寳 - 24.91 6.45 1.50 4.58 完形

遺構No.3　Ⅲ期基壇前面
K9 K10 100　第2基壇正面

礫層中

K9・10-100
Ⅱ期基壇

正面礫層中

第127図
図版92

33
元豊通寳 北宋1078年 24.82 6.58 1.34 3.53 完形 No.9-3.4　表土 表土

第127図
図版92

34
元豊通寳 - 24.76 5.87 1.41 4.41 完形 C観察トレ

中央観察トレンチ3
礫層

第127図
図版92

35

元豊通寳
折二

- 28.30 6.75 1.77 7.67 完形 かわや跡の覆土中 かわや跡　Ⅰ層

第127図
図版92

36
元祐通寳 - 23.90 5.02 1.72 4.76 完形

遺構No1
Ⅱ期基壇化粧石前⑨

Ⅲ期基壇

第127図
図版92

37
元祐通寳 北宋1086年 25.43 5.46 1.21 3.85 完形 Ⅱ期基壇　化粧石前 Ⅲ期基壇

第127図
図版92

38
元祐通寳 - 24.97 6.63 1.73 4.24 完形

テストピットK8　100
石灰岩塊層

Ⅲ期基壇

第127図
図版92

39
元祐通寳 - 25.19 5.77 1.62 4.24 完形 Ⅱ期基壇　正面部 Ⅲ期基壇

第127図
図版92

40
紹聖元寳 - - 6.32 1.35 1.58 破片 表土　K1 96 K1-96　表土

第127図
図版92

41
紹聖元寳 北宋1094年 - 5.66 1.29 2.09 破片

K10 94
土拡　50ｃｍ

K10-94　土坑5

第128図
図版93

42
元符通寳 - 24.14 6.58 1.53 3.75 完形 K2 92.93　表土 K2-92･93　表土

第128図
図版93

43
元符通寳 北宋1098年 25.05 6.65 1.26 3.54 完形 No.12　表土 表土

第128図
図版93

44
聖宋元寳 北宋1101年 24.24 6.57 1.20 3.75 完形

中央断割畦
K7 91　第2層

中央観察畦②　Ⅱ層

第128図
図版93

45
大観通寳 北宋1107年 24.81 5.93 1.41 2.96 破片 K2 92 93　表土 K2-92･93　表土

第128図
図版93

46
政和通寳 - 24.71 5.91 1.32 3.31 完形 表土　K6 101 K6-101　表土

注　「－」：計測不可

旧出土地 新出土地
挿図番号
図版番号

銭貨名 初鋳年代
法量

残存



第38表　銭貨観察一覧③ 単位：㎜、g

銭径 孔径 銭厚 重量

第128図
図版93

47
政和通寳 北宋1111年 24.27 5.67 1.37 3.57 完形 39号　柱穴 K2-91･92　柱穴39

第128図
図版93

48

政和通寳
折二

- - - 1.57 2.98 破片
Ⅰ期基壇畦

51号　柱穴39
K7-93　柱穴51

第128図
図版93

49
宣和通寳 北宋1119年 - - 1.23 1.15 破片 表土　L1 102 L1-102　表土

第128図
図版93

50
紹熈元寳 南宋1190年 - 5.89 1.31 2.14 破片 表土　K1 K2 92 K1・2-92　表土

第128図
図版93

51
淳熈元寳 南宋1174年 24.43 6.06 1.28 2.34 破片 No.15　表土 表土

第128図
図版93

52
開禧通寳 南宋1205年 - - 1.19 1.54 破片

第Ⅱ層⑨　20ｃｍ
K6 93

K6-93　Ⅱ層

第128図
図版93

53
嘉定通寳 南宋1208年 - - 1.20 2.19 破片 表土　K1 K2 92 K1・2-92　表土

第128図
図版93

54
皇宋元寳 南宋1253年 - 5.52 1.34 2.00 破片 表土　K3 92⑯ K3-92　表土

第128図
図版93

55
景定通寳 南宋1260年 24.78 6.55 1.17 2.27 破片 表土　K1 K2 92 K1・2-92　表土

第129図
図版94

56
至大通寳 元1310年 - 4.77 2.30 3.54 破片

遺構No.3　Ⅲ期基壇前面
K9 K10 100　第2基壇

正面礫層中㉕

K9・10-100　Ⅱ期基壇
正面礫層中

第129図
図版94

57
大中通寳 明1361年 25.06 5.33 1.60 4.06 完形 表土　K5 99⑧ K5-99　表土

第129図
図版94

58
洪武通寳 - 22.65 5.13 1.62 3.69 完形 表土　L2 102 L2-102　表土

第129図
図版94

59
洪武通寳 - 23.37 5.77 1.86 4.01 完形

（Ⅲ期基壇前面）K9 K10
第Ⅱ基壇　正面礫層中

K9・10-100　Ⅱ期基壇
正面礫層中

第129図
図版94

60
洪武通寳 - 23.27 5.54 1.59 3.45 完形 撹乱層 撹乱層

第129図
図版94

61
洪武通寳 - 24.08 5.80 1.68 4.11 完形

テストピットK8　100
石灰岩塊層

Ⅲ期基壇

第129図
図版94

62
洪武通寳 - 23.16 5.55 2.15 3.66 完形 Ⅱ期基壇　化粧石前 Ⅲ期基壇

第129図
図版94

63
洪武通寳 - 23.72 5.37 1.58 4.03 完形

テストピットK8　100
石灰岩塊層

Ⅲ期基壇

第129図
図版94

64
洪武通寳 - 23.73 5.36 1.84 4.15 完形 Ⅱ期基壇　化粧石前 Ⅲ期基壇

第129図
図版94

65
洪武通寳 - 22.49 4.08 1.74 3.50 完形

Ⅱ期基壇前面100トレンチ
第2段階の基壇
石積のその下

Ⅱ期基壇

第129図
図版94

66
洪武通寳 - 21.33 4.11 1.74 2.94 完形

Ⅱ期基壇前面100トレンチ
第2段階の基壇

正面石積内その下
Ⅱ期基壇

第129図
図版94

67
洪武通寳 - 23.14 6.43 1.68 3.91 完形 Ⅱ期基壇　正面部 Ⅲ期基壇

第129図
図版94

68

洪武通寳
折二

- 29.57 5.80 2.13 8.48 完形 中央部爆弾跡 爆弾跡②

第130図
図版95

69

洪武通寳
折二

- - - 1.66 4.41 破片 表土層　K3-92 K3-92　表土

注　「－」：計測不可

挿図番号
図版番号

銭貨名 初鋳年代
法量

残存 旧出土地 新出土地



第38表　銭貨観察一覧④ 単位：㎜、g

銭径 孔径 銭厚 重量

第130図
図版95

70

洪武通寳
折二

- - - 1.79 3.89 破片 L0-1.98　撹乱層 L0･1-98　撹乱層

第130図
図版95

71
洪武通寶 - - - 2.13 2.07 破片

（Ⅲ期基壇　前面）
K9　K10　100　第2基壇

正面礫層中

K9・10-100　Ⅱ期基壇
正面礫層中

第130図
図版95

72
洪武通寳 - - - 2.03 1.02 破片 表土　K1 96 K1-96　表土

第130図
図版95

73
永楽通寳 - 25.61 5.06 1.26 3.33 完形

遺構No.1　Ⅱ期基壇
化粧石前①

Ⅲ期基壇

第130図
図版95

74
永楽通寳 - 25.95 5.02 1.25 3.83 完形 第Ⅱ層②　0-20　K4 97 K4-97　Ⅱ層

第130図
図版95

75
永楽通寳 - 24.92 5.13 1.34 3.77 完形 表土　L2 102 L2-102　表土

第130図
図版95

76
永楽通寳 - 25.45 5.03 1.67 4.76 完形

石灰岩礫層　K8 100
（Ⅲ期基壇）

Ⅲ期基壇

第130図
図版95

77
永楽通寳 - 25.89 4.82 1.57 4.19 完形 Ⅰ期基壇　階段畦 Ⅱ期基壇

第130図
図版95

78
永楽通寳 - 25.53 4.63 1.92 6.23 完形 Ⅱ期基壇　化粧石前 Ⅲ期基壇

第130図
図版95

79
永楽通寳 明1408年 24.91 4.98 2.01 5.34 完形 No.17　表土 表土

第130図
図版95

80
永楽通寳 - 25.58 4.70 1.78 4.34 完形 Ⅱ期基壇　正面部 Ⅲ期基壇

第130図
図版95

81
永楽通寳 - - 5.40 1.20 2.90 完形 第Ⅱ層　0/10　K9.95 K9-95　Ⅱ層

第130図
図版95

82
宣徳通寳 明1433年 24.99 4.40 1.61 3.62 完形

遺構No.3
Ⅱ期基壇　正面部⑲

Ⅲ期基壇

第131図
図版96

83
康熙通寳 清1662年 21.17 4.63 1.06 1.95 完形 表土　K0 98⑫ K0-98　表土

第131図
図版96

84
乾隆通寳 清1736年 23.31 5.40 0.97 1.74 破片 表土　K2 96 K2-96　表土

第131図
図版96

85
道光通寳 清1821年 21.88 5.19 1.84 3.44 完形

第Ⅱ層④　10-20
K2 93

K2-93　Ⅱ層

第131図
図版96

86
世高通寳 - 23.00 4.92 1.09 2.57 完形 Ⅱ期基壇　化粧石前 Ⅲ期基壇

第131図
図版96

87
世高通寳 - 23.66 4.49 1.45 4.23 完形

遺構No.1
Ⅱ期基壇　化粧石前②

Ⅲ期基壇

第131図
図版96

88
世高通寳 - 22.56 4.34 1.20 2.74 完形 Ⅱ期基壇　正面部 Ⅲ期基壇

第131図
図版96

89
世高通寳 琉球1461年 23.27 4.49 2.79 5.95 完形

No.3　石組遺構
SW3

K2-96　SW3

第131図
図版96

90
世高通寳 - 23.22 3.76 1.73 3.12 完形 Ⅱ期基壇　正面部 Ⅲ期基壇

第131図
図版96

91
世高通寳 - 23.50 4.60 1.49 4.28 完形 Ⅱ期基壇　正面部 Ⅲ期基壇

第131図
図版96

92
世高通寳 - 24.18 4.13 2.09 4.12 完形 Ⅱ期基壇　正面部 Ⅲ期基壇

注　「－」：計測不可

旧出土地 新出土地
挿図番号
図版番号

銭貨名 初鋳年代
法量

残存



第38表　銭貨観察一覧⑤ 単位：㎜、g

銭径 孔径 銭厚 重量

第131図
図版96

93
世高通寳 - 24.04 4.64 1.40 3.43 完形 Ⅱ期基壇　正面部 Ⅲ期基壇

第131図
図版96

94
世高通寳 - 23.44 4.06 1.24 2.76 完形 Ⅱ期基壇　正面部 Ⅲ期基壇

第131図
図版96

95
世高通寳 - 23.94 4.20 2.06 5.13 完形 Ⅱ期基壇　正面部 Ⅲ期基壇

第131図
図版96

96
世高通寳 - 23.38 3.95 1.49 3.29 完形 Ⅱ期基壇　正面部 Ⅲ期基壇

第132図
図版97

97
世高通寳 - 23.18 4.20 1.50 2.68 完形 Ⅱ期基壇　正面部 Ⅲ期基壇

第132図
図版97

98
世高通寳 - 23.90 4.63 0.99 2.18 完形 Ⅱ期基壇　正面部 Ⅲ期基壇

第132図
図版97

99
世高通寳 - 22.74 3.95 1.24 2.28 破片 Ⅱ期基壇　化粧石前 Ⅲ期基壇

第132図
図版97

100
大世通寳 - 23.85 5.05 1.81 5.14 完形 Ⅱ期基壇　化粧石前 Ⅲ期基壇

第132図
図版97

101
大世通寳 琉球1454年 23.66 5.14 1.65 4.49 完形

No.1
Ⅱ期基壇　化粧石前⑧

Ⅲ期基壇

第132図
図版97

102
大世通寳 - 23.90 5.54 1.32 4.03 完形 Ⅱ期基壇　正面部 Ⅲ期基壇

第132図
図版97

103
大世通寳 - 23.99 4.60 1.68 4.26 完形 Ⅱ期基壇　正面部 Ⅲ期基壇

第132図
図版97

104
大世通寳 - 23.71 4.60 1.50 3.50 完形 Ⅱ期基壇　正面部 Ⅲ期基壇

第132図
図版7
105

寛永通寳
1期

- 25.68 5.50 1.70 3.97 完形 撹乱層 撹乱層

第132図
図版97

106

寛永通寳
1期

- 25.17 5.36 1.40 4.50 完形 L1 98　撹乱層 L1-98　撹乱層

第132図
図版97

107

寛永通寳
1期

- 24.90 5.21 1.61 4.05 完形 No.18-2　表土 表土

第132図
図版97

108

寛永通寳
1期

- 23.22 5.14 1.30 3.59 完形 中央部爆弾跡 爆弾跡②

第132図
図版97

109

寛永通寳
2期

- 25.20 5.31 1.55 4.26 完形 表土　L2 103 L2-103　表土

第133図
図版98

110

寛永通寳
2期

- 24.71 5.68 1.21 3.16 完形 表土　K5 103　③ K5-103　表土

第133図
図版98

111

寛永通寳
2期

- 25.62 4.96 1.92 4.43 完形 L1 98　撹乱層 L1-98　撹乱層

第133図
図版98

112

寛永通寳
3期

- 23.21 6.37 1.06 2.30 完形 No.18-6　表土 表土

第133図
図版98

113

寛永通寳
3期

- 25.57 5.53 1.22 3.71 完形 No.18　表土 表土

第133図
図版98

114

寛永通寳
3期

- 22.65 6.20 0.90 2.07 完形 No.18　表土 表土

第133図
図版98

115

寛永通寳
3期

- 22.95 6.73 1.04 2.37 完形
基壇前面100トレンチ

第2階段基壇正面
石板内その下

Ⅱ期基壇

注　「－」：計測不可

挿図番号
図版番号

銭貨名 初鋳年代
法量

残存 旧出土地 新出土地



第38表　銭貨観察一覧⑥ 単位：㎜、g

銭径 孔径 銭厚 重量

第133図
図版98

116
無文銭 - 22.57 6.50 1.48 2.51 完形 撹乱層 撹乱層

第133図
図版98

117
無文銭 - 21.74 6.71 1.14 2.30 完形 Ⅱ期基壇　正面部 Ⅲ期基壇

第133図
図版98

118
無文銭 - 20.44 7.17 0.81 1.45 完形 No.21-1　表土 表土

第133図
図版98

119
無文銭 - 17.44 8.19 0.65 0.65 完形 K9 100 K9-100　表採

第133図
図版98

120
無文銭 - 15.05 8.56 0.63 0.39 完形

第2層　50～60
K6 97

K6-97　Ⅱ層

第133図
図版98

121
輪銭 - 10.60 6.25 0.74 0.16 完形 SW9　遺構内 K1-96　SW9

第133図
図版98

122
輪銭 - 10.89 7.38 0.56 0.13 完形 SW9　遺構内 K1-96　SW9

第133図
図版98

123
輪銭 - 8.03 5.03 0.45 0.04 完形 表土　L4 101 L4-101　表土

第133図
図版98

124
半銭 明治20年 22.28 - 1.07 3.33 完形 表土　L1 97 L1-97　表土

第134図
図版99

125
一銭 明治31年 28.00 - 1.53 6.56 完形 表土層　K4-97 K4-97　表土

第134図
図版99

126
二銭 明治10年 31.82 - 2.34 13.29 完形 L1 98　撹乱層 L1-98　撹乱層

第134図
図版99

127

五銭
（菊5銭白銅

貨）
明治23年 20.54 - 1.84 4.38 完形

L0 97 SW13
井戸状遺構外
東側グリット

L0-97　SW13

第134図
図版99

128
一銭 大正13年 23.05 - 1.42 3.71 完形 Ⅴ期基壇　南踊り場 Ⅶ期基壇　踊り場

第134図
図版99

129
五銭 大正10年 19.21 3.64 1.35 2.61 完形 表土　K6 101 K6-101　表土

第134図
図版99

130
十銭 大正10年 23.32 - 1.39 3.65 完形 表土　K6 101 K6-101　表土

第134図
図版99

131
十銭 大正10年 22.07 5.00 1.26 2.91 完形

L0 99
砲弾による撹乱層

L0-99　爆弾跡④

第134図
図版99

132
一銭 昭和7年 23.32 - 1.43 3.65 完形 No.19-5 出土地不明

第134図
図版99

133
一銭

昭和16年
(アルミニウム

貨)
16.10 - 1.60 0.65 完形 表土　K5 103 K5-103　表土

第134図
図版99

134
五銭 昭和14年 19.21 3.82 1.50 2.66 完形 表土　L2 101 L2-101　表土

第134図
図版99

135
五銭 昭和17年 19.10 - 1.63 1.03 完形 表土　L2 102 L2-102　表土

第134図
図版99

136
十銭 昭和14年 22.18 4.30 1.74 3.93 完形 L1 102　撹乱 L1-102　撹乱層

第134図
図版99

137
5分白銅貨

大満州国大同
3年

20.08 - 1.37 3.38 完形 表土　L4 100 L4-100　表土

第134図
図版99

138
1セント - 19.02 - 1.36 2.99 完形 表土　K2 103 K2-103　表土

注　「－」：計測不可

旧出土地 新出土地
挿図番号
図版番号

銭貨名 初鋳年代
法量

残存



第39表　煙管集計表

指圧パイプ形

沖無

黒褐 赤褐色 黒褐 赤褐色 黒褐 透明釉 緑釉 瑠璃釉 透明釉 瑠璃釉

個　数 1 1 20 9 2 1 1 7 7 2 1 1

分　類

羅宇煙管

中国産？

雁首

円筒形未成品 面取り 面取り火皿のみ 丸形

瓦転用 瓦質
沖無 沖無 沖施

丸形火皿のみ

沖施 中国産？

自然釉 灰釉 黄釉 透明釉 緑釉 瑠璃釉

個　数 1 1 1 3 1 1 1 5 6 1 1

分　類

羅宇煙管

古泉編年

Ⅲ・Ⅳ

古泉編年

Ⅳ

古泉編年

Ⅴ

古泉編年

Ⅵ

太形

沖施 染付

（本土産

肥前）

雁首 吸口

分類不明

個　数 1 3 2 1 1 2 85

延べ煙管

合　計

吸口

分　類

羅宇煙管

古泉編年

Ⅳ

古泉編年

Ⅴ

古泉編年

Ⅵ

古泉編年

Ⅳ～Ⅵ
金属製

金属製



第40表　煙管観察一覧 単位：㎝、g、（）は残存長

外 内 外 内 外 内

第135図
図版100

１
瓦 円筒形 雁首 -

3.90
2.65

- - - - - - 31.66
灰瓦を転用、一面に布目痕残。加
工：方柱状に加工、全面研磨。円
筒形煙管雁首の未成品。沖縄産。

Ⅳ期基壇
化粧石前プール

遺構内
SP 3

第135図
図版100

２
瓦質 円筒形 雁首 -

3.85
2.65

- - - - - - 26.29

沖縄産瓦質製品を転用、一部に
器面残。加工：下面に切断面残、
それ以外の各面研磨、線条痕残。
円筒形煙管雁首の未成品。

SW3 K2-96　SW3

第135図
図版100

３

沖無
（黒褐）

面取り 雁首 3.30 - （1.45） 1.00 1.45 1.05 - - 5.74 面取り加工。 不明 出土地不明

第135図
図版100

４

沖無
（黒褐）

面取り 雁首 3.75 - 1.90 1.45 1.15 0.85 - - 7.85 火皿内面に煤付着。 不明 出土地不明

第135図
図版100

５

沖無
（黒褐）

面取り 雁首 4.45 - 1.75 1.40 1.50 0.95 - - 10.69
部分的に線条痕残。火皿底面に
煤付着。

第2 L4 99 L4-99　Ⅱ層

第135図
図版100

６

沖無
（黒褐）

面取り 雁首 4.40 - 1.75 1.25 1.45 0.95 - - 11.01 火皿底面に煤付着。 第2 L2 98 L2-98　Ⅱ層

第135図
図版100

７

沖無
（赤褐）

面取り 雁首 3.15 - 1.50 1.05 1.50 0.85 - - 6.83
火皿外縁部に煤付着、首部火皿
側に僅かな凹み。

L4 97 L4-97　表採

第135図
図版100

８

沖無
（赤褐）

面取り 雁首 3.40 - 1.65 1.05 （1.40） （0.90） - - 5.18
火皿外縁部に煤付着、火皿上面・
羅宇接合部変色。

表 L6 96 L6-96　表採

第135図
図版100

９

沖無
（赤褐）

面取り 雁首 （4.00） - 1.50 1.10 - - - - 4.94 火皿上面変色。
K1 96 石組

遺構内
K1-96　SW9

第135図
図版100

10

沖無
（黒褐）

― 雁首 4.75 - 2.75 1.20 1.90 0.85 - - 27.80 首部両側面に指頭痕。 第2 K8 99 K8-99　Ⅱ層

第135図
図版100

11

沖施
（透明
釉）

太形 吸口 3.40 - - - 1.40 1.05 0.60 0.40 7.35
胎土：灰白色。口付先端部のみ変
色。

第74 柱穴
L1-93
柱穴74

第135図
図版100

12

沖施
（黄釉）

太形 吸口 2.10 - - - 1.25 0.80 0.70 0.20 2.33 胎土：灰白色。 表L5 95 L5-95　表採

第135図
図版100

13

沖施
（透明
釉）

丸形 雁首 （2.55） - 1.25 1.00 - - - - 3.38
胎土：灰白色黒色粒まばら。火皿
内面に煤付着。

K1　石組内 K1-96　SW9

第135図
図版100

14

沖施
（透明
釉）

太形 吸口 3.10 - - - 1.70 1.10 0.65 0.40 4.50
小口部釉剥ぎ、胎土：灰白色黒色
粒まばら。火皿内面に煤付着。

L0　99
井戸状遺構外

西グリット
L0-99　SW13?

第135図
図版100

15

沖施
（緑釉）

丸形 雁首 2.70 - 1.30 1.10 1.40 1.05 - - 4.65
小口部釉剥ぎ、胎土：灰白色黒色
粒まばら。火皿内面に煤付着。

K1 96 K1-96　表採

第135図
図版100

16

沖施
（緑釉）

太形 吸口 2.60 - - - 1.40 0.85 0.55 0.35 2.87
小口部釉剥ぎ、胎土：灰白色黒色
粒まばら。小口部有段。

L5  98  グリット L5-98　表採

第135図
図版100

17

沖施
（瑠璃
釉）

丸形 雁首 2.40 - 1.20 1.05 1.25 0.90 - - 3.38
斑点状の装飾あり、胎土：灰白色。
沖縄産か。

不明 出土地不明

第135図
図版100

18

中施？
（瑠璃
釉）

太形 吸口 - - - - - - 0.60 0.35 0.63
小口部釉剥ぎ、胎土：灰白色。小
口部片と口付部片。

表 L2 97 L2-97　表採

第135図
図版100

19

中施？
（透明
釉）

丸形 雁首 （3.05） - - - - - （1.10） （0.80） 2.52 全面白釉、胎土灰白色。半割。 SW13 下部 L0-96　SW13

第135図
図版100

20
銅

古泉
Ⅴ類

雁首 4.85 - 1.00 0.80 0.90 0.70 - - 12.86
鍛造、火皿部溶着、側面に溶着の
線残。首部火皿側に灰落としによ
る大きな凹みあり。

C観察トレ
中央観察
トレンチ3

礫層

第135図
図版100

21
銅

古泉
Ⅴ類

吸口 5.85 - - - 1.00 0.80 0.60 0.45 7.25 鍛造。 表土層 L5 98 L5-98　表土

注　「－」：計測不可

挿図番号
図版番号

材質 分類 部位

法量

旧出土地 新出土地
全長

高さ
幅

火皿径 接続部径 吸口
重量

観察事項



第41表　煙管の形状・素材別数量一覧

形状

素材
瓦質・瓦転用 中国産？ 本土産染付 沖施 沖無 銅 合計

円筒形 2 2

面取り 32 32

丸形 2 17 19

指圧パイプ形 1 1

小計 2 2 0 17 33 0 54

古泉編年Ⅲ・Ⅳ 1 1

古泉編年Ⅳ 1 1

古泉編年Ⅴ 3 3

古泉編年Ⅵ 1 1

小計 0 0 0 0 0 6 6

非金属製 太形 1 1 13 15

古泉編年Ⅳ 1 1

古泉編年Ⅴ 3 3

古泉編年Ⅵ 2 2

古泉編年Ⅳ～Ⅵ 1 1

分類不明 1 1

小計 0 0 0 0 0 8 8

金属製 2 2

2 3 1 30 33 16 85

非金属製

金属製

金属製

合計

雁
首

吸
口

羅
宇
煙
管

延べ煙管



第42表　玉類集計表

緑 不明 青 水 緑 青 水 青 水 黄 黒 半透明 緑

個　数 25 1 12 18 2 1 11 2 11 1 1 1 2 1 391

分　類

小玉

器種不明 合　計
ガラス製

Ⅱ類 Ⅲ類 Ⅳ類 Ⅴ類

水晶製 ガラス製？

Ⅰ類 Ⅰ類

半透明 青 水 紺 赤 黄 黒 白 緑 不明 黄 青 水 赤 黄 黒 白

個　数 2 28 28 2 14 15 2 1 21 1 1 30 130 6 4 1 3

Ⅱ類
分　類

小玉

ガラス製 ガラス製

Ⅰ類

丁字頭 未成品

ガラス製
結晶質

石灰岩製
翡翠製 蝋石？製 水晶製 水晶製 ガラス製 ガラス製

灰白 灰白 濃緑 青 水 薄黄緑 半透明 半透明 半透明 半透明 水

個　数 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2

玉勾玉

ガラス製
分　類

勾玉
棗玉 数珠玉 数珠玉？



第43表　玉類観察一覧 単位：㎜、g

挿図番号
図版番号

器種 色
外径
内径
高さ

重量 観察事項 旧出土地 新出土地

第136図
図版101

１
勾玉 灰白色

‐
4.5×5.5

17.0
30.00

素材：ガラス製。頭部３条、くびれ部１条の刻線あり（丁
字頭）。頭部穿孔は片側方向主体。整形精緻。

K9 97 Grit
第2層　0-20

石組内
K9-97　SW11

第136図
図版101

２
勾玉 灰白色

‐
‐

14.0
11.00 素材：結晶質石灰岩。頭部欠損。整形精緻。

K2 95 No,3
石組遺構　SW3

K2-96　SW3

第136図
図版101

３
勾玉 濃緑色

‐
1.0
5.5

1.80 素材：翡翠。小形。頭部は両面より穿孔。整形精緻。
No.3　石組

SW3
K2-96　SW3

第136図
図版101

４
勾玉 薄黄緑色

‐
3.5
16.0

6.60
素材：蝋石か。頭頂部のみ残存。両面より穿孔も貫通
に達せず、未成品の可能性あり。整形精緻も研磨の
痕跡残。

第2　K8 96 K8-96　Ⅱ層

図版101
５

数珠玉？ 半透明
22.4
2.9
14.4

9.10
素材：ガラス。レンズ状に整形され中心に稜あり。中心
部に製作時の軸棒の孔残る。表面極めて平滑。

K3 96　第3
石組遺構内

K2-96　SW3

図版101
６

数珠玉？ 半透明
10.4
2.2
12.3

2.00
素材：ガラス。棗玉状に整形。中心部に製作時の軸棒
の孔残る。表面極めて平滑。

Ⅳ期基壇
化粧石前プール

遺構内
SP3

図版101
７

小玉
Ⅰ類

半透明
7.1
1.7
7.2

0.50
素材：水晶。断面形はほぼ正円。中心部に両面からの
穿孔あり。表面平滑。内面は無数にひび割れ。

No.3　石組
SW3

K2-96　SW3

図101版
８

小玉
Ⅰ類

黄色
10.4
3.2
10.3

1.20
素材：ガラス。黄色に塗装も部分的に剥落し、半透明
の素材面露出。塗装剥落部に螺旋状の筋が残。

Ⅱ期基壇
化粧石前

Ⅲ期基壇

図版101
９

小玉
Ⅰ類

黄色
9.7
1.9
9.2

1.20
素材：ガラス？。黄色に塗装もほぼ剥落し、黒灰色の
素材面露出。螺旋状の筋明瞭。

Ⅱ期基壇
化粧石前

Ⅲ期基壇

図版101
10

小玉
Ⅰ類

赤色
5.4
1.0
5.0

0.10
素材：ガラス。表面平滑で螺旋状の筋はほとんど確認
できない。

表土　L0 100 L0-100　表土

図版101
11

小玉
Ⅰ類

青色
8.0
2.9
5.7

0.40 素材：ガラス。螺旋状の筋はほとんど確認できない。 K2-98　第一層 K2-98　Ⅰ層

図版101
12

小玉
Ⅰ類

白色
8.3
3.3
6.3

0.40
素材：ガラス。白色の塗装も一部剥落し、半透明の素
材面が露出。螺旋状の筋明瞭。

表土　L3 104 L3-104　表土

図版101
13

小玉
Ⅰ類

紺色
6.0
2.6
5.1

0.20
素材：色ガラス。側面３カ所に凹みを作出し、渦巻状に
整形した透明ガラスを充填。

表土　K9 100 K9-100　表土

図版101
14

小玉
Ⅰ類

紺色
5.4
1.9
4.3

0.10
素材：色ガラス。表面は微細な発泡痕が残る。螺旋状
の筋が確認でき、特に中央部は凸状に肥大。

K6 99 K6-99　表採

図版101
15

小玉
Ⅰ類

緑色
4.6
1.5
2.9

0.10
素材：色ガラス。表面は平滑で、螺旋状の筋は確認さ
れない。

南側
Ⅶ期基壇

南踊り場　階段

図版101
16

小玉
Ⅰ類

緑色
4.2
1.6
2.7

0.08
素材：色ガラス。整った形状だが、片側の穿孔面は平
坦。螺旋状の筋明瞭。

K3 96　第3
石組遺構内

K2-96　SW3

図版101
17

小玉
Ⅱ類

水色
2.9
1.1
2.2

0.01
素材：ガラス。水色に塗装。表面には発泡痕があり、白
色の素材面が露出。

K2 98　第Ⅰ層 K2-98　Ⅰ層

図版101
18

小玉
Ⅱ類

水色
2.3
1.0
1.5

0.01 素材：ガラス。表面平滑で、螺旋状の筋明瞭。 K2 98　第Ⅰ層 K2-98　Ⅰ層

図版101
19

小玉
Ⅲ類

水色
2.6
1.0
1.9

0.01
素材：ガラス。表面平滑。製作時の螺旋状に積み重ね
たガラス紐の跡が明瞭に残る。

K2 98　第Ⅰ層 K2-98　Ⅰ層

図版101
20

小玉
Ⅲ類

水色
3.5
1.3
3.0

0.06
素材：ガラス。表面平滑。製作時の螺旋状に積み重ね
たガラス紐の跡が明瞭に残る。

K2 98　第Ⅰ層 K2-98　Ⅰ層

図版101
21

小玉
Ⅲ類

青色
2.4
1.4
1.5

0.01
素材：ガラス。表面平滑。製作時の螺旋状に積み重ね
たガラス紐の跡が明瞭に残る。

K2 98　第Ⅰ層 K2-98　Ⅰ層

注　「－」：計測不可
※Ⅰ類：ほぼ円形を呈するもの　　Ⅱ類：扁平系を呈するもの　　Ⅲ類：2つ以上の玉がコイル状に連なっているもの

Ⅳ類：被熱により複数の玉が溶着しているもの　　Ⅴ類：被熱により変形しているもの



第44表　円盤状製品集計表

中国産

青磁

中国産

白磁

中国産

青花

中国産

施釉陶器？

中国産

褐釉陶器

タイ産

褐釉陶器

（シーサッ

チャナライ）

タイ産

褐釉陶器

（メナムノイ）

個　数 8 1 3 1 53 2 1 5 2

分　類

中国産陶磁器

中国産

土器

本土産

施釉陶器

タイ産褐釉陶器

沖縄産陶器

沖縄産

無釉陶器

明朝系瓦

（灰）

明朝系瓦

（赤）

個　数 5 5 9 1 1 97

瓦

ガラス 細粒砂岩 合　計分　類



第46表　円盤状製品観察一覧 単位：㎜、g

縦 横 厚さ 重量

第137図
図版102

１
cc 18.0 19.3 4.8 2.1

中国産、青磁、
胴部、清代

略円形、内外面両方より剥離、一部旧破損時面が残。 表 K7 101 K7-101　表採

第137図
図版102

２
cc 30.0 30.3 4.3 6.0

中国産、青磁、
胴部、明代

略方形、主に外面より剥離、一部旧破損時面が残。
L1　東西トレンチ
東隅石列区切内

L1　石列？

第137図
図版102

３
cc 25.0 32.0 14.7 20.0

中国産、青磁、
大形品胴部、明代

略方形、主に外面より剥離、剥離面少、一部旧破損時面が
残。

L0　97　井戸状
石組遺構外東側

L0-97　SW13

第137図
図版102

４
cc 52.0 50.5 13.0 64.7 中国産、青磁、底部 略円形、内外面両方より全周を剥離。

4基壇南壁外側
上層

南踊り場　 断割⑤

第137図
図版102

５
cw 43.3 45.0 12.4 28.5

中国産（福建）、白磁、
底部

略円形、主に外面より全周を剥離。 K0 97 石組遺構内 K0-97　SW6

第137図
図版102

６
cbu 26.0 25.0 3.9 3.4

中国産（徳化）、青花、
胴部、清代

略円形、主に外面より全周を剥離。 表土 K0 103 K0-103　表土

第137図
図版102

７
cbu 16.5 16.0 4.5 1.3

中国産（徳化）、青花、
胴部、清代

略円形、主に外面より全周を剥離。 SW13号 遺構内 L0-96　SW13

第137図
図版102

８
cbu 13.4 14.0 3.0 0.8

中国産（徳化）、青花、
胴部、清代

略円形、内外面より全周を剥離。 L1 98 L1-98　表採

第137図
図版102

９
cbr 23.0 22.0 8.0 5.5

中国産、褐釉、
胴部、明代

略円形、内外面より全周を剥離。 SP2 K1-99　SP2

第138図
図版103

10
cbr 28.7 33.0 8.4 12.0

中国産、褐釉、
胴部、明代

略円形、内外面より全周を剥離。
第Ⅳ期基壇

化粧石下試掘
試掘1

第138図
図版103

11
cbr 28.3 31.2 7.6 10.0

中国産、褐釉、
胴部、明代

略円形、内外面より全周を剥離。 SW13号 遺構内 L0-96　SW13

第138図
図版103

12
cbr 40.5 38.0 9.4 17.9

中国産、褐釉、
胴部、明代

略円形、内外面より全周を剥離。 表 K10 102 K10-102　表採

第138図
図版103

13
cbr 55.0 53.5 9.0 37.0

中国産、褐釉、
胴部、明代

略円形、内外面より全周を剥離。 表 K3 92 K3-92　表採

第138図
図版103

14
cp 39.0 40.6 7.4 15.0 中国産、土器、蓋、明代

略円形、主に外面より一部を剥離。側面一部に蓋縁辺、転
用以前の破損面残。

K1 102 舞り場断割 南踊り場　断割④

第138図
図版103

15
cp 39.0 41.0 10.0 17.0 中国産、土器、蓋、明代 略円形、側面研磨。 0～20　K2 97 K2-97　Ⅱ層

第138図
図版103

16
tbs 38.0 40.0 12.0 26.0

タイ産（シーサッチャナラ
イ）、褐釉、胴部、

15～16ｃ

略方形、主に内面より剥離。側面一部に転用以前の破損面
残。

第3基壇と③’横
石垣の間南カベ側

下層

南踊り場
断割①　下層

第138図
図版103

17
tbs 31.0 34.0 10.0 11.0

タイ産（シーサッチャナラ
イ）、褐釉、胴部、

15～16ｃ

略円形、主に内面より剥離。側面一部に転用以前の破損面
残。

Ⅳ期基壇化粧石前
プール

SP3

第138図
図版103

18
tbm 28.0 28.0 10.0 12.5

タイ産（メナムノイ）、褐
釉、胴部、15ｃ

略円形、主に内面より剥離。側面一部に転用以前の破損面
残。

不明 出土地不明

第138図
図版103

19
gt 27.6 28.1 14.9 12.0 沖縄産、灰色瓦、近世 略円形、全面研磨。 L1 98 撹乱層 L1-98　撹乱層

第138図
図版103

20
rt 50.2 53.9 17.4 54.5

沖縄産、褐色瓦、
近世近代

略方形、主に内面より剥離。側面一部に転用以前の破損面
残。

南舞り場　表土 南踊り場　Ⅰ層

第138図
図版103

21
rt 70.5 73.5 12.6 74.0

沖縄産、褐色瓦、
近世近代

略円形、主に外面より剥離。側面一部に転用以前の破損面
残。

表土 L0 97 L0-97　表土

第138図
図版103

22
rt 35.6 34.0 12.0 17.0

沖縄産、赤色瓦、
近世近代

略円形、主に内面より剥離。側面一部に転用以前の破損面
残。

表土 K10 103 K10-103　表土

第138図
図版103

23
rt 51.4 53.6 11.8 38.0

沖縄産、赤色瓦、
近世近代

略円形、主に外面より剥離。側面一部に転用以前の破損面
残。

かわや跡の覆土 かわや跡　Ⅰ層

第138図
図版103

24
oe 35.0 35.0 11.5 21.0

沖縄産、無釉陶器、
胴部、近世近代

略円形、内外面より剥離。側面一部に転用以前の破損面
残。

表 L5 96 L5-96　表採

第138図
図版103

25
oe 48.5 50.0 8.0 31.0

沖縄産、無釉陶器、
胴部、近世近代

略円形、主に外面より剥離。側面一部に転用以前の破損面
残。

表土 L6 93 L6-93　表土

第138図
図版103

26
oe 61.0 64.5 12.0 68.0

沖縄産、無釉陶器、
胴部、近世近代

略円形、主に内面より剥離。側面一部に転用以前の破損面
残。

L2 107 爆弾跡 爆弾跡④

第138図
図版103

27
gr 19.5 17.0 5.0 3.0 ガラス、胴部、近現代 略三角形、主に内面より全面剥離。 不明 出土地不明

第138図
図版103

28
cg? 36.0 30.0 7.5 14.5 中国産？、施釉、明代？ 略円形、内外面より剥離。側面一部に転用以前の破損面残。 2期基壇正面部 Ⅲ期基壇

新出土地
挿図番号
図版番号

分類
法量

素材 観察事項 旧出土地



第47表　金属製品集計表
個　数 個　数

163 905

17 1321

9 482

102 365

23 163

1 107

3 73

43 41

18 17

6 37

21 24

18 54

2 126

13 103

53 3

15 50

15 16

321 1

4 1

36 2

103 3

63 1

33 Ⅳ類 7

54 10

3 1555

5 5404

1 5

3 20

3 角 13

1 丸 62

3 角 17

1 丸 2

8 角 23

12 丸 6

64 角 6

1 丸 1

1007 21

10 11047

9 514

10 205

69 1424

46 25

17 178

57 150

2 2496

23 16034

2491 ※　ヨロイの飾り金具も含む

座※

分　　類

梵鐘

銅釘　角釘頭がL字

銅釘　角釘頭が平坦四角

銅釘　角釘頭が円形

銅釘

銅釘？　リングに近いタイプ

銅釘　座がついているタイプ

銅釘　現代釘（丸）

釘　破損品（タイプ分類不能）

鋲と座（完形）

鎖帷子

リング

鎹

取手状金具類

文様　板状飾り金具※

文様　板状コーナー部飾り金具※

板状柱状部飾り金具

板状無文金具類　（カット有り）※

調度品錠鍵金具類

板状製品　（八双金物の一部等）

小札

甲冑の一部

銅線・針金

半管状製品　（ヨロイの縁金具）

笠鞐

刀の鍔・切羽

刀

鏃

銅弾

銅鏡

銅器

銅製印

ジーファー（かんざし）

角棒状製品

小　計

球状薬莢

砲弾破片

現代　錠

現代ボルト・ネジ

現代ボタン

板状無文金具類（ブリキ）

現代その他現代製品

鉄滓

不明銅塊（焼け）

龍の髯

不明製品

分　　類

鉄
　
　
　
釘

角釘

Ⅰ類

A 　（20～24cm）

B 　（16～19.5cm）

C 　（15cm）

D 　（12～13cm）

E 　（10～11cm）

F　 （7～8cm）

G 　（6cm）

G'　（4cm）

Ⅱ類

カット　A

カット　B

カット　C

カット　D

カット　E

カット　F

カット　F'　（7～8cm　細）

カット　G

カット　G'

Ⅲ類

極太　A

極太　B

極太　C

極太　D

極太　G

L字釘

　 そ の 他

不　明

洋釘

有孔釘
Aタイプ

Bタイプ

鎹

A 　（10cm）

B　 （13cm）

C 　（16cm）

D 　（21cm）

不明

鉄クズ

小　計

合　計

小　計

鉄筋・鉄片

現代金具

爆弾・破片

鉄塊

はりがね



第48表　金属製品観察一覧①

挿図番号
図版番号

種類 旧出土地 新出土地

第141図
図版104

1
梵鐘破片 不明 出土地不明

第141図
図版104

2
梵鐘破片 不明 出土地不明

第141図
図版104

3
梵鐘破片 不明 出土地不明

第141図
図版104

4
梵鐘破片 不明 出土地不明

第141図
図版104

5
梵鐘破片 第2層　70～80　K5　98 K5-98　Ⅱ層

第141図
図版105

6
梵鐘破片 不明 出土地不明

第141図
図版105

7
梵鐘破片 不明 出土地不明

第141図
図版105

8
梵鐘破片 不明 出土地不明

第141図
図版105

9
梵鐘破片 不明 出土地不明



第48表　金属製品観察一覧② 単位：㎝、g

挿図番号
図版番号

種類 縦 横 厚さ 重量 観察事項 旧出土地 新出土地

第141図
図版106

10
釘 7.50 0.70 0.65 15.61

頭部は幅1.52cm、厚さ0.4cm。頭部は円形で扁平となる。頸部は六角形、先端部近く
は四角形の断面形状となる。

L1 93 表土 L1-93　表土

第141図
図版106

11
釘 6.00 0.39 0.35 5.47

頭部は幅0.8cm、厚さ0.39cm。丸釘。首部から先端部にかけては四角形の断面形状
となる。

K10　103 　表土 K10-103　表土

第141図
図版106

12
釘 4.22 0.70 0.65 12.21

頭部は幅1.85cm、厚さ0.4cm。頭部は円形で扁平となる。首部から先端部にかけては
八角形の断面形状となる。

表土　K5　96 K5-96　表土

第141図
図版106

13
釘 5.92 0.45 0.40 10.43

頭部は幅0.7cm、厚さ0.65cm。頭部から先端部近くまで漸次、細くなり、先端部で尖
る。全体的に四角形の断面形状となる。

K2　95　表土層 K2-95　表土

第141図
図版106

14
釘 4.10 0.20 0.20 1.66

頭部は幅0.55cm、厚さ0.25cm。頭部は半球状となる。全体的に四角形の断面形状と
なる。

第Ⅱ層 Ⅱ層

第141図
図版106

15
釘 3.39 0.30 0.29 2.47

頭部は幅0.5cm、厚さ0.4cm。頭部は片側に張り出す。全体的に四角形の断面形状と
なる。

L2 101 表土 L2-101　表土

第141図
図版106

16
釘 2.30 0.15 0.15 0.47

頭部は幅0.3cm、厚さ0.1cm。頭部は半球状となる。全体的に四角形の断面形状とな
る。先端部は潰れる。

不明 出土地不明

第141図
図版106

17
有孔釘 2.25 0.45 0.25 2.02

頭部は幅1.10cm、厚さ0.39cm。孔は縦0.7cm、横0.39cm。先端部を環状に変形させ
た棒状の製品。断面形状は四角形になる。

L2 96 表土 L2-96　表土

第141図
図版106

18
有孔釘 2.95 0.30 0.39 3.94 頭部は幅1.15cm、厚さ0.65cm。孔は縦0.75cm、横0.7cm。有環の鋲製品。留め具か。 K0 98 表土 K0-98　表土

第141図
図版106

19
鋲 3.40 4.15 3.30 16.07 孔は縦1.9cm、横2cm。環状製品と環を止めた金具が錆化により接着する。 Ⅱ期基壇 Ⅱ期基壇

第141図
図版106

20
鋲 4.25 2.60 0.40 7.06

花の部分は、縦2.15cm、横2.2cm。L字状の釘に花弁を象った笠が付く。釘は胴部に
段を有し、四角形の断面形状となる。

表土 K0 100 K0-100　表土

第141図
図版106

21
不明 2.05 2.35 0.10 1.80 孔径は0.15cm。孔が1カ所見られる銅板。僅かに曲面を有する。 K5 97 撹乱層 K5-97　撹乱層

第141図
図版106

22
不明 1.60 2.45 0.05 1.85 両端部を丸く収める細長の銅板で、一部が大きく曲り欠損する。 表土層 K3 97 K3-97　表土

第141図
図版106

23
取っ手 5.00 0.90 0.60 31.34

針金は、縦1.7cm、横3.2cm、厚さ0.45cm。調度品等に附属する銅製の取っ手の一部
と取っ手を留める有環の鋲で錆化が進み、接着している。

L0 107 爆弾跡 爆弾跡④

第141図
図版106

24
取っ手 4.52 8.70 0.40 16.94

有孔金具の長さは、右、縦2.2cm、横0.3cm。左は、縦2.3cm、横0.3cm。銅製の取っ手
とそれを留めるする有環の鋲が両端に付く。持ち手の断面形状は八角形となる。

L1 100 表土 L1-100　表土

第141図
図版106

25
取っ手 7.19 10.91 0.70 63.12 銅製の取っ手。断面形は円形で、持ち手には窪みを有し、左右対称となる。 L0 100 表土 L0-100　表土

第141図
図版106

26
取っ手 8.10 3.60 0.90 80.52

銅製の取っ手。端部には有環の鋲が付く。取っ手の両端部は鋲と接続させるため、
やや細くなり蕨手状に湾曲する。全形は左右対称となる。

不明 出土地不明

第141図
図版106

27
笠と鋲 4.60 4.60 - 10.42

笠と鋲。鋲は有環で先端は二又に分かれ、折り返す。笠は大振りで、板状。輪郭は輪
花状となる。裏面には端部に外側へ放射状に沈線が見られる。

不明 出土地不明

第141図
図版106

28
鎹 10.15 0.50 0.25 13.30 断面形が長方形状となる、やや小型の鎹。両端部は尖る。 表土 L4 100 L4-100　表土

第141図
図版106

29
飾り金具 2.05 7.05 0.09 7.78

孔径は0.2cm～0.25cm。端部が如意頭形となる無文の飾り金具。鋲留め用の小孔が
端部に3カ所、中央に2カ所に見られる。

K5 97 撹乱層 K5-97　撹乱層

第141図
図版106

30
飾り金具 4.65 3.70 0.15 14.79

孔径は0.2cm。櫃などの調度品の飾り金具。端部は幅広の如意頭形となり、３か所の
円孔が見られる。もう一方の端部は直線状となり、直角に折れることから、角に付く金
具と思われる。また、差込口と思われる楕円形の孔が見られる。

K5 97 表土層 K5-97　表土

第141図
図版106

31
飾り金具 2.40 9.10 0.15 24.01

孔径は0.2cm。櫃の隅小縁に付く飾り金具。端部は三つ雲状に縁どられ、もう一方の
端部は直線状となる。隅部に取りつけるために断面形状がL字状となる。両端部に小
孔が２か所ずつ見られる。表面に毛彫りによる蓮華唐草文が見られ、空閑部に魚々
子を充填する。魚々子はあまり密ではなく、隙間も見られる。また魚々子同士が切り
合い見られる。魚々子が唐草文に切られていることから、彫金は魚々子打ちが先行し
ていることが分かる。

K3 97
第2層 0～20

K3-97　Ⅱ層

第141図
図版106

32
飾り金具 6.35 6.60 - 36.07

孔径は0.2cm～0.25cm。釘は、縦5.2cm、横0.75cmで、頭幅は1.8cm、厚さは0.95。釘
孔は縦1.2cm、横1.15cm。櫃もしくは建物の飾り金具か。平面形が三角形状であるこ
とから隅部に取りつく金具と思われる。蕨手状の透かしが２カ所、小孔が７カ所見られ
る。大型の環状留め具が附属しており、先端部は二又に分かれ、折り返す。

K6 96 撹乱
中央爆弾跡

爆弾跡②

第141図
図版106

33
飾り金具 5.20 4.60 0.40 33.48

孔径は0.15cm。櫃の鍵金具。端部は幅広の如意頭形となり、３か所の円孔が見られ
る。中央には鍵穴と思われる、円と長方形を組み合せた孔が見られる。表面には撮
みが側面には長方形状の孔とその内部に板状の部品が差し込まれている。裏面に
は鍵の内部機構と思われる、円柱の突起が付く板状の部品が附属している。

K5 97 表土層 K5-97　表土

第141図
図版106

34
不明 2.60 20.70 0.55 334.23

孔径（真ん中）は0.5cm。ベルト状の板状製品で端部周辺には孔が４カ所見られ、
各々に丸釘が附属する。もとはL字状の製品であったと思われる。

2層 70～80
K5 98

K5-98　Ⅱ層

注　「－」：計測不可



第48表　金属製品観察一覧③ 単位：㎝、g

挿図番号
図版番号

種類 縦 横 厚さ 重量 観察事項 旧出土地 新出土地

第142図
図版107

35
飾り金具 8.25 24.71 0.10 154.02

二又に分かれた飾り金具で、中央部が折れることから角部に取り付く勾欄等に付く金
具か。縁に沿って等間隔に円孔が見られる。端部は魚尾状となり、猪目透かしが見ら
れる。表面には蹴り彫りの蓮華唐草文が見られ、空閑部に魚々子を充填する。また深
く刻まれていない魚々子も見られ「C」字状になるものも見られる。魚々子はあまり密で
はなく、隙間も見られる。また魚々子同士の切り合いが見られる。魚々子が線彫りによ
り切られていないため、唐草文を彫金した後に魚々子を充填させたと思われる。

K4 97 Ⅱ層 K4-97　Ⅱ層

第142図
図版107

36
飾り金具 11.20 10.00 0.90 243.56

孔径は0.35cm。ハート孔は、縦1.15cm、横1.15cm。調度品の脚部に付く飾り金具。４
面見られ、各面に９カ所の円孔が見られる。また、猪目透かしが見られる面が１面の
み見られる。下部は魚尾状になり、上部は直線状となる。また一部に別の銅製品が溶
着している。この製品は２次的にかなり火を受けているため、火脹れが著しく、ほとん
ど原形を留めていない。

K10 L1 99
第Ⅱ層 0-20

Ⅱ層

第142図
図版107

37
飾り金具 20.50 13.80 0.1/0.15 106.65

孔径は0.15cm～0.3cm。ハート孔は、縦0.75cm、横1cm。扉または櫃の角部に付く飾
り金具。側面には５カ所、正面には６ヶ所の円孔が見られる。。L字状で中央に蓮華
文、中央から端部にかけて唐草文が毛彫りされる。外側の角は丸く収め、内側は雲
文状に縁取られる。２カ所の端正な猪目透かしが見られる。魚々子は規則的に打た
れておらず、密に見られるが、隙間を有する。また深く刻まれていない魚々子も見ら
れ。「C」字状になるものも多く見られる。２か所に笠鋲が取りつく。

L1 98 第Ⅰ層 L1-98　Ⅰ層

第142図
図版107

38
鎹 2.60 45.45 1.80 1921.65

正殿前の大龍柱を上下に繋いでいた青銅製の鎹。1890年代に大龍柱が切断されて
以降に設置された鎹。表面には滑り止め用の横溝が縦に並ぶ。先端部は平坦に仕
上げている。

正面 出土地不明

第143図
図版108

39
兜 12.60 25.75

高さ
12.60

1816.07
兜の鉢と鎖帷子。鉢は末広がりの矧ぎ板を重ね合わせて構成される。裾には鎖帷子
が附属する。鎖帷子は南蛮鎖。錆化が進み、変形が著しい。

Ⅰ期基壇
中央階段跡

Ⅱ期基壇

第143図
図版108

40
兜 8.70 10.30 0.60 84.30 兜の鉢の一部。末広がりの矧ぎ板を重ね合わせて構成される。 不明 出土地不明

第143図
図版108

41

八双金
物、小札

2.05 5.90 0.15 17.15

孔径は0.2cm～0.45cm。八双金物と小札が２次的に火を受けたため溶着する。小札
の札尻は平坦で、2列に縦に孔が並ぶ。孔径は区々である。八双金物は被熱により
大きく変形しており、端部が魚尾状で猪目透かしが見られ、花形の座金具が附属す
る以外に詳細は分からない。

不明 出土地不明

第143図
図版108

42
鎧（小札） 1.85 5.45 0.10 7.69

孔径は0.45cm～0.6cm。ハート孔は、縦0.7cm、横0.25cm。無文の八双金物。表面は
鍍金され、円孔が２カ所並び、端部近くに猪目透かしが見られる。端部は魚尾状とな
り、もう一方は直角に折れることから、隅部に取り付く八双金物。横断面は弧状とな
る。

C壁観察トレ
中央観察トレンチ3

礫層

第143図
図版108

43
笄金物か 2.00 8.70 0.10 13.83

孔径は0.1cm～0.8cm。表面が鍍金された笄金物か。菊唐草の透かし彫りで、端部は
折り曲げる。横断面は弧状となる。

L2 96 表土 L2-96　表土

第143図
図版108

44
鎧（小札） 1.50 5.70 0.10 5.40

釘の頭幅は0.8cm、厚さ0.05cm、縦0.8cm、横0.25cm。孔径は0.4cm、ハート孔は縦
0.5cm、横0.4cm。表面は鍍金され、円孔が２カ所並び、端部近くにやや歪な猪目透
かしが見られる。片端のみ魚尾状となる。丸笠の鋲が附属し笠部は鍍金され、先端部
は二又に分かれる。表面には毛彫りの蓮華文が見られ、魚々子は横位に縦列打ちさ
れ、隙間は見られない。

右掖門接続
石垣D壁沿

出土地不明

第143図
図版108

45
飾り金具 1.50 11.35 0.10 10.96

釘の頭幅は0.3cm、厚さ0.05cm、縦0.55cm、横0.15cm。孔径は0.15cm。調度品等の
板状飾り金具。表面には毛彫りの唐草文が見られる。魚々子は規則的に打たれてお
らず、密に見られるが、隙間を有する。唐草文が魚々子を切っていることから、彫金
は魚々子打ちが先行していることが分かる。円孔が４カ所見られ、うち１カ所に笠鋲が
附属する。

K3 97 表土 K3-97　表土

第143図
図版108

46
八幡座 6.40 5.50 0.55 30.28 兜鉢の天辺の穴に付く八幡座と矧ぎ板の一部。菊座と円孔の留め具。 Ⅱ期基壇 Ⅱ期基壇

第143図
図版108

47
取っ手 1.80 2.50 - 4.28

花の部分は、縦1.6cm、横1.7cm。把手（輪か部）の幅は、縦2.1cm、横1.7cm、厚さ
0.25cm。環と環座。環の断面形は円形で、環座は菊花を象る。留め具の頭部は扁平
な球状で先端は二又に分かれる。

K5 97 第Ⅱ層 K5-97　表土

第143図
図版108

48
障子板 9.82 5.80 0.25 61.90

孔径は0.45cm。障子板で後方部分が欠損する。肩上との接続部に鋲留めの円孔が
見られる。２次的に火を受けており、表面に銅塊が溶着する。

Ⅱ期基壇 Ⅱ期基壇

第144図
図版109

49
胸板 9.60 22.65 0.30 265.45

孔径は縦0.1cm～0.6cm、横0.15cm～0.55cm。胸板に八双金物が錆化により接着し
ている。肩上の紐を通す孔が左右に２か所、見ることができる。また上面両端部が上
方に突出する。左右と上部の縁に沿って覆輪が取りつく。八双金物の草花文が見ら
れるが不明瞭。鋲の頭部は千鳥様の形状となる。

不明 出土地不明

第144図
図版109

50
冠板 11.65 10.40 0.45 122.52

孔径は0.25cm～0.55cm。冠板。縁に沿って覆輪が取りつく。端部が上方へ突出す
る。肩上の紐を通す孔が２か所、見られる。横断面は弧状に湾曲する。

不明 出土地不明

第144図
図版109

51
不明 6.70 8.65 0.10 48.64

板状の製品で、上下に４本の浅い筋が入る。断面形状は弧状に湾曲し、凹部に鋲の
二又に分かれた先端が取りつく。

不明 出土地不明

第144図
図版109

52
矧ぎ板か 4.55 4.20 0.35 18.90

兜の鉢を構成する矧ぎ板の一部か。端部を重ねあわせており、小孔が１カ所見られ
る。

右掖門接続
石垣D壁沿

出土地不明

第144図
図版109

53
鎧 9.45 5.60 0.20 38.98

孔径は0.2cm～0.45cm。孔は、縦0.5cm、横0.45cm。板状の製品。断面形状は弧状に
湾曲する。凸部は２次的に火を受けており、火脹れが著しい。また、孔も見られるが、
錆化による破損の可能性もある。

不明 出土地不明

第144図
図版109

54
不明 3.70 4.00 0.30 6.67 三枚の板状製品が接着する。 不明 出土地不明

第144図
図版109

55
矧ぎ板か 10.25 14.15 0.55 130.02

孔径は0.15cm～0.45cm。板状製品で５カ所の円孔が見られる。兜の鉢を構成する矧
ぎ板の一部か。

不明 出土地不明

第144図
図版109

56
矧ぎ板か 6.40 8.45 0.30 42.20

孔径は0.1cm～0.2cm。板状製品で２カ所の円孔が見られる。断面形状は弧状に湾
曲する。兜の鉢を構成する矧ぎ板の一部か。

不明 出土地不明

注　「－」：計測不可



第48表　金属製品観察一覧④ 単位：㎝、g

挿図番号
図版番号

種類 縦 横 厚さ 重量 観察事項 旧出土地 新出土地

第144図
図版109

57
壺板か 3.35 3.55

0.10/0.3
5

6.02 縁取りが見られる板状製品。端部に孔が見られ、鉄鎖が附属する。壺板の一部か。 不明 出土地不明

第144図
図版109

58
不明 13.60 11.25 0.70 179.74

孔径は0.3cm。板状製品で円孔が列状に並んで見られる。端部が一部、L字状に折
れる。

不明 出土地不明

第145図
図版110

59
鎖帷子 2.80 3.40

0.15/0.4
0

7.15 鎖帷子。２次的に火を受けており、一部がかなり変形、変色している。南蛮鎖。 不明 出土地不明

第145図
図版110

60
鎖帷子 3.90 5.95 0.2/0.75 18.82 鎖帷子。２次的に火を受けており、一部が変形、変色している。南蛮鎖。 不明 出土地不明

第145図
図版110

61
鎖帷子 3.35 2.65 0.80 12.99 鎖帷子。２次的に火を受けており、一部が変形、変色している。南蛮鎖。 不明 出土地不明

第145図
図版110

62
鎖帷子 3.25 4.30

0.25/0.8
5

9.28 鎖帷子。２次的に火を受けており、全体的にかなり変形、変色している。南蛮鎖。 不明 出土地不明

第145図
図版110

63
小札 7.75 6.70 1.05 66.84

札頭が斜めになる伊予札で7枚が錆化により溶着している。14カ所の円孔が見られ、
２列に並ぶ。札は相互の孔が重なるように溶着している。

不明 出土地不明

第145図
図版110

64
小札 8.70 8.35

0.15/1.1
0

78.89
孔径は0.15cm～0.3cm。札頭が斜めになり、端部が肥厚する碁石頭の伊予札で11枚
が錆化により溶着している。札は相互の孔が重なるように溶着している。

不明 出土地不明

第145図
図版110

65
小札 3.65 2.65 0.20 5.48 孔径は0.15cm～0.4cm。札幅がやや広い小札。円孔が７カ所見られる。

右掖門接続
石垣D壁沿

出土地不明

第145図
図版110

66
小札 5.50 2.65 0.30 12.33

孔径は0.05cm～0.15cm。札尻は平行する。円孔は10カ所見られる。やや厚みを有す
る。

右掖門接続
石垣D壁沿

出土地不明

第145図
図版110

67
小札 4.05 2.70 0.15 6.04 孔径は0.15cm～0.25cm。札尻は平行する。円孔は６カ所見られる。

右掖門接続
石垣D壁沿

出土地不明

第145図
図版110

68
小札 4.10 2.65 0.20 7.94 孔径は0.05cm～0.2cm。札尻は平行する。円孔は３カ所見られる。

右掖門接続
石垣D壁沿

出土地不明

第145図
図版110

69
小札 6.70 1.85 0.25 10.20 孔径は0.1cm～0.35cm。札頭が斜めになる小札。円孔は12カ所見られる。 不明 出土地不明

第145図
図版110

70
小札 6.15 1.95 0.40 8.89

孔径は0.05cm～0.3cm。札尻は平行し、札頭が斜めになる碁石頭の小札。円孔は13
カ所見られる。札頭側の５孔のみ孔径が大きい。

不明 出土地不明

第145図
図版110

71
小札 6.50 2.25 0.30 14.37

孔径は0.1cm～0.25cm。札尻は平行し、札頭は円弧状の膨らみが２つ連続する矢筈
頭の小札。確認できる円孔は８カ所。

右掖門接続
石垣D壁沿

出土地不明

第145図
図版110

72
小札 6.85 2.15 0.50 15.70 孔径は0.15cm～0.25cm。。札尻は平行し、札頭が斜めになる碁石頭の小札。

右掖門接続
石垣D壁沿

出土地不明

第145図
図版110

73
小札 6.30 1.90 0.40 9.98

孔径は0.05cm～0.35cm。札尻は平行し、札頭が斜めになる小札。円孔は11カ所確
認でき、札頭側の孔径が大きい。

不明 出土地不明

第145図
図版110

74
小札 5.85 1.90 0.45 10.18

孔径は0.05cm～0.25cm。札尻は平行し、札頭が斜めになる小札。円孔は13カ所確
認できる。表面に塗布された漆の一部が残る。

不明 出土地不明

第145図
図版110

75
小札 6.35 2.05 0.30 12.11 孔径は0.15cm～0.2cm。札頭が斜めになる小札。円孔は２カ所確認できる。

右掖門接続
石垣D壁沿

出土地不明

第145図
図版110

76
小札 5.15 1.85 0.45 9.91 孔径は0.15cm～0.5cm。札頭が斜めになる小札。円孔は７カ所確認できる。 不明 出土地不明

第145図
図版110

77
小札 4.35 1.90 0.30 5.21 孔径は0.15cm～0.35cm。札頭が斜めになる小札。円孔は７カ所確認できる。 不明 出土地不明

第145図
図版110

78
小札 2.40 1.80 0.20 2.00 孔径は0.35cm～0.4cm。札頭が斜めになる薄手の小札。円孔は５カ所確認できる。 不明 出土地不明

第145図
図版110

79
小札 2.80 1.95 0.20 3.64 孔径は0.15cm。札頭が斜めになる薄手の小札。円孔は４カ所確認できる。

右掖門接続
石垣D壁沿

出土地不明

第145図
図版110

80
小札 3.00 2.00 0.30 4.12 孔径は0.1cm～0.2cm。円孔は５カ所確認できる。 不明 出土地不明

第145図
図版110

81
小札 3.75 1.75 0.25 3.81 孔径は0.15cm～0.25cm。札尻は平行し、円孔は10カ所確認できる。 不明 出土地不明

第145図
図版110

82
小札 3.35 2.05 0.25 4.99 孔径は0.05cm～0.25cm。円孔は4カ所確認できる。 不明 出土地不明

第145図
図版110

83
小札 2.50 1.70 0.15 1.97 孔径は0.2cm～0.3cm。札尻は平行する薄手の小札。円孔は６カ所確認できる。 不明 出土地不明

注　「－」：計測不可



第48表　金属製品観察一覧⑤ 単位：㎝、g

挿図番号
図版番号

種類 縦 横 厚さ 重量 観察事項 旧出土地 新出土地

第146図
図版111

84
切羽 3.95 2.15 0.35 11.28

茎孔は縦2.4cm、横0.65cm。外形は楕円形状で中央に台形状の孔が見られる。外側
に向けて厚みが増す。

L2 102 表土 L2-102　表土

第146図
図版111

85
不明 3.80 4.05 0.30 18.47 茎孔は縦2.05cm、横0.45cm。外形は木瓜状で中央に扁平な楕円形状の孔が見られる L0 98 撹乱層 L0-98　撹乱層

第146図
図版111

86
切羽 5.50 2.90 0.35 13.07 板状製品で方形の孔が１カ所見られる。 L0 100 表土 L0-100　表土

第146図
図版111

87
切羽 3.20 1.85 0.30 6.63 木瓜形の切羽の一部。 表土 K1 K2 94 K1・2-94　表土

第146図
図版111

88
刀の鍔 7.10 4.25 0.30 52.95

外形が木瓜形の鍔。縁は肥厚し、中央に長方形状の孔が見られる。猪目透かしが２
カ所あり、その間に花形の透かしが見られる。猪目の形はやや歪になる。

K3 94
断割トレンチ
 第Ⅰ・Ⅱ層

K3-94
断割トレンチ
第Ⅰ・Ⅱ層？

第146図
図版111

89
鍔 6.55 7.15 0.55 40.16 外形が木瓜形の鍔。縁は肥厚する。猪目透かしが２カ所見られる。 不明 出土地不明

第146図
図版111

90
刀 30.70 3.30 0.80 320.74

薙刀などの長柄武器の刀身。鎬が入り切っ先は反りが見られる。柄の近くは大きく屈
曲しており、茎は欠損している。

不明 出土地不明

第146図
図版111

91
銅鏡 7.35 11.65

0.20/0.9
0

155.65
鋳造和鏡。台形縁で背面には圏線と内区と外区は共に陽刻の菊花文が密に、かつ
不規則に見られる。全体的に欠損や歪みが著しい。

K1 96 表土 K1-96　表土

第146図
図版111

92
壺の頸部 4.80 - 0.20 117.17

中国産の青銅製品。筒状で上下端は肥厚し、立ち上がりは直である。外面は４段の
雷文帯で全て埋められる。損傷による歪みが見られる。銅製瓶や香炉の一部か。

K4-97　Ⅱ層 K4-97　Ⅱ層

第146図
図版111

93
銅器 3.75 3.15

0.10/0.4
0

16.41
中国産で大型銅製品の一部か。饕餮文の一部と思われる渦文とその近くに雷文帯
が見られる。

L1 98 撹乱 L1-98　撹乱層

第146図
図版111

94
銅製印 1.90 1.10 1.05 5.88

小型の銅製印。印面は印相体で銘が彫り込まれる。鈕は方柱状で指で摘まめるよう
に反りがあり、上部に横方向の孔が見られる。

K6 98 Ⅰ層 K6-98　Ⅰ層

第146図
図版111

95
銅器 - - - 41.73 銅鏡の縁辺部。かなり大振りな台形縁。側面に銅塊が溶着する。 K5-97 Ⅱ層 K5-97　Ⅱ層

第146図
図版111

96
鏃 9.55 1.10 0.85 36.99

鉄鏃。断面形は方形で鎬が明瞭に見られる。先端は平入り状となる。茎の大半は欠
損している。

不明 出土地不明

第146図
図版111

97
鏃か 4.30 0.40 0.40 2.11 棒状の鉄製品。断面形は円形となる。鏃の茎か。 不明 出土地不明

第146図
図版111

98
鏃か 3.05 0.55 0.55 1.32 棒状の鉄製品。断面形は円形となる。鏃の茎か。 不明 出土地不明

第146図
図版111

99
不明 5.50 0.20 0.20 1.36

頭部は幅0.6cm、孔は縦0.5cm、横0.3cm。頭部が環状となる棒状の銅製品。断面形
は円形となる。

第1号　SW3
石組遺構内

K2-96　SW3

第146図
図版111

100
不明 6.45

0.20/0.4
0

0.15 0.81
孔は縦0.3cm、横0.25cm。頭部に円孔があり、端部は小匙状となる銅製品。断面形は
円形となる。

Ⅱ期基壇
化粧石前

Ⅲ期基壇

第146図
図版111

101
留め具か 2.20 0.25 0.25 1.95

頭部は縦0.65cm、横1.1cm、厚さ0.35cm。銅製の留め具か。胴部の断面形は円形
で、頭部は分銅状となる。

表土 L4 100 L4-100　表土

注　「－」：計測不可



第48表　金属製品観察一覧⑥（鉄釘） 単位：㎝、g

挿図番号
図版番号

種類 分類
頭部幅
頭部厚

縦
横

厚さ
重量 旧出土地 新出土地

第147図
図版112

102

角釘
Ⅰ類

A
1.15
1.70

20.70
1.00
1.00

106.17 L1 98 表土 L1-98　表土

第147図
図版112

103

角釘
Ⅰ類

A
1.20
1.70

20.20
0.90
0.90

108.45 表土 K8-103 K8-103　表土

第147図
図版112

104

角釘
Ⅰ類

B
1.20
1.70

17.50
0.80
0.90

84.58 L1-100 撹乱層 L1-100　撹乱層

第147図
図版112

105

角釘
Ⅰ類

B
1.20
1.65

17.20
0.85
0.85

85.50 撹乱層 L1 102 L1-102　撹乱層

第147図
図版112

106

角釘
Ⅰ類

C
1.10
1.65

15.20
1.00
0.90

76.64 L1 100 撹乱層 L1-100　撹乱層

第147図
図版112

107

角釘
Ⅰ類

C
1.15
1.65

14.75
0.90
0.85

69.62 表土 L1 100 L1-100　表土

第147図
図版112

108

角釘
Ⅰ類

D
1.10
1.45

12.80
1.10
0.75

54.69 第2層 K6 98 K6-98　Ⅱ層

第147図
図版112

109

角釘
Ⅰ類

D
0.90
1.30

12.10
0.90
0.70

41.11 K10-101 表土 K10-101　表土

第147図
図版112

110

角釘
Ⅰ類

E
1.00
1.25

10.95
0.90
0.70

40.79 表土 L0 101 L0-101　表土

第147図
図版112

111

角釘
Ⅰ類

E
1.10
1.35

9.40
0.85
0.80

42.68 表土層 K6 98 K6-98　表土

第147図
図版112

112

角釘
Ⅰ類

F
1.45
1.10

6.65
0.60
0.65

9.64 表土 K3-103 K3-103　表土

第147図
図版112

113

角釘
Ⅰ類

F
1.00
0.60

7.15
0.50
0.45

5.72 L5 98 カワヤの覆土 L5-98　かわや跡　覆土

第147図
図版112

114

角釘
Ⅰ類

G
1.20
1.15

4.85
0.50
0.50

6.02 表土層 表土

第147図
図版112

115

角釘
Ⅰ類

G
0.85
0.90

4.90
0.60
0.55

3.28 表土層 表土

第147図
図版112

116

角釘
Ⅱ類

カットB
1.45
1.65

18.40
1.20
1.30

136.83 表土 K4 104 K4-104　表土

第147図
図版112

117

角釘
Ⅱ類

カットB －
19.1
0.95
0.90

81.52 表土 K6 98 K6-98　表土

第147図
図版112

118

角釘
Ⅱ類

カットC －
15.50
0.90
0.90

82.05 表土 L1 100 L1-100　表土

第147図
図版112

119

角釘
Ⅱ類

カットC －
15.10
1.00
1.00

87.69 表土 K0 100 K0-100　表土

第147図
図版112

120

角釘
Ⅱ類

カットC
1.45
0.95

14.70
0.70
0.55

30.80 L4 100 表土 L4-100　表土

第148図
図版113

121

角釘
Ⅱ類

カットD
1.50
1.40

12.85
1.20
1.05

86.81 K5 97 表土 K5-97　表土

第148図
図版113

122

角釘
Ⅱ類

カットD －
11.70
1.05
0.80

31.30 K9-104 表土 K9-104　表土

第148図
図版113

123

角釘
Ⅱ類

カットD
1.20
0.60

11.50
0.75
0.50

25.18 表土 L0 102 L0-102　表土

第148図
図版113

124

角釘
Ⅱ類

カットE －
9.95
0.70
0.40

13.42 表土 L1 102 L1-102　表土

注　「－」：計測不可



第48表　金属製品観察一覧⑦（鉄釘） 単位：㎝、g

挿図番号
図版番号

種類 分類
頭部幅
頭部厚

縦
横

厚さ
重量 旧出土地 新出土地

第148図
図版113

125

角釘
Ⅱ類

カットE
1.35
0.85

9.30
0.90
0.80

31.83 表土 L4 100 L4-100　表土

第148図
図版113

126

角釘
Ⅱ類

カットF －
7.10
0.65
0.55

11.88 撹乱 撹乱層

第148図
図版113

127

角釘
Ⅱ類

カットF －
8.30
0.55
0.45

9.54 表土 K4-98 K4-98　表土

第148図
図版113

128

角釘
Ⅱ類

カットG －
5.50
0.45
0.35

4.32 L2-97 表土層 L2-97　表土

第148図
図版113

129

角釘
Ⅱ類

カットG
1.00
0.60

6.00
0.50
0.45

6.07 表土 3 表土

第148図
図版113

130

角釘
Ⅱ類

カットF
1.35
1.10

7.60
0.60
0.65

13.19 L2-100 表土 L2-100　表土

第148図
図版113

131

角釘
Ⅱ類

カットF
0.95
0.50

6.95
0.55
0.40

6.64 表土 L2 101 L2-101　表土

第148図
図版113

132

角釘
Ⅱ類

カットG'
0.65
0.35

4.35
0.45
0.45

3.05 石灰岩礫層　№66 出土地不明

第148図
図版113

133

角釘
Ⅱ類

カットG'
0.75
0.65

4.05
0.65
0.60

3.85 石灰岩礫層　№67 出土地不明

第148図
図版113

134

角釘
Ⅱ類

カットG'
0.40
0.30

3.80
0.45
0.30

1.54 石灰岩礫層　№64 出土地不明

第148図
図版113

135

角釘
Ⅱ類

カットG'
0.95
0.55

4.10
0.85
0.65

2.62 石灰岩礫層　№65 出土地不明

第148図
図版113

136

角釘
Ⅲ類

極太D
1.75
1.85

13.90
1.45
1.15

102.33 表土 L1 102 L1-102　表土

第148図
図版113

137

角釘
Ⅲ類

極太D
1.85
1.55

13.95
1.40
1.20

133.21 表土 K10-103 K10-103　表土

第148図
図版113

138

角釘
Ⅲ類

極太D
2.30
2.30

12.80
1.40
1.20

128.37 表土 L1 102 L1-102　表土

第148図
図版113

139

角釘
Ⅲ類

極太C
2.15
1.90

14.40
1.10
1.00

142.79 表土 L3 101 L3-101　表土

第148図
図版113

140

角釘
Ⅲ類

極太G
2.90
2.05

6.45
1.50
1.10

42.74 第2層 60～70 K5 98 K5-98　Ⅱ層

第148図
図版113

141
角釘 その他 －

11.10
1.45
0.95

76.30 L4-93 表土 L4-93　表土

第148図
図版113

142
角釘 その他

1.40
0.55

7.25
1.15
0.55

24.14 表土 L0 102 L0-102　表土

第148図
図版113

143
角釘 その他

1.25
0.55

7.00
1.15
0.55

21.50 第2層 K5-99 0/20 K5-99　Ⅱ層

第148図
図版113

144
角釘 その他

1.25
0.40

7.25
0.95
0.40

15.97 表土　K6　96 K6-96　表土

第148図
図版113

145
角釘 その他

1.35
0.60

6.80
1.15
0.55

20.04 表土 L0 100 L0-100　表土

第149図
図版114

146
角釘 不明 －

8.90
0.70
0.79

23.27 表土 L4 102 L4-102　表土

第149図
図版114

147
角釘 不明

1.30
1.80

6.10
1.15
0.95

24.92 表土 K10 101 K10-101　表土

注　「－」：計測不可



第48表　金属製品観察一覧⑧（鉄釘） 単位：㎝、g

挿図番号
図版番号

種類 分類
頭部幅
頭部厚

縦
横

厚さ
重量 旧出土地 新出土地

第149図
図版114

148
角釘 不明 －

13.20
1.00
1.00

55.20 石敷 K0 96 K0-96　Ⅰ層

第149図
図版114

149
角釘 不明 －

12.25
0.95
1.05

49.66 表土 K10 101 K10-101　表土

第149図
図版114

150
角釘 不明 －

5.75
0.60
0.70

8.25 表土 K0 103 K0-103　表土

第149図
図版114

151
洋釘 －

0.90
0.15

10.20
0.45
0.45

11.95 K6-98 第2層 80/90 K6-98　Ⅱ層

第149図
図版114

152
洋釘 －

0.85
0.45

7.80
0.45
0.45

5.44 K6-98 第2層 80/90 K6-98　Ⅱ層

第149図
図版114

153
洋釘 －

1.10
0.25

9.60
0.50
0.50

11.51 K6-98 第2層 80/90 K6-98　Ⅱ層

第149図
図版114

154
洋釘 －

0.95
0.30

10.40
0.45
0.45

11.47 K6-98 第2層 80/90 K6-98　Ⅱ層

第149図
図版114

155
洋釘 －

0.85
0.35

7.95
0.40
0.40

5.57 K6-98 第2層 80/90 K6-98　Ⅱ層

第149図
図版114

156
洋釘 －

1.80
0.55

7.15
1.05
1.05

35.20 表土 K5 103 K5-103　表土

第149図
図版114

157

角釘
Ⅳ類

－ －
18.60
1.05
0.80

82.15 L2 102 表土層 L2-102　表土

第149図
図版114

158

角釘
Ⅳ類

－ －
13.85
0.95
0.80

124.29 L1-98 拡乱 L1-98　撹乱層

第149図
図版114

159
鎹 A（角） －

10.20
0.80
0.90

36.54 第2層 0/20 Ⅱ層

第149図
図版114

160
鎹 A（角） －

10.10
0.60
0.75

22.82 第2層 0/20 K4-98 K4-98　Ⅱ層

第149図
図版114

161
鎹 B（角） －

13.05
1.05
1.05

86.59 第2層 K5-98 0-20 K5-98　Ⅱ層

第149図
図版114

162
鎹 B（角） －

12.65
0.15/1.00

1.05
91.12 第2層 Ⅱ層

第149図
図版114

163
鎹 C（角） －

15.05
0.25/1.00

1.05
114.00 第2層 10～60 K8 96 K8-96　Ⅱ層

第149図
図版114

164
鎹 C（角） －

15.65
0.05/0.95

0.90
101.08 第2層 40/50 K4 97 K4-97　Ⅱ層

第150図
図版115

165
鎹 C（角） －

16.00
0.05/0.85

0.90
114.48 K3-97 第2層 K3-97　Ⅱ層

第150図
図版115

166
鎹 C（角） －

15.65
0.15/0.85

0.85
70.08 K3-95 第2層 K3-95　Ⅱ層

第150図
図版115

167
鎹 不明 －

15.8
0.20/1.00

1.00
90.90 K7-92 第2層 K7-92　Ⅱ層

第150図
図版115

168
鎹 B（角） －

15.30
0.10/0.90

0.90
114.43 L2-99 第2層 L2-99　Ⅱ層

第150図
図版115

169
鎹 A（角） －

10.40
0.05/0.85

0.85
49.95 第2層 K4-97 K4-97　Ⅱ層

第150図
図版115

170
鎹 A（角） －

10.45
0.05/1.00

0.95
54.41 K5-97 第2層 K5-97　Ⅱ層

注　「－」：計測不可



第48表　金属製品観察一覧⑨（鉄釘） 単位：㎝、g

挿図番号
図版番号

種類 分類
頭部幅
頭部厚

縦
横

厚さ
重量 旧出土地 新出土地

第150図
図版115

171
有孔釘 A

1.40
0.45

7.90
1.00
0.70

16.43 L0-102 表土 L0-102　表土

第150図
図版115

172
有孔釘 A

1.45
0.65

7.80
1.05
0.65

23.66 L1-101 表土 L1-101　表土

第150図
図版115

173
有孔釘 A

1.45
0.50

7.70
1.05
0.50

20.47 L2-100 表土 L2-100　表土

第150図
図版115

174
有孔釘 B

3.05
0.90

10.40
0.95
0.85

64.13 L4-100 表土 L4-100　表土

第150図
図版115

175
有孔釘 A

1.75
0.35

5.90
0.55
0.30

4.42 K4-97 第2層 K4-97　Ⅱ層

第150図
図版115

176
有孔釘 B

3.50
1.20

12.80
1.15
1.20

110.17 K4-100 表土 K4-100　表土

第150図
図版115

177
有孔釘 B

3.20
0.90

12.35
0.95
0.85

59.40 K4-100 表土 K4-100　表土

第151図
図版116

178
現代金具 - －

10.75
1.50
0.40

16.31 K4-97 第2層 K4-97　Ⅱ層

第151図
図版116

179

現代金具
+

有孔釘
B

有孔釘：
1.65/0.60
現代金具：

-

有孔釘：
4.70/1.10/0.95

現代金具：
11.05/1.45/0.60

34.38 K4～5-95　第2層　0/10 K4・5-95　Ⅱ層

第151図
図版116

180
有孔釘 B

2.50
1.70

6.10
1.00
1.65

57.69 K10-101 表土 K10-101　表土

第151図
図版116

181
有孔釘 B

2.85
0.95

9.05
1.05
0.85

64.11 L0-98 撹乱層 L0-98　撹乱層

第151図
図版116

182
有孔釘 B

3.00
1.10

9.20
0.95
1.10

66.78 L1-101 表土 L1-101　表土

第151図
図版116

183
有孔釘 B

2.65
0.80

9.65
0.40
0.75

32.39 撹乱層 撹乱層

第151図
図版116

184
有孔釘 B

3.15
1.15

10.30
1.10
1.00

64.98 L1-102 表土 L1-102　表土

第151図
図版116

185

有孔釘　+
銅線

B －
10.80/10.60

-
-

285.27 L0-99　第2層　50/60 L0-99　Ⅱ層

第151図
図版116

186
有孔釘 B

3.20
1.75

7.60
1.30
1.70

127.25 L0-102 表土 L0-102　表土

注　「－」：計測不可



凡例（第49表 石製品集計表①の高欄残存部位）　

Ａ

頭部

Ｂ

笠石部

Ｃ

羽目板部

Ｄ

根部

親柱（獅子頭）

Ａ

頭部

Ｂ

羽目板部

Ｃ

根部

束柱

Ａ Ｂ

持送り石

Ａ Ｂ Ｃ

Ｄ Ｅ Ｆ

羽目板

部分不明⇒G

親柱（逆蓮頭）

Ａ

頭部

Ｂ

笠石部

Ｃ

羽目板部

Ｄ

根部

Ａ

端部有り

Ｂ

両端無し

地覆石

Ａ

端部有り

笠石

Ａ

端部有り

Ｂ

両端無し
Ａ

端部有り



第49表　石製品集計表①（石造物）

親柱

（獅子頭もしく は

逆蓮頭）

Ａ ＡＢ Ａ～Ｃ Ａ～D 完形 Ａ～Ｃ A ＢＣ D D？ 略完形 Ａ ＡＢ Ｂ 胴部 根部 完形 略完形 Ａ～Ｆ ＡＢＤＥ ＡＢ Ｂ

細粒砂岩 細粒砂岩 細粒砂岩 細粒砂岩 細粒砂岩 細粒砂岩 細粒砂岩
溶結

凝灰岩
細粒砂岩 細粒砂岩

琉球

石灰岩

琉球

石灰岩
漆喰 細粒砂岩

溶結

凝灰岩
細粒砂岩

琉球

石灰岩

琉球

石灰岩
細粒砂岩

溶結

凝灰岩
細粒砂岩 細粒砂岩 細粒砂岩 細粒砂岩 細粒砂岩 細粒砂岩 細粒砂岩

溶結

凝灰岩
細粒砂岩 細粒砂岩 細粒砂岩 細粒砂岩

個　数 4 2 2 1 1 1 5 1 7 13 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 2 14 3 1 64 20 4 1 4 1 2 17

羽目板

種　類

部　位

石　材

高　　　　欄

親柱

（獅子頭）

親柱

（逆蓮頭）
親柱 束柱 柱（種別不明）

Ａ Ａ A？ Ｂ 完形

ＢＥ Ｃ ＣＦ Ｄ Ｅ ＥＦ Ｆ ＢかＥ
ＡかＣか

ＤかＦ

ＤかＥ

かＦ
完形 略完形 完形 略完形 Ａ～Ｂ

細粒砂岩 細粒砂岩 細粒砂岩 細粒砂岩 細粒砂岩 細粒砂岩 細粒砂岩 細粒砂岩
溶結

凝灰岩
細粒砂岩 細粒砂岩

溶結

凝灰岩
細粒砂岩 細粒砂岩 細粒砂岩

溶結

凝灰岩
細粒砂岩 細粒砂岩 細粒砂岩

溶結

凝灰岩
細粒砂岩

溶結

凝灰岩
細粒砂岩

溶結

凝灰岩
細粒砂岩 細粒砂岩 細粒砂岩

琉球

石灰岩
細粒砂岩

溶結

凝灰岩

琉球

石灰岩
細粒砂岩

個　数 2 2 1 6 14 1 2 2 1 3 2 1 13 24 65 1 1 1 3 5 17 7 5 1 6 4 3 1 14 2 1 4

ＡかＣ

羽目板

種　類

部　位

石　材

高　　　　欄

笠石 地覆石

ＢＤかＦ Ｇ Ａ Ｂ Ａ～Ｂ Ａ

親柱

（獅子頭）
束柱 地覆石 Ｃ 属不明

Ａ Ｂ 完形 Ａ Ｂ Ａ ＡＢ Ａ ＢＣＤＦ Ｃ ＣＦ Ｄ ＡかＣ ＤかＦ
ＡかＣか

ＤかＦ
A～B Ｂ 略完形 完形 完形 破片 破片 破片 完形 破片 破片 破片

細粒砂岩 細粒砂岩
琉球

石灰岩

琉球

石灰岩

琉球

石灰岩
細粒砂岩

溶結

凝灰岩

溶結

凝灰岩

溶結

凝灰岩
細粒砂岩 細粒砂岩 細粒砂岩 細粒砂岩 細粒砂岩 細粒砂岩 細粒砂岩 細粒砂岩

溶結

凝灰岩
細粒砂岩 細粒砂岩 細粒砂岩 細粒砂岩

琉球

石灰岩
細粒砂岩 細粒砂岩

琉球

石灰岩

花岡

閃緑岩
細粒砂岩 細粒砂岩 輝緑岩 細粒砂岩 細粒砂岩 細粒砂岩

個　数 13 34 1 47 10 2 7 1 1 1 1 3 1 2 1 3 2 1 2 1 36 47 1 3 3 8 2 2 8 1 6 7 10

礎　　　石

礎石？

礎　　　盤

礎石か礎盤

破片 破片 破片

器種不明 羽目板 笠石 Ａ Ｂ Ａ

種　類

部　位

石　材

高　　　　欄

笠石か地覆石 持送り石

高　　　　欄　　（　階　段　）

鬣 角 爪 掌 頬髯 尾
胴体部

（上下不明）
胴体部 鬣 破片 破片 破片

破片

（模様有り）
完形 破片 残核？ 破片

破片

（面有り）
破片 破片

細粒砂岩 細粒砂岩 細粒砂岩 細粒砂岩 細粒砂岩 細粒砂岩
溶結

凝灰岩
細粒砂岩

溶結

凝灰岩
細粒砂岩

琉球

石灰岩
細粒砂岩

琉球

石灰岩
細粒砂岩 細粒砂岩 細粒砂岩 細粒砂岩 細粒砂岩

琉球

石灰岩
細粒砂岩 細粒砂岩

溶結

凝灰岩

個　数 1 2 1 1 1 6 2 1 1 2 2 1 2 2 7 2 8 1 16 467 1544 24 2758

※第163図・図版128№61の龍の髯は第47表金属製品集計表に含まれる。

※図版129№70の龍の髯は第47表金属製品集計表に含まれる。

上部龍柱胴体部

※礎石Ａ：規格形　小形の四方形、四方形薄いタイプ・厚いタイプ、四方形御膳形、円形御膳形

　 礎石Ｂ：自然礫形　自然の大形円礫（岩塊）

　 礎盤Ａ：ソロバン玉形　上部、下部

　 礎盤Ｂ：円形・円盤形

　 礎盤Ｃ：ソロバン玉形（下部）の装飾部

不明石造物 不明

合　 計

龍　　　　柱 小龍柱 龍柱？ 石柱？ 柱？ 石碑？

種　類

部　位

石　材



第49表　石製品集計表②

赤色頁岩製
赤色頁岩製

（赤間硯）
粘板岩製 凝灰岩製 頁岩製

頁岩製

（高島硯？）
赤色頁岩製 粘板岩製

個　数 14 7 11 4 3 3 1 3

分　類

硯 硯？

磨製石斧 敲石 凹石 石盤 石盤？ スクレイパー

輝緑岩製 細粒砂岩製 砂岩 粘板岩製 粘板岩製 緑色岩製 輝緑岩 不明火成岩 不明 砂岩

個　数 1 1 1 8 2 1 1 1 1 1

分　類

不明石器片 不明石製品

石臼？ 文鎮

赤色頁岩製 凝灰岩製 輝石安山岩製 細粒砂岩製 粘板岩製 ガラス製 粘板岩製
珪質頁岩

製？
貝製

個　数 2 1 1 1 1 8 2 1 1

分　類

石臼 碁石

駒 駒？ 石筆 砥石？

メノウ製 閃緑岩製 土製 施釉陶器製 緑色岩製 蝋石製 粘板岩製 凝灰岩製 頁岩製 砂岩製 砂岩製

個　数 1 1 1 2 1 2 6 1 12 1 1

分　類

碁石？ 砥石

火打石？

チャート製
結晶質

石灰岩製
翡翠製 蝋石製 石材不明 細粒砂岩製 琉球石灰岩 サンゴ石

個　数 1 1 2 1 1 12 1 3 133

※碁石と駒は石製以外の資料も含む。

※第165図№90・図版131№99の銅弾は第47表金属製品集計表に含まれる。

※第165図№91・図版131№100の土弾は第53表土製品集計表に含まれる。

分　類

玉器 石球

合　計



第49表　石製品集計表③（石材）

翡翠 水晶 石英
緑色

千板岩

古生代

石灰岩
結晶片岩 軟玉 砂岩

砂岩

（県外）
片岩 頁岩 緑色岩 泥岩

個　数 4 1 1 11 4 4 1 43 1 22 3 7 3

分　類

石材

粘板岩
細粒砂岩

（自然面有）
不明 砂岩 粘板岩 頁岩 緑色岩 不明

個　数 10 55 16 17 3 2 2 4 214

分　類

石材 玉砂利

合　計



第50表　石製品観察一覧① 単位：㎝

挿図番号
図版番号

器種 部位／分類
残存長
残存幅

厚さ
観察事項 旧出土地 新出土地

第152図
図版117

１
高欄 羽目板

32.6
71.0
7.4

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）。片側側面欠損。装飾：下面
雲形。側面に柱接合のための凸部有、漆喰付着。表面風化
のためかやや暗褐色を呈する。

K?　103 出土地不明

第152図
図版117

２
高欄 羽目板

32.5
78.3
7.2

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）。完形。装飾：下面雲形。側面
に柱接合のための凸部有、漆喰付着。

不明 出土地不明

第152図
図版117

３
高欄 羽目板

32.5
73.5
7.0

石材：溶結凝灰岩か。両端欠損。装飾：下面雲形。加工時の
痕跡顕著。

不明 出土地不明

第152図
図版117

４

高欄
（階段）

羽目板
34.2
51.0
7.7

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）。部分的に欠損。湾曲、階段
部分の部材か。下面雲形。側面に柱接合のための凸部有。

不明 出土地不明

第152図
図版117

５
高欄 羽目板

14.9
11.5
4.4

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）。下端部の一部のみ。下面雲
形。

不明 出土地不明

第152図
図版117

６
石碑？ ―

13.1
9.9
6.6

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）。下部の一部のみ。背面に敲
打痕残。背面に花文、正面には文字が陰刻「…薄斂、…平
象、…喜眉」

S60 出土地不明

第153図
図版118

７
高欄 親柱

96.6
14.7
12.6

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）。完形。方形、頭部は逆蓮頭+
蓮弁文。側面に笠石・羽目板のほぞ穴有。ほぞ穴と下端部に
漆喰付着。

不明 出土地不明

第153図
図版118

８
高欄 親柱

83.3
15.0
12.3

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）。下部欠損。方形、頭部は逆
蓮頭+蓮弁文。側面に笠石・羽目板のほぞ穴有。ほぞ穴に漆
喰付着。

不明 出土地不明

第153図
図版118

９
高欄 親柱

23.5
15.4
14.0

石材：溶結凝灰岩？。頭部のみ残。逆蓮頭。 正面部 出土地不明

第153図
図版118

10
高欄 親柱

23.6
14.4
14.8

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）。頭部のみ残。蓮弁文+唐草
文。片側側面のみ漆喰付着。

不明 出土地不明

第154図
図版119

11
高欄 親柱

34.2
14.8
12.4

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）。下部欠損。装飾：座獅子+蓮
弁文+蓮弁文。笠石のほぞ穴残。

不明 出土地不明

第154図
図版119

12
高欄 親柱

88.2
14.8
12.5

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）。座獅子のみ欠損。装飾：座獅
子+蓮弁文+蓮弁文。笠石・羽目板のほぞ穴残、羽目板側は２
段。ほぞ穴付近に漆喰付着。

不明 出土地不明

第154図
図版119

13
高欄 束柱

66.0
26.0
19.6

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）。完形。握蓮部に葉脈文。羽
目板のほぞ穴残。下端部に漆喰付着。

不明 出土地不明

第155図
図版120

14
高欄 束柱

60.2
24.6
19.4

石材：溶結凝灰岩？完形。握蓮部に葉脈文。羽目板のほぞ
穴残。下端部に漆喰付着。

正面部 出土地不明

第155図
図版120

15
高欄 束石握蓮

21.6
30.3
23.1

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）。完形。下部は柱と結合のた
め凸形。

不明 出土地不明

第155図
図版120

16
高欄 束石握蓮

20.6
27.1
15.0

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）。一部欠損。下部は柱と結合
のため凸形。凸部は敲打痕残。

不明 出土地不明

第155図
図版120

17
高欄 束石握蓮

23.4
-

10.8

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）。右半欠損。下部は柱と結合
のため凸形。凸部は漆喰付着。

K1　99? 出土地不明

第155図
図版120

18
高欄 束石握蓮

23.05
11.9
11.95

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）。中央部のみ残。下部は柱と
結合のため凸形。凸部は漆喰付着。

K0-97
石組遺構内

K0-97 SW6

注　「－」：計測不可、（ ）：推定



第50表　石製品観察一覧② 単位：㎝

挿図番号
図版番号

器種 部位／分類
残存長
残存幅

厚さ
観察事項 旧出土地 新出土地

第156図
図版121

19
高欄 笠石

12.4
164.3
12.6

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）。完形。平面形方形、側面形T
字。親柱接合部は凸形。

不明 出土地不明

第156図
図版121

20
高欄 笠石

12.5
122.2
12.8

石材：溶結凝灰岩。両端欠損。平面形方形、側面形T字。親
柱接合部は凸形。

不明 出土地不明

第156図
図版121

21

高欄
（階段）

笠石
11.9
130.6
12.8

石材：溶結凝灰岩。片側端部欠損。平面形方形、側面形T
字。親柱接合部は凸形。片側側縁湾曲により階段部と推定。

表土？ 表土

第156図
図版121

22
高欄 地覆石

9.15
75.7
12.6

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）。略完形。方形。両端部に漆
喰付着。全面略研磨。

不明 出土地不明

第156図
図版121

23
高欄 地覆石

9.7
76.5
13.0

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）。略完形。方形。両端部に漆
喰付着。全面略研磨。

不明 出土地不明

第157図
図版122

24
高欄 持送り石

30.8
64.0
24.8

石材：琉球石灰岩。表面に石切時の痕跡残。表裏に渦巻文
陰刻。繰形波形。上部に親柱の基部残。

不明 出土地不明

第157図
図版122

25
高欄 束柱

19.6
16.7

-

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）。破片。表面に敲打痕。側面２
箇所にほぞ穴有り。円柱部か。

K10　92　2層
褐色土層

K10-92 Ⅱ層

第157図
図版122

26
高欄？ 不明

14.0
13.1
12.15

石材：細粒砂岩。接着のための漆喰付着。装飾なし。 SW1遺構内 K2-98･99　SW1

第157図
図版122

27
高欄？ 不明

22.2
13.5
10.0

石材：細粒砂岩。接着のための漆喰付着、同目的で鉄芯が刺
さる。装飾なし。

不明 出土地不明

第157図
図版122

28
高欄 親柱頭部？

20.5
20.0
19.45

材質：漆喰。下端欠損。隅丸の円筒形。部位不明だが形状か
らは親柱頭部に似る。

正面部？ 出土地不明

第158図
図版123

29
礎石 ―

37.0
36.5
15.0

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）。平面形方形に加工、表面磨
面だが加工痕残。上面中央に方形の柱痕跡あり。

不明 出土地不明

第158図
図版123

30
礎石 ―

27.0
27.5
18.2

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）。平面形方形に加工、表面磨
面。上面中央に方形の柱痕跡あり。

不明 出土地不明

第158図
図版123

31
礎石 ―

38.0
38.0
10.6

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）。平面形方形に加工、表面磨
面。上面中央に円形の凹みあり。上面中央に八角形の柱痕
跡あり。

正面部 出土地不明

第158図
図版123

32
礎石 ―

45.4
44.3
24.0

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）。平面形方形に加工、表面磨
面。上面中央に方形の凹みあり。上面中央に方形の痕跡あ
り。

不明 出土地不明

第158図
図版123

33
礎石 ―

30.0
42.2
22.7

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）。平面形方形に加工、表面磨
面。上面中央に方形の凹み僅かにあり。上面に円形の柱痕跡
あり。

不明 出土地不明

第159図
図版124

34
礎石 ―

39.3
39.3
17.0

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）。平面形方形に加工、側面磨
面。上面中央のみ加工痕残。上面中央に方形の柱痕跡あり。
下面四隅に方形の脚あり。

不明 出土地不明

第159図
図版124

35
礎石 ―

52.0
51.0
15.5

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）。平面形方形に加工、表面磨
面。上面中央に円形の凹みあり、漆喰が埋まる。上面に円形
の柱痕跡あり、部分的に漆喰が付着。

不明 出土地不明

第159図
図版124

36
礎石 ―

52.0
51.0
16.0

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）。平面形方形に加工、表面磨
面。上面中央に円形の凹みあり、漆喰が埋まる。上面に円形
の柱痕跡あり、部分的に漆喰が付着。

不明 出土地不明

注　「－」：計測不可、（ ）：推定



第50表　石製品観察一覧③ 単位：㎝

挿図番号
図版番号

器種 部位／分類
残存長
残存幅

厚さ
観察事項 旧出土地 新出土地

第159図
図版124

37
礎石 ―

51.0
51.5
21.5

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）。平面形方形に加工、表面磨
面。上面中央に円形の凹みあり。上面に円形の柱痕跡あり、こ
の部分のみ加工痕残。

不明 出土地不明

第159図
図版124

38
礎石 ―

37.0
38.0
14.8

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）。平面形方形に加工、表面磨
面。上面中央に方形の凹みあり。上面中央に方形に漆喰付
着、柱痕跡か。上面中央に十字の変色部あり。

不明 出土地不明

第160図
図版125

39
礎石 ―

42.0
48.1
25.5

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）、風化素材利用のためか多孔
質。平面形方形に加工、表面磨面。上面中央に方形の凹み
あり。上面に円形の柱痕跡あり。

不明 出土地不明

第160図
図版125

40
礎石 ―

45.5
46.0
23.0

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）。平面形方形に加工、表面磨
面。上面中央に方形の凹みあり。上面に円形の柱痕跡あり。

不明 出土地不明

第160図
図版125

41
礎石 ―

45.0
44.0
25.0

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）、風化素材利用のためか多孔
質。平面形方形に加工、側面磨面。上面２角部に方形の凹み
あり。

不明 出土地不明

第160図
図版125

42
礎石 ―

51.1
52.5
19.6

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）。板状の自然礫を利用。側面
打剥整形により略円形。上面に円形の柱痕跡あり。

不明 出土地不明

第161図
図版126

43
礎石 ―

51.5
51.0
15.0

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）。円形の自然礫を上面平坦に
加工、加工痕残。上面に方形の柱痕跡あり。下面には十字状
の突起あり。

不明 出土地不明

第161図
図版126

44
礎石 ―

90.5
83.0
33.0

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）。自然礫を利用。中央部に平
坦面。上面に柱痕跡あり。

不明 出土地不明

第161図
図版126

45

礎盤
（下）

装飾部
8.5
8.1
3.5

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）。陽刻により連弁彫刻。礎盤よ
り剥落。

表　K2　102 K2-102　表採

第161図
図版126

46

礎盤
（下）

装飾部
6.7
6.25
1.8

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）。陽刻により連弁彫刻。礎盤よ
り剥落。

不明 出土地不明

第161図
図版126

47

礎盤
（下）

装飾部
5.0
8.7
1.65

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）。陽刻により連弁彫刻。礎盤よ
り剥落。

S60 出土地不明

第161図
図版126

48

礎盤
（下）

装飾部
5.5
8.2
2.1

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）。陽刻により連弁彫刻。礎盤よ
り剥落。

表採 表採

第161図
図版126

49

礎盤
（下）

装飾部
7.1
10.0
1.25

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）。陽刻により連弁彫刻。礎盤よ
り剥落。

S60 出土地不明

第162図
図版127

50

礎盤
（上）

―
最大径 42.4

高さ 17.8

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）。表面磨面。上面中央に方柱
形の突起有、下面中央に円形の凹み。これら凹凸のみ加工
痕残。下面に銘「一番」。

表　L0　100 L0-100　表採

第162図
図版127

51

礎盤
（上）

―
最大径
(47.0)

高さ 24.0

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）。平面形円形に加工、側面磨
面。上面欠損。下面には加工痕残。

不明 出土地不明

第162図
図版127

52

礎盤
（上）

―
最大径
(41.2)

高さ 15.8
石材：輝緑岩。破片。表面磨面。中央部にほぞ穴有。 SW1 K2-98･99　SW1

第162図
図版127

53

礎盤
（上）

―
最大径
(38.7)

高さ 22.3

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）。表面磨面。上面中央に円形
の凹み、下面中央に円柱形の突起有。これら凹凸のみ加工
痕残。

不明 出土地不明

第162図
図版127

54
不明 ―

24.9
21.8
12.0

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）。方形に整形、表面磨面。両
側中央部に凹部。側面に刻銘「奉行」「首美城領主」。

不明 出土地不明

注　「－」：計測不可、（ ）：推定



第50表　石製品観察一覧④ 単位：㎝

挿図番号
図版番号

器種 部位／分類
残存長
残存幅

厚さ
観察事項 旧出土地 新出土地

第162図
図版127

55

龍柱
（上）

掌
12.2
7.5
5.25

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）。表面に細かい鱗を陽刻。掌
部の剥落片か。

不明 出土地不明

第162図
図版127

56

龍柱
（上）

角
10.2
6.7
5.4

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）。突起上に整形され、表面は
研磨。形状より角部か。

不明 出土地不明

第163図
図版128

57

龍柱
（上）

胴体部
40.9
34.9
25.5

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）、表面風化のため変色。顎
髭、腹板、前脚、胴部鱗を陽刻。側面下部にほぞ穴有り。古
写真より下部龍柱との固定用の鎹の固定孔か。これら特徴より
大龍柱胴部。

不明 出土地不明

第163図
図版128

58

龍柱
（下）

尾部
34.5
30.7
14.7

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）。龍鱗等を陽刻。古写真より下
部龍柱の尾の巻き付け部片か。

不明 出土地不明

第163図
図版128

59

龍柱
（上）

胴体部
49.0
20.0
27.0

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）。顎髭、服板、鱗、火焔を陽
刻。古写真より上部龍柱の胴体部破片。

不明 出土地不明

第163図
図版128

60

龍柱
（上）

爪
17.2
6.2
5.8

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）。表面磨面。古写真より上部龍
柱の爪部片。

不明 出土地不明

第163図
図版128

61
龍の髯 触覚髯 全長 約170

素材：鉄。基部に漆喰付着、固定用か。形状より触覚髯。
※集計は金属製品に含まれる。

不明 出土地不明

図版129
62

龍柱
（上）

胴体部
7.8
4.4
2.7

石材：溶結凝灰岩。鱗を陽刻。 表　K1　102 K1-102　表採

図版129
63

龍柱
（上）

胴体部
8.3
7.6
3.6

石材：溶結凝灰岩。鱗・背鰭を陽刻。 表　L1　102 L1-102　表採

図版129
64

龍柱
（上）

胴体部
28.6
16.9
10.4

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）。龍鱗等を陽刻。 正面部 出土地不明

図版129
65

龍柱
（上）

鬣
9.2
6.5
2.9

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）。古写真より鬣の破片。 表　L2　102 L2-102　表採

図版129
66

龍柱
（上）

角部
10.6
3.7
3.9

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）。表面研磨。形状より角部か。
表土

L1　102
L1-102　表土

図版129
67

龍柱
（上）

髯
8.4
9.0
5.8

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）。髪を陽刻。形状より頬髯の破
片か。

Ⅳ基壇化
粧石前プール

ＳＰ3

図版129
68

龍柱
（上）

胴体部
23.8
22.4
13.2

石材：細粒砂岩（ニービヌフニ）。鱗を陽刻。
L2　107
爆弾跡

爆弾跡④

図版129
69

龍柱 胴体部
6.3
7.0
5.4

石材：溶結凝灰岩。龍鱗を陽刻。胴体部片。
表土

K5　103
K5-103　表土

図版129
70

龍の髯 触覚髯 全長 63.5
素材：鉄。基部欠損。
※集計は金属製品に含まれる。

不明 出土地不明

注　「－」：計測不可、（ ）：推定



第50表　石製品観察一覧⑤ 単位：㎝、g

挿図番号
図版番号

種類 材質
残存長
残存幅

厚さ
重量 観察事項 旧出土地 新出土地

第164図 62
図版130 71

硯 赤色頁岩
5.7
6.1
1.8

93.83
陸部欠損。製作痕跡：全周に研磨による線条痕。使
用痕跡：池部に墨付着。

表　K0　96 K0-96　表採

第164図 63
図版130 72

硯 頁岩
7.1
7.2
2.0

182.81
池部欠損。製作痕跡：全周に研磨による線条痕。使
用痕跡：陸部中央に凹み。銘：背面に片切彫による
銘残るが、残存極小で内容不明。

表　L4　101 L4-101  表採

第164図 64
図版130 73

硯 粘板岩
13.9
7.9
2.15

510.40
略完形。製作痕跡：全周に研磨による線条痕。銘：
背面に使用者とみられる氏名の釘書「岩井キエ」。石
材・銘より本土産、近代。

第2　L3　96 L3-96　Ⅱ層

第164図 65
図版130 74

硯 粘板岩
12.2
6.45
1.65

258.50
略完形。製作痕跡：全周に研磨による線条痕。石材
より本土産か。

K5　96　第1層 K5-96　Ⅰ層

第164図 66
図版130 75

硯 粘板岩
12.2
5.9
1.6

222.43

略完形。製作痕跡：全周に研磨による線条痕、陸部
中央部に使用による磨面。使用痕跡：陸部下部に短
軸方向に連続した刻線、池部に墨付着。銘：背面に
使用者とみられる氏名の釘書「渡口真精」。石材・銘
より本土産、近代。

不明 出土地不明

第164図 67
図版130 76

硯 凝灰岩
3.4
5.49
2.35

37.95
池部破片。製作痕跡：池部隅に研磨による線条痕。
石材より本土産。

L0　L1　98
撹乱層

L0･1-98
撹乱層

第164図 68
図版130 77

硯 凝灰岩
4.0
6.0
2.35

34.68
池部破片。製作痕跡：全周に研磨による線条痕。石
材より本土産。

かわや覆土
かわや跡

Ⅰ層

第図164 69
図版130 78

硯
（高島硯

か）
頁岩

12.6
5.8
1.2

202.95

池部上端欠損。製作痕跡：全周に研磨による線条
痕、黒色に塗色。使用痕跡：陸部中央に使用による
凹み、凹部に墨付着。銘：背面に釘書、不鮮明のた
め内容不明。石材より本土産。

表　K1　101 K1-101　表採

第図164 70
図版130 79

硯
（赤間硯）

赤色頁岩
5.9
5.2
1.55

74.71

池部欠損。製作痕跡：全周に研磨による線条痕。使
用痕跡：陸部中央に使用による凹み有、凹部内に刻
み、墨付着。銘：背面に「赤間関」片切彫、使用者と
みられる氏名の釘書「…康方」。石材・銘より幕末頃
の赤間硯。

不明 出土地不明

第図164 71
図版130 80

文鎮 粘板岩
2.95
13.39
1.8

149.19
完形。製作痕跡：全周に研磨による線条痕、黒色に
塗色。使用痕跡：部分的に塗色消失。一面に自然
面残、同面に他の石材付着。

不明 出土地不明

第図164 72
図版130 81

石臼
（茶臼）

輝石安山
岩

22.1
31.4
8.4

4.84 (㎏)

下臼部の破片。推定径19.2㎝、高さ9.0㎝。残存部
位より主溝推定８分画、副溝15条。加工痕：底面が
加工時のノミ痕残、臼部外周・皿部に滑面。使用痕：
主溝・副溝とも摩滅。

不明 出土地不明

第図164 73
図版130 82

石臼
（茶臼）

凝灰岩
24.7
14.9
8.0

4.32 (㎏)

下臼部の破片。推定径16.4㎝、高さ12.6㎝。残存部
位より主溝推定８分画、副溝は８条だが不規則。加
工痕：底面が加工時のノミ痕残、臼部外周・皿部に
滑面。使用痕：主溝・副溝とも摩滅。

不明 出土地不明

第図164 74
図版130 83

石臼 赤色頁岩
口径　37.2

－
－

312.83
下臼の受け皿部片か。製作痕跡：外面・底部ノミ痕、
内面研磨による線条痕あり。

第62　柱穴 K9-93　柱穴62

第図165 75
図版131 84

碁石
ガラス
（黒色）

1.65
1.5
0.7

2.06
完形。製作痕跡：下面に切断痕。使用痕跡：なし。鏡
餅型（上原分類）。

不明 出土地不明

第図165 76
図版131 85

駒 施釉陶器
2.0
2.05
0.7

4.22
完形。製作痕跡：前面及び下面縁辺に研磨による線
条痕、背面に黒色の塗色残。使用痕跡：背面を除き
塗色消失。鏡餅型（上原分類）。

表土 表土

第図165 77
図版131 86

碁石？ メノウ
1.75
2.0
0.8

4.08
完形。製作痕跡：なし。使用痕跡：なし。自然礫（上
原分類）。

表土 表土

第図165 78
図版131 87

碁石？ 閃緑岩
1.6
1.75
0.4

1.78
完形。製作痕跡：表面に研磨による線条痕あり。使
用痕跡：なし。レンズ型（上原分類）。駒の可能性もあ
り。

K3　96　SW2
第2　石組
遺構内

K2-97　SW2

第図165 79
図版131 88

碁石 粘板岩
2.15
2.2
0.6

3.74
完形。製作痕跡：表面に研磨による線条痕あり。使
用痕跡：なし。レンズ型（上原分類）。

表土　L1　102 L1-102　表土

注　「－」：計測不可



第50表　石製品観察一覧⑥ 単位：㎝、g

挿図番号
図版番号

種類 材質
残存長
残存幅

厚さ
重量 観察事項 旧出土地 新出土地

第図165 80
図版131 89

碁石？ 土製
2.0
2.0
0.7

3.02
完形。製作痕跡：表面に研磨による線条痕あり。使
用痕跡：片側表面中央部に僅かに滑面化した凹み、
指痕？自然礫（上原分類）。駒の可能性もあり。

SW9　遺構内 K1-96　SW9

第図165 81
図版131 90

駒？
緑色岩

（県外産）

4.0
3.9
2.9

57.14
完形。製作痕跡：全周に磨面。使用痕跡：片側表面
中央部に僅かに滑面化した凹み。

第2　K6　98 K6-98　Ⅱ層

第図165 82
図版131 91

玉器
結晶質
石灰岩

5.7
1.95
1.35

8.54
破片。製作痕跡：全面磨面、指間のみ粗磨面。使用
痕跡：なし。鳥の足部か？

K1　96 K1-96　表採

第図165 83
図版131 92

玉器 蝋石
2.4
0.7
0.15

0.28
下端欠損。製作痕跡：全周に研磨に伴う微細な線条
痕。使用痕：なし。表裏面に長軸方向の線２条陰刻。

不明 出土地不明

第図165 84
図版131 93

玉器 翡翠
1.5
2.2
1.8

5.61
破片。製作痕跡：全周に削り痕、多面体形に面取り。
使用痕跡：なし。

不明 出土地不明

第図165 85
図版131 94

玉器 翡翠
2.75
2.95
1.25

10.46
碗もしくは盤。胴部片。製作痕跡：全周に磨面及び
微細な研磨による線条痕。使用痕：なし。

表　L2　99 L2-99　表採

第図165 86
図版131 95

玉器 不明
3.0
5.1
1.25

19.80
破片。製作痕跡：前面磨面、背面ノミ痕残。使用痕
跡：なし。装飾：草花文肉彫。背面ノミ痕より別製品
へのはめ込み式の装飾部品か？

不明 出土地不明

第図165 87
図版131 96

石筆 蝋石
4.9
0.6
0.6

3.20
上部欠損。製作痕跡：削り・研磨により身部面取り。
使用痕跡：なし。

表土　L4　102 L4-102　表土

第図165 88
図版131 97

石球
細粒砂岩
（ニービヌ

フニ）

5.85
5.9
5.3

245.24
完形。製作痕跡：全周にノミ痕及び敲打痕。一部の
み平坦に粗研磨。使用痕：なし。

4基壇南壁
外側上部

南踊り場
断割⑤

第図165 89
図版131 98

石球
細粒砂岩
（ニービヌ

フニ）

7.0
7.05
6.6

421.81 完形。製作痕跡：全周に敲打痕。使用痕：なし。
K2　100　南石
段（基壇）の内
側の基段石列

南踊り場
断割①

第図165 90
図版131 99

弾 銅製
2.5
2.55
2.65

68.23
完形。製作痕跡：中央部一箇所に突起。切断痕？
使用痕：なし。
※集計は金属製品に含まれる。

第2基壇 Ⅱ期基壇

第図165 91
図版131

100
弾 土製

2.4
2.48
2.5

14.89
完形。製作痕跡：なし。使用痕跡：煤付着。下面に平
坦面あり。
※集計は土製品に含まれる。

表土　L3　92 L3-92　表土

注　「－」：計測不可



第51表　骨製品集計表

個　数 3 2 2 1 8

合　計分　類 ボタン 歯ブラシ 骨ベラ
不明

（ボタン？）



第52表　骨製品観察一覧 単位：㎝、g

縦 横 厚さ 重量

第166図
図版132

１

不明
（ボタン？）

不明 2.15 2.15 0.25 1.43
完形。製作痕跡：内面にケズリ痕、凹み、外面ミ
ガキ。使用痕：なし。

かわや跡の
覆土中

かわや跡　Ⅰ層

第166図
図版132

２
歯ブラシ ウシ？ 4.45 1.15 0.35 2.24

柄部欠損。製作痕跡：植毛のための穿孔、研
磨。使用痕：なし。

南側
Ⅶ期基壇

南踊り場 階段

第166図
図版132

３
歯ブラシ ウシ？ 8.35 0.80 0.70 5.29

ブラシ部欠損。製作痕跡：植毛のための穿孔、基
部穿孔、研磨。使用痕：基部孔に鋲残。銘：「オ
ハヨー」。

L0　98　撹乱 L0-98　撹乱層

第166図
図版132

４
骨ベラ ウシ？ 10.10 1.90 0.60 10.40

製作痕跡：全面研磨、基部穿孔。使用痕跡：利
部先端欠損。釘書：表「ヨナバル　○」裏「マツ
ル」。

南側
Ⅶ期基壇

南踊り場 階段

第166図
図版132

５
骨ベラ ウシ？ 6.20 1.45 0.55 6.58

利部欠損。製作痕跡：全面研磨、基部穿孔。横
幅は1.00㎝～1.45㎝～1.80㎝。

L5　98　撹乱 L5-98　撹乱層

新出土地
挿図番号
図版番号

種類 材質
法量

観察事項 旧出土地



第53表　土製品集計表

モルタル 漆喰 瓦質

個　数 7 7 3 1 1 1 1 1 22

器種不明 合　計分　類
建材

羽口 土弾
ミニチュア
土製品

不明
土製品



第54表　土製品観察一覧 単位：㎝、g

縦 横 厚さ 重量

第167図
図版133

１
器種不明 土製

にぶい黄褐
色、泥質、白色

粒まばら
3.45 1.35 0.90 5.80

下端欠損。方形に面取り、全面ミガキ、表裏中央部に凹み。
器種不明。

K1-96 K1-96　表採

第167図
図版133

２
建材 瓦質

明赤褐色、瓦
質、石灰岩粒

多量
9.40 10.45 5.50 316.53 下・右側面欠損、残存面はいずれも平坦面。詳細不明。

K3　96　SW2
石組遺構内
（井戸状）

K2-97　SW2

第167図
図版133

３
建材 モルタル ― 10.30 7.10 2.60 179.68

正面及び下面を除く側面は磨面、特に正面顕著。焼成後正
面から穿孔。器種不明。

表土　L1　100 L1-100　表土

第167図
図版133

４

ミニチュア
土製品

土製 淡黄色、泥質 1.50 1.70 0.25 0.72
半欠。型合わせ。正面・側面に自然釉。底部露胎。本土産
（関西か）、近世。

SW4遺構内 K0・1-99　SW4

旧出土地 新出土地
挿図番号
図版番号

種類 材質 素地
法量

観察事項



第55表　ガラス製品集計表

化学用品

薬瓶 栓 蓋 インクボトル ボトル 管

個　数 6 4 1 2 1 4 3 21

器　種
分　類

ガラス瓶
器種不明 合　計



第56表　ガラス製品観察一覧 単位：㎝、g

挿図番号
図版番号

器種
縦
横

厚さ
重量 観察事項 旧出土地 新出土地

第168図
図版134

１
栓

2.90
幅　1.05

外径　2.30
8.69 淡緑色、栓部は端部に向かって細化、型成形。近現代。 不明 出土地不明

第168図
図版134

２
インクボトル

3.95
5.35

幅　4.35
－

43.88
淡緑色。型成形、長軸方向で溶着。外径2.2cm、内径
1.3cm。近現代。

L1　98　撹乱 L1-98　撹乱層

第168図
図版134

３
薬瓶

6.30
2.30
1.00

10.93
透明。口部細口スクリューキャップ。型成形、長軸方向で
溶着。口径0.9cm。近現代。

不明 出土地不明

第168図
図版134

４
薬瓶

4.10
2.80
1.00

4.84
透明。口部欠損。型成形、長軸方向で溶着。口径
0.10cm。近現代。

不明 出土地不明

第168図
図版134

５
蓋

4.20
3.80
－

23.56 透明。型成形。化粧瓶蓋。最大幅は3.8cm。近現代。 不明 出土地不明

第168図
図版134

６
栓

5.25
棒状径  0.60
円径　小1.80
円径　大2.35

27.68 型成形。瓢箪状だが器種等不明。 SW1　遺構内 K2-98・99　SW1

注　「－」：計測不可



第57表　貝類遺体等集計表①（巻貝）

完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片

合　　　計 0 0 1 7 1 7 3 0 3 1 2 14 1 0 0 25 33 63 2 0 1 1 0 0 9 125 774 625 144 235 159 61 69 109 0 5 365 285 27 6 0 0 10 0 7 4 0 0 2 0 0 26 5 11 1 0 0

最小個体数 1650 6 10 4 2 312 1 134 769 220 1091 8 3 3 1 58

Ⅰ-１-ｂ Ⅰ-１-ｃ Ⅴ-８ Ⅳ-６Ⅰ-４-ａ Ⅰ-３-ａ Ⅰ-３-ａ Ⅱ-１-ｂ Ⅱ-１-ｂ Ⅱ-１-ｂⅠ-２-ａ Ⅰ-２-ａ Ⅰ-３-ａ Ⅰ-４-ａ Ⅰ-４-ａ Ⅰ-４-ａ Ⅱ-１-ｂ Ⅰ-４-ｂ Ⅰ-４-ａ

タイワンカワニナカンギク カンギクの蓋 マルアマオブネ アマオブネガイ ニシキアマオブネ
オキナワ

ヤマタニシ

オキナワ

イシダタミ
リュウテン ヤコウガイ ヤコウガイの蓋 チョ ウセンサザエ

チョ ウセン

サザエの蓋
イボアナゴ ニシキウズ ムラサキウズ ギンタカハマ ベニシリタカ サラサバティ

ミミガイ科 ニシキウズ科 サザエ科 アマオブネガイ科 ヤマタニシ科 トウガタカワニナ科

網名

科名

種名

生息地

腹　足　網

完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片

合　　　計 10 13 1 1 0 0 6 0 0 714 181 7 142 86 2 1 2 0 8 0 0 2 0 0 141 2 0 1 0 0 127 139 6 0 2 1 0 1 21 1 0 0 0 1 0 4 0 2 29 2 3 1 0 0 8 16 22

最小個体数 1 242 1 1 1 4 313 8 2 143 1 26623 1 6 895 228

Ⅱ-２-ｃ Ⅰ-２-ｃ Ⅰ-２-ｃ Ⅰ-２-ｃ Ⅰ-３-ａ Ⅰ-１-ａⅠ-１-ｂ Ⅱ-１-ｂ Ⅰ-１-ａ Ⅲ-１-ｃ Ⅲ-１-ｃ Ⅲ-０-ｃⅠ-２-ｃ Ⅰ-２-ｃ

キイロダカラ ハナマルユキ

Ⅰ-１-ａ Ⅰ-３-ａ

スイジガイ

ソデボラ科不明

アツキクスズメ ハチジョ ウダカラ ホシキヌタ ハナビラダカラ

Ⅰ-２-ａ Ⅰ-１-ａ

イボウミニナ カワアイ センニンガイ オハグロガイ ネジマガキ マガキガイオニノツノガイ コオニノツノガイ カヤノミカニモリ
ウミニナカニモリ

（イワカニモリ）
クワノミカニモリ

フトヘナタリ科 ソデボラ科 スズメガイ科 タカラガイ科オニノツノガイ科 ウミニナ科

網名

科名

種名

生息地

腹　足　網

完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片

合　　　計 0 0 5 3 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 1 0 1 1 0 1 0 1 1 0 0 1 0 0 4 0 0 2 0 0 1 0 0 2 1 1 25 0 1 7 1 3 4 1 2 0 0 1

最小個体数 8 5 11 4 2 1 3 251 1 1 2 1 11 3 1 1

Ⅱ-１-ｃ Ⅰ-２-ａ Ⅰ-２-ａ Ⅰ-１-ａⅠ-３-ａ Ⅰ-１-ａ Ⅰ-３-ａ Ⅱ-１-ａ Ⅰ-３-ａ Ⅰ-２-ａⅠ-３-ａ Ⅰ-１-ａ Ⅰ-１-ｃ Ⅰ-２-ａ Ⅰ-４-ａ Ⅰ-２-ａ

イトマキボラ ナガイトマキボラ チトセボラアカイガレイシ ツノレイシ コイワニシ オニコブシガイ コオニコブシ シマベッコウバイオオナルトボラ ウズラガイ フジツガイ ホラガイ ガンゼキボラ
ムラサキ

イガレイシタカラガイ科

不明

ホウシュノタマ イワカワウネボラ オキニシ

Ⅱ-１-ｃ Ⅰ-２-ａ

オニコブシガイ科 エゾバイ科 イトマキボラ科タカラガイ科 タマガイ科

腹　足　網

オキニシ科 ヤツシロガイ科 フジツガイ科 アッキガイ科

網名

科名

種名

生息地

完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片

合　　　計 2 0 0 2 0 0 3 0 0 2 0 0 0 1 2 7 0 0 2 0 0 1 0 0 1 0 0 2 1 0 2 1 0 1 0 0 1 0 1 1 0 0 0 5 3 1 0 0 2 0 2 0 0 3 1 0 0

最小個体数 1 2 1 13 3 1 1 1 52 1 7 2 1 12 2 3

Ⅰ-２-ｃ Ⅴ-８ Ⅴ-９ Ⅴ-８Ⅰ-１-ｃ Ⅰ-２-ａ Ⅰ-２-ａ Ⅰ-２-ａ Ⅰ-１-ｃ Ⅱ-２-ｃⅠ-２-ｃ Ⅰ-２-ｃ Ⅰ-２-ｃ Ⅰ-１-ａ Ⅰ-１-ａ Ⅰ-２-ｃⅠ-２-ａ Ⅱ-２-ｃ

タケノコガイ ツヤギセルガイ アフリカマイマイ シュリマイマイヤナギシボリイモ ヤセイモ キヌカツギイモ ニシキミナシ アジロイモ

イモガイ科不明

アンボンクロザメ クロフモドキ マダライモ サヤガタイモ ゴマフイモ アカシマミナシサツマビナ クロミナシ ミカドミナシ

キセルガイ科 アフリカマイマイ科 ナンバンマイマイ科マクラガイ科 イモガイ科 タケノコガイ科

網名

科名

種名

生息地

腹　足　網

完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片

合　　　計 1 0 0 70 28 8 0 0 3 0 4 11 2708 1147 1331

最小個体数

※ 個体数は完形と殻頂を足した数。

1 4 38611 98

Ⅴ-９ Ⅳ-６

パイプウニ

パンダナマイマイ
ウスイロ

オカチグサ

オナジマイマイ科 カワザンショ ウガイ科 ナガウニ科

巻貝不明 合　計

網名

科名

種名

生息地

腹　足　網 ウニ網



第57表　貝類遺体等集計表②（二枚貝）

左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右

合　　計 4 2 3 0 13 0 1 0 0 0 10 2 0 0 9 73 60 14 9 16 0 1 0 0 0 3 1 0 1 6 4 5 2 3 1

最小個体数 3 87 1 10 87 1

完形 殻頂 破

片

完形 殻頂 破

片

完形 殻頂 破

片

破

片

完形 殻頂 破

片

完形 殻頂 破

片

完形 殻頂 破

片

完形 殻頂

Ⅱ-２-ｃ Ⅱ-２-ｃⅠ-２-ａ Ⅰ-１-ａ Ⅱ-２-ｃ Ⅵ

ウミギク科 イタボガキ科 ツキガイ科

網名

科名

種名

生息地

二枚貝網

キクザルガイ科 ザルガイ科

リュウキュウザル カワラガイメンガイ（の一種） オハグロガキ カキの一種 ウラキツキガイ キクザル（の一種）

左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右

合　　計 6 6 1 0 4 23 18 15 11 121 2 0 0 0 0 0 1 0 0 2 0 0 1 1 5 98 85 38 27 4 1 0 0 0 0

最小個体数 1 136 17 38 2 1

破

片

完形 殻頂 破

片

完形 殻頂 破

片

完形 殻頂 破

片

完形 殻頂破

片

完形 殻頂 破

片

完形 殻頂 破

片

完形 殻頂

Ⅰ-１-ｃ Ⅱ-１-ｃⅠ-２-ａ Ⅰ-２-ｃ Ⅰ-１-ｃ

フジノハナガイ科

網名

科名

種名

生息地

二枚貝網

シャコガイ科 チドリマスオ科

シャコガイ科不明 イソハマグリ リュウキュウナミノコヒメシャコガイ ヒレシャコガイ
オオシラナミ

（シラナミ）
シラナミ類

左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右

合　　計 0 0 1 0 0 0 1 1 0 3 1 0 0 0 5 0 1 0 0 0 0 1 1 1 1 1 7 0 0 9 9 7 6 0 10

最小個体数 1 2 7 151 1 1

完形 殻頂 破

片

完形 殻頂 破

片

完形 殻頂 破

片

破

片

完形 殻頂 破

片

完形 殻頂 破

片

完形 殻頂 破

片

完形 殻頂

Ⅱ-１-ｃ Ⅱ-１-ｃ Ⅲ-０-ｃ Ⅱ-２-ｃⅡ-２-ｃ Ⅰ-２-ｃ Ⅰ-２-ａ

網名

科名

種名

生息地

二枚貝網

マスオガイ リュウキュウマスオ シレナシジミ ヌノメガイニッコウガイ サメザラ リュウキュウシラトリ

ニッコウガイ科 シオサザナミ科 シジミ科 マルスダレガイ科

左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右

合　　計 1408 1327 484 541 433 36 27 9 3 2 3 4 3 4 1 11 4 0 4 0 1 0 0 0 0 10 8 5 10 19 0 0 1 0 2

最小個体数 1 18 11892 45

完形 殻頂 破

片

完形 殻頂 破

片

完形 殻頂 破

片

完形 殻頂 破

片

8 11

Ⅱ-２-ｃ

完形 殻頂 破

片

完形 殻頂 破

片

完形 殻頂 破

片

マルスダレガイ科

網名

科名

種名

生息地

二枚貝網

Ⅲ-１-ｃ Ⅱ-１-ｃ

スダレハマグリ ハマグリの一種アラスジケマンガイ ホソスジイナミガイ ユウカゲハマグリ イオウハマグリ マルオミナエシ

Ⅱ-２-ｃ Ⅱ-１-ｃ Ⅰ-２-ｃ Ⅱ-１-ｃ

左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右

合　　計 42 55 82 68 159 11 15 1 4 4 2 2 0 0 18 1767 1647 672 689 873

最小個体数 19 2 2469124

完形 殻頂 破

片

完形 殻頂 破

片

完形 殻頂 破

片

完形 殻頂 破

片

合　計

網名

科名

種名

生息地

二枚貝網

マルスダレガイ科

Ⅲ-１-ｃⅡ-２-ｃ

ハマグリ オキシジミ

二枚貝不明

左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右

合　　計 3 1 2 1 3 2 1 1 0 1 0 0 0 0 1 1 4 1 1 3 0 0 0 0 18 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0

最小個体数

完形 殻頂

15 3 1 5 1 1

完形 殻頂 破

片

完形 殻頂 破

片

完形 殻頂 破

片

Ⅰ-１-ｃⅠ-１-ｃ

破

片

完形 殻頂 破

片

完形 殻頂 破

片

完形 殻頂 破

片

Ⅰ-１-ａ Ⅱ-２-ｃ Ⅰ-１-ａ Ⅰ-１-ａ Ⅰ-１-ａ

網名

科名

種名

生息地

二枚貝網

フネガイ科 イガイ科 ウグイスガイ科

ツキヒガイ？エガイ リュウキュウサルボウ リュウキュウヒバリガイ ミドリアオリ クロチョ ウガイ リュウキュウキンチャク

イタヤガイ科



第60表　脊椎動物遺体集計表①（魚類）

メジロザメ目 メジロザメ科 メジロザメ

エイ目 科不明 エイの一種

ボラ目 ボラ科 ボラ？ R L 1

R L 1 1

R L 1

R L 2

R L 5 5

R L 4

R L 3

R L 13 8

R L 5 8

R L 3 6

舌顎 ａ R L 1

R L 2 9

ａ R L 1 1

ｂ R L 5 7

R L 1

R L 1 1

R L 9 9

ブリ R L 1

イトヒキアジ類 R L 1

ヒメフエダイ R L 1

Ａ R L 1 1

R L 2

R L 2

Ｃ R L 1

フエダイ科の一種 R L 3 2

R L 1

R L 1

R L 2 5

R L 4 3

R L 3 4

R L 1

R L 1

R L 1

R L 1

R L 1

R L 1

R L 1 2

R L 1

R L 1

舌顎 ｂ R L 3

R L 1

R L 3 5

R L 2

R L 27 16

R L 11 10

R L 18 13+③

R L 16 12

R L 15 14

ａ R L 5 2

ｂ R L 12 9

ｃ R L 4 3

R L 1 2

R L 13 10

R L 12 16

R L 6 4

シマイサキ科 コトヒキ 主鰓蓋骨 ｃ R L 1 1

スズキ目

舌顎

前鰓蓋骨

主鰓蓋骨

副楔骨 10

ハマフエフキ

前上顎骨

歯骨

主上顎骨

口蓋

角骨

方骨

方骨

フエフキダイ科

ヨコシマクロダイ
前上顎骨

前鰓蓋骨

アマミフエフキ

前上顎骨

舌顎

イソフエフキ
前上顎骨

角骨

前鰓蓋骨

タイワンダイ
前上顎骨

前鰓蓋骨

タイ科の一種
主上顎骨

舌顎

タイ科

ヘダイ
前上顎骨

歯骨

クロダイ

前上顎骨

歯骨

主上顎骨

ミナミクロダイ
前上顎骨

フエダイ科

前鰓蓋骨

前上顎骨

Ｂ
前上顎骨

歯骨

前上顎骨

舌顎

擬鎖骨

鋤骨 1

アジ科
前上顎骨

歯骨

角骨

方骨

舌顎

前鰓蓋骨

前鰓蓋骨

主鰓蓋骨

ハタ科

Ａ
前上顎骨

歯骨

Ｂ
前上顎骨

歯骨

ハタ科の一種

主上顎骨

主鰓蓋骨

ダツ目 ダツ科 ダツ
前上顎骨

歯骨

目・科・種名・部位 個　数

脊椎骨 6

脊椎骨 10



第60表　脊椎動物遺体集計表②（魚類）

R L 17 8

R L 2 3

R L 1

タキベラ R L 1

R L 1 3

R L 1

Ａ

R L 1

R L 1 3

R L 5 8

R L 8 8

前鰓蓋骨 ｉ R L 1

R L 4 2

R L 1

R L 1 1

R L 4 4

R L 1

R L 7+① 4

R L 4

R L 8 7

R L 12 6

Ｃ R L 1 2

Ａ R L 4 3

Ｂ R L 9 4

R L 1 1

ａ R L 2

ｂ R L 1

R L 5 2

Ａ R L 8 4

Ｂ R L 6 14

R L 1

R L 6 2

R L 6 7

前鰓蓋骨 ｆ R L 1

R L 4 6

R L 7 8

R L 2

前鰓蓋骨 ｃ R L 1

舌顎 ｆ R L 1

前鰓蓋骨 ｄ R L 1

R L 1

R L 1

R L 1

R L 2

R L 1

カワハギ科 カワハギ類

フグ科 フグの一種 R L 1

ハリセンボン科 ハリセンボン科の一種

口蓋 ｂ R L 8 1

R L 1

ａ R L 1 1

ｃ R L 1

ｄ R L 2

科・種不明

目・科・種名・部位 個　数

スズキ目

方骨

舌顎

スズキ目 前鰓蓋骨

フグ目

背鰭棘 2

前上顎骨

ニザダイ科

棘 5

ニザダイ科の一種
主鰓蓋骨

鱗 10

カマス科 カマス科の一種
前上顎骨

歯骨

角骨

角骨

方骨

舌顎

前鰓蓋骨

主鰓蓋骨

ブダイ科？
主上顎骨

アイゴ科 アイゴ科の一種

擬鎖骨

ナガブダイ
上咽頭骨

下咽頭骨 9

Ａ
前上顎骨

歯骨

ブダイ科

イロブダイ

前上顎骨

歯骨

上咽頭骨

ナンヨウブダイ
上咽頭骨

下咽頭骨

Ｂ
前上顎骨

歯骨

歯骨

ブダイ科の一種

主上顎骨

主上顎骨

口蓋

口蓋

主上顎骨

角骨

下咽頭骨 6

上咽頭骨

カンムリベラ
前上顎骨

歯骨

4

ベラ科

コブダイ

前上顎骨

歯骨

上咽頭骨

下咽頭骨 2

ベラ科の一種

前上顎骨

歯骨



第60表　脊椎動物遺体集計表③（魚類）

ａ R L 1

ｅ R L 2

ｆ R L 1

ｇ R L 1

ａ R L 1 2

ｂ R L 2 1

R L 2

R L 1 3

R L 1

注　○：キズあり

目・科・種名・部位 個　数

科・種不明

795+③

尾椎 28

前鰓蓋骨

主鰓蓋骨

主鰓蓋骨

上咽頭骨

擬鎖骨

合　計 1677

6+①

背鰭棘 7

臀鰭血管間棘 22

第２臀鰭棘 19

鋤骨

脊椎骨



第60表　脊椎動物遺体集計表④（ウミガメ）

種　類 部　位 個　数

1

1

1

1

1

2

指骨 1

ウミガメ
肋骨板



第60表　脊椎動物遺体集計表⑤（ニワトリ）
右 左 不明 右 左 不明

鎖骨 0 0 1 完存 0 1 0

完存 1 2 0 近位端 ① 0 0

近位端 1 2 0 近位端～骨体 2 4 0

近位部～遠位端 0 1 0 近位端～遠位部 1 1 0

遠位端 1 0 0 近位部～骨体 1 0 0

椎体 胸椎 0 0 1 近位部～遠位部 1 0 0

肩甲骨 近位端 0 1+① 0 近位部～遠位端 1 0 0

胸骨 0 0 1 骨体 10 10 0

完存 ① 1 0 骨体～遠位部 5 1 0

両骨端はずれ 0 ｛1｝ 0 骨体～遠位端 5 4+① 0

近位端 3 1 0 遠位部 0 2 0

近位部 0 2 0 遠位端 1 6+① 0

近位部～遠位端 1 0 0 近位端 1 2 0

近位部～遠位部 1 1 0 近位端～骨体 0 3 0

近位部～骨体 0 1 0 近位部 1 0 0

骨体 3 2 0 骨体 3+（♂1） 3+（♀1） 0

骨体～遠位部 0 2 0 遠位部 2 0 0

骨体～遠位端 5 4+② 0 遠位端 2 2 0

遠位部 1 2+① 0 破片 1 0 0

遠位端 4 2 0 107 109 3

完存 0 1 0 ※ ○：キズあり、（♀）：メス、（♂）：オス、｛　｝：幼

近位端～遠位部 0 1 0

骨体 3 0 0

骨体～遠位端 1 2 0

遠位端 3 1 0

完存 1 0 0

近位端 1 1 0

近位端～骨体 1 0 0

近位部 0 1 0

近位部～遠位部 0 1 0

近位部～遠位端 1 0 0

近位部～骨体 0 1 0

骨体 4 4 0

骨体～遠位端 2 7 0

遠位端 1 0 0

中手骨 近位端 1 0 0

完存 1 1 0

近位端 2 1+① 0

近位端～骨体 5+③ 2 0

近位端～遠位部 0 2 0

近位部 3 0 0

近位部～遠位部 2 1 0

近位部～骨体 2 1 0

骨体 3 3 0

骨体～遠位部 2 2 0

骨体～遠位端 3 1 0

遠位部 1 0 0

遠位端 0 1+② 0

橈骨

尺骨

大腿骨

部　　　位

脛骨

中足骨

合　　計

部　　　位

烏口骨

上腕骨



第60表　脊椎動物遺体集計表⑥（トリ）
種　類 部　位 右/左 残存部位 個　数

上碗骨 右 近位部～骨体 1

脛骨 右 骨体 1

キジバトか 尺骨 右 完形 1

アホウドリ？ 橈骨 右 骨体 1

1

1

左 近位端～遠位部 1

右 近位端～骨体 1

右 骨体 ①

左 近位部～遠位端 1

左 骨体 1

左 遠位端 1

左 骨体 1

左 骨体～遠位部 1

※　○：キズあり

カモ類？

トリ

上顎骨 - -

上碗骨

尺骨

脛骨



第60表　脊椎動物遺体集計表⑦（ネズミ）
部　位 残存部位 右/左 個　数

寛骨 完形 右 1

大腿骨 近位端～遠位骨端はずれ 左 1

完形 左 1

両骨端はずれ 右 1

尾椎 － 1

脛骨



第60表　脊椎動物遺体集計表⑧（イヌ）

部　位 右/左 残存部位 個　数

肩甲骨 右 遠位端 1

橈骨 左 近位部 1

中手骨Ⅲ 右 完形 1

中手骨Ⅳ 右 完形 1

中足骨Ⅱ 左 近位端 1

中足骨Ⅲ 右 完形 1



第60表　脊椎動物遺体集計表⑨（ジュゴン）

部　位 個　数

1

1

2

1

歯 2

肋骨



第60表　脊椎動物遺体集計表⑩（ウマ）

右 左 不明

下顎骨 M3 1 0 0

肋骨 破片 0 0 2

肩甲骨 破片 1 0 0

肩甲骨？ 破片 0 1 0

橈骨 骨体 0 1 0

手根骨 第３ 0 1 0

腸骨部～臼部 1 0 0

臼部 1 0 0

坐骨 0 1 0

近位骨端のみ 2 0 0

遠位部 1 0 0

破片 2 0 0

近位端 0 1 0

近位部 0 1 0

遠位端 0 2 0

距骨 2 1 0

完形 1 0 0

近位端～遠位部 1 0 0

中手骨 骨端のみ ① 0 0

基節骨 1 1 0

中節骨 1 0 0

部位不明 破片 0 0 1

16 10 3

注　○：キズあり

合　　計

部　　位

寛骨

大腿骨

脛骨

踵骨



第60表　脊椎動物遺体集計表⑪（ヤギ）

部　位 右/左 残存部位 個　数

下顎骨 左 ― 1

上碗骨 左 遠位端 1

左 近位端 1

左 遠位部 1

左 遠位端 1

尺骨 左 近位端 1

右 近位部～遠位部 1

左 近位端～遠位部 1

基節骨 右 完形 1

橈骨

大腿骨



第60表　脊椎動物遺体集計表⑫（ウシ歯）
部　位 右/左 残存部位 個　数

dm4 1

M2 1

dm3 1

1

1

P2 1

P3 1

M2 1

1

1

I 2

P2 1

P3 1

1

1

I 2

dm3,dm4,M1 1

M1 1

M2 1

1

1

不明 歯 2

上顎骨

右

左

dm4

M3

下顎骨

右

M2

左

M3



第60表　脊椎動物遺体集計表⑬（ウシ）
右 左 不明 右 左 不明

頭骨 側頭骨 0 1 0 近位骨端のみ 1 1 0

下顎骨 2 1 0 近位部 1 2+① 0

筋突起 1 0 0 骨体 ｛1｝ 0 0

破片 1 0 0 骨体～遠位部 0 3 0

環椎 0 0 ① 遠位部 2 0 0

軸椎 0 0 2 遠位骨端はずれ 1 0 0

頸椎 0 0 2+② 破片 4 7 1

胸椎 0 0 8 踵骨 2 0 0

胸椎　棘突起 0 0 1 足根骨 第４中心 0 2 0

腰椎 0 0 2 近位端 1 0 0

椎体 0 0 3 近位端～遠位部 0 2 0

近位～ 0 0 2 骨体 0 2 0

肋骨 0 0 6+③ 遠位端 1 0 0

軟骨 0 0 3+（5） 破片 1 3 3+①

破片 0 0 ① 基節骨 5 4 0

臼部 0 1 0 完存 0 4 0

近位端 1 0 0 遠位端 0 1 0

骨体 3 1 0 末節骨 0 1 0

遠位部 0 1 0 部位不明 破片 0 0 6+①

破片 4+① 3 0 62 74 56

近位骨端のみ 1 0 0 　注　( )：破片、○：キズあり、{ }：幼

遠位部 4 3 0

遠位骨端のみ 0 1 0

破片 3+① 2 0

近位端 1 0 0

近位端～骨体 1 0 0

近位部 1 0 0

骨体 0 1+① 0

遠位骨端のみ 0 1 0

橈骨+尺骨 近位部 0 1 0

近位骨端はずれ～遠位部 1 0 0

近位端～骨体 1 0 0

近位部～遠位部 1 0 0

破片 2 0 0

橈側手根骨 完存 1 0 0

手根骨 完存 0 2 0

近位端～骨体 0 1 0

骨体 1 0 0

破片 0 0 1

腸骨部 0 1 0

臼部 2 4 0

破片 1 3 0

近位骨端のみ 1 2 0

近位骨端はずれ 0 1 0

近位端 1 0 0

骨体 2 0 0

遠位部 0 2 0

遠位端 1 0 0

破片 1+① 7 2

部　　　位

尺骨

中手骨

寛骨

大腿骨

部　　　位

下顎骨

椎体

肋骨

肩甲骨

上腕骨

中節骨

合　　　計

脛骨

中足骨

橈骨



第60表　脊椎動物遺体集計表⑭（ウマかウシ）

部　位 右/左 残存部位 個　数

1

肩甲骨 左 破片 1

大腿骨 左右不明 遠位骨端のみ 1

頭骨片



第60表　脊椎動物遺体集計表⑮（イノシシ／ブタ歯）
部　位 右/左 残存部位 個　数

左 M1～3 1

右 M2 1

左 M3 1

左 Ｉ2 1

左 C 1

上顎骨

下顎骨



第60表　脊椎動物遺体集計表⑯（イノシシ／ブタ）

右 左 不明 右 左 不明

頭骨 側頭骨 1 1 0 腸骨部 5 0 0

1 1 0 臼部 2 2 0

下顎骨 1 1 0 臼部～坐骨 0 1 0

筋突起 0 1 0 坐骨 1 0 0

環椎 0 0 2 骨体 1 3 ①

頸椎 0 0 1 近位骨端はずれ 0 ① 0

胸椎 0 0 5 近位骨端はずれ～骨体 1 0 0

腰椎 0 0 5 近位部～骨体 1 0 0

椎体 0 0 8 近位部～遠位部 1 0 0

仙骨 0 0 2 骨体 3 4 0

破片 0 0 3 骨体～遠位部 1 0 0

肋骨 肋骨 15+② 14+① 0 骨体～遠位骨端はずれ 0 1 0

骨体 5 8 0 遠位部 0 1 0

骨体～遠位部 0 1 0 遠位骨端はずれ 1 0 0

遠位端 2 4 0 遠位骨端のみ 1 1 0

近位端 1 1 0 破片 2 0 1

近位骨端はずれ 1 0 0 1 0 0

近位骨端はずれ～遠位部 0 1 0 近位端骨端欠 0 ① 0

近位部～骨体 0 1 0 近位部 0 1 0

骨体 2 4 0 近位部～骨体 1 0 0

骨体～遠位部 0 ① 0 骨体 5 2+① 0

遠位部 1 1 0 骨体～遠位部 ① 0 0

遠位端 2 2 0 骨体～遠位端 1 0 0

破片 4 2 0 遠位骨端はずれ 0 1 0

近位端 1 0 0 遠位端 ① 2 0

近位端～骨体 0 1 0 破片 0 1 0

近位端～遠位骨端はずれ 1 1 0 腓骨 遠位骨端のみ 0 1 0

近位骨端はずれ 1 0 0 距骨 0 1 0

近位部～骨体 0 2 0 踵骨 6 2 0

骨体 0 2+① 0 6 4 3

骨体～遠位端 1 0 0 Ⅱ 1 5 0

遠位骨端はずれ 0 1 0 Ⅲ 4 1 0

0 1 0 Ⅳ 3 1 0

近位骨端はずれ 0 1 0 4 4 0

近位骨端はずれ～骨体 0 ① 0 1 0 0

近位部～遠位部 ① 0 0 2 1 0

骨体 2 2 0 0 0 1

Ⅱ 6 2 0 116 118 32

Ⅲ 1+① 7+① 0 注　○：キズあり

Ⅳ 5 6 0

Ⅴ 1 1 0

　部　　　位

 中足骨

合　　　計

　部位不明

　中節骨

　末節骨

　基節骨

　　橈骨・骨体＋尺骨・骨体

尺骨

中手骨

寛骨

大腿骨

　膝蓋骨

橈骨

脛骨

 　中手･中足骨

　部　　　位

下顎

椎体

肩甲骨

上腕骨

　上顎骨



第60表　脊椎動物遺体集計表⑰（ヒト）

部　位 個　数

歯 1



第60表　脊椎動物遺体集計表⑱（ヘビ）

部　位 個　数

脊椎骨 43

肋骨 76



第60表　脊椎動物遺体集計表⑲（種不明）

部　位 個　数

尾椎 1

部位不明 1


